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立体図による図学と、設計製図への

視聴覚教育器機の導入につ いて

石 橋 助 士
口

く昭和47年9月9日受理＞

A Few Comments on the Introduction of Audio-visual Method into 

Teaching Descriptive Geometry, Design and Drawing 

Sukeyoshi Ishibashi 

The development of various modern teaching equipments has beem remarkable these days, 

and made it possible to introduce what is called the audio-visual method into teaching classes. 

Accordingly, the subjects, which were rather cumbersome to teach so far, have been taught 

much more successfully and clearly by making use of simple audio-visual equipments. 

In teaching descriptive geometry, for example, if the illustrations are shown by the O. H. P. 

and overlapped one after another on the screen, the students could grasp the method of proje-

ction much better and besides in much less time. 

In brief, the development and introduction of these equipments ranging from the O. H. p. 

to the Teaching Machine has enabled us to teach more effectively, which I presume is the 

demand of our time. 

1. まえがき

社会の変化は教育一教育内容と教育技術ーにも波及

するものだが，今日の科学の進歩発展は教育技術の面

で， 光学，電子工学を利用した幾多の教授用機器を開

発し，従来の教育体制の変革を促している。 所謂教育

へのAV機材の導入であり，又T Mの採用がそれであ

る。 TM の採用については未だ解決すべき問題も多

く，なお時日を要するこ とではあろうが，簡単なAv 

機材の導入は現在でも直ちに出来る ことである。 乙の

乙とは我国の情報化社会への移行のス ピー ドアップ

と， 情報の氾濫に加えて映像文化の中に育った学生の

資質の変化とが相侯って， 従来の教育方法ではその不

自由さと効率の低きを痛感させるこ とになり，AV機

導入の気運を生じさせ，その導入は， 学生，教師双方

にとり大変便利で， 効果的な学習，教授が出来るもの

である。

図学においても，OH Pで立体図で示した図をオー

ノイーラ ップ式で説明する と， 投影画法の十分な理解

と，短時間で効率の高い，効果的な授業が出来るよう

になった。乙れ等の機材の適宜の導入と使用の方法

は，より高度な知識の修得に多大な影響を与えるもの

と思われる。今後の情報化社会の教育という ことにつ

いては，改めて，教育の原点からの評価と，カリキュ

ラムの再編，システム化の為のソフトウエアの開発等

大問題の整理と， より豊かな人間性を備えた人を育て

るという乙 とに努力すべきであろう。教師も亦覚悟を

新たにして取組むべきではなかろうか。

乙乙では， 図学（立体図を用いた） へのOH Pの導

入の具体例と，AV機材導入の必要性及び今後の展望

について述べる。

2. AV機材導入の背景

教育は国家にとっては千年の計であり，又次代の担

い手を育くむこ とを前提としている。 一方個人にとっ

ては多様な解釈はあろうが，一生を歩む基礎を求める

ζ とであろうか。 （とのこ とは簡単に述べられると と

ではないが）

我国は情報化社会の入口にある といわれる。それ

は，高度成長をとげた工業化社会の後に来る社会，知

識や教育の成果が最重要な役割を演じるであろう社会

で，乙の様な時代に立至るという ことである。

科学の発達によって従来の尺度では予測し難いよう

な社会，多種多様な労働市場の変革する情報化社会
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l乙，学校で学習したととが直接役立つζ とは稀であろ

う。乙のような時，自主的に，独創的思考，行動で日

常生活に於ける諸問題に取組む能力の開発というとと

をも一つの目標とするに値するのではなかろうか。

教育の効率化を叫ばれてから久しくなる。このこと

は教育の成果を如何に効率よく好結果を得るかという

ととであろう。教育は学生と教師のチームワークであ

る。教育は過去の知識を保存し，整理組織化して伝達

すると共に，自主性，創造の能力と豊かな人間性を学

生児養わせるととを目標とし， 教師と学生はその目標

に向って努力すべきであろう。教師の周到な計画の下

に情報を提供し，その優れた展開に対して，学生の貧

欲な意欲とが必要であり，学生の教師に対する信頼が

より以上の効果を得，文そのととはより重大な要素で

もある。然るに一方，学生は様々な能力の所有者で，

映像文化の中に育って来た現代の学生は，自にふれる

範囲での現状承認にとどまり，現象的，形式的なもの

のうえにのみ興味をもっと とが多く，物の本質への追

求をしようとしない，とれ等の学生を対象l乙社会の

将来についての認識の上にたって，学生のもつ受動，

画一的なものを，創造的なものへと，学生の具えてい

る本質的な能力を引出すととに，教育の実践面では眼

を向けるべきであろう。

又科学の位界は益々高度になり，技術者として備え

るべき情報量は年々増加の途を進んでいる。学校での

教授量については限界がある。 学校で、なければ出来な

いもの，学校で乙そ身につけられるものを効率よく教

授する という ζ とが大切であろう。 学科の知識に留ま

らず，団体生活の中に学生自らの人生観，世界観の確

立にも努むべきであろう。

情報伝達手段として， 言語→絵画，文字→印刷物え

と媒体が進んで来たが，色々な補助具の開発が行なわ

れ，授業の方式も今後ど乙まで発展してゆくのであろ

うか，ただどのように進んでも限られた年月に，より

高度のものを，より効果的に教授する乙とに他ならな

い。六感の働きによる認識，乙の中で見る，聴く ζ と

が最大の情報蒐集手段である。 ζの乙とによる情報の

理解，把持というととについては動画，実物によっ

て，より高い成果をあげ得る乙とについては数多くの

研究発表がなされている。現在補助具として，黒板，

掛図，スライド， 8111m, 0 H P, VT  R, C V-R, R 

A等があり，又C,ATV~ C.A Iというシステムまで

発展しているが，CAl については米国大学での採用

も未だ数%を出でないということである。教育の革命

が論ぜられ，技術的には，個別からグループ，ついで

集団の過程を経て，現在は，これ等の機材の導入によ

り， 集団と個別，クツレープと個別，グループと集団と

いう教育方法の有機的統合も可能になった。 乙の事

は，個別化から集団による相互の啓発，競争，刺激を

与え，密度の大きい，効率の高度化という要望を満し

てくれるものである。

予算面の制約，ソフトウエア面の解決という壁は未

だ残るカえ手軽なものからの採用は出来るととであ

る。

筆者は図学にOH Pを利用しているカえ その例を二

題あげ，今後の視聴覚機材の導入についての展望を述

べることにする。

3. 図学授業の具体例

OH Pを採用した理由は，上記の外l乙先づ，明室

で使用出来ること。 書き込みが出来る。 学生の反応が

わかり，時間の節約が出来て一層学生との接触度が増

し， 学生が興味を持ち，従来のやり方に似ていて訓じ

みやすい，経費が安いとと等である。次に実例として

イ．図1' 2は直線とその投影図との関係を， 直線

（図は文末の折込みに示す）が投影面に対して変化す

るときの状態を立体図で示したものである。

1 .直線ABをHP (VP）に平行に置く。乙のと

き直線ABはVp (HP）と戸（ (J）の傾角をなす。

但し（ ）内は図2の説明である。

2. VP (HP）との傾角戸（ (J ）を一定に保ち，

A端を定点として夫々HP (VP）となす角が平行か

ら逐次変化してゆく過程の一端Bの軌跡， B……B1 

・…B2……と， AB……A B1……A B2……と その

投影図との関係の説明。

3. 2で、U:'r来た円錐の軸AOと円錐底面の直径との

夫々の投影図と乙の二直線の関係についての認識。

4. ffiiJ投影を加えると ともある。

図し 2は何れも最初のABの設定をベースに 説

明の！慣に応じて，3枚に分けて書いておく。ベースに

クリーンシートを重ね， 2枚目の段階まで変化すると

きの状態を対話の中に書き込み，後で上のシートと，

予め書いている 2枚目のシー トと取り換える。 3枚目

も同じ。以上終ったら練習問題を行なう。乙の方法を

題目をかえて次に述べる。

ロ．図 3の命題は 3辺AB,BC.C Aの長さ，Aの

位置，ABのHP, VPとの傾角，BCとHPの傾角

を知り，三角形を描けというのである。まづ条件を整

備し箇条書きにさせ，三角形についての認識の想起を

促す。ついで，直線の問題として， ABの作図は？

？．図4を，示す。次にCの求め方について時聞を与

える。 CはA℃， BCの交点として求まる乙とを判断

する。 BC上のCはこの場合如何なる軌跡をもつか？

2.わかったら図5を重ねて， Cの軌跡を日!Jのシー



に書き込みとのときACは如何？。私語の頃合いをみ

て質疑に入る。 C1の軌跡を含む平面上に ACのCz

を置き， ACzをVp K平行にー先づおくことを判断

出来たら（乙の間別のシート を重ねて色々かく）

3.図6を重ねる。乙の後は直ちに理解出来る。

4.図7を重ねてその完成をみる。即ち図3が出来

上る。図5, る， 7の投影面を示す実線は書かない。

以上の説明も学生の反応に応じて色々変えてみるこ

とが必要である。空間部，投影図夫々独立して行なう

方法， このとき空間部のみの説明では学生にその投影

図をかかせる。投影図で理解出来る学生はこの立体図

の想像が出来る者故他民考えさせる。この後で乙の投

影図の製図を提出させて理解度を見る。以上の方法は

学生に興味と創意を喚起させるこ とが出来る上に，所

要時間も少し高専の制度に適応した方法と思われ

る。唯，能力の優れた学生には，小グループに細分化

して行い，後に級集団に移るのも，より効果的と思う

が，OH Pのみでは無理であろう。

4. 従来の方法とOHP使用との比較

従来，黒板えの板書と掛図とモデルの併用で授業を

行って来た。

a，イ．黒板えの板書：学生の眼前ではじめから書

いていく過程抗即思考にも連繋し，有効とは思う

が，その割には時間の無駄などロス面が多い。方法に

より学生を甘やかす乙とにもなる。

ロ． 書いているとき学生の反応不明。

ハ．複雑な図では明確さ を欠乞時間の無駄と，未

終了のとき，次の時聞に又前段階まで書くという二度

手間という面もある。

b. 掛図 イ．全部一枚にかくか，完成図と段階図

の並記とするか，後者は紙面の都合で出来ぬ。数枚に

わけるのは取扱い上困る面が多く，非能率的で，且

ーコ， 不連続感を与え好ましくない。

ロ．手軽に臨機の方法がとり難い。

ハ．書込めば後での質問に対しても利用価値が落ち

る。

ニ． 作成に時間と労力を多く要することは，提出物

の評価，研究，学生の指導面に影響し， 教師，学生に

とり好ましくない。

c. モデル使用した方がよえ，形も大きいのが望

ましい。自製の方が思い通りの授業が出来る。

d. OHP イ． a, b t乙比し説明の所要時聞が短

く，多様性があり， 書き込むだけで余裕が出来る。

ロ．オーバーラッ プが出来る。従って臨機に，どこ

からでも学生の望む段階から直ちに説明出来る。

ハ．立体図の使用により物体と投影図の関係の理解
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が容易である。

ニ． 理解が早い。

ホ．イによ り伝達，整理組織化，判断，創造，フ ィ

ードパックの観察及び密度の高い授業が出来る。

へ． 学生との対話が増す。

卜， 演習時間の増加， 授業方式の多様化学生が興味

を持つ等の利点がある。

又，反面

イ．進度は調節が自在であるが，余りなスピー ド

アップは学生の消化難を来し， 切角のプラス面が減殺

される。

ロ． 初めはTPの作成に手聞がかかり， 多色にする

のにも時聞がかかるカえ慣れれば割と早く，その都度

補いも出来て，次年度からは研究， 指導の余裕が出

る。

ハ．演習時間提出物の増加の為，従来よりその評

価のための時聞が増す等の不利な点がある。

以上の乙とから，従来抽象的説明に過して来た事柄

（モデルを使っても尚幾らか想像が必要で、あった）も

具体的に図示し，見る，聴く， 書くということを揃え

ての学習のため，より有効な授業が出来る。

評価の点でOH P使用後は，テストで高度の聞に約

20%正答が増し，授業の理解度は，その時間の終了時

までに1%程度の誤答と時間切れが出る程度である。

乙れは現在の学生の質を考えると相当の成果と思われ

る。

5. 今後の展望

OH P単独でも尚様々な方法がとられると忠われる

が，今後教育技術面にAV機材はどのように展開され

ることになるだろうか。何れはCA Iを導入し，総て

がシステムイじされるだろうが，それまでの空間を埋

め，システム時代に対処し，優れたソフトウエアの開

発の為にもスライド， 811111}, 0 H P, VT R, C V R 

等の機材を導入し， 図学ではs 物体と投影面，投射

線，投影図の関係を理解させる為に情報の提供に動

画を利用し， グノレープ→集団或は個別という形の授

業，学習に進める方法は如何だろうか。この様にフィ

ノレム化された情報は，図書館或は教官室に保管し，何

時でも学生が取出せる態勢を整える。教師は其時代の

教師像というものに取組んでおく 心構えが必要な時期

に来ているように，思われる。テキストは写真を多用し

た形に改めてゆくのは如何だろう。名古屋大学では図

学へのコンピュータ F 導入について研究が進められて

いるということである。高専は中卒の者が対象であ

り， 高学年において，図形処理機と戸ンビューターと

の導入が出来，数学の進度に合せてでなければ無理で
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ある。寧ろ上記のCAT  Vの準備版とも云えるAV機

材で動的，立体的な授業が望ましいと思われる。

製図に関しては， 機械の要素の製図，機械のスケッ

チにおいて，その導入の説明K，使用目的，使用場

所，性能，形，材料等について幾らかのサンフ。ノレは見

せ，又書きもするが，これに口述を加えても十分でな

い。 811lm, VTR に思い通りの録画をし，説明に使用

すれば，経験代行的な強烈な印象を与え，教師は思い

通りの導入が出来，学生の摂取も卜分となる。次に学

生の製図の拡大投影が出来れば指導面に威力を発揮す

るだろ うカえ現在明室用としての実物投影機はない。

ヴィデオカメラを利用するか，OH P用TPの瞬間作

成器を利用するほかにないようで，これらの導入を考

応すべきである。製図教育えのAV機材活用の見るべ

きものは，早大外数校の大学にあるだけで，高専では

調査不足かわからぬが現在たいした計画もないようで

ある。筆者は今年は予算不足の為に見送った。設置し

である所では10名以内に？台位の割でのテレビ受像器

と，ビデオカメ ラ，スライドとVT Rを組込んだ装置

をもち，高専の授業と異った機能的で行届いた指導を

行ない，羨しい程の成果をあげている。 高専にこそ導

入の緊要性が大きいものであろう。尚下学年比は説明

に立体図を用いる と効果がある。

設計は習得した科目の総合と創意の演習科目であ

り，指導にも工夫を凝らして効率を高める為re,AV  

機材を導入し，類似機械の運転状況，要点，製作過程，

工作法，性能，形状等を説明注意することは頗る効果

的な方法と思われる。尚ミ ニモデノレによる説明， ミニ

モデ、ノレの製作は益々 効果的で‘あろう。乙れ等AV機材

はCA Iの時代に使用出来る物の採用が望ましし、。

それではどの程度の設備が必要だろうか。

1 .図学について

イ．準備室約20m'

I 透過式スライ ド，又は，Cv R，或は小型テレ

ビ受像、器，何れの場合も 8セット／級分 乙れらは

スライド以外は高価だがCA I用として利用山来る。

][ スライドのとき， カメラ 1台， フィノレム120本／

100コマ

][ OHP2セット， IV ボタン 1ケのRA, Vビデ

オの場合，カラーカメラ 1台， CV Rのとき 8111111カ

メラ1台

2，製図室

I テレビ受像機る台， JI VTR, CV R各々 ？

セット，E ビデオカメラ 1,IV OHP1セット，

T P瞬間作成器し 尚，明室用実物投影器が開発され

たら，備える，V 81111/!同時録音カメラ T

これ等は総て明室での使用と，ストップモーシ ョン

が出来るこ とが条件である。

図学の場合RAは必要である。又VT Rからの拡大

投影器が欲しいものである。

6. あとがき

上述のことは，ポスト工業社会において，圧倒的知

識と技術に依存する多様化社会に対処出来る情報の選

択と， 創造と適応の能力の開発ということと， 教育の

効率化とを考慮し， 東京工大等で教育工学の研究，教

育のシステム化の研究が進められ，又九州教育大学外

3教育大に教育工学センターが設立され今後教育はC

A Iの方向にあるとき，その準備にもなろう。教育と

研究の二面を合せ持つ高専に，教官定員の少いという

矛盾と，高専制度の特殊性からより早く前向きに取組

むべき乙とであろう。たTご特に心すべきは，システム

化したとき，学生の極度の緊張と孤独化という心情に

ついての問題で、ある。乙の面に於ける教師の役割が重

大問題と して提起される。乙の為にも上述し，又今後

実施の予定である教育方法がその解決の一端を担えた

ならと思うものである。
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ランダム・ベクトルの和の長さの分布

井 上 盟 朗

＜昭和47年 9月9日受理＞

The Probability Distributions of the Length of the 

Sum of Three-dimensional Random Vectors 

Meiro Inoue 

This problem of the title has been examined by various authors for a 

long time. 

In this paper we shall show that it can be solved more briefly and 

clearly by using the projection of three-dimensional random vectors on the 

fixed line, say, the x-axis. 

§ 1 まえがき

いま，原点Oから出発する方向がランダムな，互に

連結された n個のベク トノレ， OP1,P1P2, P2P3，ー

P冗ーlp叫がある．

このとき，始点Oと終点P叫の距離 OP叫の分布如何

？とし、う問題が考えられる．この問題は物理や化学の

様々な現象のモデ、ルとして応用を持つ.RZでは，不

規則な振動の合成を表わし， R3では，気体分子の拡

散の模様を推量させる．

また， Flory[ 7］によると，鎖状分子，つまり多数

の原子が鎖状に連結されて出来ている高分子では，連

結の角度が自由に変りうるとみなすと，このモデルを

採ったことになり， OPnは分子の空間的拡がりを表わ

す.nが極めて大きければ，実在の分子の持つ様々の

制約が消去されて，このモデルが第1近似の役目を果

すことが知られている．

z 

P1 

x 
y 

図 1

Pearson (1905）がこの問題を提起して以来，多く

の研究がなされたが（脇本［1 ］），最も包括的なもの

は，Chandrasekhar[ 2] ( § 3参照）の結果である．

これは，もともと，極限移行してコロイド粒子の

Brown運動の拡散方程式を導く為の中間的なもので，

その結果は3次元フーリエ変換で表わされ，特殊な場

合を除いては，大きくないnに対しては解析に不便で

ある．

本論では，この問題に， Feller[ 3］で述べられて

いる， R3のランダムなベクトルの長さとその R1の

固定された直線（たとえばx軸）への正射影の長さの

関係を適用して， R3の問題を RIの問題に帰着させ

て単純化し，より簡単で数値積分の容易な形の結論を

導き，あわせてその実例を示してみた．

§2 問題の定式化と準備

原点 Oから出発する， R3の連結されたn個のラン

夕、、 ムベク トノレ， OP1, P1P2, P2P3，・・・・・・・・・， P冗ー1P冗を

(ei，仰， Di) (i=l,2,3，………，n) 

とする．た父し， ei，仰， Di，は各ベクトノレの天頂角，

方位角，長さを表わし，

O三玉0三計， O三五ψ三三2π

tことる．

いま，次の仮定をおく．

仮定【 1】 { (e.i，仰）｝(i=l,2，………， n）は同ーの

確率密度

川 'P)=-f;r sine 

を持つ，
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仮定【2】 ｛ム｝ (i=l, 2，………，n）は同ーの有界

連続な確率密度 fD(X）を持つ．

3ι 

z 

'Y 

2 図

仮定【3】 i=l,2，・……ー， nで， Dtと （8i，仰）は

独立である．

仮定【4】 { (e，£・似， Dt)}(i=l,2，………，n）は独

立である．

本論の目的は，この仮定のも とで，

( i) OP叫の長さ Lnの確率密度

f L世 （x).

(ii) n→∞のときの，その漸近的性質．

を求めるにある．

仮定 [1〕 の意味は，次の命題から判る．

命題【1】

(8, <p, D）で定められるベク トル OPと中心Oの単

位球の球面~との交点 Q とすると，仮定 [1 Jは，

Q が Lj上の一様分布に従うこと，し、し、かえると， 2

上のある領域 Q に対して，確率を

x 
'Y 

図 3

A
 

積一面
一π

の一
4

0

一一一。
f
h
L
 

Q
 

P
 

で与えることと同値である．

（証明） (8，ψ）の確率密度を ／（8,<p）で表わす. (8,<p) 

で定められる Lj上の点 Q に対する面積素分が

sin 8 de dr.p 

だから，（A）が成立てば，それに対する確率素分は，

ユ－ sin 8 d8 dr.p 
4π 

である．従って，

/(8,r.p）＝寺山 θ（凶a ，凶会）

が成立ち，逆もまた明らかである．

命題【2】

( i ) θの確率密度及び分布関数を，それぞれ，

/1(8), F(e）とすると，

ん（8)=t sinθ 

F(e）＝す（1ーcosθ） 

(ii）判まじo.2可上の一様分布に従う．

(iii) <pと 8は独立である．
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また， ψ の確率密度を ／2(<p）とすると，

的 ）＝）＞仇ψ）de＝去
これは，ψが［O,27r］上の一様分布に従う ことを示し

ている．

また，

/(8, r.p)=/1(fJ）・九（<p) 

が成立つことから，O と ψ は独立である． Q. E. D. 

【注意】 命題 ［2］は後に §4でシミレーションの

方法を与える．

Feller [ 3〕に述べられている命題を，本論に利用し

易い形式にかき改めると，次のようになる．

命題【 3】

仮定 ［1〕～［3］を満たす，単位長さの R3のベク

トルの，ある固定された直線，たとえばx軸上への正

射影を X とすると，その長さ Uは ［0,1〕上の一様

分布に従う ．

（証明）単位ベクトノレを OQ，中心 Oの単位球面を

Ljで表わし， OK=x. QH_l_ x軸， SK_l_x軸とする．

いま， ASが x軸の廻りに回転して出来る球帯を Q と



すると，

52の面積＝2πx

である．

z 

A 

図 4

．・.Pベ＼Xl壬与｝＝2・Pr{QE52} 

=2・ ！！＿空亘蓋
4π 

=x 

:JC 

ゆえに， U は［0,1J上の一様分布に従う．

命題【4】

仮定［1J～［4］を満たす R3のベクトルの長さ

D，及びその z軸への正射影 X の長さ lX＼ の確率密

度を，それぞれ， fv(t),/1x1 (t）で表わすと，この間

tこはJ

z 

y 

図 5

/1x1 (t) = ＼日（y）生 （2・4)
Ji y 

f D (t) = -tfjx1 (t） …………………一（2・5)

が成立つ．

（証明）ベクトノレ OPの方向の単位ベクトルの正射

影の長さを U とすると，

IXl=D・U

IX＼の分布関数を， F1x1(t）とすると，

守

F1x1(t)=Pr{¥x＼歪 t} (t > 0) 

U=uが与えられたとき，事象｛IX＼豆t｝と事象｛D三三

す｝は同値であり，命題［3］から， Uは印，口上

の一様分布だから，

F1x1(t) = 

tで微分して，

f1x1(t) = 

す ＝Yとおくと，

刀x1(t)= r fD(Y）手

tで微分して

f D(t)=-t flx1 (t) Q. E. D. 

上記の（2・4)' (2・5）の関係で， R3のランダムベク

トルと，そのx軸への正射影の長さの両者の確率的性

質は，一方が決まれば，他は完全に決められる．

この命題の利用が，本論文の骨組であり，その為に

Chandrasekhar [ 2］の結果（ § 3参照）の R3のフ

ーリエ変換及び逆変換が RIのそれにおき代えられ

て，単純な形が導かれるのである．

参考までに，命題（2・1)' (2・2）に対応する R2の

命題を証明なしに述べると，

命題【3〕／

R2において， x軸とのなす角が ［0,2司上の一様

分布に従う単位ベクトルの，ある固定した直線，たと

えばx軸上への正射影の長さをUとすると， Uは確率

密度

2 

πも11ーが

を持つ．

命題【4)' 

x軸とのなす角が上の命題の仮定をみたす R2のベ

クトルの長さをD，そのx軸上への正射影をX，その

長さを！XIとする.D及び！XIの分布関数を Fv(x),

F1x(x), IXIの確率密度をf1x1(x）とすると，

内 1（←f): Fv （古） de 

l-FD(x)=x ):fiX! （壬e-）岩石



仮定［1Jと命題［1Jから， fx(x）は偶関数だから，

'Px(t)= 2 C fx納 costx dχ 

円

u
d
－
－
 

が成立つ．

これをみると，本論のような方法によると， R3では

解析が単純化されるが， R2 では困難だということが

判る．
= 2 r cos tx ｛江工ヂ｝ dx 

＝［竺吋：王手丘 dxI+C斗竺

企坐2d .. (3・3)
x 

L' Hospitalの定理で，

号.0.
日間

いま，仮定じ1］～［4］を満たす， R3のn個の連結

されたベクトル OP1,P1P2，………， Pnー1P叫の長さを

{Di} (i=l, 2，………， n), x軸への正射影を｛Xi}

(i=l, 2，………， n）で表わす．

このとき， OP叫のx軸への正射影 Snは

本§3 
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6 図
1 (00 /n(x)sin 

む (t)= TL x x dx (3・4)

仮定［4］から，｛Xi}(i=l,2，……，n）は独立であり，

だから，

<,Os叫(t)＝｛ψxCt）｝叫

Sn=lJ Xi 

Sn ＝~ Xi 

である．

こふで，｛Xi｝の共通の確率密度，特性関数を，そ

れぞれ fx(x），ψx(t）で表わすが，以下他の確率変数

にも，このような記号法を適用する．

本論で述べる結論へ到るまでの手順を図式化してみ

ると，次のようになる. ¥XIは正射影の長さであり，
ここで，

ψS叫（t)EL 

ならば，逆変換ができて，

fsn(x）＝っι＼00 {c,ox(t)}"e-'itx dt・・・ (3・5)
ム品 d 一。。

(2・5)カミら，

fLn (x) = -xf~s,冗 I (x) (x>O) 

fn(x）ー→fx(x）ー→fx(x）ー→<px (t）ー→
本 本本＊車

内，.（t)ー→is叫（x）ー→f1snl(x）一→fL叫（x)
本＊本

ここで，＊では命題［4〕，つまり R3のベクトルと x

軸への正射影の長さの関係を

料 で は RIの独立確率変数の理論を

適用する．

(2・4）から， また， fsn(x）は fx(x）と同様に偶関数であるから，

f sπ （x)=2fs弛（x)

＝ι＼oo {c,ox（め｝n e -itx dt (x>O) 
Jι J －。。

( (00 ID (y) 
I¥ ーでー－ dy (x>O) 

Ix (x) ＝イ J忽 Y ……（3・1)

I o CxくO)

．・.J;Sn¥(x）＝与＼00 (-it){<.Ox（川ue-itz dt 
2ι J －。。

、‘F’
p
h
v
 

－
 

q
u
 

r
’t
、

＝－~ [t sin tx｛白川ndt .. (3・2)

Cx>O) 

(x<O) 

¥t /1x1 (x) 

:. fx(x)= -{ 

lt /1x1 (-x) 
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.. (3・12)

ここで，記号～は両辺の比が1に収束する意味で，

E(D2）は各ベクトノレの長さに共通の 2乗平均である．

V叫ん）＝n(i一会）. E(D2) 
上で，微分と積分の順序交換を行ったが，これは許き

れる．

何故かというと， fn(x）は有界であるという仮定から，

【証明】

( i) (3・8）の証明

(2・5）と（3・6）から直ちにえられる．

fn(x）亘M

とすると，（3・4）から

'Px(t) l亘与・I［三iヂ州＝古宇
(ii) (3・9）の証明

OPnの x,y,z軸への正射影を， S冗，T時，W叫とする
また，

と，g(x, t) = t sin tx・｛'Px(t）｝叫

R! = s; + r; + w; 

また，仮定から，

とおくと，

jg（丸 t)I 壬（苧r~寸
E(S!)=E(T!) =E(W;) 

また，

．・.E(R!) = 3E(S;) t→Oのとき， ψx(t）→1,g(x,t）→O……（3・7)

また，｛Xi}は独立でしかも， n孟3に対して， ε＞oをとると，

V
創

刊

2
山一一S

 

（苧）叫」τ モL(
I t I 

:. E(S;) ＝主E(XD= 1-E(D2) 
: • g(x, t) EL (O, oo) 

従って， )I頂序交換可能である．

ここで，結論をまとめると，次の定理がえられる． Q.E.D. 

(iii) (3・10）の証明

各ベクトルの x軸への正射影｛Xi}に共通の標準偏

差を σxで表わし，

:. E(L;.) =n・E(D2) 

定理

仮定［1］～［4］を満たす， R3の連結された n個

のベクトル OP1,P1P2，ー…….p冗ー1Pnの和 OPnの

長さを Lnとすると，その確率密度fι（x）は， n孟3,

x孟Oに対して，

とおくと，（3・7）から，九（←与r辛子 u~fD勺inかのrdt 

f L: (x) = ynσX fL叫 （vnσxx) 

_ 2il nσx x ["" 
πi  sin （もInσxtx) 

、、B
，，

D
O
 

円ふ〆’目、
、

また，これから， n→∞のときの漸近的確率密度につ

いて，次の系がえられる．

E(L;) =n・E(D2) …・・……………………… (3・9)

{'Px(t)｝冗 dt

とおきかえて，

んがh 与ry sin ty { <p x （ポ石））叫dy

i/ nσx t=y 
系

n→∞のとき，

中心極限定理から，

lim i'Px ( ~ι）γ＝ e子 （t について一様に）
四→∞、、v,. v X' I 

n roo _JE_ 

．・.l忽fL~ (x)= ~ ¥0 e 2 y sin ty dy 

f L叫 （x） ～3Af_L 一一~.：＿＿＿＿＿一一～πnstz{E(D2) }312 

叫｛－ 2n·~）｝ (3・10) 

Y= i12 uとおいて，

この右辺をつかって，評価すると，

E（ん）＝がでとρ・E（問 。・11)
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[00 2 v'石b －子
（公式） ¥ e x sin bx dx=--:r-e 

をつかうと

！弘fR:;_(x)= J{ x2・e与

一方，

l I X ¥ 
f L_ (X) ＝τ4一一IL事｛ーフ＝一一）
-,. V n <IX 叫 ＼-VnσXI 

．・.h,,,_Cか花~叫（－~〕
,. n3/2 <Ix ＼初 σx'

.. (3・13)

ベクトル OP1,P1P2，…・…・・， P舟ー1P協の任意のものに

ついて，その長さを D とし，x,y,z軸への正射影を，

X, Y,Zーとすると，

IJ1.=X2 + y2 + z2 

仮定から，

E(X) =E(Y) =E(Z) = 0 

E(X2) =E(Y2) =E(Z2) 

E（ぴ）＝3E(X2)= 3σ~

x＝」三 v'E(i52了
i/3 

これを，（3・13）に代入して，（3・10）がえられる．

Q. E. D. 

(iv) (3・11) (3・12）の証明（略）

なお，比較のため， Chandrasekhar[ 1］の一般の

RNでの結果で， N=3とおいてみる．

いま， OP叫および各ベクトルの軸への正射影の確率

密度を Wn(x,y, z), 't' (x, y, z）とすると，次のよう

になる．

W叫（ω ）＝百七にににexp{ -i(xp1 

+YP2+zρa)} {A（ρl' Pz, Pa）｝叫 dp1dpzdp3

た 3ごし，

A(p1,Pz,p3) = 1二にと∞叫｛i(p1x1十P2Y1

十p3z')}'t' (x',y', z’） dx'dy'dz' 

§4 実例

本節では，各ベクトルの長さが，いくつかの代表的

分布に従う場合について，前節の定理を適用した結果

を述べる．

例 4・1

一様分布 fD(x)＝~ （凶急）の場合

f～（x) ＝~ ¥oo弓学 ｛Si(at）｝時点
l，ιu・・ "o in -

(O歪z豆na)・………・・ (4・1) 

Tこ：：：： し，

的）＝1：与之の
この形では，大きいxに対しては， sintxの週期が

小になるので，

tx=Yとおいて，

/L,,(x) ＝宅三（∞ミ詳 fsi （~斗γdy
na帥 Jo Y ’• " l ¥ ~ I J 

(O孟x亘na)....・ H ・－…（4・1)'

として， 数値積分を行う ．

例 4・2

1 I 2 I x2 ¥ 
片側正規分布 fD(x)=-,J- exp （一一一）

'V 7C ¥ 2a2 I 

（α＞o, x孟O）の場合

（公式） x
 

d
 

x
一

4

’b
－
 

n
一
．，aみ
苧%一

z

m

一

回
一－－ pν

一
∞

o
 

p
a

‘．
‘ 
．．
 
，u 

＝会 Erf(1/2a:-1t2 t) 

Tこどし，

Erf (x) = :-f-竺＼z e-Y2の
vγι ＂0 

をつかって，

／んは）＝去（4）ぺ

（即位）rdt は

tx=Yとおいて，

んは）＝（4f-l手］［学子
{Erf （法））叫の

.W1J 4・3

指数分布 fD(x）＝αe-az（α＞o,x孟0）の場合

（公式）
b

一an
 

a
 

A
T
L
 c

 
r
 

a
 

一一x
 

d
 

山

7
a
 

a
 

e
 

∞

o
 

p
s

‘‘
 
．．
 
，Je 

Ca>O) 
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f D(x) = o (x-a) 

だから，有界連続の仮定を満足しないが，形式的に定

理を適用しでも正しい結果がえられる．

すなはち， B関数の性質

をつかって，

/L.n(x) ＝与「tsin tx （竿 arctan_L) n dt 
7ι ＂0 、zαr

.. (4・3)

jシ（x-a)g(x)dペ（α）

から，

tx=yとおいて，

f L叫 （x)＝生土.xn-1・＼ (X)豆壬手（arctan~） ndy 
Jo y“ム＼ αXI 

.. (4・3)'
）~sin txfD(x）批＝些
o x a 

が成立つからである．この場合は， Chandrasekhar

[2］も導いている．
f D(x)= __!!:!!____ xP-1 e-向

T(p) 

CP>o，α＞o. x>O）の場合

4・4

I分布

{9tl 

数値計算とジュミレージョンの比較例

本節では，各ベクトノレの長さDの平均をともに1に

揃えて比較対照するために，例4・1でa=2，例4・
3でα＝1，ベクトルの個数nはともに， n=5とお

いて，次の二つの例

§5 ）~ xv-1 e-<t-z sin (xy）批

=T（ν）（α2十y2)-vl2sin ｛νarctan (y／α）｝ 

（公式）

をつかって， PキO，土I，土2，………ならば，

f山）＝生手引∞毛主芋（α2+t2）一叩／2
"I‘， JO ι・ド・ -

I D(X) ＝を（伝活2）に

従う場合の OP5の分布

Dが一様分布例 5・1

Dが指数分布 fD (x) =e-z(x孟0）に従う

場合の OP5の分布

例 5・2

[sin ｛ρarctan(t／α） ｝］叫dt……（4・4)

tx=yとおいて，

について，九州大学大型計算機センターの FA:COM

230-60によって，確率密度（3・8）とシュ ミレーシ

ヨンによる結果の比較を行った．

九（幻＝~ヂ. xn(p+l）叶~yn-1 sin y 

（α2x2+y2）一叩I~ [sin { p arctan (y／αx）｝］冗dy

.. (4・4)'

A）数値計算

O亘x亘10の 0.1刻みのxtこ対し積分は区間 O豆

t豆40，刻み 0.01にとって実行し，次の確率窃度

f L5 (x）を求めた．

f?1j 4・5

統計力学のマクスウエルの速度分布

(x>O）の場合f D （←J~ e-x2 

）~ e-a2x2 cos bx dx = ~ e-bZ/4a2 （公式）

例 5 ・ 1 帥）＝子［与ι ｛s｛~）r の

2x4 r00。；円引／ Y¥" 例 5・2 fL;,(X) = - ＼ ーっL (arctan -) dy 
u 7'C J 0 y噌＼ XI 

[e-z 
4 

（公式）

B）シュミレーション

をつかって，

( i ）一様乱数の発生

九州大学大型計算機センターの次のサブルーチソに

よる．

すなはち，

fLn（；め＝J三三12パ
{91] 4・6 各ベクトルの長さがすべて定長。に等し

い場合z軸への正射影Xは ［－a,a］上への一様分布に

従うから，

{ X1 ~ I 2 I 3 7 5 I 6 
Xl+1三 257Xi+12345678901

(mod 235) (i = 1, 2，…・…ー）

α
一

n
一M

S

一一一x
 

oe 

からつくられる｛Xi｝に，
．・.fLn(x) ＝手毛＼00呉壬芋（山at)n dt 

na’b J 0 l“ A 

日 Xi・－
・l • 235 

(O三玉x豆na)

または，デ〉レタ関数。をつかうと
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なる変換を行うと，［0,1]上の一様乱数列｛Ui｝が

えられる．この乱数Uをつかって，各回毎に，次の

(ii), (iii）を試行し，これを 1000回反覆する．

(ii) D, fJ, ~ρ の発生

[0,1]上の一様乱数Uから分布関数 F(x）を持つ

乱数 X は，

z Ps 

y 

" 
図 7

変換，

X = p-1 (U) 

によって，発生できる．これによると，各ベクトノレの

長さ D，天頂角 e，方位角 ψは，まず ψが［0,2勾上

の一様分布に従うことから

ψ＝2πU 

(2・2）で，。の分布関数はき（1ーcose）だから，

y 

0.4 

θ＝ cos-1 (1 - 2U) 

一方， Dは，例 5・1では，分布関数が

l -e-:i: 

だから

D＝ーln(1ーU)

また，例 5・2では，明らかに，

D=2U 

と変換してえられる．

(iii) Lsの求め方

ベクトノレ OP1,P1P2，………，P4Psのx,y,z軸への

正射影｛Xi},{Yi}, {Zi} (i = 1, 2，………，5）は，

｛…in fh cos <pi 
Yi= Di sin (Ji sin <pi 

Zi =Di cos ei 

とし，各国の試行結果として，

Ls＝万五＝J（ゑぉy十泊五）2十（ゑziy
とすればよい．

図8＇図 9は，それぞれ例5・1，例5・2の OPs

の分布についての，確率密度（3・8）の曲線と，シュ

ミレーションのヒストグラムの比較である．また図の

右上の表は，同じ例について，確率密度（3・8），漸近

的確率密度（3・10），及びシュミレージョンの三つに

よって，平均， 分散を求めた場合の比較で、ある．

I 1..－，.，，，.汁……｜…シヨンによる飽｜ー 』 目 ・ ． 
平胡 l 2. 2 a I 2. a s I 2. a s I 
一目 ・ ． ． 
分散 l 1. s 1 I 2. 5 9 I i. 5 1 I 

0.3 

0.2 

0.1 

x 。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

図 8 一様分 fn(x）＝を（伝活2）の場合
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y 

0.4 ｜ ｜硲率密皮汁……｜九ミレ一シヨ一1P 昆j 2. 7 4 2. 9 1 ~－ 5 8 － 、必散 2. 3 9 3. 8 9 2. 1 5 ' 

0.1 

x 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

図 9 指数分布 fn(x)=e-x付与0）の場合

5 あと拍手き

筆をおくにあたり，論文の完成まで懇切に指導して

頂いた九州大学理学部基礎情報学研究施設の加納省吾

教授，及びプログラムの作成等計算機入門の手引をし

て頂いた本校の木村剛三教授に，深く謝意を表します，

なお，本論文の概要については， 昭和47年9月9日，

日本数学会九州支部会例会に於いて口頭発表を行っ

た．
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車上電算機による数値計算

万く 田 良

く昭和49年9月9日受理＞

Some Numerical Calculations by a Desk Computer 

It has been tried to guide students to calculate experimental data and exercises of numerical 

calculations by a desk computer (Model Seiko S-300). As the computer has limited capacity 

structurally. it is only able to apply calulation in simple problems. Several examples of 

numerical calculation are presented. 

(Specification of the desk computer: five memories, a cumulative memory, ninety-six 

steps, simple faculty of judgement and jump, printing) 

1.緒 Fヨ

学生実験の一課題として，卓上電算機を使用してい

るが，その内容を分類すると

1 .実験データの整理

2.微分方程式

3.試算法

4.級数展開

5.数値積分

等である。使用している計算機はセイコ一社製のs-
300で， 5個のメ モリー，1個の累加メ モリー， 96ス

テップ記憶能力，簡単な判定と飛び越し機能及び印刷

機能を持っている。乙乙で、は上記の分類に従って使用

例のいくつかを上げる。

実施法を表II乙示す。

表 I

卓電実習

｜ 対称学生 ｜実施時間

昭44～46:5C本 I3～4人 1組

昭47:4C, 5C I {3.5hr/:i盟｝×2
昭48:3C, 4C I予
昭49～： 3C f定

*c：工業化学科学生， 3, 4, 5は学年を現す。

Ryoichi Nagata 

2.使用例

EX1-1 流体のReと摩擦係数

1~11-1 · 1 

図1-1. 1のよ うな円管中の非圧縮性ニュート ン

流体（例えば水）の流れの実験で， D, L, p’， p を

一定とし， M, t, W, Visの多数個を測定してそれ

らに対応する u，ムρ，Re,fを計算する場合を考え

る。 ただし D,L, p’， pはあらかじめ測定してお

く。乙こで， D パイプ径 〔cm〕， L 測定圧間 〔CJ/l〕

p’ 封液の密度 〔g/ems〕， p流体の密度〔 g/m3〕

刀f マノメ ータの読みの差 〔m〕， t 流量測定時間

〔sec〕， W t〔sec〕聞の流量 〔<JJ,Vis流体の粘

度 〔g／仰・sec〕， u平均流速 〔α＇It/sec〕， ムP L 

〔仰〕 聞の圧力損失 〔dyn/cm2〕，Reレイノノレズ数

〔ーコ，f摩擦係数 〔一〕， とする。
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計算式

u=K1・W/t 〔cm/sec〕

ムρ＝K2・M 〔dyn/cm2〕

Re=Ka・W/(Vis・t） 〔一〕

f=K4・ムρ／u2 〔一〕

乙こで

Ki= 4/ （πD2p） 〔c111/g〕

K2= g (p’－p） 〔g／αl』2・sec2〕
Ka= 4/ （πD） 〔1/cm〕

K4= 2D/ (4Lp） 〔ems〆g〕

）
 

唱

E
A（
 

、．
E

・E・－Et
‘〉
’
E

・E・－，，，，

）
 

nγω （
 

、，E
EE
E
a
E
t〉’
S
E
a

－－－E
F
’

(2）は定数であ り， あらかじめ計算しておく 。

flow chart 

start 

u • ti.p, Re. t cal 

out 

ope「Gt1on 

program 

AUTO 「M.t .w ,V; ,I j門
u,ti.p.Re.f out 

program 

CA 

R3 7 R2= Ms 

Rsx（）附（ )= # .. u 

Rix( )K2（）二件 ・t.p 

M1 Rs x ( ) K3 ( ) = 
÷R4 ＝枠

Rsx() l¥1() = 

x =Ms 

Rix ( ) K4 ( ) = 

÷Rs＝祥抹

Re 

図1-1・2

EX1-2最小2乗法

多数個の測定値xとyがあって， y＝σ＋bxの式

に整理する とき， 最小2乗法では，

b _ nI:XiYi-l:Xil:Y1: 
－ nl:Xi2 - CI:Xi) 

I:XiYi - bI:Xi2 

I:Xi 
α＝ 

でa,bが得られる。 データの組数nをあらかじめ数

えておき， a,bを計算する。

flow cha rt 

start 

2 

図1-2

program 

CA 

⑦ 

2 

operαt ion 

program 

AUTO 

r-0 

Xi • Y1 

1n 

n 1n 

a , b out 
」ー」

dC 
一一 ＝ A-BC
dt 

2’ 

RsXR2=M4 

Rsx R3=Ms 

R 1 x R [ -= R4 +-= M4 

R1 xー＝ Rs←＝ Ms

R4÷Rs= M4 

R4 x R 3 -= R 2 +-

=Ms 

Rs+-Ri= Ms 

図1-2

EX 2-1 1階微分方

程式

簡単な例題 （2-1）に

ついて，解析解とオイラ一

法，ノレンゲクッタ法による

数値解と比較する。

(2-1) 

る。

(2-1）は完全混合撹持槽の濃度変化の問題であ

条件は ft = 0 ' c = c 0 = 100 1 

l A＝一定＝ 10, B ＝一定 ＝0.05 J 

で解く。 i ）オイラー法

flow chart program 

start CA 

n=O.t0,Co,nmax+-1 inl IOM1,t。M2,CoM3,nmax•1 M4 

図2-1・1



stop 

op erαt ion 

progrαm 

AUTO 

0 , to , C。
「1max+-1 in 

日： out 

n = nmax+1 

で計算終了

凶 2- 1. 1 

flow chart 

start 

K1=(A-8Cn) ~t 
K2=(A-B(Cn+K1/2))M 

KJ=(A -B(Cni-K2/2 ））~t 
K4=(A-B (Cn+ K3 )) ~t 

図2-1・2

stop 

11) ｝レンゲ クッタ法

program 1 

CA 

R1X ()BM（）ー

= ()AM( )+-=M2 

Ml: 
R2~ （） 2( )=M2 CK 

R2+ R1 +=X( ) Bl:I t 
（）ー＝（）Mt()+=

x()2（）＝ト'12Mr:

R2+( )4( )= M2 CK 

Rz + R1 + = x ( ) Bムt
（）ー＝ ()Mt()+= 

x ( ) 2 < )= Mz Mr 

CK RI:M3 

Cバけt<K1+

2K2 + 2K3 + K4 ) 

operation 

「－program 1 AUTO 

I n in 

I rogram 2 AUTO 
I n in 

I Cn out 

19 

2’ G?p「

L!竺巴出

R2 + ( ) 2 ( ) = M 2 C K 

R2 + R1 + = x ( ) Bllt ( ) 

一＝（）AM()+=M2 

CK R3+R2＋＝÷（ ) 6 () 

図2-1・2

ただし， oρevationにおいて， nは零から順次1づ

っ増す。 ρrogyam1, 2はあらかじめカー ドにしたも

のを計算機応読ませる。 比較を容易にするために計算

結果を図2-1. 31乙示す。ノレンゲクッタ法はオイラ

一法に比べて， 計算法は面倒であるカえ きざみ幅があ

る程度大きくても解の精度は良い。ただし，乙の問題

ではオイラ一法でもきざみ幅を小さくして計算すると

解の精度は良くなる。

200『C

。

150 

100 
0 

。

「解析角午及び

I）レンゲクッタ法 ム t=l 
-1 fl ムt= 10 

Lによる計算値

OIオイぅ－ iL 

ム 1
kによる；fi}}j1t(

ムt=l

ムt= 10 

50 

t

－∞
 

図2-1・3
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EX2-2 偏微分方程式

非定常熱伝導の方程式をシュミット法で解く。

〔例題〕 厚み 0.5インチのゴム板が初め80°FI乙保

たれている。 これを急、l乙287°Fの油浴中につける。

油浴の温度は一定 （ゴム板の表面温度は 287°Fで一

定） としてゴム板の中心が 270°Fに達するまでのゴ

ム板の温度を時間と厚き方向の関数で表す。 ただしゴ

ム板の温度伝導度α〔ft2/hr〕はα＝0.0029で一定

とする。

〔解〕 板の広さは厚みに対して無限大であると近似

する とき，温度tは時間0と厚み方向xの関数として

次式で表わせる。

。tθ2t

θθα ex2 
、、』
ノ

，qE
’
 

F
S

也、

( 1 ）を差分方程式に変形する と

"r.2 
J二万 {tx （η＋ 1) ムo-tx nt::,.o} 
rY60 

=t (XームX）ηムo-2txηムo+ t (x＋ムX)nムo ( 2) 

(2）において

＂’v-2 
jl:f = ＿＿＿＿＿＿＿：：二万 ＝ 2とおく （シュミット法）

α企U

(3）を（ 2）花代入すると

( 3) 

t (xームz〕九ムo+t(x＋ムx）冗60
tx （η＋ 1）ム0= ( 4) 

2 

( 3) Iとより こ乙で

x：板の片表面からの

置 〔inch〕

n"e：板を油浴につけ

てからの時間以の
η主 O

企 r2

"e ＝云二一 (5) 
ソα

6X = 0.1インチt乙とると

n 0.12. 
60 一一

122×2×0.0029 
= 0.012hr ( 6) 

条件 1 

x inch I o I 0.1 I 0.21 0.3 I 0.41 0.5 

tの記号 I tonD.ol t 1叫ムolt2nムo[t3百ムolt4冗ムoltsπムo
txc叫ムO=o）。FI 287 I 80 I 80 I 80 I 80 I 287 

条件 2 

t (X=O）冗ムo=287 

〔計算〕 条件1' 2を用いて（4）により 中心視度

{ Ct2n60十tsηムo)I 2｝が270。Fに達するまでt;..e, t;..xき

ざみで， ti叫ムo～l4n却を計算する。
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t, Cn+1 ltie = 2ペt2nA8 

t2 (n+l )tie= t1 nti8 + t3 nil8 
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い＋1)Ll8= t3 n~ + 28 7 
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t3 ntie = t3 Cn+1 Jtie 
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一中心温度が 270 ° Fを

越えると 計算終了

EX2-3 二階常微分方程式の境界値問題

化学反応 （非可逆一次）を併うガスの吸収の例とし

て次の微分方程式がある。

ガスA 液膜 液 B
CAO I I 

I "'-.. I CA6 

CA l 

。I : ＆ιZ 
0 

図2-3・1

d2C.4 
-DA B 一一一二十 K1CA= 0 .. dZ2 .L 

ー
ノ

a
q
E－
 

J

’E
、



B.C. 1 Z=O, CA=CAo ( 2) 

B.C. 2 Z＝ム CA=CAδ （3) 

だだしDAB:B成分へのAの拡散係数

Ki:Aの化学分解の一次速度定数

(1), (2), (3）！乙

CA* ＝王土 ， ム＝三 (4〕
し AO O 

(4）を代入して整理する と

〆12r.4... 
－一二三－ KCA* = 0 
dZ*z 不

B.C.1 Z*=O, CA*=1 

(5) 

（る）

B.C. 2 Z*= 1' CA*=CAO* ( 7) 

ただしK=K102/DAB ( 8) 

乙乙では（5）を（る）， ( 7) の条件で解く。

〔解析解〕

乙の問題では解析解が次のように得られる。

c CAB* st・nh〆K z* + sinh下／K ( 1 -Z*) 
A*= sinh〆K

(9) 

〔数値計算〕

重ね合せ法により（5）を次のように初期値問題に

置換えて

U*"-KU*=O 
(10) 

U*(0)=1,Uイ（ 0) = 0 

V/' -KV*= 0 

v * ( 0 ) = 0 ' v *I ( 0 ) = 1 

(10) ' （什）のj拝よ り

Cゃー CAo* -u* ( 1) 一
平 v*c 1 ) 

を求めると（5）の解は

cA* = u* + c* v* 
として得られる。

(10) ' (11) を解くのにオイラ一法を用いる。ただ

しプログラムは共通であ り，初期値が異なるのみであ

るから， U*,V＊をyで， z＊をxで表示する。

、・1ノ
a
q
B
a
 

a
－E

E
 

f
h、、

(12) 

(13) 
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x = 1. 0で終了
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CK R3Ml:R1 x R4 = 
ML: Rix＝←（ ) 2 
( ) =x Rs=ML: 

RI:M3 

CK R4ML R1 x Rs 

=MI:RI:M4 

stop 

図2-3・2

ただし operationにおいて

u＊の計算では
out 

x。＝ 0, y。＝1

yo'= Q 

v＊の計算では

x。＝0, y。＝ 0, y。’＝ 1を初期値と して与える。

以上で得たU判 v＊の値を用いて（12）よ りc＊を求

め，その値を用いて（13）よ りCA＊を計算した結果を

図2-3・3に示す。ただし計算はK＝し きざみ

た＝0.1でCAa＊ をパラメーターにして計算した もので

ある。解析解と数値計算の結果は良く 一致している。

1.0 

0.5 

一昨析！拝

。放11HI伴

一o
nu 

c_,,. = o 

1.0 
z. 

0.5 

図2-3・3
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EX3-1 試算法

〔例題〕 パイプ径D，単位長さあたりの圧力勾配が

t:,P/Lの条件下で密度 p, ＊占度 μの非圧縮性流体を，

あらさが Eのパイプに乱流状態で流すとき，毎秒あた

りの流量Qを計算する。ただし摩擦係数fはRe,e／刀

の関数と して，データ表又は図で与えられる。

〔解〕

計算式

fu2 = {2gcD/:,P/(4Lp)} =K1 (1) 

Re/u = Dp/μ = K2 (2) 

f = (Re, e/n) (3) 

Q/u＝πD2/ 4 = K4 (4) 

Ki, K2, K4は条件よりあらかじめ計算しておく。

入

flow cha「t
stαrt 

program 

CA 

() K4( )x 

R2= * 

( )K2() x 

R2 = # :1t-

図3-1

EX3-2 はさみうち法

。－a=O の根をはさみうち法で計算してみる。

〔解コ

あらかじめ，初期値として，ある程度の余裕をもっ

て， 根は X1とXzの間にあると予想する。ただしx1>

ぬとし，X1- Xzが設定値 Eより小さくなった時の，

x＝ ｛九 十x2} /2を根とする。

flow chart 

start 

α. X1 • X2 in 

図3-2

program 

CA 

OM4. X1M1. X2M2 

stop 

operation 

pro grαm 

AUTO 
a . X1 • X2 in 

CK R1+R2 + =""" 
( ) 2 ( )=M3 

RJX=X RJ=M5 

CK R5+R4-=M5 

R1 キ~. R2# , R3祥，R5体＃

no/ CKR1+R2-=M5 
CK R5 +() E () 

一＝「 J

「X, X1 • X2 , f(X) out 
I 

yes 

stop 

~TO Pしたと きのXがれ；

図3-2

EX4 級数展開

〔例題〕

x2 x3 xn 
x=1+x+ ＋一一一＋・・・…十一一一十・・・

2! 3! n! 

第n+1項が設定値zより小さくなったら計算をやめ

てFを打出す。ただしこ乙では x孟0の場合だけ計算

する。

2 

flow chart 

start 

S = 5 +On 

図 4

progrαm 

CA 



operation 
program 
AUTO 

st~p Ix . 1 

0 in 

ex out 

図 4

EX5 数値積分
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f (x）が数式で表わしにく いと き，図積分又は数値積

分が行われる。この例題は蒸留 ガス吸収，熱交換器

の温度変化による熱抵抗の問題等に利用される。乙乙

ではシンプソンの公式を用いてSを計算する。

〔解〕

あらかじめxとf(x）を図l乙表わし， その図を内挿し

て，xのきぎみhの等間隔でf(x）を読み，乙の値を用

いてSを計算する。ただし個数は 3個以上の奇数個を

とる。

以上，卓上電算機の使用例についていく つかを上げ げます。
た。卓電実習では，乙れらに準じた問題で学生が見付

けたテーマ又はこちらで提供したテーマ1～2課課に

ついてレポート を提出する事にしている。 レポート作

成の過程で学年差（4年と 5年）による影響は余り感

じられない。

本卓電での計算は計算機の能力もあって簡単な問題

に限定されるが， 数値計算の基礎練習として役立つて

3.結 垣
間

いると考える。
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flow chart 
start 
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CA 

S=O 

f1 • f2 • h in 

stop 
f 4. f 5 

f6. f 7 

f2n,f2n+1 in 

J 

S out 

図 5

最後に本報告を提出するにあたり御指導戴きました

本校の木村剛三教授，清水正夫教授に厚く御礼申し上
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4 ) R. Byron Bird et al. : Transport phenomena, 

John Wiley (1960) 





25 

架橋親水性ゲルの合成（その2)

松 本 円

H

イ

t
r
・

秋

く昭和47年 9月9日受理＞

Synthesis of a Crosslinked Hydrophilic Gel (Part 2) 

A crosslinked copolymer was prepared by suspension polymerization of allyl acetate with 

glycidyl methacrylate at 80～85 ° C by means of BPO as an initiator. 

By subsequent hydrolysis of the allyl acetate part of the copolymer using water solution of 

methanol and sodium hydroxide a crosslinked hydrophilic gel was synthesized. 

The gel was suitable for the fractionation of water soluble oligomers of polyethylene 

glycol. 

1.緒 － Fヨ

分子ふるい効果のある親水性ゲノレ櫨過剤には，セフ

ァデックス，アクリ ノレアミドゲノレ，寒天ゲ、ノレ，ポリビ

ニノレアノレコーノレ系ゲノレ1)などがある。著者はさきにフ

タjレ酸ジアリノレ (DAP）ーメタク リノレ酸グリシジノレ

(GMA）系のゲノレ2）を合成したカえ今回は酢酸アリ

ノレ（AAc）をGMAで架橋して，AAc-GMA系共

重合体を得た。それをケン化することによって親水性

ゲ、ノレ鴻過剤とし，分画能を検討した。

2.実験方法

2. 1 ゲ、ノレの製造

A AcとGMAとの共重合体を懸濁重合により合成

し，さらにケン化を行なって， AAc-GMA系共重合

体ゲノレを得た。

2. 2 懸濁重合

A Acは市販の特級試薬， GMAは一級試薬をその

まま使用した。かきまぜ機と コンデンテ一つきの三つ

口フラスコ（500mt）中に水（200mt) と分散剤として

ゼラチン（0.49＇），安定剤として硫酸ナトリウム

(5 g) を加える。さらにAAcとGMAの混合モノ

マー（25mt）に開始剤としてBp 0 （モノマーに対し

て1wt%）を溶かしたものを加える。撹狩しながら温

度を 80～85°c にて5時間重合する。終了後希塩酸で

炭酸カノレシウムを中和し，水洗して乾燥する。収率は

40～50%である。粒子の大きさは100～170メッシュを

使用した。

Kazuaki Matsumoto 

2 . 3 ケンイt
！怪濁重合で得た共重合体 1g t乙っき， 0.5N水酸化

ナトリウムーメタノーノレ溶液50111£にて5時間沸騰水中

でケン化を行なう。

2. 4 その千也

膨潤度の測定，交換容量の測定，試料，装置，クロ

マトグラフィーは前報のものと同一である。

3.実験結果と考察

乙のゲ、ノレは表1i乙示すモノレ比で0.54～1.46(meq/<;;)

の交換容量を有する。乙れはAAc-GMA共重合体を

ケン化する乙とにより GMAの一部がケン化されてカ

ノレボキ、ンノレ基を生じ， A Acのモノレ%が大きくなるに

つれて架橋密度が疎になり膨澗度，交換容量は大きく

なる。従って前報でも述べたように溶出液にPH変化

の大きい場合にはゲノレ体積ーに変化がある。たとえばB

ゲ、jレにおいて緩衝液中で、の膨澗度の変化はPH11のと

き6.7mt/g, P H6.8のとき 6.011tt/rJ, PH1のとき

表 I ゲ、ノレ型樹脂の水中て守の膨潤度および

交換容量

ゲノレ ＼Atモ品Jレ比M)A I 膨（11l潤tig度） ｜｜ （交隅換eq容／量g) 

1.46 

1 .12 

0.65 

0.54 
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4.2111l/ gを示した。この結果は DA P-GMA系 MR

型樹脂に比較すると膨／lj＇~度の変化はかなり小さい。だ

から一定条件で一定の11~11 111 液を用いる場合には特に考

応する必要はなしし。しかし AAc-GMA系ゲノレ 型樹

脂ではモノレ比がBゲノレより大きく，すなわちAゲノレに

なるとゲ、ノレ泊過剤としては適当ではない。というのは

A Acの使用量が多くなるとカラムにゲノレを充填した

場合に溶出液の流速がかなりおそくなるこるである。

DAP-GMA系で、はかな り膨潤度の大きいものでも

この現象は全く認められなかった。同様なことはAAc 

-GMA系ゲノレをMR （巨大網状）イじする場合排斥分

子量は大きくなるカえ一般にカ ラムに充填した時に流

速がおそくなり，溶出曲線のピークが｜｜幅広くなる。

ゲノレ強過を行なったのはゲ、ノレ型B,C, Dのゲ、ノレ及

び重合する際希釈剤（インオクタン）をモノマーに刻

して容量で25%使用 した もの，すなわちMR型で、モノレ

比が AAc/GMA=1.54とAAc/GMA=1.23であ

る。乙の結果は図？に縦lf!rbl乙logM，横軸にVe/Vt(Ve

：試料の溶出中点，Vt：カラムのゲ、ノレ体積）をと り表

わした。この図はVe/Vt軸に垂直な直線部分の延長が

Ve/Vt軸に交わる点はケツレ中に拡散で、きない分子量の

物質が溶出する位置を示している。乙の直線部分に続

く勾配の小さい直線部分は溶質がゲ、jレ中に拡散で、きる

が，その分子量によって溶1'1'1する位置の異なることを

示 している。 たとえば Bゲノレでは排斥分子量は約

5,000である。

MR化した場合 DAP-GMA系で希釈剤の使用量

がモノマーに対して容量で25%がよい結果を示してい

たし，また同様な現象が':W.Heitz 3） によってもポリ i~i'1:
酸ビニノレージビニノレアジペート系ケツレにおいて観察さ

れている。 MR化した場合の排斥分子量は約2～ 3万

である。

26 

め

AAc-GMA系樹脂で、はゲノレ型のものが溶出曲線の

ピークが幅狭いよい結果がえられる。 DAP-GMA 

系MR型樹脂に比較してPH変化に対して膨潤度の変

イじが小さいので，薬品処理2）しなくとも分子量 5,000

くらいまでの試料は分離できる。MR化することによ

り排斥分子量は大きく は～3万）することができる

が，溶l日；i液の流速が多少おそくなるので、ゲソレ櫨過剤と

してはゲ、ノレ型樹脂の方が適当である。

とま4. 

終わりに本研究を終始御指導いただいた熊本大学

工学部本里義明教授に深くJ忠謝の意を表します。
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オルトリン酸塩のイオン交換クロマトグラフィーと

ペーパークロマトグラフィーによる研究

辻 直孝 吉 田輝昭キ

く昭和47年？月9日受理＞

Studies on the Ionexchange and Paper Chromatography of Orthophosphates 

In this paper, using orthophosphates, the result of an experimental study of two peaks 

phenomenon of ionexchange chromatography and two spots (zones) phenomenon of paper 

chromatography is described. It has been found that ferric ion influence for appearing of two 

peaks. 

The formation of two spots (zones) on paper chromatograms was tried with pyridine-ethyl 

acetate-water as mobile phase. 

Naotaka Tsuji Teruaki Yoshida* 

まえがき

単一分子物質をイオン交換ク ロマトグラフィーで溶

離すると単一ピークが，ペーパークロマト グラフ ィー

で展開する と単一スポット（ゾーン）が得られるのが

普通である。しかし，時々，複数のピークやスポット

（ゾーン）が得られることがある。

イオン交換ク ロマト グラフィーで Hoff1）は試料に

リン酸ーカ リウム (pH4.7）を用い， 水－ 1M塩化

アンモニウムの溶離液を用いた傾斜溶離法で2ピーク

を得ている。この実験ではリン酸ーカリウム， リン酸

二カリウムを試料として， 硝酸第二鉄を添加した時の

2ピーク現象について検討した。

ペーパークロマト グラフィ ーについてもいくつかの

研究例があり， オノレトリン酸塩を試料としたもので

も， Keller 等2), Curry3）の研究がある。 この実験

で、は各種オノレ トリン酸塩を用いて，2スポッ ト （ゾー

ン） 現象を得ることを試みた。

1. 試薬および装置

1 . 1 試 薬

試料 リン酸ーカ リウム KH2P04 (1K), 

リン酸二カ リウム K2HP04 (2K), リン酸三カ

リウムKsP04(3K), リン酸ーナトリウム（二水

塩） NaH2 P04・2H20 ( 1 Na) , リン酸二ナト

リウム N a2 H P 0 4 ( 2 Na) リン酸三ナ トリ ウム

（十二水塩） NasP 04・12H 2 0 ( 3 Na) , リン酸

ーア ンモニウム NH4H2P O壬（1 N) , リン酸二ア

ンモニウム（NH4)2HP04 (2N), リン酸三ア

ンモニウム（三水塩） (NH4) sP04・3H20 ( 3 

N) ' リン酸アンモニウムナトリウム（リン塩） Na 

NH4 HP04・4H2 0 ( 1 Na 1 N) , リン酸HsP

O壬（ 3 H）， 試料の内 3K, 3Nは市販一級品で他

はすべて特級品をそのまま用いた。 （ ）内は化学式

の省略形を示している。その他の試薬はすべて特級品

で水と塩酸は目的によって蒸留して用いた。

1 . 2 装 置

TOApHメーターHM-6 A, TOY 0 S F-160 

Kフラクシ ョンコレクタ ー， 島津ボシュ ローム光電比

色計，東芝査を光

検査灯FI-3 

S, 自作の傾斜

治則（装置（図 1),

ペーパークロマ

トグラフィ ー用

mm目槽は外側23

×20×21 C1/.ん内

個別9×16×19CJ/l

の二重バッ テリ

ー：ンャ ー， ペー

ノf－クロマト グ

ラフィー用口紙

は東洋No.51A 

（図2のように

裁 断し て 用い

カ

ラ

ム
（

M
M
M
ビ
ュ
l
レ
ツ
卜
）

フラク シヨンコレクター

図T 傾斜溶離 装置



対？となった（図 4）。蒸留塩酸，蒸留水を用いて再 図4 試料1K (pH4.7) 0.033Mi2o対1~ 1.2mtを
硝酸第二鉄 0.07 Mf f 

生したイオン交換樹脂を用い，なるべく水系から不純 溶南H：液 イオン交換水－1M塩化アンモニウム

物を除去して溶離したら，第Tピークと第2ピークの 樹脂容量 34111[ 流速 30111t／時

比が7対3. ？と逆転した（図5）。溶離液にEDT 

Aを添加する とTピークしか得られなかった（図る）

図る中の台形は発色剤中の MoとEDTAとの反応物

と思われる。これは発色させる と黄色を呈した。

硝｜第二鉄の濃度によって第Tピークと第2ピーク

の濃度比が変化し，硝酸第二鉄が増してくれば第1ピ

ークが大きくなってくる。

過剰の硝酸第二鉄を添加する と治市ft液の20～40111［の
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20c'171 

o.scm 

図2 白紙

2.実験方法

2. 1 イオン交換ク ロマトグラフ ィー

陰イオン交換樹脂Dowex1×8 cl型（100～200メッ

シュ）をカラムにつめ，水一塩化アンモニウムの溶自f[

j皮を用いて傾斜溶離し，フラクションコレクタ ーでそ

の10111tづ、つを分取する。その一部を25111［メスフラス コ

に入れ， Mo CV) -Mo （百）試薬4〕を加え蒸気浴

中で7時間加熱する。後，比色定量する。

2. 2 ペーパークロマ トグラフィ ー

図2の 白紙を用い， 試料溶液をキャピラリ ーでつ

け， 上昇法で展開する。 展開後， 発色剤5）を噴~£ し紫

外線を照射して顕色する。結果は Rf値で表わした。

3.結果と考察

3. 1 イオン交換ク ロマトグラフィ ー

水系にイオン交換水を用いると第Tピークと第2ピ

ークの濃度比が1. 2対？の2ピークが得られた（図

3）。試料に硝酸第二鉄を添加するとその比が2.1 

所で、Fe3＋は溶離されて出てしまった。

しかし，やはり第Tピークと第2ピークの比が3.3 

対Tの2ピークが得られた。

2Kを試料にして水系にイオン交換水を用いて溶離

したら Tピークしか得られなかった（図 7)。

しかし， 2K K硝酸第二鉄を添加すると第？ピーク

と第2ピークの比が2. 5対？の2ピークが得られた

（図 8）。

硝酸第二鉄等，オノレ トリン酸塩と錯体を形成するも

のが存在するとある溶離条件で2ピークが現われと思

われる。

従って， 微量の金属イオンが混入していると単一分

子物質でもその試料が分解しなく ても複数のピークが

現われると，思われ，混合試料のイオン交換分離におい

て十分留意する必要がある。図るのように，あらかじ

めEDTA等のマスキング剤を添加しておけば除去で

きると思われる。

I 1.2 

： 
m.e 

図3 試料1K (pH4.7) 0.033M1111tをチャージ

溶離液 イオン交換水－1M塩化アンモニウム

樹脂容量 34mt 流速 20111t／時

2.1 

： 
me 

吸

光

度

’3.1 

1 - I 

200 240 m.e 

図5 試料 1K (pH4.7) 0.033M 1 111£をチャージ

溶離液蒸留水－1M塩化アンモニウム

樹脂容量 33111[ 流速 20111t／時
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図 る 試料 1K (pH4.7) 0.033M 1111£ をチャ ージ

（微量EDT  Aを添加）

溶離液 イオン交換水 CO.01 ME  D TA) -1 

M塩化ア ンモニウム CO. 005ME D TA) 

樹脂容量 36111£ 流速 20111£／時
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図7 試料2K (pH9.4) 0.040M 1111tをチャ ージ

溶離液 イオン交換水－ 1M塩化アンモニウム

樹脂容量 31mt 流速 20111l/時

吸

光

度

m.e 

図8 試料 2 K 0. 07Ml l 1 mtを{2対？｝
硝酸第二鉄0.07Mf iチャージ

J容離液 イオン交換水－1M塩化アンモニウム

樹脂容量 34111t 流速 30111l/時

（図3～図8の溶離液はすべて 20111tおきに し200111£ま

で、比色した）

3. 2 ペーノマークロマト グラフィ ー

表7からNaの数が多い方が2スポットが現われや

すく，ア ンモニウム塩， 3Hではほとんど現われなか

った。 pH12で、はすべての試料について，低いRf値を

示すスポッ トが鮮明に現われるがそのスポットから上

方へ薄いU字をした形を示した。その上限は他の高い

方の Rf値を示すスポットあたりまでであった。 Na÷

が口紙中の水に取り入れられ解離したリン酸塩と反応

した物と解離した物とで2スポットを与えるものと思

われる。

高い方のスポットカ哨平離した物で低い方のスポット
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が Na-tと反応した物と思われる。

高い方のスポットから低い方へ薄いけれどもすべて

テーリングしたことからうなづける。

又， pHが高い方で2スポットが現われやすいのは

水酸化ナトリ ウムからのNa＋の影響があるものと思わ

れる。 pH12で、上方がスポッ トを示さず，薄いU字形

のテーリングを示したのは， U字の成因はわからない

が試料のほとんどがNa＋とリ ン酸塩との反応物を生成

したからと思われる。

アンモニウム塩ではNa＋のような働きがなし、からほ

とんど生じなかったと思われる。

カリウム塩の試料も ナトリウム塩と同じよう な結果

を示した。

酢酸エチJレの代りに酢酸メチノレを用いても同様な結

果を示したが酢酸nフ、、チノレで、は原点に留って展開され

なかった。

メタノ ーノレーアニリンー水系展開波ではTスポット

しか得られなかったが，展開液l乙硝酸カノレシウムを添

加すると 2スポ ットが現われた。白紙の汚れが2スポ

ットの原因であることがわかった。

硝酸第二鉄を試料に添加すると表7と同じ結果が得

られたカえすべての試料で原点に留ったまま拡散もし

ないスポッ トが得られた。

乙の原点に留ったスポッ トが Fe3＋とリ ン酸塩との

反応物と思われ， Fe3＋が2スポット原因とは考えら

れなし＇o

なお，乙の実験に用いた11種類のオノレ 卜リン酸塩は

リン酸塩のペーパークロマトグラフィーによる分析に

一般的に用いられる酸性格媒のを用いてすべて？スポ

ットを与えることを確認して用いた。

おわりに， 日ごろから，分析化学の研究において御

指導，御便宜を与えて下さいます九州大学（理）分析

化学講座の大橋先生，中村先生並びに講座の皆様に深

く感謝致します。
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表？ 展開液ピリジンー酢酸エチノレ－JJ＇く（蒸留）各々33.3%の割合

①未処理ロ紙

③ 0.05ME.D.T.A.→蒸留水処理 ロ紙

③ 1.5M塩酸 （蒸留）→蒸留水処理 ロ紙

① 0.05ME.D.T.A.→1.5M塩酸 （蒸留）→蒸留水処理 ロ紙

⑤ 1.5M塩酸（蒸留）→0.05ME.D.T .A.→蒸留水処理ロ紙

H
 

P
 

2 3 4.5 9 10.5 12 

① 0.56 (0.25) 0.56 0.56 C0.25) 0.59 0.22 0.58 C0.24) 0.22 

③ 0.62 0.60 (0.28) 0.58 0.59 0.23 0.61 0.24 0.19 

1 Na ③ 0.56 C0.26) 0.57 C0.25) 0.59 C0.26) 0.60 0.24 0.63 C0.22) 0.23 

① 0.50 C0.22) 0.51 0.22 0.52 C0.21) 0.55 0.19 0.55 0.18 0.19 

① 0.61 0.60 0.59 C0.26) 0.60 0.23 0.58 0.23 0.23 

① 0.54 0.54 0.22 0.55 0.22 0.57 0.21 0.57 0.20 0.21 

② 0.68 0.32 0.67 0.32 0.69 0.32 0.63 0.25 0.65 0.26 0.24 

2Na ① 0.52 0.24 0.53 0.23 0.53 C0.25) 0.59 0.24 0.60 0.23 0.23 

① 0.52 0.22 0.51 0.22 0.52 0.21 0.55 0.19 0.55 0.18 0.19 

① 0.60 0.29 0.60 0.29 0.59 0.28 0.60 0.26 0.62 0.33 0.23 

① 0.47 0.21 0.50 0.21 0.52 0.23 0.54 0.22 0.52 0.21 0.21 

② 0.60 0.31 0.62 0.31 0.62 0.31 0.53 0.24 0.59 0.25 0.24 

3Na ③ 0.57 0.29 0.59 0.27 0.59 0.28 0.60 0.27 0.58 0.26 0.20 

① 0.52 0.23 0.50 0.22 0.51 0.22 0.50 0.19 0.48 0.19 0.19 

⑤ 0.65 0.34 0.64 0.32 0.64 0.33 0.59 0.27 o. ~6 0.20 0.21 

① 0.52 0.54 0.55 0.57 C0.22) o. 57 C0.21) 0.19 

② 0.62 0.64 0.61 0.63 (0.28) 0.65 C0.26) 0.28 

1 N ③ 0.62 0.63 0.63 0.63 C0.27) 0.63 (0.23) 0.21 

④ 0.50 0.51 0.52 0.52 C0.21) 0.60 (0.21) 0.20 

① 0.55 0.57 0.57 0.58 C0.30) 0.58 0.30 0.26 

① 0.55 0.59 0.60 0.60 0.61 0.22 0.20 

② 0.60 0.60 0.60 0.63 0.63 0.24 0.29 

2N ③ 0.58 0.60 0.61 0.60 0.64 0.23 0.24 

① 0.51 0.5Lj. 0.56 0.56 0.57 0.21 0.22 

① 0.61 0.61 0.59 0.59 0.61 C0.23) 0.22 

① 0.47 0.49 0.50 0.53 0.54 0.21 0.23 

① 0.66 0.64 0.64. 0.65 0.63 0.20 0.25 

3N ① 0.61 0.62 0.61 0.66 0.65 0.25 0.22 

① 0.54 0.52 0.52 0.51 0.53 0.19 0.20 

① 0.60 0.60 0.59 0.59 0.57 C0.26) 0.26 

① 0.50 0.51 0.53 0.55 0.58 C0.23) 0.22 

③ 0.71 0.69 0.71 0.71 0.32 0.66 0.27 0.26 

3H ③ 0.65 0.67 0.67 0.67 0.25 0.67 0.25 0.25 

① 0.51 0.55 0.51 C0.22) 0.52 0.21 0.54 0.21 0.21 

① 0.60 0.61 0.61 (0.20) 0.61 0.26 0.59 0.22 0.23 

① 0.55 (0.26) 0.56 C0.26) 0.57 C0.21) 0.26 

③ 0.52 C0.27) 0.52 (0.28) 0.51 C0.27) 0.53 0.26 0.55 0.25 0.26 

1Na 1N ③ 0.60 0.59 0.58 0.56 (0.33) 0.50 0.24 0.21 

① 0.57 0.59 0.59 0.61 0.29 0.63 0.25 0.25 

① 0.53 0.53 0.53 0.54 0.22 0.55 0.21 0.22 

（ ）内のスポットは薄い小さなスポットを示す
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18Cr-8Niオーステナイト系ステンレス鋼の

ひずみ時効硬化

田 明

く昭和47年 9月5日受理＞

On Strain Age Hardening of 18Cr -8Ni Austenitic 

Stainless Steel 

Under the conditions of aging temperature 100～400。C and aging time 30～180 min. , strain 

age hardening degree of 5～30% pre-strained 18Cr-8Ni austenitic stainless steel were measured 

by means of tensile and hardness tests. 

The results obtained are as follows: 

(1) In tensile test, the maximum rate of an increase in yield stress is about 8 %. 

(2) In hardness test, the maximum amount of strain age hardening degree is about 11 . 5%. 

(3) In 30% pre-strained specimens heated at above 300。Cfor 30 mi.n., precipitation of 

chromium carbide is observed in slip bands and grain boundaries of austenite. 

1.まえ がき

18Cr-8Niオーステナイト系ステンレス鋼は Md点

以下で冷間加工を行なうと T→α’変態を生ず、ることは

すでに繰返し論じられている．また，冷間加工後低温

焼なましすると，200。C以下および250～450°Cの範囲

で2段にひずみ時効硬化が起こることが報告されてい

る．

さきに，著者は 18Cr-8Niステンレス鋼が顕著な疲

れコーキシング効果を示すことを報告した．本実験は

乙れと同一材料を用いて， 30%以下の予ひずみを付加

した試験片に比較的低温度小加熱時間の人工時効処理

を施した場合のひずみ時効硬化の有無を確かめ，かっ

その強化率を求めて疲れコーキシング効果解明の一助

とすることを目的として行なったものである．

2.供試材および実験方法

供試材は市販の 18Cr-8Ni系ステンレス鋼 SUS27B

径19mmで，その化学成分 ・機械的性質を TabletfC示

by Akira Oda 

す． 試験片は素材ーから旋削した JIS2号引張試験片

で，旋削加工後1100。C,40min, W.Q.の固溶化熱処

理を施して試験に供した． Photo. 1 はその顕微鏡組

織である．

予ひずみおよびひずみ時効処理後の引張りは， 島、津

電子管式自動負荷制御装置を用いて定速荷重制御を行

ない，負荷速度0.12t/min，伸び記録倍率62.5および

12.5倍で自記した荷重一伸び線図から， Fig. 1に一

例を示すようにひずみ時効による降伏応力の向上率ほ

／σ×100% を求めた．また，一部の試験片は予ひずみ

を付加したのち数個に切断研削し，王水で加工硬化層

を溶解除去してそれぞれの時効条件で加熱し，かたさ

測定によってひずみ時効硬化曲線を求めた．かたさ測

定面はエメリーペーパ ・パフ研摩後電解研－摩仕上げと

した．

ひずみ時効条件として選んだ予ひずみは，別に研摩

仕上げした引張試験片に予ひずみを付加して発生した

すべり線の密度と，回転曲げ疲れ試験時に試験片表面



lこ発生したすべり線の密度を比較観察した結果にもと

ずいて，予ひずみ量5%,10%, 15%, 30%と定めた．

また，時効温度は，疲れ試験過程における試験片の温

度上昇を観測し，かつ疲れ破断後の試験片の酸化着色

の度合と，別に予備実験で求めた同一材料の加熱酸化

着色試片との比較により，疲れ過程で生ずる試験片の

発熱を400。C以下（疲れ初期 ・中期で約50°C程度，破

断直前の最高発熱温度約400。C) と推測して定めた．

Table 2, 3および Fg2,3はひずみ時効条件と試験

結果である．

つぎに，ひずみ時効試験後の各試験片は，10%シュ

ウ酸溶液電解腐食ならびに村上試薬腐食を行なって顕

微鏡組織を調べた.Photo. 2～5はその数例を示す．

さらに， ひずみ時効試験片における T→d変態の様

相を把握するために，X線ディフラク トメータによるX

線回折を行なった． Fig. 4はその結果の一例を示す．
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Table 1 . Chemical compositions and mechanical 

properties of testing material. 

0.069 

0.88 

0.82 

0.015 

0.007 

19.88 

8.35 

%

%

%

%

%

%

%

 

Chemical compositions 

c 
Mn 

Si 
p 

s 
Cr 

Ni 

59.8 

20.9 

59.2 

77.6 

184 

Mechanical properties 

Tensile strength kg/1111112 

yield strength kg/1mn2 

Elongation % 

Reduction of area % 

Vickers hardness 

3. 1. 引張試験におけるひずみ時効

Fig. 1は試験片 No.30の試験結果の一例である．

図にみられるように予ひずみ 30%を付加したのち，

200。C×30minで時効処理を行なうと降伏応力の向上

が現われる．乙の強化度をほ／σ×100% で表わして

全試験結果をまとめて図示したものがFig.2である．

乙の結果から，設定したひずみ時効条件， 予ひずみ30

%以下時効温度400。C以下の範囲では， 予ひずみ30,

15, 10, 5 %でそれぞれ約8, 2.5, 1' 0.4%以下の

強化が認められ，予ひずみ量が大きいほど強化度も高

いことがわかる．同図（A）は時効温度200。Cにおける時

効時間と強化度の関係を表しているが，予ひずみ15%

以下では強化度は時効時間にあまり影響されることは

なく， 30%予ひずみでは時効時間60min以上で、強化度

はほぼ飽和する傾向がわかる．また同図（B）は時効時間

30min における時効温度と強化度の関係を表わしてい

るが，300℃で強化は最も大きく 400。Cでは過時効の

傾向が認められる．図中の.A印1］皮線のデータは予ひず

み30%の試験片を試験後切断してかたき測定した結果

を併記したも のである．ひずみ時効の判定には次項で

述べるかたさ測定が同様に有力な手がかりを与える

が， 往々にして引張試験とかたさ測定の結果が対応し

ない場合も既報の文献に見られるので，チェックして

みたものであるが，よい対応を示している. tこだし乙

の場合のかたさ測定には，時効後約12.5%の引張ひず

みによるひずみ硬化が累加されているので，次項で示

すかたさ値より高い値となっている．

3. 2. ひずみ時効硬化

予ひずみ30, 15, 1 o, 5 %を付加した試験片から切

3.実験結果と考察

Phつto.1 . Microstructure of testing rn.aterial. 

（× 1 OD) 

Specimen No 30 

Increase of y『eldstress AO/a-4.04・ん

Fig. 1 . 

σ 

Strain-aging in tensile test for 

specimen No. 30. 

200・Cx30min~ 

pre-strain 30・・1. I 
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Table 3. Results of strain aging in hardness tests Table 2 . Results of strain aging in tensile tests 

Specimen Condition of strain aging Hardness 

Pre-strain Temperature Time 
V.H.N. （%） （。C) (min) 

Specimen Condition of strain aging Increases 
of yield 

Pre-strain Temperature Time stress 
（%）（。C) (min) t>σ／σ（%） No. 

8-0 

8-1 

8-2 

8-3 

8-4 

8-5 

8-6 

8-7 

194 

201 

197 

201 

200 

200 

195 

200 

as pre-strained 

200 15 

グ 30

// 60 

// 180 

100 30 

300 // 

400 // 

5.0 

No 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0.36 

0 
0.60 
0 
0 
0 
o. 91 
0.94 
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%以下となる．この値と前項で述べた硬化率との対応

が細部において合致しない理由は，一軸引張りにおけ

る降伏と押込みかたき試験における材料の降伏との差

異と， 一つには引張試験とかたき試験を同一試験片で

行なう乙 とができなかったための実験誤差を含む乙 と

に起因する と思われる．同図（B）は同じく Fig.2但）に対

応し， 時効時聞を30minにとった場合の時効温度と硬

化の関係、である．これから求めた硬化率ムH/Hの値も

(A）から求めた値にほとんど一致するが， 400。Cにおい

て引張試験結果では過時効の傾向を示すのに対し，か

り出した小片を各種のひず、み時効条件で、時効処理した

のち，かたき測定した結果をまとめてFig.3 vζひずみ

時効硬化曲線として示した．同図（A）はFig.2 (A）に対応

するもので時効温度200。Cにおける時効時間と硬化の

関係を示す．細部にわたってはバラツキを示している

が大凡の傾向は Fig.2 (A）と同様に見倣すことができ

る．いま硬化率を｛（ひずみ時効後のかたさ）一（予ひ

ずみ付加のままのかたき））／（予ひずみ付加のままの

かたき）すなわちムH/H×100%で表わすと，予ひず

み30,15, 10, 5 %でそれぞれ11.5, 10.2, 2.7, 3.6 
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Fig. 2 . Changes of yield stress by annealing 

of 30, 15, 10, 7 , 5 % pre-strained steels. 

たさ試験では飽和に近い傾向を示す点が大きな相異点

である．これについては明らかでないが，上述の班由

も大きな一因と思われる．

以上述べた引張りおよびかたさを試験によるひずみ

時効実験の結果から，予ひずみ30, 15, 1 0, 5 %を付

加した場合のひずみ時効にも とずく 強化および硬化率

は設定したひずみ時効条件の範囲ではそれぞれ最高

8，および11.5%程度である乙とがわかる．ひずみ時

効条件は第2節で、述べたように， 18-8ステンレス鋼

が回転曲げ疲れ過程で叉ける と推測される加熱条件か

ら設定したので，疲れ試験中に試験片がひす、み時刻jで、

強化される と考えられる値もこの値を上廻わることは

ないと忠われる．むしろ疲れコーキシング試験をふく

め波れ過程中に発熱状況を観察したところでは，波れ

き裂が進展 する初期～中期では発熱はほとんどなく

（高く て約 50。C程度） ， 顕著な発熱が認められるの

は最終破断段階の数min問にすぎない乙 とを顧慮する

280 

260 

，，，，，，，，，， 

z 240 
工

> 220 

200 

180 
As 15 30 60 120 1 80 

pre-strain&d Aging time (min) 

280, 
Aging time 30min 

．Z
 

(B) 

260 

工

戸 220

180 L 

pr•何rained 100 200 300 400 500 
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Fig. 3. Strain age hardening curves of 

30, 15, 10, 5 % pre-strained steels. 

と，疲れ試験中のひずみ時効強化率は乙れらの値より

はるかに小さいものと推測する乙とができる．

3. 3. ひずみ時効試験片の顕微鏡組織

冷問加工を受けた18-8ステンレス鋼が加熱される

と，ひずみを受けたすべり線や粒界上に Cr炭化物が

析LUすることは文献にも例示が多いが，著者も煤接ス

テンレス クラッド鋼のステンレス合材について 500。C

B、上の加熱で顕著に析出が起乙ることを確認してい

る。Cr炭化物の析IUは材料が受けた予ひずみ量と加熱

条件に支配されると考えられるが，本ひずみ時効実験

の条件は上記の観点から一応組織的検討を要すると思

われるので，各試験片について顕微鏡組織を調べた．

Photo. 2は Fg.2(B）の 300。C×30min時効の引張試

験片 （図中の記号a,b,cで示す試験片）から得られた

10%シュヴ酸電解腐食組織の3例を示す．写真にみら
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(A) 

（×100) （×400) 

(B) 

（×100) （×400）温

(C) 

（×100) （× ~ OD) 

Photo. 2. Microstructures of specimen strain-aged at 300。Cfor 30 min. 

仏） 30% (B) 15% (C) 5 o/o pre-strained. 

Etched eletrolytically in 1 Oo/o aqueous oxalic acid. 

れる ように予ひずみが大きい程粒は小さく 粒内のすべ

り総が密になり，とくに30%予ひずみではすべり線上

に著しい析山が認められる．ただし粒の大きさおよび

すべり線密度については3.1項で述べたようにひずみ

時効後の引張ひずみが累加されているから，ひずみ時

効直後の粒の大きさ，すべ り~~~密度は この写真にみら

れるよりやや大きく 疎である.Photo. 3は同じ試験片

を Cr炭化物確認のため村上試薬腐食を試みたもの

で，30%予ひずみでは顕著に，15%予ひずみではかす

かに Cr炭化物の存在が認められるが，5%予ひずみ



仏）

（同
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(A) （×100) (B) 

Photo. 3 . Microstructures of specimen strain-aged at 300C。for30min. 

(A) 30%, (B) i 5% pre-strained. Etched in Mural王ami’sreagent. 

（×100) 

（×100) 

Photo. 4 Microstructures of spεcimen strain-aged at 200。Cfor 3〔〕min.

(A) 30%, (B) 15% pre-strained. 

Etched electrolytically in 10% aqueous oxalic acid. 

（×100) 

（×400) 

（×400) 

では全く析山は認められない．

Photo. 4は同様に Fg.2(B）の200。C×30min（図1:jJ

の d,e）試験片について検鋭したもので，時効温度が

低いため30%予ひずみでもすべり線上への析出はほと

んど認められず，また村上試薬腐食で、も Cr炭化物の

析出が起乙っていない乙とが確認された． 400。C×30
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{A) （×400) (R) （×400) 

Photo. 5. Microstructures of specimen strain-aged at 500。Cfor 30min. 

(A) 10%, (B) 15% pre-strained. 

Etched electrolytically in 10% aqueous oxalic acid. 

min 時効（j~Iニドl f,g）については a,b とほぼ同様の所

見を得た．冷間加工を受けた18-8ステンレス鋼が加

熱により Cr炭化物の析出を顕著に起ζすのは，ほぼ

460～630。Cとされている．また， 300～600。Cで18-8

ステンレス鋼を引張試験すると Cr炭化物などがすべ

り面上に析出するため強度は一定に保たれるという事

実もある．しかし， 析出可能な限界としての予ひずみ

量と加熱温度時間の関係を明確に述べたものはないよ

うである．著者が行なった爆接ステンレス合材素地に

おいては， 500。C×1h加熱で著しい析出が認められ

ているカえこの場合にも析出部が受けた予ひずみ量が

不明である．上述の検鏡結果からは予ひずみ量が炭化

物析出に大きく影響すると推測されるので，析出をわ

ずかしか起きない予ひずみ15, 10%について500。Cを

選び，加熱時間は上記のひずみ時効試験片と比較する

ために30minとして加熱処理を試みた結果がPhoto.5 

である．乙の結果はPhoto.2の（B), (C）と比較して析出

が多い乙とがわかるが，Photo.2（刈の300%予ひずみ材

と比較するとはるかl乙析出は少ない．ζの乙とから

Cr炭化物の析出は予ひずみ，すなわち， すべり線密

度に大きく依存するものと思われる．したがってFig.

2(B）および Fig.3 (B）の30%予ひずみ，時効温度300。C

以上の場合の強化および硬化には， Cr炭化物の析出

が一因として寄与していると見倣される．予ひずみ15

%以下の場合には炭化物の影響はほとんどないと考え

るこ とができる．

3. 4.ひずみ時効試験における T→ぜ変態

室温で引張り加工した18-8ステンレス鋼のX線回

折による研究結果では，加工度 5,1 0, 15, 62. 5 %で

それぞれく5, 5, 5～10, 25%程度の α相が生成さ

Fig. 4 X-ray diffraction pattern for specimen N o.34 

れると報告されている．また，加工後低温焼なましし

た場合のα相の変化に関し， 200。C×400minの焼なま

しで、α相は約%に減じその後400。Cまでは徐々に，そ

れ以上の温度では急減して， 700。C×40minではほと

んど消失すると報告されている .Fig.4は前述の Fig.

2(B）図中にしめした予ひずみ 30%の場合の図中破線

企印で示したかたき試験片（300。C×30min時効）に

ついて，X線ディフラク トメータで求めた回折パター

ンの一例を示す．図にみられるように rC111）の回折

線のすそに，α（110）の回折線が明瞭に認められ，加

工によ りT→α’変態が誘起きれていることが明確であ

る．たfごしこの場合の加工とは予ひずみ30%にひずみ

時効引張試験時の12.5%が付加されていることは前述

のとおりである ．

α相の回折線はピーク高きの大小に若干の差異はあ

るが他の試験片にも認められる．予ひずみ付加によっ

て誘起きれた α相は結品の強化にあずかるカえ一方時

効処理における焼なまし温度が高くなるほど生じた

α相は次第に減じていくから，両者は互に打ち消し合
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う．結果的に18-8ステンレス鋼のひずみ時効現象に

おいて加工誘起された α相が強化にいかに影響するか

については明確にされていない．本実験では乙れに関

する十分なデータが得られていないので論議はさしひ

かえるが，ひず、み時効の本質にかかわる問題であり今

後の課題と したい．

4.むすび

18-8ステンレス鋼SUS27に予ひずみ30%以下の引

張ひずみを与え，低温度（く400。C），小加熱時間（く

180min）の人工時効処理を行なって，降伏応力の向上

率およびひずみ時効硬化率を求めた．その結果，（1)

設定したひずみ時効条件範囲では，最高8%程度の降

伏応力の向上および最高11.5%程度のひずみ時効硬

化がある.(2) 予ひずみ量が30%をこえた試験片を時

効処理すると， Cr炭化物の析出が起こり強化の一因

をなす.(3) x線回折の結果，加工によって誘起され

たα相の存在が確認された．

なお，本実験はひずみ時効による強化率およびTtr!化

率を求める乙とを目的として行なったので，18-8ス

テンレス鋼におけるひずみ時効の本質については究明

は行なっていない．乙れに関しては二， 三の文献があ

るが十分解明されたとはいいがたいので今後の課題と

したい．また，本実験では予ひずみ付加のための引張

加工度と疲れ変形で受ける加工度をすべり線密度の光

学顕微鏡観察にも とずいて比較したが， 疲れにおける

すべり は応力の繰返しによるものであるから厳密には

引張り変形と同一に論ずるこ とは山来ない．乙の点l乙

関しては変形をマクロと ミクロいずれの観点、にたって

みるかによって異なった見解もあり， また両者を関連

づけた研究は見あたらないようである．疲れにおける

ひずみ時効を論ずるにはミク ロ的観点にたってひずみ

を考える必要があり，引張変形と疲れ変形におけるひ

ずみについて X線回折による笑！換を引 き続いて行－なう

所存である．なお，本実験の X線回折は束芝玉川工場

計測制御装置設計課井出川洋氏のご援助を得fこ．記し

て謝意を表する．
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清

送風機吸入側流水の実験的研究（そのい

幸 之助フに
彩ド

く昭和47年 7月24日受理＞

Experimental Study on the Flow at the Suction 

Side of Multi-blade Fan (Part 6) 

In the previous experimets on an impeller of multi-blade fan, the flow pattern and the fan 

performance have been almost grasped. 

According to the published report (Part 4) , it is clear that the influence of changing the 

setting angle of the blades on the characteristics and the flow conditions should be remarkable. 

However, in the above experiment, it was left unknown whether the difference of the 

fan performance depended on the inlet angle of the blades or the exit. Besides we could not 

get the most suitable angle with regard to the design of the blade. 

Now the present experimental study has been made in order to make clear the influence 

of the inlet angle on the fan performance. 

The outcomes are as follows. 

1. まえがき

多翼ファンの性能の向上を目指す一連の実験におい

て， 流れの状態と特性とがおよそ解明された。すでに

（その 4）においては同一翼を異なった角度で、取付ーけ

た場合の実験をおこない，その性能に及ぱす影響の著

しいことで判明した。

しかしながら， 性能の差が認の流入角と流出角のい

ずれに基づくものであるかが，乙の実験むは不明であ

り，さらに最適値の取付角度をきめるJこからも何等手

がかりを与えない。

したがって本実験はこの点を明確にする 目的で， 基

準の供試翼にたいし， 流入角度のみ2:1mりかえた 3つ

の羽根車について，風量 ・風圧特性の変化と流れの状

態との関連を調べた。 流れの状態の測定は吸込口側よ

りみて上下左右の4断面において，流量を4通りかえ

ておとなったことは従来通り である。

2. 実験装置および実験方法

実験装置と方法は前報と同一である。また流れの状

態の測定は特性曲線上の4点，でお乙ない，すなわち

全開， 最高効率点， 最高圧力点，失速点でお乙なっ

た。測定位置は図1・2Iζ示すように翼直前のA,B,

C, Dと翼直後のE,F, G, Hの8点である。測定に

はあらかじめ検定した5孔ピトー管を用い，供試羽根

車の測定部位置にプロープ先端を挿入し，翼直前では

Kounosuke Kiyomori 

羽根内端より中心に向し＇2011llll，離れた内側の位置で，

翼直後では羽根外端より10棚， 離れた外側の位置で，

軸方向に移動し， 101Jl1/l間隔で、調べた。

なお測定にあたって， yαωαngle の基準面には測

定点とファン軸線とを合む平面をとった。またピトー

管プロープ部の構造上ρitchαngleが45°以上では検

定時にすでに不安定となるので， 本実験ではこれ以上

の角度をもっ流れの実験はおζなっていない。

3.供試翼

供試翼は従前通り設計状態の取付角を基準の 0。と

し羽根車Aとした。一連の実験において翼性能の比較

をする場合，基準の翼を定めておいた方が検討に好都

合である。前述のよう に本実験は翼流入角度の影響を

調べた もので， 実験では変更角度をいくらにとるかは

重要である。とく に特性および流れの状態にはっきり

差がでる乙とが施ましし1。ζの点から（その 4）の実

験結果を参照し，流入角を定めた。すなわち基I準の 0。

に対し他の供試翼は士15°の取付角度とし，＋15°のも

のを羽根車B, -15。の方を羽根車 Cとした。なおそ

の他の設計諸元は A, B, C 羽根車とも同一で， ~＇~－の

主板および側板との取付は鋲かしめである。これらの

供試翼を図 3I乙設計の速度線図 （羽根車A）を図 4に

示す。

4.実験結果

供試送風機の規定回転数 1900ゆm における特性曲
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線を図5, 6 K示す。図5は風量に対する送風機全

圧，軸動力，効率の曲線で図6は乙れらの無次元表示

である。

この場合，圧力係数は，¢＝ーーとτ，流動係数
τ／'Lg U主

は， 〆 ＝ Qry ，動力係数は
π／4 D~ U 2 

』＝ L を用いた。したがって
r/2gπ／4 D ~ U ~ 

L PQ o5 
＝ヲー の関係から え ＝~となる。

η 

図？測定位 置

図2 測定位 置

Cm1 (=U2〕

Cm2 (=U1) .1 '¥ 

、、1

ーーみーーー－

~ 

P2=38'25’ 

図4 羽根車入口出口の速度線図

羽根車A

(36枚〉

羽根車B

(36枚〉

羽根車C

(36枚〉

図 3 

流動状態の測定結果を図7～
14K示す。乙れらの曲線は各

／ 測定位置における半径方向の

分速度を縦軸にとって示し

た。測定点における動圧およ

[f pitch angleが検定曲線図

より求まり，一方yawangle 

は測定時に求まるので，半径

方向分速度＝（測定点の風

速）×cos（ρitch angle) 

× COS (yaw angle） の関

係から計算できる。つぎに羽

根車出口側軸を含む平面内に



おける流れの大きさと方向を図15～20に示した。

軸方向の流れの分速度は （測定点の風速）× sin

（ρitch angle）で， 前述の半径方向分速度を縦軸に

とり軸方向分速度を横軸にとってあらわした。

整理は羽根車 A, B, Cの翼直前の位置Aとこれに

対応する翼直後の位置Eについてまとめた。縦横軸と

も1目盛は 1Dm/Sである。
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①羽根車A 1900ゆm ・全開
②羽根車B 1900ゆm ム最高効率点
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5. 3供試翼の圧力計効率ηMおよびすベり

係数 μ

A, B, C 3種の羽根車の特性曲線図結果を用い設

計上必要な ηM およびμの値を逆算して求める。デイ

フユーザをも含めた遠心送風機の ηMとμとの関係、は

つぎのよ うに導かれる。）すなわち

明日 〆 t71'2 

ηJlf = 1ー 」ニ IC Cb十（j） 二 4

μ, l 16 k~ ν4 

+ (Jν2十 （n ψ2 I 
- 4μ,2ηM2 j 

乙こで とf ：羽根車の形状抵抗および摩擦損失係数

(n：渦形室での損失係数

む ：翼入口曲りの損失係数

少 ：圧力係数 p 

r/2g u~ 

戸：流量係数 Q 

π／4 D~ U2 

h ：羽根入口if] bi 
v 入口直径 Di 

ν ：内外径比 ム
一ん

乙の場合，Cb = 0.1, C1 = 0.2, Cn = 0.25とみ

なし， 翼の入口有効巾を50%と仮定すれば，
0.5 b 

kb＝一万了 つぎに各羽根車の設計風量75rrl/min,

回転数1900ゆm，羽根外径310〆より流量係数戸 ＝

0.536とな り，乙れは各契とも共通である。 3供試翼

は図 3K示すように翼入口径 D1が異な り，また特性

曲線からわかるように設計風量に対応する送風機全圧

Pも異なるから，これらは関連のある <p, kb，川ま各

翼ともそれぞれ違ってくる。以上の値を代入する と

( 0.5362 
ηJlf = 1 - ＿＿！！＿竺 rco.1+ 0.2）× J 

μ, l 16kgν 

+ 0.2ν2十 0.25 . "<p2 " I……… （ 1 ) 
4メ.L＂＇ ηM“ l

45 

γbσ －：2 1 
乙乙で ー二一＝ 0.1225一三ι一，U2=＿＿：＿ × π 

g m4 ’ ι60 

×0.31×1900 = 30.8m/sを代入すれば

p 
ηM・μ＝一一一. 233 

(2) 

(1 ), (2）式を用いA, B, C羽根車の守口， kb'

r等の数値を代入し整理すると表？のようになる。

羽根車｜ A B c 

送司競是｜ 90 83 

圧力係数 11.55 / 1 . so5 1 1 . 427 

羽根入D口／径111111 I 2必

ν I o.794 I o.799 I o.755 

kb I o.304 I o.303 I o.320 

7]11証 l o.550 I o.586 I o.s3o 

μ I 0.702 I o.768 I o.690 

ηJl［・μ I o.386 / o.450 1 o.366 

表1 ηM・μ の計算値

6. あとがき

1 .特性曲線から，羽根車Aが最も効率が高く ，乙

の翼の流入角度のみを ＋15°（羽根車B), -15° （羽

根車 C) にしたものは最高効率で4%低くなってい

る。風圧は羽根車Bが最も高いが相対的に軸動力が大

きいため効率が最高51%にとどまっている。

また羽根車Cは羽根車Aに比し，風圧が低下すると

同時に軸動車力は変らないので，流量が多い領域では

効率の低下が著しい。しかし乙の実験からわかるよう

に翼流入角度が特性に及ぼす影響は大きく， 4%程度

の効率の低下を無視すれば，設計点附近の圧力上昇を

1.55より 1.805まで（表？）上げる乙とができ，性能

の改善は期待される。また流入角度の取付変化がA羽

根車に対し士15°の範囲内の羽根車の特性は乙れら 3

つの特性曲線から，およそ B, C羽根車に挟まれた領

また翼の設計上よ りり求まる Cu2=2 U2の関係式 域におきまる ものとみなされるが，乙れ以上の角度を

を用い羽根数が無限大のときの流体の全圧上昇 Pthoo もつ場合の特性の予想は不明である。

を求める と 2.設計の基礎式 Pthoo= ＿＿＿＿.！：.＿ーにおいて 与え
ηM・μ

r られた全圧上昇Pl乙対し η1f[•µ を 如何にとるべきかは

Pth oo ＝百＝ 子 山 u2＝寸 Ui 設計上重要であいたがっー吋の実験に

すなわち p

一日凸

おいて前回同様乙の3種の羽根車についてそれぞれ

ηM・μ を求めてこれを表？に示す。

これより同一寸法，同一回転数で羽根車Bのように
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高い風圧を要求する場合，すなわち圧力係数が高い れる主板側より4011m』軸方向にはなれた測定値をとりこ

ときには流入角度およびηM・μの値も大きくなり，羽 れを表2l乙示す。測定の基準面は測定点とファン軸を

根車Cのように低い風圧のときには，逆に流入角度と 含む平面を基準の 0。と定め， この平面より時計方向

ηM・μ が小さくなる乙とがある程度定量的に判明し の角度を＋， 反時計方向をーとした。これによると前

た。 固と同じく羽根車 A,B, Cともに測定点 A, B, C 

いかし羽根車Cの場合は風圧もしくは効率の上昇の では全開より失速点に向って yawangleが小さくな

面からは無意味で，表は相対的傾向を示すのみであ る。すなわち軸流送風機の場合と同じく流量が／わさく

る。 なるにつれて yaw angleが負の方向に向い， 翼に対

結論的には効率の点からは羽根車Aがすぐれ，風圧 する迎え角が大きくなる。 しかしながら測定点 Dで

上昇面では羽根車Bが望ましし1。 は，逆に失速点に向って yawangleが正の方向に大

3. 吸込側流れの半径方向分速度の大きさを区17～ きくなる。乙の現象は全国のときも生じた。乙れは翼

10に示す。とれによると測定点Bではほぼ一様に流入 車によるものではなくおそらくケーシングの影響に基

して，他の位置では均一流でなく特にC位置では著し ずくものであろうが，その原因は明確でない。

い。この位置はケーシングの捲き始め部にあたりこの また羽根車Aは流体が半径方向に流入するように設

影響が及んだものと考えられる。 つぎに送風機軸に直 計されているが， （羽根車B, Cでは流入角度が羽根

角な面上における翼流入角度は測定値の平均とみなさ 車AIこ対しそれぞれ土15°かえである）この条件をみ

羽根車 A 羽根 車 A
測定位置

全 開｜｜最効率点l司 ｜｜ 最圧力ぷ「｜｜犬速点
測定位置

全 門チ ｜｜最効率点両｜｜最圧力点両｜｜ 失速点

A I 22. 2 1 14. 2 I 4.5 E I 67. 9 I 67. o 1 67. 2 1 1 . 2 

B 5 1 1 - 6 4 I -21 9 F I 45.7 J 57.o 1 60.0 1 6 .o 

c I -1s.5 I -24.s J 測不可定能 ｜ 測不可定能 G I 80. 5 I 84. 6 I 87. 3 I 91 . o 

D I -1 1 I s.1 1 22.6 I 測不可定能 H I 12.9 J 78.o I 76.o I 11.0 

羽根 工II B 羽 柳 車 B
測定位置

全 開 I 最効率高点 I 最圧力…戸~ I L ノミ速点

測定位置
全 開 ｜｜ 最効率高点｜｜最圧力虫｜｜失速点

A ¥ 24.31 15.o ¥ 10.41 1 .1 E I 65. o 1 68. 2 I“2 J 70.1 

B 4 4 I -5 6 1 -2s 3 F I 49.o I 58.o 1 60.31 6 .5 

c ¥-o3J-9ol-9oJ- 94 G I 14. 8 I 80. 2 1 80. 3 I 8 . 3 

D I -o 3 J 5.o 1 15.7 J 15.7 H 1 77.71 78.7 J 78.o 1 82.2 

羽根車 C
測定位置

全開 1 ；率良 1 ：力~ I 失速点
羽根車 C

測定位置
全 削： ｜｜最効率高点 ｜｜ 最圧力景｜i失速点

A 1 19.31 12.6 J 10.31 9.2 E I 76.o I 77.8 J 11.0 I 1 .o 

B I 1 o.o I F I 54.8 J 61.0 1 10.0 I 74.5 

B I -14 51 -15 o I -15 o 1 -13 o G I 82. 3 I 83. 2 I 83. 4 I s . 9 

D I 11.7 ¥ 15.s I 24.2 I 6 .2 H I 80. 4 1 87. 8 I 87. 4 I s . 3 

表2 翼流入角度測定値（度数） 表 3 翼流出角度測定値 （度数）



たす流れをしているのは羽根車 A, Bの測定点Bで，

最高効率点と最高圧力点の中間の流量にあらわれ，前

述の図 8K示すようにB点の流れの状態図とを考え併

せると，流れの状態が最も よい乙とがわかる。乙のこ

とより他の測定位置における流れをB点の流れのよう

に改造することが設計上の問題点として残る。

4. 吐出し側の半径方向分速度の大きさを図11～1~

1乙示す。 ζれは従来の実験結果と同じく，いずれも主

板側で大きく側板側に近づくにつれて小さくなり，途

中から負の値となって流体が｜及込口近くで逆流してい

ることを示している。特に測定点G,H においてζの

傾向は著ししまた捲き始めのG点では流速が他の測

定点において比し低下している。

以上のように翼流出角度は主板側より側板側に近づ

くにつれて内向きにかわってくるが，吸込側の場合と

同じように主板側より401111/l軸方向にはなれた位置の測

定値をとってこれを表3に示す。

この翼の設計流出角度は68°20＇で， 各測定点のそれ

とは必ずしも一致していないが，一般的にいって測定
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点E,F においては羽根車A, Bは設計値にかなりよ

く一致しており，羽根車Cは全く異なっている。

また測定点G,Hではどの羽根車も流出角度が大き

く半径方向分速度の小さい流れをしている。

本実験では翼の流入角度のみをかえた 3種の羽根車

についてその特性および流れの状態を比1段検討した。

それによると風圧では羽根車Bがすぐれ，効率面で羽

根車Aがややまさっている。また吸込側の測定結果か

らみて測定点Bのみが設計に近い流れをしているが，

乙れらの結果からだけでは A, B両羽根車の特性の差

は明確でないが，乙の点については今後の研究をまた

ねばならぬ。

最後に本実験にあたり，終始御懇切な指導を賜わり

ました九州大学生井教授並びに実験と資料の整理に熱

心な協力をされた本校技官の方，々 学生諸君l乙厚く御

礼申し上げます。

参考資料

(1) 生井武文著遠心軸流送風機と圧縮機
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過渡応答から周波数応答を求める数値計算法

大 山 司 朗

く昭和47年 9月 9日受理＞

Frequency Response derived From Transient 

Data By numerical Calculations. 

There are various problem in searching for the frequency response by experiments. This 

rep.art contains a trial to derive the frequency response from the transient data by the 

numerical calculations. 

First we assume the transfer function G (s) and derive the frequency response from its 

indicial response. By comparing this result with the frequency response derived from G(jw), 

we know the accuracy of this calculation. 

Shiro Oyama 

実験により周波数応答特性を求めるには種々の問題があることから過渡応答から数値計算により周波数応答特

性を算出しようとする試みがなされている。乙の計算もその試みの一つである。まず伝達関数 G (s）を仮定し乙

の単位ステッブ応答 x(t）を使って周波数応答を求める。この結果と G(j w）より求めた周波数応答を比べて

数値計算の精度を判断する。以下にその計算法と計算結果を示す。

1 .過渡応答と周波数応答の対応関係

系の入力信号を u( t），重み関数を g( t ), 出力信号を x(t) , それらをラプラス変換したも のをそれぞれ

1 / s, G(s), X(s）とすると

X(s) = G(s)/s ）
 

1
A
 

，，，、

ゆえに

G(s) = sX(s) = s ¥ e-st x(t) dt (2) 

0 

乙乙で x (t）は指数位数 CI x(t) I孟Meatなる M，α＞ Oが存在する）でなくてはならぬ。
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Clsl>O) (3) 

もう一度部分積分して

G(s) = x(o) + 1/s x (o) ＋ 巾 ~ 0円三(t)dt 

S＝σ＋ j (J) （α＞O)とおき σ→0なる極限をとると（3）式は

G(jw) =x(o) + ¥ x(t)(cos wt-jsin wt)dt=R(w) +jl(w) 
• 0 

(4) 

(5) 

ここで

R (w) = x (o) + ¥ x (t)cos wt dt 。 I (w) = - ~ 0土(t)sin wt dt (6) 
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{4）式は

G (jw) ＝仰）＋土土 （o) + ___;____ ¥ ∞日） (cosw tーjsinwt) dt = R(w) + jl(w) (7) 
J (J) J (J) J 0 

ζ 乙で

R (w) = x(o) - _J_ ¥ 00 x (t)sin wt dt l(w) = -_J_υ （o) + ¥ 00 x (t) cos wt dt ~ (8) 
(J) J 0 (J) ¥ J 0 J 

もし t＞仰において土 (t）二 Oあるいは玄 (t）二0とみなす乙とができる場合には （6)(8）は

r fN r fN 
R(w) = x(o) + ＼土 (t)cos wt dt l(w) = -¥ x (t) sin wt dt 

1 r iN 1 , r fN 、
R(w) = x(o）一 一二－ ¥ x(t) sin wt dt l(w) ＝一~ー｛土 （o) + ¥ x (t)cos wt dt HID) 

J w ¥ J 0 } 

いずれの場合にも周波数応答のゲイン IGIと位相LGは次式で計算される。

(9) 

I GI = V { R(w) } 2 +{ l(w) } 2 
l(w) 

どG= tan-1一一一
R(w) 

）
 

－
 l
 
（
 

(9），仰を数値計算により計算するわけであるる。

2.数値計算法

時間 t=O～tNを等間隔のきざみ111ffihでN等分し （N は偶数とする） ' x (t冗） (n = 0～N） の値を使っ

てxCtn), x(tπ）を計算し積分の値を求めるわけである。

(1）積分
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の値はシンプソンの数値積分法により
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＝
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I

れp
りめ求で

f(t)= x(t)coswtとすると

I fN . h 「. N/2 

I = ¥ 0 x (t)cos wt dt ＝τ I x (o) + 4 ~~1 x ( (2n-1) h ) cos (2n-1) wh 

+ 2 ：~：土問 cos 2nwh J 

x (nh）の値を求めるのに3点（（n-1)h, x((n-1 )h)), (nh, x(nh)), ((n+ 1 )h, x((n+ 1 )h））を通る二

次曲線 y (t）を求めγ（nh）をx(nh）の値とする。その結果は

x ( (n+1)h)-x ( (n-1 )h) 
エ（nh) = 

2h 

となり，またx(O）は

-3x(o) +4x(h) -x(2h) 
x ( 0 )= 

2h 

で求めることにする。そうすると
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I h 「一3x(o)+4x(h)-x(2h) N/2 
＝一一 ｜ 十 4:E 

L 2h η＝I 

x(2nh) -x(2(n-1 )h) 

2h 
cos (2n-1)wh 

N/2 x( (2n+1 )h) -x( (2n-1 )h） 「
+ 2 :E cos 2 nwh I 

η＝1 2 h 」

よって（9）式は次ようになる。

4 「 N/2， 、
R(w) = x(o) ＋÷ ｜ー3x(o)+4x(h)-x(2h) + 4 :E ~ x(2nh)-x(2(n-1 )h) ~ cos(2n-1)wh 。」 η＝I、 ，

+2芝｛ x ((2n+1)h)-x((2nー1)h) } c叫 ω］ (12) 
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+2芝｛x ((2n+1)ト x((2n-1)h) } s仇 2nwh J (13) 

(2) この方法は t=O～2h, 2h～4h, ...で :x・(t）を一定とし区間ごとに

~ "i (t)sin wt dt, ~ x （仇 wtdt 

の値を計算しそれを全区聞にわたって加え合わせる方法である。 3点（（n-1)h, x((n-1 )h)), (nh, x(nh)), 

((n+ 1 )h, x((n+ 1) h）） を通る二次曲線をy (t）とすると，区間（（n-1)h, (n+ 1 )h）で

((n-1 )h）ー2x(nh)+x( (n+1 )h) 
11 (t) = 

h2 

乙れを区間（（n-1)h, (n+ 1 )h）でのx(t）とすると
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= ---;h-泣い（2(n-1)fト 2x( (2n -1 ) h) + x （例） }{ cos2nwh-c州

~ ~： 1 ~tt I x (t)cos wt dt ＝」ー やい（仰ー1)h)- 2x（伽 －1)h)+x（妙）｝
wh2 骨プ I 

×｛sin 2n wh-sin 2(n-1)wh } 

ゆえに（10)式は次のようになる。

1 N/2 t 、r 、
R(w)=x(O）＋ ー」ー－ :E ~ x(2(n-1 )h）ー2xcc2n-1 )h) +xC2nh) Hcos 2n wh-cos 2cn-1) wh} (14) 

w2 h2叫＝1 l J l j 

3x(o) -4.x(h) +x(2h) 1 NJ 2 ( 
I (w) = 一 一－ :E い（2(n-1)h)-2x((2n-1)h)+ x(2nh) } 

2wh w2h2 n=1 l 

×｛ cos 2n wh-cos 2(n-1)wh } 。。

(3) 前と同様に区間（(n-1 )h, (n+ 1 )h) における二次曲線を Y1 (t），区間 （nh, (n+ 2 )h）における

二次曲線を Y2(t) とし区間 （nh, (n+ 1 )h）における左(t）を

x (t) = （γ1 (t) + 7J 2 (t)) /2 
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とすると

x (t) x( (n-1) h) -x(nh) -x( (n+1 )h) + x( (n+2)h) 

2 h2 

又区 間 （0' h）におけるx(t）を

x (t) 
、、Eノ
－

L
H

一
n
L
－
 

J

’t
‘、－

X

一
＋一、1ノ－h

一2
バ一
h

q
L
一

一一、、』ノ一
O

一
，，a、、－

X

一

l乙とると

s:N ：仰）一2x(hx (t)sin wt dt = J 

、， ｛叫＋ ll九

＋走 rx((n-1)h)-x(nh)-x((n+1)h)+x((n+2)h) sin wt dt 

J 2 h2 
叫九

x(o)-2x(h) +x(2h) 
，。 （coswh-1) 

wn己

N x( (n-1)h)-x(nh)-x( (n+1 )h) +x( (n+2)h) f l 
~ cos(n+1) wh - cos nwh ~ 

冗＝i 2 wh2 l ) 

s:N・ バo)x (t)cos wt dt = , sin wh 
wn 

iJ- x((n-1)h)-x(nh)-x(n+1)h) +x((n+2)h) f l 
＋ム~ sin(n+1) wh -sin nwh l 
π＝i 2 wh2 l ) 

ゆえに （10)式から

x(o)-2x(h) +x(2h) 
R(w) = x( 0) ＋。。 （coswh-1) 

iJ- x( （η－1 )h) -x(nh) -x( (n+1) h) +x((n+2)h) ( l 
十ん ~ cos(n+1) wh - cos nwh l (16) 

2 w2h2 l ) 

3x(o) -4x(h) +x(2h) x(o) -2x(h) + x(2h) 
I (w) = 

2 wh w2h2 

N x((n-1)h)-x(nh)-x((n+1)h) +x((n+2)h) c ) 
~ sin(n+1)wh-sinnhwh l (1司

π＝i 2w2h2 l J 

3.計算結果

伝達関数

G (s) = 
2 

(J)n 

s2 +2~wns +w詰
(18) 

に対する単位ステップ応答

ーとWnt$ －一一ー と 一一－ l 
x (t) = 1 - e { cos向 、／ 1ーと2 t + 一一一＿ sin h 〆1ーと2 t ~ (19) 

¥ 〆1ーと2 , 

の値を上の計算式に使って求めた結果をボート線図に示すと図のようになる。 Fig1は式（12,13）によるもの，

Fzg2は式（14,15）によるもの， Fig3は式（1ι17）により計算したものである。次に（19）式から求めた値

の小数4桁， 3桁， 2桁までとって計算してみたが， 桁数が少なくなるにつれて点のばらつきはひどくなる。そ

の一例をFig4に示す。これは少数2桁までとって式（16)' (1わ によって計算したものである。
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Fig. 4 (=0.1 ωη＝1.0 tN=50sec h=0.1sec x(t）：小数2桁

4.まとめ

いろいろな数値計算・法の うち 3方法を取り上げたが x(t) の値として真値を使った場合 （14,15) (16, 17) 

による数値計算は満足のいく結果を示す。しかし（12,13）によると ωの大きな範囲でばらつきがひどくなる。

実際に過渡応答から周波数応答を計算しようとする場合， 過渡応答曲線から読みとった値を使う ζとになろ

う。もし小数2桁までしか読みとれない場合は Fig4.vこ示すように ωがある値より大きな範囲では真値と遠く 離

れたものとなる。また x(t）が真の値に近づくほど計算結果も真値に近づく 。 それゆえ x(t）の値としてどれ

だけ正確な値がとれるかということが計算結果の良否を左右する大きなポイントとなる。

なおこの計算をするにあたり，九州大学古田教反の論文 （九大工学集報第39巻，第3号） を参考にさせていた

だき， 有明高専木村教授には終始熱心なる御指導を受け深く感謝致します。 また計算機としては九州大学大型計

算機セ ンターの FACOM230-60を伏わせていたfごいた。
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円弧状切刃をもっ工具の切削性能に関する研究（第2報）

一一特に被削材種と削りくず形状について一一

木本知男＊ 甲木 昭料

く昭和47年9月9日受理＞

Study on the Cutting Performance of Cutting Tools with 

Circular Cutting Edges (2nd Report) 

一一TheInfluences of Kind of Work-Materials 

and Shape of Chips一一一

Tomoo Kimoto and Akira Katsuki 

Abstract 

Although a large portion of practical cutting operations are being performed using tools 

having circular cutting edges, very little research has been done on the cutting performance 

of these edges. The purpose of present paper is to obtain fundamental data for clarifying the 

cutting action using tools with a circular cutting edge. 

In the present experiments, the end of a tubular workpiece was cut on a lathe at high 

speeds for avoiding any influences due to the built-up edge formation at low speeds. 

Effects of the curvature of cutting edge on cutting force and the shape of chips were 

investigated changing the kind of work-materials. In cutting steels, cutting resistances 

increased along with increases in curvature of the cutting edge. However, in the cases of 

aluminium the resistances were almost constant while they decreased in cutting copper. 

Easiness in treatment of chips became worse with increases in curvature of the cutting 

edge in all cases. 

It was proved that in the case of cutting steel the enlargement of the nose radius of tool, 

as large as possible, within the limits based on geometrical shape of tool tips is very advantageous. 

1.緒日

実際の切削作業の大部分は円弧状切刃によって切削

されているにもかかわらず，円弧状切刃による切削の

研究はきわめて少ない。（ 1 )( 2 )( 3）本研究では構成刃先

の影響を避けるために，高速切削が可能な旋盤におい

て円弧状切刃によるパイプ端面切削を行ない，切刃の

曲率が切削抵抗と削 りくず形状lこ及ぼす影響は，被削

材極によってどのように異なるかを調べた。広範囲の

代表的な被削材種について，工具摩耗を少なく し，削り

くずの処理を容易にして切削するためには，工具のノ

ーズ半径をいかに選ぶべきかの現場的指針を与える と

ともに，切削状況解明のための基礎資料を得んとした。

＊ 有明工業高等専門学校機械工学科

＊＊九州大学工学部生産機械工学教室（福岡市東区箱

崎）

CXl 7 5 4 3. 5 3 2. 5 2 

図1 バイト （数字は切刃の曲率半径，mm)

2.実験方法

バイトは高速度鋼SKH4Bの付刃で， 図1に示す

ような曲率半径の異なった 7種の凸状切刃と直線切刃

を用いた。すくい角は 60，逃げ角は12°，シヤンクは

19mm 角である。被削材は表u乙示すような広範囲の

代表的な材磁を選び，パイプ肉厚は 3mml乙そろえた．

切削速度はパイフ。肉厚中心で、示す。旋盤は大隈鉄工所

製LS型450×1,250実用高速旋盤を用いた。 工具動力
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表1 被削材の化学成分と機械的性質

後 自リ 材 化 学 成 分 % b'リネJL応降力伏 強引張さ ｛申び 絞 り 加工
直肉tイ厚径プ

硬化

種 類 記号
かたさ

kJ~皿2 同fノ田皿1 % qも。Si Mn p 8 α1 Ni Cr M。 Al HB 指数 mm 

炭素鋼 鋼 材 s 5 5 c 0.5 2 0.2 2 0.9 1 α036 0.016 一 一 一 1 9 0 4 LO 76 2 2.8 36.2 0.215 90 

II s 2 0 c 0.2 2 0.2 1 0,4 7 Q.014 0.024 一 11 9 2 6.2 45 3 9.2 6 2.9 〔）.250 65 

圧延鋼材 2種 s s 4 1 0.2 3 0.2 4 0.4 4 oρ22 Q.023 一 一 109 25.4 46 3 9.6 5 9.1 0.225 90 

ニッケノレク ロム
SNC3 0.3 4 0.2 5 0.5 1 0.012 0.013 0.013 3.2 4 0.8 4 一 一 21 7 4 3.5 74 2 7.8 5 4.4 0-195 90 

鏑鋼材 3種

クロムモリプテ＇：；／
SOM 24 025 0.1 9 0.7 8 0.015 0.019 1.0 4 0.3 7 一 175 4 0.5 66 2 8.2 51.4 〔n4s 90 

鏑鋼 材 24種

ステジレス鋼 棒
SUS27B o.o 6 060 1,8 6 0.028 oρ08 27種 一 9.01 18.92 一 143 2 7.5 60 7 0.4 7 7.2 0.330 90 

銅棒 2 種 山 B2--0 99.69 55 1 9.6 23 5 4.8 90 

アルミニクム 棒 Al B 1 0.0 B 0004 o.oo 1 0.001 99.54 28 65 
l種

計は共和電業製の TD-300KA型で，切削抵抗主分

力と背分力（本実験では送り分力t乙相当）を測定し，そ

の検定は使用状態で行なった。切削油は不活性塩化脂

肪油 （塩素分7%, 脂肪油分6.5%）を 2l/minの割

合で注いだ。切削時間はバイトの摩耗を避けるため

に， 5分以内とした。

削りくず形状については，その処理の難易を表わす

指数と して空間占有率（4）で表現した。 排出されたま

まの削りくずの外容積に対して実際の削りくずの容積

がどれだけあるか，すなわち削りくずの実詰まりの程

度を示し，空間占有率が大きいほど，1111りくずがかさ

ばらずに処理しやすいと判断する。
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たとえば，普通の鋼材の旋削において最も普通に出

てくる円筒形コイ ノレ状削りくず（図2参照）では，円

筒長手方向の長さを J，ピッチをム 曲率半径をァと

すれば，削りくず外形の占める容積は πr2×J，これ

に対して削りくずの実容積は 2πy×Ct／ρ）×Cle×ω）

である。ただしんは削りくずの厚き，ωはノマイプの肉

厚である。削りくずの空間占有率は

(2πァ×す ×tcXw）／（πr2×t)= 2Xw×去7

削りくずの厚さんはその中央における約10箇所の平均

値を求めた。

3.実 験 結 果

被削材 SCM24を切刃の曲率を変えて切削した場合

に切削抵抗主分力に及ぼす切削速度の影響 を図3

k，切込みの影響を図 4K示す。 SCM24では切刃の

曲率が増すといずれの場合も切削抵抗は増加してい

る。切削抵抗は切削速度の増加 に対してはやや減少

し， 切込みの増加に対しては応分の増加をする。

切削速度60m/min，切込み 0.04mmとして， 被削材

種を変えた場合の切刃の曲率の変化に対する切削抵抗

主分力の変化を図 5v乙，背分力の変化を図6に示す。

切刃の曲率が増加する と切削抵抗は鋼では増加してい

るカえアノレミ ニウムはほとんど変わらず，銅では逆に

減少している。

切削抵抗に及ぼす曲率の影響の程度を材種別に比較

するために，各被削材種の切削抵抗を直線切刃による

－ む、，a司

千弐 切削速度

バ担→て令「＼ 、 20 一－x一一24 mんm

一吋・－－ 47 
場 ーーー〈〉・ー・ 60 
主一＝rr:＝＝、

ーー口ー－ 82 ~ 10 

一－-4---110 

Q.4 o.s 
。

0.2 0.3 。 0.1 

切刃の曲率 1/r1/mm  

切込み0.04mm，切削幅31nm,
不活性塩化脂肪油2£/min

図3 切 削抵 抗 主分 力
（切削速度の影響，被削材 SCM24)
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有率の変化を被削材種別に示す。一般に曲率の増加に

つれて，削りくずの処理性は悪くなるカえ特に銅とア

S55Cの切削抵抗に基準を合わせたものカ主 主分力に

ついては図7，背分力については図8である。

図 9は切刃の曲率の変化に対する削りくずの空間占
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図6 切削抵抗背分力（被削材種の影響）
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ノレミ ニウムにおいて顕著である。図lOf乙直線切刃と曲

率半径2mmの切刃による削りくずを例として示す。
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図9 削りくずの空間占有率

4.結日

切刃の曲率が大きくなるにつれて切削抵抗は鋼では

増加したが，アノレミ ニウムはほとんど変わらず，銅で

は減少した。切削抵抗に及ぼす曲率の影響の程度は被

削材種によって差があることがはっきりわかった。

削りくずの処理性は一般に曲率が大きくなると悪く

なる。 仕上面の理論あらさも曲率が大きいほど悪くな

る。

鋼を切削する工具のノ ーズ半径は可能な範囲内で大

きく とったほうが有利であるこ とがわかった。

終り i乙本研究に対して御教示いただいた佐賀大学理

工学部機械工学教室石橋彰教授，実験の遂行に対して

多大の協力をされた有明工業高等専門学校機械工学科

の当時の学生桜木裕君と野田整治君，ならびに助力を

された有明工業高等専門学校機械工学科実習工場の内

野豊作氏，内田鉄雄氏と荒木実氏に厚くお礼を申し上

げる。
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図10 直線切刃と曲率半径2mmの切刃による削 りくず
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小霊管内における単一気ほうの上昇速度について

猿 渡 真

く昭和47年9月9日受理＞

On the Velocity of Single Air Bubble Rising in a Small Bore Pipe 

Shinichi Saruwatari 

An experiment on the rising velocity of single air bubble was made in 5.8, 8.4, 9.8 and 

11 . 4mm1D vertical pipes. The velocity was measured carefully by means of phototransistor 

and digitalcounter. 

The experimental results obtained are summarized as follows. 

〔1〕Therising velcoity of bubble was smaller than that obtained in the case of no wall 

effect. This velocity became smaller with decreasing pipe diameter D. 

〔2〕Atthe fixed diameter pipe, bubble velocity became minimum when the bubble size db 

was in the range of 0.84D to 0. 90D. 

〔3〕Indb> D, the shape of bubble is an air slug and it’s velocity become constant. In 

Dく17mm, the velocity of an air slug in a small bore pipe became smaller than the value calc 

ulated from Nicklin’s equation Us = 0. 35〆gD.

1. まえがき

壁面の影響を受けない広い液中を上昇する単一気ほ

うの速度に関しては，古くから数多くの研究報告があ

る。これに対して壁面の影響のある比較的小きい管内

を上昇する単一気ほうの速度に関する研究報告はあま

り見当らず，壁面の影響のない場合とは違ってくるも

のと考えられる。

そ乙で，筆者は 5.8, 8. 4, 9. 8, 11 . 4111111〆の4種類

の垂直な円管内の静止水中を上昇する単一気ほうの速

度に関する実験を行ない，いくつかのデータを得たの

で乙こに報告する。

2. 実験装置および実験方法

本実験に用いた実験装置の概要を図 1f乙示す。

実験方法を下記に示す。

気ほ う体積測定用の既知径の毛細管③l乙空気を注入

し，乙れをヘッドタンク①よりの水圧により管内に押

し出し，ノズノレ①より発生する気ほうの体積を測定す

る。乙のようにして体積の測定された気ほうをいった

ん反転キャップ①に捕集したのち， ゆっくり乙れを反

転して気ほうを液中民放出する。気ほうがキャップよ

り35cm以上上昇しでほぼ定常「状」態に達したところで

その上昇速度の測定を行なった。気ほうの上昇速度の

測定にはフォトトランジスタを用いた。すなわち，小

径管内の気ほうの運動経路は管の内径の範囲に限定さ

⑧ 

E豆三
⑦ 

品ョ

③
 

明
白

空気
①ヘッドタンク ①毛細管 ③ノズノレ

①反転キャップ①豆電球

①レンズ ⑦アク リノレ円管 ③フォ トトランジス

タ ①検出器 ⑩ディジタノレカウンター

図1 実験装置概要

れるので，スリッ トを通した光束を管に直角に当てて

おけば，気ほうはかならずこの光束を横切る。その際

の光量変化をフォト トラン ジスタで検出する乙とによ
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り，気ほうの通過信号が得られる。一定距離へだてた

2点における乙の信号の遅れ時聞をディジタノレカウン

ターで測定する乙とにより上昇速度を求めた。なお，

測定を同一径の気ほうに対して20～30回行ない，その

平均値を求め上昇速度を算出した。

3. 実験結果とその考察

図2は本実験により得られた水道水中を上昇する単

一気ほうの上昇速度内の結果である。横軸は気ほう

0.50 
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0.30 
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ε 

〉心 0.10 

0.08 
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ム 5.8 。8.4 
ロ 9.8 
マ 11.4

0.01 

の球相当径（同体積の球の直径）’のであり， パラメ

ータは円管の内径である。曲線①および②は参考のた

めHaberman-Morton(2)I乙よる壁面の影響を受けない

場合の Vb- dv関係を示したものである。

実験結果の示すと乙ろによれば，管径に対する気ほ

うの寸法が大きくなるにしたがって管壁の影響が気ほ

うの上昇速度に顕著に現われる。つまり，同ーす法の

気ほうの上昇速度は，管内径が小きくなるほど小きく

なっている。また，同一管内においては気ほう寸法が

0.4 0.50.6 0.8 1 2 3 4 5 6 8 10 20 30 40 

茅ボ本目当千乏 db mm  

図2 円管内における単一気ほう の上昇速度

大きくなるにしたがって，壁面の影響を受けない場合

の上昇速度との差が大きくなっている。

球相当径 dbk対する上昇速度内の一般的な傾向

は3図に示すととくである。 a点から管径Dの影響が

現われ，壁面の影響のない曲線から外れ始める。その

後 dbの増大にしたがって仰は大きくなるが，さら

に仇が増大すると Vb はb点で最大値を示したのち

急激に低下し， c点と d点の特異な点を経て一定値と

なる。 dbの大きなところで一定値となるのは，気ほ

うの管軸方向の長きが管径より大きくなり，いわゆる

」コ
〉

db 

c 

気体スラグとなるためであろう。気ほうが大きくなっ 図3 気ほう径ぬ と上昇速度内との関係模型図
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よる計算値が参考のために示されている。 Dく17酬の

範囲では，測定は Nicklinの式による記算値より低く

なり，花岡の式による理論値よりは高い値を示す。 D

K対する Usの傾向は花岡の式と同じである。なお，

図中の管径D=14側および17.21111/Lt乙対してはスラグの

上昇速度のみを求めたものである。

て空気スラ グに移行する直前に， dbは極小値をとる

が （図のC点）， 乙のときの気ほ う径は ぬID=0.84 

～0.90である。

図4の （i ) (ii) (iii）は c点，d点およびe点にお

ける気ほ う形状のスケッ チ図である。

比較的小さい円管内の静止水中を上昇する単一気ほ

うの上昇速度を調べた結果，次のような乙とが判明し

た。

1 .気ほうの上昇速度は壁面の影響のない場合より

も小さく，同一寸法の気ほうに対しては，管径が小き

くなるほど上昇速度は小さくなる。

2. 同一管においては，上昇速度は気ほう径が管径

の84～90%の範囲で極小となる。

3.小径管内における気体スラグの上昇速度は管径

が17仰より小さい範囲では Nicklinの式による計算値

よりも小さし＇ o

びすむ4. 

「＼ハζミ
<I ) 

図4 図3のc点，d点付近における気ほう形状
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c点では （i）に示すような気ほう形状を呈し，特

にその尾部が不安定で，振動しながら上昇していく。

d点では c点と気ほう休積はあまり差がないのに気

ほう形状は (ii）のように下部が平坦なスラグ状とな

り，側表面を波打ちながら上昇していく。 さらにの

が大きくなる と気ほうは（iii）に示すようななめらか

な表面をもっスラグとなり静かに上昇してゆく。した

がって仰 がc点から d点を経て一定値となるのは，

上に述べた気ほう形状の変化と対応している。

ぬく Dの範囲では空気スラグとなり， その上昇速

度は一定値となる抗 乙の気体ス ラグの上昇速度IVb 

を図5に示す。図にはNicklinらの式（6）と花岡の式叫乙
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高温高密度プラズマのニュートリノ・スベクトル

萩尾文彦＊横山 i各＊＊ 宮 川 英 明＊＊＊

ゲグペ熊本工業大学 料水， 有明高専）

く昭和47年8月28日受理＞

The neutrino spectra in a high temperature and high density plasma 

Abstract 

In a stellar plasma of high temperature and high density (T = 101 o～1011°K, p=108～ 

1013g/cm3) ,the main neutrino sources are a pair annihilation neutrino, transverse plasma neutrino 

and longitudinal plasma neutrino processes. In this paper, we calculate these neutrino energy 

spectra at some representative points of the region of the above temperature and density. 

In a semi-degenerate electron gas, the heights of the peal王S of these neutrino spectra are 

comparable each other. While in a extreme degenerate electron gas, the pair neutrino process 

becomes negligible compared with the others. 

Fumihiko HAGIO 

Tsutomu YOKOYAMA 

Hideaki MIYAGAWA 

I.緒論

最近電子計算機による数値計算法が発達し， 従来実際上不可能であった超新星爆発時の力学的なふるまいの研

究がある程度可能になり，Colgateet al. 1l によってそれらのモデ、ノレが作られるようになった。 乙れにともない

宇宙空聞に散逸されている元来の存在比を説明しようとする努力もなされている。 2>3> 

超新星爆発時の高温（T=1010～10110K）高密度（p=1Ql0～1013g/cm3）ガスでは原子核は完全に陽子ー中性

子氏分解している。この陽子一中性子比が重元素合成の際に重要な働きをする と考えられる。我々は，universal

Fermi interaction kよって生じるニュートリノ が，ρ＋v→n＋ピ により上記陽子一中性子比をかえて重元素合

成に影響を及ぼすと考える。上の温度密度領域での主なニュートリノ 源は，ρairannihilation neutrinoρrocess 

とρlasmaneutrinoργocessである。そ乙でとの論文では上の反応を計算する際に必要なニュートリ ノのエネノレ

ギー・ スペクトルをとれらの過程について求める。

］［.温度，密度，化学ポテンシャルの関係

我々は ρairannihilation neutrinoのエネノレギー・スペクトノレを得るために必要な温度（T）， 密度（p），化

学ポテンシャノレ（μ）の関係を求める。乙の関係は星の内部状態を知る時重要であり，Beaudete tal.4> が求め

ている。 しかし彼らは p~1010 g/cm3, T ~ 4×1010 o K の領域で求めており，超新星等の高温高密度の星を論じ

るにあたっては不十分である。 そ乙で我々はもっと範囲を広げて， P~ 1013 g/cm3, Tく 9×1011 o K において

に p, μの関係を求める。

電子，陽電子の個数密度をそれぞれ，n_,n＋ とすれば

つ r00 4πρ2 dρ 
n主＝ 一二－ ¥ I Ti' 、 (1) 

h,3 Jn exρl二三一土 ψJ+1
0 ¥ kT I 

乙乙でhはPlanck定数，hはBoltzmann定数，ρ，Eはそれぞれ電子又は陽電子の運動量およびエネノレギーで，
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£2 = p2 c2十 m2c4の関係がある。 Tこだしcは光速度， mは電子の質量である。さらに， r.p= μ/kTでμは静止

エネノレギーを含んだ電子の化学ポテンシャノレで、ある。

積分変数をEtこかえる と（1）式は

8π 「。。 E〆£2-m2c4dE 
n主 ＝一一一一一一 ¥ I H' ¥ 

3 h3 J mc2 exρl二二士 ψ）＋ 1
¥ kT I 

、．，ノ
，，，
 

ala－
 

ft

、

ここで

E mc2 
xー『 一一一－ A=  - . - kT’.. - kT 

(2) 

とすれぱ

n" = 
8π k3 ~3 （。o x (x2ーえ2)y. .Jr. 

c3 h3 A .I;. exρ（x士ψ）+ 1 
(3) 

院を陽子の個数密度とすれば

p '" 
ne = n--n+ = 一一一－ lVA 

μe 
(4) 

乙乙でNAは Avogadronumber, μeは電子1個がになう平均分子量である。

(3), (4）式から

ρ － 8π k3 T3 「（°" x (x2-,¥2)Y. dxー （° x (x2-,¥2)Y. 

ヲ；一 一万五百万~ ... L J;. exρ（x-r.p）十 1 .I;. exρ（x＋ψ）十 1

(5）式を数値積分する とT, P，ψの関係は図1のようになる。

(5) 
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図1. Tioの異った値に対する p/μe，ψの関係。図中に示されているパラメ ーターは Tioの値

を示す。破線は電子が縮退をはじめる境を表わしている。
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乙の論文では neutrinosρectraを次の温度密度の代表点で計算する。

① T=1.00×1010°K p=1.0×10s <J/c11t3 

③ T=2.04×101°°K p=1.0×1010 <J/cm3 

① T=5.00×1010°K p=6.0×1010 <J/c11t3 

④ T=2.20×1011°Kρ＝5.5×1011 <J/c11t3 

⑤ T=1.00×1011°K p=2.7×1012 <J/c111a 

R T=2.00×1010° K p=6.3×1012 <JI仰 3

これらの代表点は Colgateet al. 1 ＞の超新星爆発時のモデノレ（太陽の10倍の質量をもった星）で，中心から質

量で18%の所が爆発の過程でたどる点を順次と ったものである。

ζの代表点での ψ は図1より求められる。

］［.ニュートリノ・スペクトルの計算

ニュートリノ発生過程と して次のようなものが考えられる。

(1) pαiγαηnihilαtion neutγino Process 

(2) Plasmaγzeutγino P：γocess 

(3）争hotoγzeutγiγzo争γocess

(4）その他

(1) 乙の過程は e-+e＋→ν＋νの反応である。乙の反応が最も活発なのは電子，陽電子対創成がさかんな高温，

低密度の領域であり，そのような場合は他の ニュートリノ過程に比してす、っ と大きくなる。 しかし我々が考える

温度密度領域においては電子が縮退しはじめる境で， 電子陽電子対創成がおこりにくくなりこの反応は比較的不

活発になる。したがって他の過程と競争過程になると予想される。

(2) 電子ガスの中では光子は静止質量をもった粒子（ρlasmon）のようにふるまうのでエネノレギー及び運動量保

存則に反せずにニュートリノ対に崩壊することができる。 ρlasmonは横方向に伝播する transverseρlasmonとp

静止質量をもつために生じる longitudinαl p!asmon の2つのモードがある。これら 2つの過程は電子が縮退し

Tこ領域でさかんになる。

(3) 乙の過程は T→ν＋ νの反応である。真空中では光子がニュートリノ対に崩壊することはエネノレギー，運

動量保存則に反するので禁じられているが他の粒子（原子核，電子など） との相互作用のもとでは崩壊しうる。

しかし電子が縮退しはじめた領域においては電子との相互作用が非常にお乙りにくくなるので，5) 乙の論文では

無視した。

(4）上の過程以外に主に考えられるのは

URCA pγocess 

γecombination 

bγems stγahlung 

などであるが我々が考えている領域では無視できる。4l

( i ）ρair neutrino sρectrum 

ニュートリノによるエネノレギー損失の関係式は次のように書くことができる。

00 r r d31P-d31P+ 
-Eν ＝ ¥ 2/v pair dεν ＝ ¥ ~ (E＋十K)f_(IP-)/+ （肌） σu h6 

-0 

ここで

む ｝ ニュートリノのエネノレギー

fνPαi？・ ; ニュートリノのエネノレギー・スペクトノレ

E写 ; 電子，陽電子のエネノレギー

f写（IP,.) E 電子，陽電子の分布関数

σ ； 電子，陽電子対消滅過程の断面積

v ; 電子，陽電子の相対速度

d3fp,. = dρX+ dρV写 dρz,-

(6) 
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(6）式の因子2はニュートリノ， 反ニュートリ ノが同じエネノレギーを持つと考えられる乙とからでてくる。

(6）式から

1んpairdeν＝」－ ¥ ¥ (K+E+)f_ (IP－）人（IP＋） σu×ddρぷゆ＋ dQ_dQ+ (7) 
2h6 J J 

乙乙でdQ，.は立体角微分を表わす。又，ム＝ 1 tP,. I である。 考えている温度と密度の範囲では電子は超相対論

的であるので

p,. ＝互L
c 

(8) 

とおける。 IPーをZ軸方向にとり，極座標を用いて IP＋の方向を夙 φで表わすと（7）式は

jνpαdεν ＝」L I I I J (K+E+)f-！＋ σU E: E2 dK  dE+×si: 
2h6 c6 J J J J 

Chiu 6＞により σuは次式で表わされる。

σ0 = 4ム＋万去3 ［附川（nic

σU を角度l乙ついて平均すれば

¥ ¥ a-v sinθdθdφ4g2 E+K 
くσv>= ~ ~ 

¥ ¥ sinθdθdφ9克4csπ 

乙乙で引ま universalFermi couρling constantであり

、、，，J
F
 

《

Hwu
f
、

g2=1.4149×10-49 erg ・ems

である。又

元三 h － 2π 

である。（め式を用いると（7＇）式は

jνP仙 のν＝ 3U2πr r (K+E以 f+E~ E~ dE+ dK  
9先4lz6c9 ) ) 

E++E－＝εν ，E--E＋＝δとすると

(10) 

j πgz I co Iεν 以 f+(e;-iJ2)3diJ dεν 
ん vairdεν9先4ふc9 ) 0 J ＿εν ）

 
－
 

1
 

（
 

陽電子はまだ縮退してないので Boltzmann分布関数を用い，電子には Fermi-Dirac分布関数を用いると

f _ = gs I ,, ~ ¥ 

xρ 1弓青~－り＋ 1
(12) 

人＝ gs exρ｛ーごと二L ー ψ ｝
¥ 2kT T I 

乙乙で gsは電子のスピンによる状態数を表わし 仇＝2である。

(11), (12)式より

~fν pair dεν 

む
f
l
J
寸

∞
f
l
j
o
 

一

戸
し

一au

m
y
一h

π
一が一，。

一q
d

一一
小川一号示－ ψ）
αρ（山一）2kT I 

×（ε； -oz) 3 eν do dc:v (13) 

ζ 乙で
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0 
γ ＝一一一- kT 

εν 
x = - kT’ 

。の

~ x e-U.x-<p 

eU.x-CJヲ＋ e-U.y 
-x 

とすると

。。×x (x2-y2) a dy f:air = 4.50×102s T~o 

ただし

である。

。。式を前記したるつの代表点で数値積分をすれば ρairannihilation neutrino sρectrumが得られる。

この結果を図 21乙示す。

To- T 
10 - 1010 

ρ＇air annihilation neutrino sρectrum 

横軸はニュートリノのエネノレギーであ

る。図中の数字は代表点の番号を示

す。代表点⑤ではニュートリノ発生は

急速に、減少しん仰かはピークでも

101s cm-3 sec-1以下である。

図2

⑤ 

』

l
l』

l
t
，
，
 

A
U
 

a

．
 

a
”
 

．
E
昼

．
 

P

、d
w
 

句

anu ．．
． 

J030 

s
 

n
4
 

a
H
u

－
 

－－a
・

A
U
 

内

LA
M
U
 

－E
E

・

（

7
u
a
？
さ
）
き
尽
く

10 2 

(erg) 

(ii）ρlasmαneutrirw sρectrum 

前に述べたようにがαsmaneutrinoρrocess には2つのモード tr，αnsverseとlongitudinalがある。それらの

スペクトノレは次のように求められる。

（α） transverse neutrino 

transverseρlasmonの平均寿命を Tt(sec), 

10-3 

εν 

10-4 10-5 10-6 10-・ 

光子の運動量をたpとすると transoerseplasma neutrino による

エネノレギー損失は次式で表わされる。

~ ~1 4πidkp （先w)-r !11九0 (16) -Ei = 

。ヵ

(18) 

乙乙でfp九oは光子の分布関数で

fpho = ?fm 

ρ （~） 1 
kT J 

ただし transverseの場合は <Jm=2である。

Chiu 6l より

「 oet 「ー1 2 ( 

rt ＝吾川山L先w( 2et + w万戸）」 ×（克2w2-kpc2)t仰山）｝ *' 
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ここでωは光子の角振動数，eは電子の電荷である。がはプラズマの誘電率であり，

関係がある。 6l

(19) 
2 

A (1) Q 

ct= 1一一一一• w2 

transverseρlasmaの分散式は次のように近似できる。4l

（か）2= （かo)2 + k: c2 白日

(19），側式を用いると側式は次のようになる。

包Dg2(先ω。） 6

3 (4πe) 2先wc5先6一一
唱・
4

T
 

m，聞，凶式を用いると（16）式は

包2

光子が消滅しニュートリノ， 反ニュートリノ の対が生じる時， 全エネルギーが2つのニュートリノ対のエネノレギ、

ーに等分配されるので，む＝先ω とおき似式に因子2を入れる。

~ hw 〆（？え！？で~o）~ d（先ω）
。。Fし

の
G

6

一、
ノ

ーノ
一
e
o
一π
ω
一d
．

h
H
M

一fk

〆’t
、一n
uu

ρ
一露。＆π

 

司
1
v

~2 ん山E 九 ＝

(23) 〆りー（元町）2

exρ（εν I kT)-1 
g2 （克ω。） 6

6π2 (4πe) 2 cs先9
fν plα.t dεν ＝ む deν

r＝主竺L
- kT 

こ乙で

）
 

a
H帥
A

nノ臼（
 

εν 
x 三一一一

kT'’ 

白日

とすれば

fν pla.t= B(kT)S r6 x~x2ーr2
eJj - ・1 

こ乙で

白日= 8.823×1Q75 err;s-s cm-3 sec-1 
g 2 

6π2 (4πe) 2 cs先9
B=  

但5式が transverseρlasmaneutrino spectrumを与える式である。

( b ) longitudinal neutrino 

longitudinalρJαsmonの平均寿命を Ti(sec）とすると， エネノレギー損失は次式で表わされる。

白円r -1 4π k~dkp 
-Ev = ~ （先制＂i fpno J;3 " 

こ乙でfpnoは（1司式で Flm=1とおいた ものである。

Chiu 6＞より

自司<1＝れ2附 2[ (h,w)2ーか2]2 ［蒜J-1キ

~~ 
，、2

el = 1ーと与一
ωゐ

Beaudet et al. 4＞より分散式は

~0) O
G
 C

 

2

P

 

’R
 

(fiw)2 ＝伽2＋÷（子r
乙乙で (1)1は相対論的補正によるもので後述する。

。。ー一川。＆、、，ノ。白α
 

0
6
 z
 

’’店、
円

aZ
 

9

一4
、、，J
－、
‘，，，

nv
一

噌

A

ω
一ω

hn
一hn

，，t、－
r

，‘、

(29），側式を用いると凶式は

-1 1 I 5 ¥2 g 2 

'i = 3 ＼一子／ (4tre) 2 
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ただし

A • 3 I先(J)l ¥2 
Z三て一一－ a2三 1＋ 一一一 l一一ー－ I

fi,{J)o .目 5 ＼克{J)o I (32) 

である。

担問， ω，閉式を用いれば閉式は次のようになる。

-Ei =I三一件 I~ ¥ 7 g2 m9 clo ／宣竺_Q_ ¥9 I _!!I_ )9 
¥ 3 I ¥ 11)1 I 6π2 (4πe) 2 h9 ¥ kT I ¥ mc2 I 

× τL~ 一元じ、 zg (Z2-a2) 2×〆方寸（2Z2-1)dZ 
n{J)o J ---・ - ‘一一 e 司

(33) 

担当式の r,(2）式のえを用いると

r I 5 1写会 I {J)o ¥7 
-E  = ¥ 2fνpla.i ds" ＝去｛ 一一一 I I I Ao r9』9

J ¥ 3 I ¥ 11)1 I 

× ~ 1 z10 (Z2ーが）2ρ可（2Z2-1)dZ 
exρCr z) -1 

(34) 

乙乙で

02ψ日 9rlO 
= v •. - - = 2. 912×1021 ergs cm-:-s sec-1 

3π2 (4πe) 2克9
(35) 

ω式から

μω ＝十（÷円台rAo川北

1 z10 cz2-a2)2 v z2ー1 (2Z2-1) 
exρ（rz) -1 

。。

(36）式が longitudinalρlasmαneutrinospectrumを与える式であ。

乙こで先{J)o，先11)1 は次式で与えられる。 4>

（ト f ~ ＋ー＋ －.l1!!!JL I ＝子［2c_1 + 2G + G + G ］納
勿宮c2 I 一一 2 -112 ← 3/2 -3/2 

( n f ~ ＋ー＋ー＋一旦 L I ＝子［2c + 2G + G 十 G ー 3G -3G 2 ] (38) 
mc2 I 口一 -2 -1 2 -3 2 -3/2 -5/2 -5/ 

ただし

I 00 ~2n+1 （~2-,t2)Y2 
G CA，ψ） = ,t-(3+2η） ¥ d~ 

J A exρ（さ土ψ）＋1
~'39) 

s一五二 α＝三三＝ 1 一- kT’ he 137 .04 
(4Q) 

制， t湖式を数値積分すれば図3のような結果が得られる。
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図3.T10の異った値に対しての p/μeと先Wo，及ぴ先W1の関係。この T10, p/μeの領域では

hwoキ先0)1であるので1つのグラフ中に表した。パラメ ーターは T10の値を示す。

6つの代表点での先wo，先W1の値は図3より求められる。これらを用いて transverseneutrino spectrum倒

式と longitudinalneutrino sρectrum (36）式を計算すればそれぞれ図4，図5のような結果が得られる。
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図中の数字は代表点の番号を表わす。
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図5,longz・tudinalρlasmaneutrino sρectrum横座標はニュートリノ のエネノレギーを示して

いる。図中の数字は代表点の番号を表わす。

代表点①④⑤での3つのスペク 卜ノレを一つのグラフに拙くと図6が得られる。

叫O
;'.:;"" 10 

<..) 
巳3
的

eつ

、品
、』／

Hミ1035 

no 
。aぬHue－

A
 

10 ZS 

102() 

10一7 10-6 io-s ・1 o-4 1 o-3 10-2 

εν （erg) 

図6.代表点①④①での 3つのニュートリノ・ スペク トノレ。

図中の数字は代表点の番号を示している。
実線，破線，点線はそれぞれρairneutrino, transverseρlasmαneutrino, longitudinal 
Plasmαneutrino spectraを表わす。
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E「． 結果

図2，図4，図5より温度密度が大きくなるにつれて考えている 3つの ニュートリノ・ スペク トノレは全て大き

くなる傾向にある。 しかし がαsmaneutrino sρectrumは代表点⑤で増加がにぷり，①では減少している。一方

ραir neutrino sρectrumは⑤では①までと同じように増加しているが①では急激に減少しグラフ上に現われてこ

ない。これは SEで述べたように電子が強く縮退した場合は ραirneutrino sρectrumが問題にならなくなるこ

とを示している。

さらに3つの neutrinoSJうectral乙共通して言える乙 とは温度密度が大きくなるにつれて1個のニュートリノ の

持つエネノレギーが大きいものが多くなる傾向をも っている。

図6より各スペク トノレのピークを与えるニュートリ ノのエネノレギー値はρairneutrinoの方ががαsmaneutrino 

より大きい乙 とがわかる。さらに密度がふえるにつれて（①→④→⑤）主なニュートリノ発生が Pairannihilation 

から Plasmαに移行してゆくこ とを示している。

longitudinal neutrinoが発生するエネノレギー領域は他の2つに比して極端に狭いので，この発生機構によって

出るニュートリ ノの全体にしめる割り合いは非常にわずかで、ある と考えられる。

おわり にこの研究に対し御指導，御助言をいただいた熊本大学理学部上西啓祐教授に深く感謝いたします。
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サイリスタを用いた定電圧安定化回路の一方式

浜 田 ｛申 生

く昭和47年9月9日受理＞

On the Voltage Regulator by controlling firing angle of thyristor gate 

Abstract 

In case of using thyristor in voltage regulator the writer tried to adjust the time constant 

of charging or discharging of condenser by the feedback of output voltage through the detecting 

circuit to the trigger circuit, and to stabilize the output voltage by adjusting the firing phase 

of thyristor gate. 

1.まえがき

電源部分から変圧器を除去することは電子機器装置

の小形化，軽量化の上からばかりでなく，雑音を除く

上からも望ましいことである。サイリスタを用いた安

定化回路は種々あるが，筆者は降圧のためにサイリス

タを用いた場合について，なるべく簡単な回路で補償

できるよう考慮している。出力側より検出回路を通し

てトリガ回路に帰還させ充放電の時定数を変え，結局

サイリスタの点孤位相を変化させて出力の安定化を図

っている。

2.動作原理

第1図はコンデンサー，可変抵抗より なる O～180°

の位相制御範囲をもっトリガ回路である。（ 1 ) 

e~ = EmSin凶 t

第1図 基本 回路

第2図にこの基本回路を基にして負荷変化に伴なう

出力電圧の変動，および交流入力電圧の変動に伴なう

出力電圧の変化を補償する安定回路を示す。 第3図は

この回路においてコンデンサーがゲートに対して正に

充電される正の半サイクノレの等価回路を示す。第4図

は定常状態における各部の電圧波形である。 第2図に

おいてサイリスタのアノード側が負である半サイクノレ

Nobuo Hamada 

にコンデンサー CrはDr, Ri I I (Ra, Rt1) を通し

てEm+ Ri Eol (R1十九1）まで充電される。 次の正

の半サイクノレにおいて Crは Ri/I (Ro, Rt1) , T1・2

を通して反対方向に，つまりカソードに対してアノー

ドが正に充電され始める。第3図において Crに蓄わ

えられる電荷を q(t）とすると

dq(t) q (t) 
(Rt1 + R＇） 一一一一十 一 一

dt c 
= Emsin (wt+ e) -~Ea 

Ri十Rt

乙れよりコンデンサの端子電圧 Ve(t）は
I P. t ¥ 

Vc(t) ＝ ー し一一二土－Eo+Emc.-a官訂平支l))
¥ Ri」r-Rも 1

＋ 
E帆

.,/1 +w2c2 (Rt十R')2

{ 1 E 市南）
v1 +i1w2c2(Rt+Rザ）2

ー cos( wt+e＋ゆ） t 
ただし〆＝ tan-1 1lwc(Rt1+R1) 

とな り，VG(t）がサイリスタのゲートトリが電圧 VaT

とダイオード順方向電圧Vnとの和，Var十 Vn以上

となる とサイリスタを点孤する。

第2図 安定化回路

2000 
f'F 
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安定化の原理は第5図に示すように，負荷抵抗が変

化して，例えば大になった場合を考えると， Eoが大

となり検出増巾 Tr1のエミッターベース間順方向バ

イアスが大となる。一方エミッタはツュナーダイオー

ドDzでで一定電位に保たれている納果， Tr1のコレ

クタ電流が増加し，コレクタ電位，したがってTr2の

ベース電位が上昇する。よって等価的にE-B聞の抵

抗が大きくなったのと同様な結果となり，充放電時定

数が大となり，サイリスタの点孤位相を遅くして，出

力電圧は一定に保たれる。負荷抵抗が小きくなって出

力電圧が小きくなる場合はこの逆の動作である。また

交流入力電圧の変動に対しても同様で第る図に示す通

りである。

Vc(to) = VGr+ vdとすれば出力電圧は次のように表

わせる。

R1E。
R1+Rt 

Ri +Rt 

Ri( 1一h一市N+w)

I wc(Rt1+R少） ¥ 一一」乙一一
+I 1+ J 

¥ 1+w2c2(Rt1+R1)2 I 

d
 

V
 

＋
 

T
 

G
 v
 

ra
－－，ィ、
E
S
E

－、

cos(wto＋ゆ）

ユ
E悦

-v1十w2c2(Rt1 +R')2 

手
lvω

 

九円、J－

P

、

，

｜

 

！日
1
L

問

E。＝

負荷変動による出力電圧特性，および入力電圧の変

動による出力電圧特性の結果を第7図および第8図に

示す。

以上により簡単な補償回路により安定化されること

が判明したが，出力抵抗の問題，あるいはこの回路の

詳しい動作解析については検討中である。

最後K，回路動作について御教示いただきました本

校近藤誠四郎講師に深謝いたします。

なお本稿の内容は昭和47年度電気回学会九州支部連

合大会にて述べたものである。

3.実験結果

R 

正の半サイクノレにおける等価回路

E。
。

／へ＂＇－.e~ ／へ＼

／＼／＼  

Eo 
〔Q}

一－P~別＇） Aタ

／＼ノ＼
尺：＇＝＂
R, .. .. 尺τ

第4図各 部の電圧波形

Ei=100V, Eo=45V, Io=100ロlA

(O} 

人理

／〆／！

らこー
/ / o(. 

，ベラ／
, ,,. / (2) 

,,...,,,; ...〆 ~CT似品手伝
J ィ；..－＂ Roド、変化する多号令

~＂－－ 

ci.十,Ao(

原のイじ定安第5図
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サイリスタの

企品事省ふ R1 （壬巴-r-"1.Ec)

／ 

(0) 

／ 

/ 

丘
L
V弓

T
7
 

／

山

f

師
骨凡
f

，

の
／

T
 

’
P
L
 

JJW十
／

elか、変化する場令

第6図安定化の原理
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第7図 出力電圧の負荷特性 第8図 出力電圧の入力電圧特性
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減衰利得最小時間制御における最適利得

回復点の計算法について

荒 木 三知夫

く昭和47年9月9日受理＞

Algorithm for the Detetermination of Optimal Gain Recovering 

Point of Decaying Gain Time Optima] Control System. 

Michio Araki 

When the gain of secondary order system decayes exponentialy with time, we consider 

the problem of the gain recovering on optimal trajetry in the shortest time. The optimal gain 

recovering point is obtained in the phase plane. This paper presents an algorithm of the 

determination of the gain recovering point by graphical and numerical methods. 

まえがき

二次制御系において，利得が時聞に対して指数関数

的に減少する場合，操作量 u(t）に Iu I:::;;:: 1なる制

限付で，位相面上の任意の点より原点へ最小時間で到

達する問題を考察した。初期時の利得を規格化し1と

すると，系の状態方程式は次の如くなる。

dxl _ dx2 ) 

ヲγ ＝xヘヲγ＝ε－i ~ (1) 

Jul三二1 ） 

乙の系の解は，最大原理により uがBang-Bang制

御一回の切換が最適となる。全制御時聞をむとし， 切

換時間むをパラ メータとして時間t1で原点到達可能な

初期点の集合は，第1図において ACB, あるいは B

DA曲線で表わせる。乙の等時曲線ACBは切換時間

んをパラメータとして（2）式で示される。

x1 Cts) ＝ー1+2(1十ts）ε－ts-(t1+1）ε－tl ) 

x2 Cts) =1 -2e-ts十e-t1 H2) 

。三二ts三二t1 J 

BDA曲線は（2）式の符号を逆にすることにより得ら

れる。乙の曲線上の数値は切換時間tsを示す。例えば

C点を初期点とする軌道は，E点において (t=ts= 

1.4) uが－ 1より＋ 11乙切換えられ原点に到達する。

乙の系が原点到達までの制御を行なっている途中にお

いて，一回のみ利得回復を行ない減衰した利得を初期

値の値まで回復し，その後は前と同様指数関数的に利

得が減衰していく場合を考察した。 （文献し 2) 

この場合に主と して用いた計算法は，図式計算法で

あり，乙のため精度も低く利得回復点の考察が困難で

あった。乙の系の利得回復の問題を更に進め，二回乃

至多国回復の場合を考察するためには，回復点の計算

法について整理し，更に電算機を用いて回復点を求め

るための計算法が必要となる。

本論文では，前述の図式計算法および電算機を用い

て回復点を求めるための基本式とその計算法について

概要を述べる。

2.図式計算法

第2図において，C点を初期点の座標と し， C点か

ら出発した軌道は時間 ζにおいて

xl（と） =-e－（十2(1+tsーと）ε－tsーCt1+1ーと）ε－t1I 
H3) 

x2（と）＝εーと－2e-ts+e-t1 I 

(3）式で示される点にある。図中に（2）式中のtをさと

した曲線群を描けば，（3）式で示される点を通る t1＝さ

とした等時間曲線群からSの値を知りに ＋討 を求め

ると， この値が乙の点で利得回復をして原点へ到達す

るまでの時闘を与える。実用的には，最適軌道をあら

かじめ描き，ε曲線群と一致する点の初期点からの所

要時聞を （3）式から求める方法が有効である。 よって

最適回復点は， ζの様にして求めた値の最小値 m仇

（と＋討を求めることにより得られる。

切換時間tsをパラメータとして，位相面上に回復点
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10 

B 

→.o 

図

を求めるとき， 乙の方法では min（~＋と）が得られ

ない場合がある。乙の変化は不連続的であることが知

られており，乙の場合の計算法は，例えば第2図にお

いてC’点を初期点とし，時間tにおいて切換えられ，

時間t’における状態点はLで表わされる。切換点は（4)

式，時間 t’における状態点は（5）式で与えられる。

xl (t) ＝ーε－t+(c;-tIー2c:-tS)[

+2(1 +ts）ε－tsーCt1+ne-t1 

x2 (t) =e-tー2e-ts+e-t1

xl (t') =e-tt-2ε－t+ (t'-t) {2(e-t1-c;-ts) ＋ε－tI｝、

}(5) 
＋（ε－tl-2εーts)t+2(1 +ts)c:-ts 

一（1+t1）εーは

x2 (t') = -c:-t' +2（ε－t-c;-tS) +c;-t1 

AFO曲線は(1）式において， ts=0すなわち無切換

（所要時間引にて原点到達可能な初期点の集合であ

1、0寸χZ

京＼

is 
＼ 

-1.0 

）
 

aaτ （
 

、I

B

－－
〉，BE
B
E
E
－－，

る。それゆえ， C 点を初期点とする軌道は， K点で

切換えられL点、で、 AFO曲線と交わる。乙の時の原点

到達所要時間は， L点の無切換原点到達所要時聞をら

とすれば（む＋t＇） で求められる。らはがの値から（1)

式においてん＝ Oとおき求められる。

乙の場合の最適回復点は（ら＋t＇） を図式的に求める

ことによって得られる。この場合切換時聞により fが

等しくとも軌道がかなり変化するため，一義的に求め

ることは困難である。このため切換時間 tをパラメー

タとして，t＇の等時曲線（例えば第2図中KM曲線 ：

この例では t'=0.6）群を描き時間t'iを推定する方法

を用いることにより，図式計算が容易となる。

3.数値計算法

前述の如く図式計算法は，系統的計算法ではなく，
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精度を期待する乙とは困難である。 数値計算法は初期 (6）式を用いて， Sを求める。乙の方法としては計算

状態点が与えられた場合，利得回復点も数値計算によ 時間の短かい方法が必要となる。最も簡単な方法とし

って求めるものであるカ主乙の場合も一義的に求める ては regularf alsi法が用いられる。この方法によつ

ことは困難であり， 数値を変化しある誤差の範囲内で て付勾尋られれば， （と＋めを求め，更にくり返し、法

解を得ようとするものである。乙の場合に電算機を用 によりとに対するに＋めを求め，乙れらの値を比較

いることによりその目的が達成出来，精度も充分に期 し最小値を得たとき計算を停止すれば，この時の状態

待し得る。はじめに，前節の第2図／点に相当する回 点が与える乙とになる。

復点を求める場合について述べる。初期状態点Cを出 乙の方法を続けて回復点が得られない場合は， 無回

発し時間との時の状態点は（3）式によって得られ，この 復時の切換時の切換時間で切換えずれを変化し，所

点を通る初期値曲線からさの値を求め得れば，原点到 定切換時間より適当な時間過ぎて後切換え，その後利

達所要時聞は＋と）が得られる。 Eを求める 計算法 得回得し原点に向う。第2図においては， C を出発

は，（2）式中のんを消去し，次の（6）式を得る。

xi （（）十x2 （と）＋ εーさ •e:+ (1 -x2 （（）十Eーさ）

(ln ~「 c1-.x2 ＋ ε－e:)) = 0 (6) 

ヌ二ミ

図 2

した軌道は時間tキtsで切換えられ，時間t'において

OFA曲線上にあるものとする。 (L点） 乙の時，（5)

式から

t,= 5勺伊1)

E示す

l‘。
χ1 
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.'1:"1 (t') + x2 (t’） = (t’－t) (2ε－t-2ε－ts＋εーは）

＋（ε－tl-2ε－ts)t+tsε－ts-tie-ti 
）
 

門，a，t

、

、Es
t
t

、rat
h
E
，

t' i亙 t>O

を得る。

OLA曲線は，前述の如くれ ＝Oとおき得られ，次

の（8）式で表わされる。

x 1 ( 0 ) =1+ C~ ＋ 1 ） ε S 

x2 ( 0) = - 1十E~ 
）
 

O
O
 

，，．‘、

、E

・I
・－
i
、PI
l
－－‘，
J

(8）式において，主は無切換にて原点に到達するため

の所要時聞を示す。 主を指定する乙とにより（8）式の

が， M が得られ， 軌道が初期点からこの点まで要し

た時間を t＇とすれば，原点到達所要時間は（H t＇）と

して求められる。 t'Jを求めるため，（5）式から fを求め，

(7）式に代入しtを消去すれば，次の（9）式を得る。

xi (t＇）十x2(t') = {t+lπ告（x2+e-t＇十2ε－ts＿ε－tl)}

(x2+e-t'）十(tse-ts-t1 e-t1) 

ー（ε－ti-2e-ts) ,eπ去（x2+e-t'+2e-ts_e-t1) (9) 

x(t＇） およびx2(t')が与えられているから， 乙の式

を用いて t＇を求めるこ とにより CHめが求められる。

くり返し法を用いて，さを変化しfを求め （~＋ t＇） の最

小値で、計算を停止すれば，乙の点に対応する状態点が

最適回復点となる。乙の計算においても，（9）式の解を

求める計算法とその時聞が問題となる。乙の計算時間

の短縮のため，前述の図式計算法を併用し，回復点に

関する概要を知る乙とが必要である。

4.あとがき

前述の如く，乙の計算法は数値計算法の場合，（6）式

及び（9）式の解法が問題となり，収束のはやい計算法を

用いる必要がある。しかし一応この両式により，やや

系統的に回復点の計算を行う乙とができる。 （9）式を用

いる場合は， OLA曲線上の点を与えての計算法であ

ふ軌道上にあるとき任意に回復点を一義的に計算す

る方法に用いるには多少の考慮が必要である。図式計

算法においても電算機に依りプロッタ 等 を利用すれ

ば，更に計算が容易となる。また，アナログ計算機の

利用も考えられ，学生の卒業研究の一部として，若干

の研究を行った。切換後に回復点を求める場合の t＇の
等時曲線群の計算においては，内挿法を用いて， 推定

するか，等時曲線の近似式を用いる等の方法も考えら

れ有効な方法と思われる。

終りに，終始御指導たまわる九州大学辻節三教授に

深く感謝の意を表します。尚，本論文中の（6）式は文献

(3）の計算の一部として使用されたものであるこ とを記

し，資料を教示された九州工業大学伊藤助教授に深く

謝意を表します。
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Co C2-x) Zn (x) Z フェライトにおける

マイクロ波透過電力の外部磁場依存性

沢 賢 治

く昭和47年9月9日受理＞

Character of立ricrowave transmitting power in Coe 2 -x) ZnCx) Z ferrite. 

Some sorts of magnetic substances have constants which can be changed by externally 

gived magnetic fied. 

If those magnetic substances are used for micro wave circuits, they may be useful for a 

smaller and higher speed variable attenuater, a switching part, and an ampeitude modulating 

part. 

The author measured the micro wave power transmitting of Coc2-x) Zncx) Z ferrite and 

inverstigated those results. 

1.まえがき

ある種の磁性体においては，外部から直流磁界を印

加することにより，その磁性体の持つ諸定数が大きく

変化することがある。即ち，そのような磁性体におい

ては， 初比透磁率ur＇およびスピン共鳴に基く ur",

磁気抵抗効果に基く抵抗率p等の変化が大きい。従っ

て，乙の種の磁性体の持つインピーダンスは，外部磁

界によって大きく変化することになり，乙のような磁

性体は，マイクロ波立体回路に応用すると，従来一般

に使用されている可変抵抗減衰器に比べて，小型で、し

かも高速の可変減衰器，およびスイッチング素子，振

幅変調用素子として有益なものとなり得る。

筆者は，先に他の目的のため製作したフエライト

において，直流磁界を印加した場合のマイクロ波電力

の透過特性等について測定し，そのフェライトの上記

マイクロ波素子としての可能性の一部を検討した。

その結果，上記マイクロ波素子用フェライトとして

有益と思われるフェライトの製作条件の傾向カえわか

った。

2.試料の製法

Kenzi Ozawa 

前回に報告した試料（2）をそのまま使用する。

尚，試料の記号のっけ方を， 〔表1〕～〔表3〕に

示す。

表1 表 2

主国 ： 
1350 ノ、

｜ 試記料号の
Ba(3) Coc2〕Fec24)Oc4D 

組 Ba(3) Coci.s) Znco.4〕Fec24)0(41) 2 

Ba(3) Coc1.2) Znco.a) Fec24) Oc41) 3 
成

Ba(3) Coco.a) Znc1.2) Fec24〕0(41) 4 

式 Ba(3〕Coco.4)Znc1.s〕Fec24)0(41) 5 

Ba(3) Zn(2) Eec24) 0(41) る
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3. マイクロ波電力透過特性の測定

〔図1〕の回路で，測定する。

Att 1及び電力計Miにより，電力 P1が20〔mw〕一

定となる ようにする。

磁束密度BをO～8(kgauss〕の範囲内で変化させ，

乙の時， 検流計M2の読みが一定となるように， Att

2を調整し， このAtt2の読みにより透過電力をを求

める。

尚，試料の導波中での配置及び，透過量を変化させ

るための外部磁束Bの印加方向は， 〔図2〕に示す通

りである。 即ち，試料は，導波管内のマイクロ波磁界

が円偏波となるような位置でしかも，その円偏波の回

転方向が，磁束Bによるスピンの回転方向と，一致す

るような位置におく。

また，透過電力 Poは，次式により 〔dB〕表示する

ものとする。

Po 〔mw〕
10 fog10一一一一一 〔dB〕

20〔mw〕

時

l

日
一
戸
－
ド

AZ

／

e
 

M2hο
川

クライストロン

〔図1〕 測定回路

〆導波管 子比~m~

r－~~ヂド一台J~
Z Xr／ ムm z x 

Sample 

注 ・マイ クロ波電力の入射方向は，

Xの正の方向と一致する。

〔図2〕導波管中での試料の配置及びBの

方向

4.測定結果

電力反射係数r，およびフェラ イトの電力吸収率仇

透過電力 Poをそれぞれ，焼成時雰囲気および焼成温

度別に示したものが， 〔図3〕～〔図29〕である。た

だし，電力吸収率 η は， 次式の定義に従うものとす

る。また図中のBは磁束密度を表わす。

Ps-Po 乙乙l乙 Po；透過電力
η ＝ 一つご一一

ra Ps=P1-P2 

P1 ；入射電力

P2；反射電力

（〔図1〕参照）
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5.まとめ

( i ）電力反射係数rについて

① チッソ雰囲気中で焼成した試料は，酸素中におい

て焼成した試料と比較すると， Bによる，その大きさ

の変化は小さし＇o

③ いづれの雰囲気の場合にも，焼成温度が高くなる

と組成の変化による「の値の変化量は小さくなる傾向

をも っ。

(ii）電力吸収率ηについて

① チッソ雰囲気中 ・1350〔。C〕焼成の試料および酸

素雰囲気中 ・1150〔。C〕， 1250〔。C〕で焼成した試料

を除いた試料については，組成の変化による ηのばら

つき，およびηのBによる変化は小さし1。

②酸素雰囲気中・ 1150〔。C〕， 1250〔。C〕焼成の

試料はBによる ηの変化が，他の試料に比べると，非

常に大きく，所望のフェライ トとしては好ましい方向

にある。

(iii）透過電力Poについて

①酸素雰囲気中 ・1150〔。C〕， 1250〔。C〕焼成の

試料は，B=0の時の Poが大きし しかも，Bによる

Poの変化が大きい。

尚， rおよびηあるいは PoのBの変化による変化

の原因として， 比透磁率 ur',ur＂の変化，磁 気抵抗

効果に基く抵抗率 pの変化等が考えられるカえこれら

については，引きつづき検討の予定である。

6.参考文献

( 1)小沢 J有明工専紀要 8.61(1971) 

( 2) (1）に同じ
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D. H.ロレンスの「トマス・ハーディ論」

松 尾 保 男

く昭和47年9月9日受理＞

D. H. LAWRENCE’S STUDY OF THOMAS HARDY 

In the Study of Thomas Hardy, D. H. Lawrence tries to find the process of realizing one’S 

individuality, and to do so he must go back to the origin of life. What he discovers in the 

history of humanity is a twin stream of maleness and femaleness, whlch is represented by 

the Love and the Law. In this light, he sees how the old novelist, Hardy, suffered the 

conflict of the two, and to see how he, Lawrence, takes it is the writer's purpose. 

ロレンスが如何に英文学伝統の作家であるかは F.

R. リーヴィスが TheGreat Tradition (1948）で，

ついで D.H.Lawrence/Novelist(1955）で，具体的

に彼を位置づけて知実に証明している。それでも，な

るほどジエイン・オースティンカ〉らジョージ・エリオ

ットをへてトマス・ハーディに至る英国田園生活や産

業革命以降の 工業地帯の諸相を主に取り扱っている

カえ彼の最大の特徴は，何といっても，人間関係，と

りわけ，男女聞の心身両面にわたる作用，反作用を透

徹した眼を通して描いている点と思う。彼の小説を読

んで、みればわかることである。

しかしリーヴィスの指摘する英文学の伝統は，その

通りに違いないカえロレンスには，いわば，その伝統

を局部的な伝統と呼べるような，人類史的，宗教史

的，文化史的パスペクティヴ，つまり，伝統をふまえ

ていたこともみのがせない事実である。しかも彼が活

躍した二十世紀初頭は，その大きな人類の文化史的な

伝統の最先端に立ってみると， ロレンスには，彼より

一時代前の トマス・ハーディ などを最後として， 後述

するように，文化の沈黙の季節の始まりであると思え

たのである。歴史的には乙のような危機感に加えて，

時あたかも人類の最も露骨な醜態，世界大戦の勃発の

さなかから， 個人的には「息子と恋人』の創作もす

み， フリーダとの結婚（1914.7 .13）のまぢかにせま

った落着きから， トマス・ハーディ研究に着手してい

る。乙の研究に関するロレンスの最初の言及はエドワ

ード・マーシュ宛の彼の書簡（1914. 7 . 17)に“atiny 

book ... on Hardy，，とある。 同年9月5日までには

起稿，同年12月18日には清書 中であったことも彼の

『書簡集』に遣されている。起稿を告げる手紙から

は， 「決してトマス・ハーディ論にとどまらず」 (It 

will be anything but Thomas Hardy），また論旨

についてもかな りの確信を持っていたことがうかがわ

れ， (queer stuff ... but not bad) ）また，おりしも

世界戦大に突入していた 時局から「全く激怒して」

(out of sheer rage；書き始めたとあり 2彼のこの研

究に予言者的性格を与えるのにあず．かつて力があった

ものと恩われる。もう一方の書簡は「ハーディ論」の

特質を知るうえで、重要な：昔、味を持っているのであげて

おく。

My wife and I we type away at my book on 

Thomas Hardy, whlch has turned out as a 

sort of Story of My Heart, or a Conj essio Fidez・：

whlch I must write again, still another time : 
5) 

and which the critics will plainly beat me, . 

つま り， 「ハーディ論」は，ロレンスの「我が心の遍

歴」，ないしは， 「信仰告白」として書かれたもので

ある。ロレンスがいかに熱心な宗教人で、あったかは彼

の「書簡集Jを開けばすぐわかることであり，また彼

の「息子と恋人」の主人公ポーノレは，母親っ子で、あっ

たカえ母は自分の「夫の性質がまったく官能的であ

り，それで彼女は彼を道徳的，宗教的な人聞にしよう

とつとめた」（His nature was purely sensuous, 

and she strove to make him moral, religious. ) 

がむなしい努力に終札結局息子がそのような理想の

人間に育てあげられ，さらに父親の性質もうけつい

で， 「道徳的，宗教的」な「官能的」 若き日のロレン

スの自画像となっている。乙のようにして＂ Myreli-

gion is a belief in the blood, the flesh, as being 

wiser than the intellect. We can go wreng in our 
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minds. But what our blood feels and believes and しかし，小麦畑の雑草にすぎない紅の器粟の花をみ

says are always ture.”と友人の一人に書き送る作家 るにつけ，人生即自己保存競争となりおうせた “reliー

がついに出現した。 gion”の凝固の裂け目から，自己保存とは手段にすぎ

結局乙の評論は生前には一部分だけ発表されたのみ ず，深紅の花びらの炎に燃えたっために乙そすべての

で，遺稿集 PhCEnix(1936）の中に「 トマス ・ハー いとなみが行なわれるのだ，という叫びがなりやまな

ディ論」（Studyof Thomas Hardy) （以下 「ハーデ かった。孫たちは操作法をおぼえだした合理精神をた

ィ論」 という）として初めて出版きれている。 てに，密粟の花の紅は「再生産に常に伴なう過剰物」

Il 

鋭敏な洞察力と感性の小説家ロレンスが「我が心の

遍歴」を語るには，創生記と同じく原始の生命誕生ま

でさかのぼらなければならなかったが，どうしても生

の生たるものとして嬰粟の紅の花が彼の心を捉えては

なさなかった。聖書にちなんで百合の花としては，彼

は不満足である。それでは “poison”を含まないでは

ないか。 Manhas made such a mighty struggle to 

feel at home on the face of the earth, without 

even succeeding. 「ハーディ論」はこう書き出され

ている。人はいかに神の言葉に反しても，または，反せ

ざるを得ずに，ついに “thewhole frantic turmoil of 

modern industry，，という悲惨な状態にまで至らしめ

ている，と冒頭に述べているのは彼の社会批評的見地

からも忘れてならないことである。したがって聖書の

逆をゆかない限り現実誤認という乙とになる。衣食住

にわたり “self-preservation”のとり乙 と化した人類

はありあまる程の財宝を貯えながら “still he can -

not be appeased, satisfied，， であるのが実状だ，と

彼はいう。 「心臓弛緩」 (the diastole) のため，子

供を産み，おどり，髪を飾り，壁画を1'i¥'iくのは人聞が

初めから自己保存のいとなみと ともによくなしたこと

だが， 「明日の乙とを思い煩らはず」 (taking no 

thought for the tomorrow），放逸な時を過しても，

夕べには，あの “ruddy lily”のと とが頭をみたして

いた。 「乙の故に明日のこ とを思い煩ふな」 (Take 

therefore no thought for the morrow) という乙

とばは聖書のなかにあり，人の頭のなかには勤勉な百

合が虚栄の花を咲かせていた。

In his sleep, however, it must have come to him 

early that the lily is a wise and housewifely flow-

er, considerate of herself, laying up secretly 

her little storehouse and barn, well under the 
9) 

ground, well tucked with supplies. (p. 398) 

(the excess which always accompanies reproduc-

ti on）である と説明を加えたカえ 先代は信じなかっ

た。あのフェニ ックスも灰燈のなかに末来を残し，後

顧の憂もなく，炎l乙身を焼き，燃えたつで、はなし1かと

彼は信じて疑わなかった。この合理精神に毒きれない

先代乙そロレンスの姿である。そしてとの新しい存在

の豊かさカえ摘みとったその紅花咲いている野器粟の

豊かきだと ロレンスはいう。このようにして昆虫を呼

ぶとされている花の鮮かな「過剰物」それ自身がロレ

ンスには “the thing itself at its maximum of 

being”と考えられるのだ。 もしこの過剰物が欠げれ

ば，あの光がある以前のように地表は暗黒に覆われる

であろう。乙の過剰物で植物は花に変容し，自らを成

就するこ とになる。

ところでわれわれ人聞はど うであろ うか。彼は，人

間は植物的，自己保存段階で無気力のまま道草してい

るという。

Yet there we remain, like the regulation cab-

bage, hide-bound, a bunch of leaves that may 

not go any farther for fear of losing a mar-

ket value. (p. 403) 

そして縛り付けられたまま芯が腐ってゆくとい うの

である。 当然の乙 とながら，生き とし生けるものの窮

極の目的は，他でもなく，自分自身のうちにある，と

彼は主張する。

The final aim of every living thing, creature, 

or being is the full [achievement of itself. This 

accomplished, it will produce what it will produce, 

it will bear the fruit of its nature. Not the fruit, 

however, but the flower is the culmination and 

climax, the degree to be striven for. Not the 

work I shall produce, but the real Me I shall 

achieve, that is the consideration.... (p. 403) 

それでもやはり，人は，婦人参政権だの， はては

「とてつもない白痴行為」（colossalidiocy）の戦争ま

でして「自己保存という， 古い二流の祭壇」 (the 



old, secondrate altar of self-preservation）に仕え

ているのに悲嘆して， 「医者よ，みずから 己を医せ」

(physician, heal theyself) と烈しい批判を浴びせ

ている。医学上の病気にあらざれば，国に解決を求め

ても徒労にすぎず，国家とロ レンス個人とを秤にかけ

ればいずれが“greater” かと自問して， 言下に

“Myself”と答えている。要するに人間の救済は個人に

あり，その処方は「境遇にはなく，人の心の中」 (in 

the heart of man, not in the conditions）にあり，

密粟やフェニックスのように， 「末知なるもの」（the

unknown) に向ってわれとわが身をなげすててゆく

ζ とカえ 「抑制キャベツ」の縛を解き，身をほころば

せるのだと繰返し強調している。

乙こで， 「ハーディ論」の区分について概括する

と，第一・二章は序論とその敷街にあてられ，既にみ

てきたのでわかる通札 マタイ伝第六章後半に現実の

人聞の歴史を投影して陰画を作り， 一一人は陰画，つ

まり虚像の世界を現世として生活しているこ とになる

ー一第三章はそれをロレンスの洞察眼の網膜に結んだ

ノ、ーディ 像と対比したものである といえよう。次章

で，その陰画の世界では，ハーディの悲劇を含め，真

の悲劇が成立不可能に陥っている乙 とに説き及び，そ

の原因の所在を指摘， 糾弾している。 (i. e. An 

Attack on Work and the Money-Aρρetite and on 

the State) 第五章では， さらにハーディを足掛り i乙

ロレンスの核心へと傾斜を深め，第六，七，八章は専ら

彼の信仰する “religion”の裏付けにあて， 第九章で

彼の宗教を 「われらの羊たち」（ANos Moutons）で

あるハーディの人々 と照合し， 第十章で結びとなる。

さてその第三章でロレンスの実像とするウエッセッ

クス世界の住人たちはどんな人々であろうか。何はさ

ておき，彼等は金銭に，自 己保存K，汲汲するこ とな

く， 「自我実現」 (self -realization) に必死に努力

する。

One thing about them 〔thepeople in Hardy’s 

novels〕 isthat none of the heroes and heroines 

care very much for money, or immediate self-

preservation, and all of them are struggling hard 

to come into being. (p. 41 0) 

彼等の努力の特異性とロ レンスの信仰の聞には強力

な親和力が作用 し合っているのである。彼にとって，

ウエッセックス小説で， 最大の特異性は男女聞の愛の

実現のための苦闘である。ハーディは宿命論的に苦闘

を苦闘として描いているが，ロレンスはそれを自我実

現の過程とみなしているのが二人の大きな相違点とな
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っている。男にしろ女にしろ自己の存在への唯一の

「中道」 (via media） は異性聞の愛を除いてほかに

ないからだ，というのがロレンスの主張である。一旦乙

の愛が成就される と， 人は 「末知なるもの」の領分に

はいり，己をまっとうする。従ってハーディ の小説は

主人公が完全なものになるか，失敗するかt乙関するも

のである と定義ずけている。因襲という 「窮屈な，皮

がしまったキャベツの状態」 (a tight, hide-bound 

cabbage state) でぬくぬくと身の保全をはかってい

る読者にはハーディの登場人物はあまりにも非理性的

で，衝動のままに行動するようにみえても．ロ レンス

にとって彼等は自己の存在に開花しようとしているい

つわらざる姿に映っている。かいつまんでいえば，ハ

ーディの主人公たちは，生来の個人的．独立的欲望，

（金銭欲，出世欲に非ず）にかられ， 自己の存在を得

るためには， しきたりは “prison”同様であり，苦し

きあまってとびだすカえ結局，更に大きな社会の枠の

中で自ら死を招く乙 とになる。これがハーディの悲劇t

の一貫したテーマで、ある。性格形成の展開にでなく，

異性の愛の獲得段階を通しての自我実現本能としきた

りの聞の葛藤が同工異曲となって諸作品を構成してい

る。

そしてハーディの各小説を年代JI買に考察すると，こ

の悲劇性が次第に発展し，一 つの終結に向ってい

る。 ロレンスは最終作「ジュード」までのうち『帰

郷』を一つの頂点とみなし，それまで、の六つの長篇の，

締括り としている。 「帰郷」を “the first tragic 

and important novel" と評価し精細に分析してい

るのはハーディ批評史からみて，ロ レンスの洞察力の

確かさを示している。生命の根源であり，超自然的で

あり，不可思議なこの世界の全てを表しているような

「エグドン」をめぐって展開される，簡潔に圧縮され

たドラマは傑作として周知のこ とであるカえ大方の評

価と ロレンスの異なる点は，クリムの帰郷の目的に厳

しく批判的であることである。パ リの華やかな虚飾に

満ちた生活にあきたらず，郷里の「エグドン」に住み，

そ乙に没入して，同郷の人びとの啓蒙に献身しよう と

いう彼の愛他主義を，ロレンスは “asubtle equivo-

cation，， と論断している。題名の示すとおり虚飾の世

界から荒野の自然への回帰が主題のーっとみられるの・

が定評ではあるまいか。作者自身ク リムの性格がきに

いり，ク リムを “thenicest of all my heroes，，と，思

わせたのもそのへんにあったのではあるまいか。それ

でも「ハーディ論」の自我実現という コンテキストの

なかでみる とロ レンスの批評も注目に値すると思う。
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... he wants to serve the moral system of the 

community, since the material system is despica-

ble. He wants to teach little Egdon boys in 

school. There is as much vanity in this, easily, 

as in Eustacia’s Paris. For what is the moral 

system but the ratified form of the material 

system? (p. 414) 

パリの実業界という物質文明に彼の全存在を服従さ

せた彼は，帰郷後も自我の追求のためには感性を抑え

られ，観念にはしり， 「己れの魂の責任を負うことが

できず」 (not able to undertake his own soul）他

人の魂の啓発を選ぶのは “a deep, very subtle 

cowardice，，だという乙とになる。知能犯的自己保存

法とでもいおうか。

他方，ユーステイシアの評価は全く逆になってい

る。 ロレンスは野性的で，黒ずみ， 熱情的で，自分の

欲望を欲望とみとめ，恥と思わぬ彼女には少からず共

鳴している。 彼女のなかに自我実現の烈しい欲求を認

めているからである。ワイノレデーヴに惹かれでも，満

きれないのを知ると，彼をすて，帰ったばかりのクリ

ムに奔るのは多情ど乙ろではなかった。

明Thatdoes she want? She does not know, but 

it is evidently some form of self-realization; she 

wants to be herself, to attain herself. (p. 414) 

「ハーディ論」 でロレンスは小説の主人公たちの人

間関係以外はすべて捨象しているが， 「エグドン」だ

けは例外となっている。 「エグドン」なしで、は小説が

成立できず，登場人物はすべて宙吊りになってしま

う。何故ならそれは彼等の母体であったから。それだ

けではない。 「エグドン」なしでは，殆んどのハーデ

ィの小説が存在価値を失ってしまうからである。ロレ

ンスの解説をまつまでもなく，ハーディの「真の悲劇

感」 (the real sence of tragedy）がそこから生じ

るからである。

What is the real stuff of tragedy in the book? 

It is the Heath. It is the primitive, primal 

earth, where the instinctive life heaves up. 

There, in the deep, rude stirring of the inst-

incts, there was the reality that worked the 

tragedy. Close to the body of things, there can 

be heard the stir that makes us and destroys 

us. (p. 415) 

ノマリから帰ったクリムはもはや「エグドン」とは皮

相的なつながりしかもてず， 「ユーステイシアは豊鏡

に沸きかえっている，力づよい永遠の根源， 「エグド

ン」 である」 (She was Egdon, the powerful, 

eternal origin seething with production）ことを洞

見することができなかったのがわぎわいをもたらした

のT己とロレンスは読んでいる。乙の「エグドン」の

またの名が「森林地」であり， 「測り難き星空」であ

ったのだ。そして乙の“setting”がウエッセッ クス小

説の“wonder”であり， その小説群に“beauty”を

与えているという。乙の生命自身の広大無辺な，末踏

の， 自然の永遠のただなかで， “the little human 

morality play” が時代の因襲という壁に固まれて繰

広げられている。この構想、がハーディが偉大な作家達

と共有する特質である，とロレンスは指摘する。

And this is the quality Hardy shares with the 

great writers, Shakespeare or Sophocles or Tol-

stoi, this setting behind the small action of his 

protagonists the terrific action of unfathomed 

nature ; setting a smaller system of morality, the 

one grasped and formulated by the human cons-

ciousness within the vast, uncomprehended and 

incomprehensible morality of nature or of life 

itself, surpassing human consciousness. (p. 419) 

ところで，乙乙でロレンスが強調したいのは相違点

の方にあった。即ち，シェークスピアやソフオクレスで

は「自然あるいは生命自体の広大無辺な理解されたこ

となくまた理解できない道徳」が主人公から能動的に

犯され，そのため彼は“activepunishment，，を受ける

のに対して，ハーディやトノレストイでは“thelesser, 

human morality，，つまり人聞が造り出した‘＇ theme-

chanical system”が犯きれ，罰を与え， もう一方

の“thegreater morality，，つまり，自然あるいは生

命自体の道徳はただ“passivelyor negatively”に

犯されるのみで，背景のなかにとどまり， 積極的に参

加せずに終っている。アンナ・カレニナも，ユースティ

シアも，テスも，ジュードも，シューも人間の既成の

社会道徳に逆って，身の破滅を招く羽田に陥ってしま

う。彼等の“thereal tragedy”は，耳を傾ければ忍

耐するよう命じている“thegreater unwritten mo-

rality”に“unfaithful”な乙と？ごとさえいっている。

永遠なる「神」とやむなく戦うのではなく社会の道徳

律に逆らい，神の，魂のさばきでなく，人のさばき

を受けて滅びるのであった。ロレンスはこれを “the 

weakness of modern tragedy” と指摘している。

ハーディでは後期の 「テス』と「ジュード』にζの特



質が著しく，と りわけ二十世紀の徹底した機械文明時

代を迎えたロレンスの後期にこの傾向が一層濃厚にな

っている。例えば， 「翼ある蛇』のこ とばを借りれ

ば， 「人間の人造世界」 (mankind’s man-made 

world) が現代産業以前の世界に とって代札 その

「人造世界」からの人間の復権が主要なテーマであった

といえよう。自己保存の便をはかるため人は機械を発

明し，人たる誇りを勝ち得たカえ持主の気付かないう

ちに，頭脳は誇りと引替に魂を理性のおとしとである

機械に売り払ったので、はなかったか。

ロレンスは，断るまでもなく，自己保存のための仕

事そのものを非難しているのではない。人が「神のよ

うに努力して」 (in his godly effort）自由になる手

段を生産しているのに，何故にそれを「さらにひどい

奴隷の境遇」 (more slavery) への手段とするのか

と断罪しているのである。

かく して，彼は仕事を二つに分け， 上 記の仕事を

「狭義の仕事」 (the lesser meaning of work) と

し，“theextension of human consciousness，，となる

ものを“finalmeaning of work，， と名付けている。

「人間の意識の拡大」が人生の大きな目的に思える

からである。しかし，先にふれたように，ロ レンスに

とって人間とは 「末知なるもの」に向って生長点のよ

うに白熱して前進してゆく生命であらねばならず，意

識または知識は本質的に目的ではなく，意識活動が盛

んであれば，それだけ前進の推進力がます乙とにな

る，そして人間は個体としては分化を重ねて他の知何

なる個体とも共通点がないようになっているが，人の

知識は個性をよりよく明示してくれるものだという。

つまり彼の主張は，個人の知識が増せば，自他の区別

の能力がまし， 自他の区別ができれば，同質の人間一

般から自分を分離させる乙とになる という。そして末

来には心身共に完全になり，天使のような人聞になる

であろうと推論する。彼の楽天家の一面とでもいうべ

きか。自他を弁別し，自分が自分であれば，隣人のも

のを私すれば “aburden，，となり利己的になる余地が

ない。乙うして“individualist”が誕生する。ロレン

スに従えば，
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さらに，個人主義者として完全になるにはもう一つ

の段階を経なければならない。両親から生れたわれわ

れは 「第二の誕生」 (our second birth）が必須で，

さもなければ，狭義の仕事に自分の存在を求める乙と

になるからである。自らの自我実現には外界からの刺

激を必要とする。若い魂である不完全な匪種が受胎し

なければ，まぎれもない個性は生れない。ロレンスの書

簡でみた予想通札彼のハーディ研究はおよそ作家論

らしからぬ「ハーディ論」になっていて，正に 「書き

直す必要がある」ほど論理に一貫性を欠乱付度を迫

られる。しかし， 「ハーディ論』は彼の西洋文化史の

なかにきれいに組込まれているから不思議である。そ

れは彼が完全な「存在」 (being) を持つ個性を指標

として，ハーディの作中人物を照合し，個性の完成度

に興味を示しているからではあるまいか。

ロレンスは，ハーディの特徴は 「芸術家の貴族偏

愛」（ρ泊dilectiond’artiste for the aristocrat）で

あり，ブノレジョアの美徳をそなえた中流または下層階

級のものを貴族に取って代らせ，貴族を断罪し， 『テ

ス』と 「ジュー ドJK達するまでは貴族に同情してい

ないという。貴族だけが人間として自己を創造し，自

分自身になりうる地位にあり，小説家の注目を惹くの

は当然のことである。たたハーディの場合は，何故

貴族を断罪しなければならないのか。 ロレンスの答え

は，ハーディには，フランス革命家達のように平民以

上のものは倒そうという社会性が意識されていること

と，いま一つは顕著な貴族は始めから死ぬように仕掛

けられているという。そのため始めの善玉は結末では

悪玉となり，悪玉が善玉になる という道徳に価値の転

換があり，熱情的貴族には不幸になるか，または悲劇、

をもたらす性質が内在している。もう一つのグループ

は，それと対照的に，ブノレジ ョアあるいは平民の主人

公達で，首尾よくいくか，大した不幸にも陥らず，た

とえ倒れても，死後墓に花を捧げてもらうような体制l

固執型となっている。ただロレンスが 「貴族偏愛」 と

いう時，誤解されやすいこ とだカえ一方では， “self-

preserving，， の社会の「貴族」を指しながら，実は，

その社会とは直接関係なしに 「自我実現」を意識的に

しろ，無意識的にしろ，生の一義的意味とみなしてい

By individualist is meant, not a selfish or るものを「貴族」といっているのである。すぐ先の引

greedy person, anxious to satisfy appetites, but 用の後半がそれを示している。

a man of distinct being, who must act in his ハーディ自身は心情的に社会と対決を迫られる個人

own particular way to fulfil his own individual に組しているものの，熱情的貴族的個性を最大限に成

nature. He is a man who, being beyond the av- 就させようと しながら，彼のうちの社会性の要請によ

erage, chooses to rule his own life to his own り，ついには大衆から独立させる ことができず、，“tra-

completion, and as such is an aristocrat. (pp. gic”とい うより，むしろ “pathetic”な主人公にして

438ーの いる。他方エデップスにしろマクベスにしろ，因襲道
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徳は超越され，人聞の うちなる自然における「偉大な

個々の個人の力と力の間」 (between the great, 

single individual forces）に悲劇は存し，ここにウエ

ッセックス小説が真の悲劇の地位に及ばない原因があ

るとこ乙でも繰返し強調している。

百且

次l乙 「ハーディ論」の白眉ともいうべき芸術にお

ける男性系女性系について考えてみたい。ロレンスは

ハーディを論ずるのに，いわば，三段構えの論法を用

い，概論から本論へと深みを加えながら三回繰返して

いる。従って，これが三度目の最後のハーディ論にあ

7こる。

先lζ，第二の誕生が，われわれを自らの存在に生れ

かわらせてくれるということに言及したが，補足す

れば乙んなことである。彼の第二誕生説は，はじめに

ζ とばあり， で始まるヨハネ伝， とりわけ 1章14節

「言（乙とば）は肉体となりて我らの中に宿りたまへ

り－…・・実（げ） に父の独子…・・・」 (The Word was 

made flesh, and dwelt among us, . . . the only 

begotten of the Father）に触発されたもののようで

ある。 20歳前後になると欲望に襲われ，刺激を求めて

外界に呼びかけ，不完全な匪種であるわれわれの若い

魂は，生まれかわるために，“theWord which is the 

:spermatozoon which shall come and fertilize me and 

set me free" を求めるという。しかしそれは知識の

形をとって現れるのではなく ，「述べられた言」 (the 

Uttered Word) としてのみわれわれにやって来るの

で， 「宗教」 (religion) を下きい， 何か信ずるもの

を下さいと，満たされぬ魂は叫ぶのだ，そして，自分

自身t乙なれずに，「生まれいでずに」 ( unbe gotten) 

われわれはもがいているのだという。これでは晦渋で

論旨が不明瞭のため， 『侵入者」にも言及されている

がより明確な「ハーディ論」執筆中の彼の書簡に手掛

りを求めるこ とにする。

I believe there is no getting of a vision, as 

you call it, before we get our sex right : before 

we get our souls fertilized by the female. I don’t 

mean the feminine : I mean the female. Because 

life tends to take two streams, male and female, 

and only some female influence (not necessarily 

woman, but most obviously woman) can fertilize 

土hesoul of man to vision or being. 

つまり，はっきり性にめざめる年頃になると， 「女

性」 （「女の性質」の意，以下同様） (the female) 

によってわれわれの魂が受精して初めてわれわれはヴ

イジョン，即ち存在へと誕生できることを示してい

る。それまで不可能なのは， そもそも生は「男性」

（「男の性質」の意， 以下同様） (the male）と「女

性」との二つの流れから成立する傾向にあるからだと

いっている。 「ハーディ論」では永遠に逆らい同時に

また求めあうこの二つの流れが，生を，自我実現を，

二元論的にとらえる唯一つの視点となっている。

There is female apart from Woman, as we 

know, and male apart from Man. There is male 

and female in my poppy plant, and this is neither 

man nor woman. It is part of the great twin 

river, eternally each branch resistant to the 

other, eternally running each to meet the other. 

(p. 443) 

永遠に至るまで，この両性は分離しており，相互作

用が行なわれ，苦しみ， 喜こぴ，不完全な状態であ

り，ついには「車軸と車輪」（axleand wheel）が一

つであるように二つの流れが合流し，完全な一つの流

れとなって全地表を覆い，地球から未知の世界に過ぎ

去って行く。これをロレンスは幸福といっている。生

きとしいけるものにうごめく街動はすべて“male”か

“female”のいずれかである。肉体的にばかりでなく

「知性の至高の努力」 (the supremest effort of his 

mind）も現実の行為からの刺激で自分に幸福の本質

を感得させてくれるような作品を生みだすことができ

る。しかし，それは理想にすぎず，現実には飲食に等

しい行為にそれだけの止場する力が欠けている。

従って，彼は自分の魂を受精させてくれる「女性」

を彼女以外にきがさざるを得ない。こうして彼は自分

のヴイジョンを，神を発見する，つまり，自分の意識

の中に自分の欲する対象を創造するこ とになる。だか

ら彼は神を， 自分の実現できなかった補完物故に，

「言葉に表わせないもの」 ， 「永遠なるものJ' 「無
限なるもの」などと呼ぶのである。乙の象徴的に所有

するための努力を「宗教的努力」（religiouseffort) 

と名ずけ， 「芸術的努力」（artisticeffort）は，二つ

の流れが結合し，一瞬完全な状態で後に残した結果，

つまり，既成事実に関する知識を表現しようとする至

高の努力であると している。そして動こうとする意志

を「活動意志J (the Will-to-Motion) とし， 「男

性」意志または精神と呼ぴ，安定しようとする意志を

「不活動意志」 (the Will-to-Inertia) とし， 「女

性」意志または精神と呼ぶ。そうすれば，ある民族を

見ると， 「活動意志」と「不活動意志」の何れが優勢



になっており，どちらの方向にその民族が向う傾向に

あるかわかる という。そ してその推移を歴史的にみる

と， あたかも 「男女の二重の輪」 (a double cycle, 

of men and women）があって，向い合って， 互に子

をさ しのべながら前進し，夫々別の方から近づいて，

ついに並んで手を握りあい，それから再び夫々の逆の

方の自分の目的に向って進んでいっているような印象

を受ける ともいっている。 古代ユダヤ人の 「旧約」時

代は「不活動意志」 が活動的な 「男性」原理に対抗

し，優勢であったので「唯一の存在」 (One Being) 

としての世界で あると，十戒等をあげて例証し，

一神教であったのが，その抑圧された ユダヤの 「男

性」精神からキリストが現われ， 「己のととく汝の隣

を愛すべし」と告げ，自分と隣人が異なる他人である

乙とを示し， また「わが母とは誰ぞ」と問うて 「女」

を拒絶し， 女とは全く異なる 「男性」 の生をいとな

み， 「なんじら新たにうまるべし」 （yemu坑 beborn 

again) と宣言し， 自ら肉体を失った三位一体という

多様性が， 「新約」の世界が「男性」である証拠だと

説いている。男女両方の圧迫されていた「男性」が手

を広げてキリストの思想を迎えたのだった。中世の間

中乙の肉体に対する戦いが続L 他方芸術面では，一

元論の否定を内蔵しながら，カセドラノレ建築は，確乎

とした集中的な造形精神が 「女性」を代表し， 絵画，

彫刻家ではデューラがしサこ。

そして中世の芸術がノレネッサンスの芸術と変ったの

は，ギリシアの「女性」を踏みにじっていた 「男性」

刺激が迎えられ， 「男性」と「女性」精神が融合した

からで，暫時完全な表現を創り出 している。 テーマは

もはや 「十字架のキリス ト」でなく， 「受胎告知」や

「聖母子」の喜びなどと， 喜びの爆発を示している。

この抱擁はボッティチエリ （1447-1501）で頂点に

達する。彼の 「キリ スト降誕」では，幼児キリ ストを

中心に聖母がそれを覆うように腰をかがめて祈り，父

は傍らで現世的 で顧みられず，幼児が「男性」 とし

て聖母 と求心的遠心的な力をかも し出して， 完全な

“religious”芸術となっている という。

次に約半世紀おく れてコ レッヂオ（1494-1534）に

なる ともはや 「聖母子」は象徴性を失ない，自分の経

験が知識としてきし示す生きた人物を描いており，

「男性」は無意識に「女性」と争い，次第に 「女性」

を圧倒し， ついには無に帰する現代芸術のさきがけと

なっている。彼を経て， アン ドリア・デノレ ・サノレト，

レンプラント， さらに印象派へとつずく。

ボッティチエリは，他方， ラフ ァエロ， ミケラ ン

ジエロにも先行していた。 ラフ ァエロ（1483-1520) 

は安定した幾何学的造形に達している。 「両性」の和
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合のある ところでは，両方の、活動力が組み合って，運

動と安定が同時に生じて満たされるのだカえ 彼の場

合，安定を求め，求める段階では宗教芸術であって

も， 「女性」の本質である聖母は中性にしかみえず，

「女性」街動に満足は発見できないとみて， 「男性」

は自らに反能して経験を越え，生を幾何学的に捉え，

抽象を創造したという。 ロレンスによれば， 「真理」

とは， 「両性」聞の和合が成就される瞬間の状態のこ

とである。乙の成就は肉体的（physical) な場合もあ

るが，専ら精神的なものである。ラファ エロの絵はこ

の成就された生の幾何学的象徴であり，乙の瞬間がす

べての生のコンテキス トから抽出され，永遠なるもの

とされており ，彼の「純粋真理」は永遠においてのみ真

である。逆に， ミケランジェ ロ （1475-1564）は肉体

的に 「女性」が支配的であるため自分自身を抽象でき

ず，同時にラフ ァエロ同様，彼に逆らいながらなおか

つ神秘的である 「女性」を発見できず，自分の芸術に

自分から肉体的満足を求めていたのである。なお，ラ

ファエロのような純粋 「男性」型は，プラト ンでギリシ

ア時代が終ったように，イ タリアのノレネッサンスはラ

ファエロで終り，永遠の抱擁，幾何学的抽象からひき

さがり，男女は「別個の存在」（theseparate identities) 

で、出逢い結び合っても必ずまた引きさがらねばならな

いという北ヨーロ ッパの考え方に移って行ーった。

ロレンスの判断ではノレネッサンスを過ぎて「キリス

ト教」（Christianity）の時代になる。それまでの「神」，

ラファエロやミケランジェ ロの｛士えた「神」は， 「才ぇ

遠の法律（おきて）」 (the Eternal Law）である

「父なる神」 (the Father）であった。 「父なる神」

では，われわれは全部一つの体，一つの肉体であった

カえ キリ ストでは，人は生を救うために生れかわり，

人は皆 「私は私」というこ と，自分は自分自身だとい

うこ とを知るこ とになる。

In God the Father we are all one body, one 

flesh. But in Christ we abjure the flesh, there 

is no flesh. A man must lose hi.s life to save it. 

All the natural desires of the body, these a man 

must be able to deny, before he can live. 

And then, when he lives, he shall live in the 

knowledge that he is himself, so that he can 

always say：“I am I.”（p. 465) 

ところで， われわれの最大の欲望は各人が自分自身

完全であふ自分自身の存在を喜ぶような 「男性」と

「女性」の瞬間的和合の成就であふこの成就への願

望を 「愛」 (Love）と呼んでいる。 そして， キリス
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トにおいては，乙の成就は肉体の礁と，精神の復活を

意味するのである。キリストがパンを取って，「取りて

食え，乙れは我が体なり」という時， 「両性」はそ乙

にその成就色男性は「新婦」を，女性は 「新郎」を

発見し， 「婚姻」が成立したのである。 ζ 乙に「法

律」 と「愛J，つまり，「父なる神」と「子なるキリス

ト」 (the Son）の聞に， 「聖霊」で結ばれていて

も，違いが生じている。そしてノレネッサンス以後，北

ヨーロ ッパ民族は肉体に失望して「愛」による成就を

選んTごのである。

And since the Renaissance, disappointed in the 

flesh, the northern races have sought the consum-

mation through Love; and they have denied the 

Father. (p. 468) 

こうして「光が世に現れた」。（Lightis come into 

the world, ) 人は従わねばならぬだけでなく，死し

て再び生まれなければならず，目前の欲望に目を閉ざ

し，暗黒のなかで完全な光を迎えなければならない。

精神において自分自身を知弘生命の光の中に蘇らな

ければならないのである。 「新約」では光がたえずキ

リストの象徴であり，芸術でも光は物体に浸透し，光

と物体が融合するにいたっている。

乙の最初の著しい例がレンプラン ト（1606-69）で

ある。彼では，われわれは明暗の接点に存在している

ことになり，生は全く新しい見方で把握されている。

「精霊」があって，別に自分自身があって，自分の存

在は 「精霊」との接触した状態になっており，人間皆

同胞ではなく， 多種多様であり，一つの「希望＿I'

「新婦J, 「精霊」があるfごけである。 各人が自分の

征服されない明白な存在を持ち，自分とは離れている

「精霊」との婚姻を求めている。レンプラントは現世

の新婦に経験があり，彼女に国執したいけれども，

「精霊」である 「新婦」は彼女を越えたと乙ろにい

る。従って彼は光のなかにいる自分を:J'j'{jl＼ている。つ

まり彼は肉体をもった女の向うに「新婦」をきがす必

要があった。こうして彼の抽象は望ましい「未知なる

もの」，「精霊」として「光」の形をとり，肉体を「精

霊」 と結婚させ，その結婚を通して成就しようと望

んだのであったが，異なる性質の，肉体と精神の和合

を計るという混同が生じている。何故か。 ロレンスの

洞察では，何世紀にも及ぶ場合もあるが，ある時代で

は，肉体を持った女が必ずレも「新婦」の至高の代表

ではなく， 「新婦」は「光」あるいは「暗黒」という

形で隠れていて「男性」はそれを肉体では認知できな

い。中世に 「新郎」が隠れていて声や風として認知で

きたのみで、あったように，となっている。 レンプラ ン

トの努力はターナー（1775-1851）で頂点に達した。

「精霊」の中に成就を求め，それを得ている。 「光」

を求め，肉体がなくなり，ついには一滴の血，日光の

なかの赤らんだしみになるまで「光」を求めて体に注

ぎ込んでいる。赤らんだ光が水晶のような光と完全に

融合し，体は消え，すべての生が一つになりきってい

る。彼の「新婦」は「光」であり，女から遊離した精

神において完全な婚姻をみている。しかし後期のター

ナーを見ると自分がちゃんとした手足を具えた人間で

あることを否定せざるを得ぬと述懐しているから面白

い。芸術は，あるいはどんな表現ふ完全になると嘘

になってしまう。 真理として存在している コンテキス

トの抽象として完全であるにすぎぬからだという。既

にみた通り， ラファエロがそうであった。肉体と肉

体，精神と精神の結婚が＂ Two-in-One”となっていな

いため，ターナーもラファエロ も雄だということにな

る。ボッティチエリではζの“dualmarriage，，が完全

であり，肉体と精神が「和解」しあっているが，ラフ

ァエロと ターナーでは，何れか一方が否定され“the

Father，，と“theSon”との聞の「調定者」（theRec-

onciler）としての「聖霊」 (the Holy Ghost) に対

する冒演になりかけているという。乙うして現代芸術

は「女性」の犠牲のうえに精神を自らの成就の場と し

たのはノレネッサンス以降の宗教と表裏一体の関係にあ

る。

IV 

ロレンスは「ハーディ論』のなかで， 芸術に志すも

のの過去の大家に対する心得として，その作家が心中

で「愛」と『法律」との聞の葛藤，（conflictof Love 

and Law）にどう苦しみ， 如何にして和解（recon-

cilia ti on）に達したかを研究Jすることだと述べてい

る。自戒の弁として受けとりたし1。と乙ろが，彼のノレ

ネッサンス以降の宗教的美術的文学的鳥眼図には，ハ

ーディも含めて，誰一人として 「愛」と「法律」との

聞に満足な和解をみたものはなかった。いうまでもな

し近代，現代はロレンスのいわゆる 「男性」 ， 「子

なるキリストJへの「愛」，という「男性」精神時代

であったからである。

The greatest utterance of Love has given ex-

pression to Love as it is in relation to the Law : 

so Rembrandt, Shakespeare, Shelley, Words-

worth, Goethe, Tolstoi. But beyond these there 



have been Turner, who suppressed the context 

of the Law; also there have been DostoievRky, 

Hardy, FJaubert. These have shown Love in 

conflict with the Law, and only Death the result-

ant, no Reconciliation. (p. 513) 

乙の鳥敵図のハーディに焦点を合わせ，等身大にま

で拡大すると，作家ハーディの心の中の葛藤からきこ

える声は，

It is the same c円rall through Hardy, this curse 

upon the birth in the flesh, and this unconscious 

adherence to the flesh. (p. 481) 

といううめき声であった。 ロレンスはこの苦しみの声

を自我実現のための個人の活動として“male”と“fe-

male”の自説の二元論の法則を縦横にあやつりなが

ら直裁に分折している。既にみたように，自己実現本

能に従う，独立した個人の貴族性体得度が評価の指標

となっている。

テスは「女性」が不活動になっており，他人を自分

の延長とはみず，他の存在には尊敬をはらう。乙の点

では貴族である。乙の態度から消極性が生れている。

しかしアレックは彼女の個人としての独立性を認め

ず，自分の欲望を満たすための自分に属しているもの

とみている。テスのみをその対象とするのに異常であ

る。が，その異常さに彼女を深くとらえる力がある。と

ころがアレックは受けるものを感覚的にとらえるだけ

で，それ以上の乙とはテスに対してできなかった。彼

は彼なりに「男性」的であるがただ肉体的に 「男性」で，

自分の 「女性」をさげすむテスに深入りしたために彼

女から殺されるこ とになる。精神的に＂ impotent”で

あったから。 従って， ロレンスは殺人は 「真実」

(true）であるこ とを認めている。 一方エンジエノレは

彼女と結婚するには自分のなかから彼の純粋な「男

性」を追い払らう必要があった。何故ならば，女と等

しく持っている彼の肉体， 感覚，とい う「女性」をそれ

はク リスチャンとして退けてこなければならなかった

からである。彼は世界を「男性原理」で、成立っていると

思っていた。自分の存在は認めても他人の存在は認め

なかった。 ロレンスから貴族のなかに列せられなかっ

た所以である。ただし，エンジエノレにしても，アレック

にしても，“thisdemocratic, plebeian age”のせい

で、立派な資質が狂った（wentwrong）のだという。

前者は自分自身のなかの「女性」を殺し， 後者は己れ

の「男性」を殺し， テスは地域社会の捉に破滅させ

られ， 「テスJは 「最大悲劇の要素」（elementsof 
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the greatest tragedy）を持つと評価している。

ハーディはアレックとアラベラを暗に3ド難してい

る，粗野で世俗的だとして。逆にロレンスは， アレッ

クはテスのような本質的に 「女性」的存在を選ぴ，彼

女に対して珍しい程情熱的であるのは，それなりに十

分高貴で，フイッパイアズや トロイ のように “atrue 

aristocrat，， に数え，アラベラは自分自身を信じ， 他

人の意見に惑されず，自分が世界の中心と思いこんで

いるが，“incharacter somewhat an aristocrat，， だ

という。自分の分相応の特質がジュードにあるのを直

感しており，彼女の「女性」は奔放で，彼をひきつけ

るだけのものがあり，また一面， 彼を欲したのではな

く，彼の人となりは拒絶し， 接触感を求めたのみで，

彼には完全な “manhood”を与えている。 ロレンスは

この見解の相違をハーディ の中にある「エンジノレ的性

質」（somethingof an Angel Clare）に帰している。

その伝で行けば，ハーディは貴族の資格を持たないこ

とになる。

ジュード はアラベラとの結婚で「男性」の存在を

得，学問への欲求の下で、の窒息状態から，生の状態を

獲得した。しかし，彼女が彼の知識欲を認めない乙と

から彼は宗教と学聞の町ク ライストミンスターに出

た。ただしロレンスは彼の学問欲そのものは非発展的

なもので，彼自身の生とは無関係な“obsession”とし

て彼の心の裏から刻扶してみせている。他方，彼はシ

ューを，フィーノレディングのアメリアから，デッキン

ズのアグニスを経て，彼女に至る系譜の中に位置ず

け，感情に動かされない，受身の女としてとらえ，ジ

ュードと同じく活力を失った旧家の出で，生をささえ

る 「女性」は生れた時すでに萎縮 していたとみてい

る。その残っている 「女性」を知性という火のなかで

焼き尽したい， 自分を 「男性」原理に一致させたいと

いう「男性」だけが彼女のうちで燃えていた0・テス も

エンジエノレも，アレックも そしてシユー も，自己の成

就のためには自分を異性に与えようと しない。 ロレン

スは女が自分の「女性」を裏切るのは自分が男から裏

切られることだという。シューの結婚は結婚でなく，

自分と相手の「男性」への服従にすぎなかった。彼女

の 「女性」精神が相手の 「男性」精神と“wed”しな

い，ここにロレンスはレンプラン卜， ターナーの系列

にみる混乱をみている。ジュードのみが子どもを持つ

のに自然であるというのも正鵠を得た批評である。

どんな肉体的徴候もシユーには混乱を来し，彼女の

生活原理は喜怒哀楽を越えた“ultra-Christian pri.n -

ciple-of living entirely according to the Spirit, 

to the One, male spirit , ...であ り，この主義と調和
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している時のみ彼女は彼女自身を得ていた。しかし現

実に 「男性」精神と調和するには，男から「男性」刺

激を，男の手の感触を受けねばならない。しかし， 受

けるだけで， 返しに， 彼に「女性」刺激を与えなく て

済む相手が，アラベラとの経験後， うちなる「女性」

を抑えていたジュードであった。こうして彼女は一方

交通的に彼の“malevitality” を吸収していった。

既に大学生が一人ζの一方交通の犠牲になっていた。

ジュードもシューを知るまでアラベラから専ら摂取

してふくれ上っていた生命力が表現の機会を求めてい

た時であり，互に知性を通して満足を求めあった。精

神的に自分を他者に与える喜びを彼は初めて味わっ

た。そして既成観念から自分を脱却させて，自分自身

の “individual flower，， をほころばせた。忍耐強い

年来の勉学を通してめぎしていた自己実現をシューが

一気に達成させたからである。アラベラの肉体的「女

性」とシューの白熱した精神的「男性」とを加えて彼

は完全な結婚を，「新婦」を，得たこ とになる。そして，

シューとの精神的昂揚した関係に彼のありあまる自己

を使い尽し，彼女の惹起する不思議な理解，純粋な

「男性」を体得し尽すと，彼等の結婚は終ったζ とに

なる，シューが “physicallyimpotent，，であったか

ら。彼女は本能的にそれを知っていた。 従って彼女の

フイ ロットソンとの結婚は正しい選択であったとロレ

ンスは読んで、いる。

シューは自分の「女性」を否定し，フイロットソン

との結婚で，礁を成就している。従って， 彼から ジュ

ードへ難を避けた時， ジュードの全人的自己実現欲求

に驚かざるを得なかった。彼が求めたのは “thequick-

ening, the primitive seed and impulse which 

should start him to a new birth" であったので、あ

る。先にみたロレンスの第二誕生説がそのまま顔をの

ぞかせている。これを得るには混乱する彼女の生の本

源まで捌る必要があった。彼女はイザベラの「女性」

が彼のこの面を満たすのを嫉妬して， 肉体を離れて輝

いていた星空から堕ちてこなければならなかった。そ

の瞬間に，あの礁を通して忠実であった「愛」，「光」

が消えうせてしまった。

ロレンスは彼等の径を自分の存在と，互の相手の存

在の条件を無視したことに帰している。 無理に肉体の

領域に侵入したという罪，社会に対してでなく， 自分

の存在，自分の生に逆らったが故に社会から本能的に

忌み嫌われるのだと断じている。

ノ＼ーデPィはアラベラとジュードとの子にシューと彼

との子二人を殺させ，本人も自殺させて世の非難を浴

びたが，ロレンスはここでも不自然な誇張は指摘しな

がら ，殺人の正当性を認めている。不自然な肉体の結

びつきは“blasphemy”であり，そのような親の存在

と子の存在とを両方同時には認められないという厳し

い宗教が論者に生きているからであるといえよう。旧

約時代まで捌って洞察して得たのが乙の道徳であっ

た。

And this tragedy is the result of over-develop-

ment of one principle of human life at the expense 

of the other ; an over-balancing; a laying of all the 

stress on the Male, the Love, the Spirit, the 

Mind, the Consciousness ; a denying, a blasphem -

ing against the Female, the Law, the Soul, 

the Senses, the Feelings. (p. 509) 

そして，自分の知性を放棄して，“utterorthodoxy，，の

なかへ罪の闘ないに帰っていくシューの後姿を見送り

ながら，彼女の存在，特別な美しい存在をいとおしん

でいる。自我探究のための「ハーディ論」であったか

らではあるまいか。ロレンスは創作意欲を胸にひめ，

沈黙の時代を克服するため乙の評論を手掛けたのであ

ったから。

After Sue, after Dostoievsky’s Idiot, after 

Turner’s latest _pictures, after the symbolist poe-

try of Mallarme and the others, after the music of 

Debussy, there is no further possible utterance of 

the peace that passeth all understanding, the 

peace of God which is Perfect Knowledge. There 

is only silence beyond this. (p. 512) 

ロレンスは， しかし， 第一， 第二ハーディ論では，人

間の既成の社会道徳に逆うだけで，生命自体の道徳，

自然はおきざりになっていると指摘して，シェークス

ピア等を悲劇の見本にしておきながら，終章では，現

代の悲劇作家ばかりでなく，ユリッピディスやシェー

クス ピアまで同一視してカタストロフィーを批判して

いる。例えば， 「ハムレットJのそれは“allfoolish” 

という。勿論“Law”と“Love”の聞に「和解者」

(the Reconciler）としての「聖霊」 (the Holy 

Spirit) の必要性を強調したいからである。するとロ

レンスは自我探求は 彼 なりに見届けたであろうが，

「和解者」はどうなったのだろうか。もう一度「ハー

ディ論』を書き直していたらどんな評論になったであ

ろうか。自分の作品を黙って指差しているようでもあ

る。
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「若きヴェールテルの悩み」について

一ーその成立の経過一一

瀬 一戸 洋

く昭和47年？月？日受理＞

Uber ”Die Leiden des jungen Werther“ 

In der Entstehung des ”Werther“kann man drei・Faktorendenken. Es ist das Erlebnis voロ

Goethe selbst in Wetzlar, Jerusalems Selbstmord und die Freundschaft mit Maxe. Hier will 

ich den Verlauf dieser Entstehung schildern. Was ich hier bearbeite, ist nichts Neues und 

nur mein Versuch 

（序）

「ヴェーノレテノレ」 (Die Leiden des jungen W er-

ther）の成立には，三つの事柄が混入されている。そ

れは，ヴェツラー（Wetzler) におけるゲーテ自身の

体験， 知人イェノレーザレム注1の自殺， そして，マク

セ2 との交遊である。ここでは，その成立の過程をた

どってみる。ことさら目新しいことではない，私なり

の試みである。

、lノ
a

冨・・・／，‘、

シュトラースフツレグ（Stral'burg）での学業を終え

たゲーテは， 1771年8月下旬，フランクフノレト (Fr-

ankfurt am Main）に帰った。 その後しばらく弁護

士を開業していたカえ 1772年5月25日，ヴニツラーに

赴いた。父の意図によるもので， ヴニツラーにある

帝国高等法院で勉強するのカえその目的である。しか

し，ゲーテ自身はあまり気が進まなかったようだ。ケ

ストナー3が友人に宛てた手紙に「この春，当地にフ

ランクフノレトからゲーテという人が来た。職業は法学

ドクトノレ， 23才，大金持のひとり息子， 乙乙で実務を

見習うため，というのが彼の父の意図であったカえ彼

自身の意図によると，ホメーロス，ピンダロスなどを

研究するため，そして，彼の天才と彼の心とが今後彼に

啓示するであろう仕事を研究するために」 4とある。

ウ、、ニツラーは人口5000位の小さな町である。人口か

ら比較すれば，フランクフノレトのる分の1にしかあた

らない。町全体が高等法院だけで成り立っているよう

なものである。その高等法院であるカえ内情は惨J階た

Hiroshi Seto 

るものである。ゲーテの自伝「詩と真実」（Dich tung 

und Wahrheit）には，次のようにある。

「17名の陪席判事では当座の書類を始末する事も到底

覚束なかったので，未決書類がうず高く積って，それ

が年々かさむ一方であった。 20000の訴訟事件が溜っ

ていて，毎年60件を処理することができたにすぎな

t°'o 5」

高等法院のこの実情を見て，ゲーテが非常に暗い気

持におそわれたで、あろうということは，想像に難くな

い。当初から法律にあまり関心のなかった彼tとすれば

なおさらの乙とである。彼は仕事よりむしろ自然に親

しむ。実際，ラーン (Lahn）渓谷にかこまれたヴェ

ツラー近郊の風景は素晴しいものであった。自然の美

しさを讃美した個所は「ヴェーノレテノレ」の中にも散見

することができる。例えば， 「こ乙の町そのものは感

じがよくないが，その代り，周囲の自然の美しさはい・

いようもない。」 6 「人を惑わす精霊がこの地方に漂

っているのだろうか。 又は，この世ならぬあたたかい

幻想が私の胸にあって，あたりのものなべてをかくも

天国に化して見せるのだろうか。」 7等々 。

乙のような自然環境における散策と並んで，ゲーテ

の心を慰めてくれたものは， 素朴な村人達や元気な青

年達との交遊であったc ヴニツラーにはドイツ諸邦か

ら多くの有為な青年が来ていた。その中に， 「ヴニー

ノレテノレ」の成立に切り離すことのできないケストナー

とイェノレーザレムがいたのである。

ケストナーはゲーテより 8才の年長で，ハノヴァー

(Hannover) 生れの司法官であった。ゲーテの自伝

には次のようにある。
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「彼は，悠揚としていつも変らぬ落ちついた態度，は

っきりした意見，しっかりしている言動で頭角を現わ

していた。快活な活動と擁まぬ精励によって，大いに

上官に嘱望され，ほどなく任官することが約束されて

いた。 8」

彼には4年前に婚約をいいかわした許嫁がいた。 ロ

ッテ 9である。 ロッテはドイツ騎士団管理主務官の次

女で， 当時19才であった。瞳の青い， 髪はブロンド

の，感じやすいが感傷的ではない，働く乙との好きな

女性であった。姉があまり乙まめで、なかったので， 9 

人の弟妹の世話は，食事のことから，衣服のことま

で，みんな彼女がとりさばいていた。ことに，1年前

母が亡くなってからは， 家政の一切をロッテがきりま

わしていた。ゲーテは「彼女は，はげしい情熱を人々

の心に起させるような婦人ではなかったカえ誰にでも

好かれるようにできている婦人であった。かわいらし

い華著な身体つき，純で健全な素質，それから生れて

くるほがらかな生気，日常の仕事の乙だわりのない取

りさばきぶり，そういう乙とみんなが彼女にあたえら

れていた。 10」と記している。

ゲーテがロッテを知ったのは，6月9日，舞踏会に

おいてである。 舞踏会にはケス トナーも参会し， イェ

ノレーザレムも来ていた。奇しくも「ヴェーノレテノレ」に

関係ある 4人が，一堂に会した訳である。乙の日のこ

とはケストナーの手紙に詳しい。

「ドクトノレ・ゲーテは，馬車で彼女と一緒になり，乙

ζで初めてロッテを知った。ロッテはゲーテの注目を

すっかり惹きつけてしまった。彼女の眼ざしは晴れわ

ずこった春の朝のようである。ことにこの日は。それと

いうのが彼女は舞踏が好きなものだから。との日，彼

女はいそいそとしていた。化粧も全くわざとらしいと

ころがなかった。彼は，彼女に，自然の美に対する感

情，自然的な機智よりもむしろ気まぐれを見てとった

のだ。彼はその日，羽田をはずしてはしゃいだ。ロッ

テは彼を完全に征服した。そうしようと少しも努めた

わけではなしむしろ楽しみに没頭していたので，な

おさら彼の心を捉えたのだった。翌日，ゲーテは舞踏

会の後のロッテの御機嫌は， と訪問して来た。そし

て，ロッテを，その長所とする家事の側からはじめて

知った。 11」

乙の時からゲーテはロッテのとり乙になってしま

う。法律関係の仕事は興味がわかず，無柳な毎日を過

ごしていた彼にとって， ロッテは一種のオアシスでも

あったろうか。彼は「私の胸の中には私の充たすこと

のできない空虚ができていた。それ故，私は愛情が何

らかの形であらわれてくると，それが知らぬ聞にしの

ζ）＼寄ってきて，どんな立派な‘決心も挫いてしまうよう

な心境にあったのである。 12」と記している。

ゲーテは毎日のようにブッフ家を訪れた。子供はな

っき，ロッテの父も彼を愛してくれた。婚約者のい

ることなど意に介せず，家の内であれ，外であれ，彼

はロッテの側を離れなかった。夢のような毎日であっ

た。

「こうして私達は楽しいー夏を送ったカえ乙れこそー

篇の純ドイツ的牧歌であった。豊穣な土地が乙の牧歌

に散文を供し，純潔な愛が詩を供した。私達は実る穀

物畑を迫造しながら、露深き朝の空i乙爽快を感じた。

雲雀の歌，鶏の声は， 心を娯ませる調べであった。日

が暑くなって，激しい雷雨が突然襲ってくる，そんな

事にも二人は一層よりそうようになるばかりTごった。

そうして家庭の幾多の些細な煩累も，つづく情愛によ

って苦もなく民い去られた。こうした平常の日がつぎ

つぎ重なっていったが，そのすべてが祭日のようであ

った。暦tζ記された日は全部赤く刷り変えねばならな

かった。 13」

乙のようなゲーテを，ロ ッテがどのように感じとっ

ていたかは， 詳らかでない。ただ，ケス トナーが彼の

介入を快く，思っていなかったのはたしかである。ケス

トナーの手になるものの中氏，その聞の事情を十分窺

うことができる。

「仕事がすんだあとで、恋人の所へ行ーく 。 ドクトノレ・ゲ

ーテがいる。彼は彼女を愛している。たとえ彼が哲学

者で，僕l乙好意をもっているにしても，彼は，僕が恋

人と楽しもうとして来るのを喜ばない。僕もまた彼に

は好意をもっているけれども，彼がただ一人僕の恋人

のもとにあって彼女と語り合うのを好まない。 しか

し，私は帰らなければならない。幸いに父（ロッテの

父親のこと）が来た。僕は落ちついた気持でいとまを

つげる。 14」

「大抵は彼が気の毒で、ならなかったカえ私の心に煩悶

が生じたこともある。それは私が一方ではロッテを彼

ほどには幸福にしてやれないと考え，他方では，彼女

を失いはしな~＇かという考えに堪えられなかったか

ら。 15」

乙のような三者の関係は長続きするものではない。

なんらかの決着をみないではすまない。ゲーテは 「堪

えがたい事情によっておいたてられるような羽田に陥

らぬ前に，自分から進んで立ちのく乙とに意を決した

のである。 16」この決意を助長したのは，親友メノレク 17

である。 「友人とは始終逢っていて，彼がしきりに説

きすすめるので，私は乙の地を去る決心を早めたので、

ある。 18」とゲーテは記している。彼は 9月11日ヴェ

ツラーを去る。彼はフランクフノレトからケストナーに

手紙を書いている。 「僕といえども，決して鈍物では



ない。ところが，僕は別れてきたのだ。英雄的行為と

か何とかいっても らいたいね。僕は自分に満足しても

いるカえ不満でもある。 19」と。

ロッテに心ひかれながらも彼女の許を去ったゲーテ

にとって，それまでの日々は悶々たるものであったろ

う。残念ながら， その事に関してゲーテに「詩と真

実」以上のものはない。ここではケストナーの日記を

中心に，それをたどってみる。

8月9日ケストナーの日記

「私はゲーテと一緒にガノレベンハイム（Garbenheim) 

に行った。途中，私達はこの世ゃあの世の人聞の使命

のシステムについて語りあった。意味深い， 重要な会

話であった。」

8月13日ケストナーの日言己

「私はギーセン（Giet1en）に行った。夜， 接吻の告

白を受ける。 ロッテと小さな争い。翌日はそれも再び

消散。 」

8月14日ケストナーの日記

「夕刻，ゲーテは散歩の折，ブッフ家に来る。彼は素

気ないもてなしを受け，直ちに去る。」

8月15日ケストナーの日言己

「夜10時に彼がやって来て，私達が門前に坐っている

のを見いだす。彼の花が投げやりに置きざりにしてあ

るのを知って，花を投げ捨てる。私はゲーテと夜の12

時まで街を散歩した。」

8月16日ケストナーの日言己

「ゲーテはロッテから説教をうけた。 彼女は彼に友情

以上のものを望んでもらいたくないと宣言した。彼は

色青ぎめ，非常に落胆しているようであった。

8月17日，メノレクがギーセンにやって来る。おそら

しゲーテを戒めに来たものと思われる。

8月18日ケストナーの日言己

「メノレクを当地で、待っていたゲーテは，徒歩でギーセ

ンに出かけていった。彼は主計官パッフの許でメノレク

に会った。」

8月28日はゲーテとケストナーの誕生日である。 27

日には，彼は 「一日中ロ ッテの側に坐っていた。豆を

むいて夜半までかかり， 28日は，お茶と人々の親しげ

な顔とでおとそかに明けた。 20」

9月5日， 3人は遠足の約束をしていたが，実行き

れなかった。 9月6日付，ケストナー宛てのゲーテの

手紙。 「僕は昨日午前中，ロッテがアッパッハ（Ats-

pa ch）に行かなかったのをぐちり，今朝も早くからそ

の続きをしています。」

9月10日ケストナーの日記

「夜， ドクトノレ・ゲーテがドイツ館を訪れた。彼とロ

ッテと私は意味深い話をした。話題は死後の状態や，
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離れ去ることや，再来等についてである。乙れは彼が

始めたのではなく，ロッテが始めたのだ。私達は，自

分達のうち最初に死んだ者カえできればあの世の状態

について，生きている人に知らせることをお互いに約

束した。ゲーテは全く打ちひしがれていた。 J

9月11日ケストナーの日記

「朝の 7時にゲーテは別れも告げず、に去った。彼は書

物にそえて私に手紙を送ってきた。午後，ゲーテの手

紙をロッテのと ζろに持って行く。彼女は彼の出発を

大変悲しんでいた。手紙を読むうち涙が眼にうかんで

きた。私達は彼の噌でもらきりだった。彼の乙としか

考えられなかった。」

(2) 

ゲーテはヴェツラーを去った後，直ちにフラクフノレ

トに帰る乙となし コープレンツ (Koblenz) に向

う。彼は，メノレクとラ ・ローシュ夫人21宅でおち合う

ことになっていた。ラ ・ロ シュ家の人々は，彼を温く

迎えてくれる。

「乙の高貴な家族の人達は非常に親切に私を迎え，す

ぐに私を家族の一員として扱ってくれた。母上（ラ・

ローシュ夫人のこと）とは，私の文学的また感傷的な

傾向で，父上とは，快活なー世俗的関心という点で，令

嬢達とは，私が青年という事で，いづれも親密になっ

た。 22」

乙乙に， 令嬢達とあるのは， ラ・ローシュ夫人の

娘，マキシミリアーネとノレイ ーゼ23のことであるが，

彼は特に，マキシミリアーネ，つまり，マクセに心ひ

かれるものを感じ，慰さめられもした。

温いもてなしの内でしばらく日を送った後で，彼

は，メノレクと一緒にフ ランクフノレトに帰った。

帰ってからも，ゲーテのロッテに対する思慕の念は

消えず，ロッテの影画を壁にかけて， 彼女の代りにし

ていた。そして， 「僕は心身をあげて，彼女の身辺を

はなれず，夜となく昼となく彼女の夢をみた。 24」「今

日は食事につく前に僕は心から君の画像に挨拶した。

僕は 1時間でも，君の許にいたいと思う。 25」等の手

紙を書き送っている。しかし，これらの手紙のひとつ

に「僕は自分の不機嫌さの最も暗い洞窟の中にはいり

こみたい。 26」 とあるが，ゲーテの心に自殺の影がか

すめたのは，乙の頃であろうか。自伝に「私はかなり

多くの武器を集めていたその中に，一振りの立派な研

ぎすまされた短剣を所有していた。この短剣を，いつ

もベッドの傍へおいて，そうして燈火を消す前に，そ

の鋭い切先を，二 ・三す胸に突込むことができるかど

うかを試めしてみた。 27」 とある。しかし，自らをい
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たずらにあやめることは許きれないと確信した彼は， 談をも ちかけ， 事態をも っと悪化させる結果になった

生きて行くことに意を決したのである。だが，生きて のである。ゲーテは，かかる状態がうとましく，堪え

行くためには，詩人としての任務を遂行しなければな がたいものになってくる。自伝に「まもなく，私はこ

らなかった。感じた乙と，考えたことを，言葉に表現 の状態に全く堪えられなくなり，乙うして中途半端な

しなければならなかった。 「しかし，それは形を成す 状態から生じがちな，あらゆる人生嫌悪が，二重， 三

氏至らなかった。それらのものの具体化と見られるひ 重に私にのしかかってくるような気がした。 33」とあ

とつの事件，話の筋がなかったのである。 28」 る。

丁度その頃，ライプチッヒ（Leipzig）時代からの ゲーテは，人妻であるマクセとの交遊によって生じ

知人であるイェノレーザレムが人妻との恋に敗れ自殺を た諸々の事柄を体験して，はじめて，イェノレーザレム

とげる。自殺の報に接するや，ゲーテは， 事情を調べ の心境を体得する乙とができた。そして，乙れまで完

るべく，ヴェツ ラーに出かけて行った。彼は1週間帯 成をみなかった 「ヴェーノレテノレ」が，彼の眼前に雰霧

在して帰る。その際，ケストナーに，イェノレーザレム としてき，一気阿成に書き上げてゆく。

の自殺に関する詳細を依頼した。乙れに対し，ケスト 「私は，彼（イェノレーザレムのζ と）と私との遭遇し

ナーは「ヴェーノレテノレ」の第二部の骨子となった，極 た事実を，単に静観的に眺めただけでなくて，折しも

めて詳細な大部の報告をゲーテに送る。 ζれを手にし 私に起った類似の事柄のために激情を震揺されたの

た時，今まで漠然として，具体化していなかった話の で，その時に企てた創作には，詩に属する事と現実と

筋が，はっきりしてくる。 の境界を許きないようなあらゆる情熱が吹き込まれず

「まもなくその事件の最も精確詳細な記述を知った。 にはいなかった。乙うした状況のうちに，長い間色々

その瞬間に， 「ヴェーノレテノレ」の構想が発見されたの とひそかに準備したのち，かの 「ヴェーノレテノレ」を全

であった。あたかも，氷点にあった壷中の水が，ほん 体の設計または部分の取扱いについて予じめ何も書き

の些細な振動によって，たちまち固い氷に化するよう とめておくようなことをしないで， 4週間で書き上げ

なものだった。 29」 た。 34」

しかし， 「尋常でない複雑な内容をもった作品30」

は，一朝一夕には成らなかった。 ロッテに恋をしてい

たゲーテをもってしでも，人妻を愛したイェノレーザレ

ムの気持を感知することはできなかったのである。ゲ

ーテがイェノレーザレムの気持を，身をもって実感し，

「ヴェーノレテノレ」が熟するには，マクセの登場を待た

ねばならない。

1774年1月15日，マクセは，ブレンターノ31 と結婚

すべく，フランクフノレトにやって来る。それまで孤独

に苛なまされていたゲーテは，乙の乙とを非常に喜ん

だ。 Tごカえマクセの結婚は，決して幸福なものとはい

えなかった。当時18才のマクセが結婚した相手ブレン

ターノは， 5人の父親であった。マクセは後妻であっ

た。5人の子供の母親になるには，マクセはあまりに

幼なすぎたし，それに，乙れまで育ってきた文学的雰

囲気と，商家では，環境の違いも著しかった。どうし

ても歯e車はかみ合わなかったのである。マクセはその

不満のはけ口をゲーテに求めた。マクセに対する愛着

も相まって，ゲーテはしばしばブレンタ ーノ家を訪れ

た。メノレクは， 「彼は，かわいらしいブレンタ ーノ夫

人を，油やチーズの臭いや，その夫の行儀について慰

めるという役目がある。 32」 と述べている。だが，若

いゲーテの登場は，ブレンタ ーノにとって，決して歓

迎できるもので、なかったのは当然である。必然的に色

々ないざこざが生じた。すると，関係者はゲーテに相

(3) 

ここで， もう一度「ヴェーノレテノレ」制作の過程を，

ゲーテの手紙を中心としてたどってみる。

まず， 1773年4月14日，ケストナーに宛てた手紙の

中に，冗談めいた形で， 「ヴェーノレテノレ」の消息があ

らわれてくる。

「もし，君が嫉妬するような乙とがあれば，僕は，

上手に君の特徴をとらえて， 舞台にかけてやるつもり

Tご。」

ところが，乙れは冗談で、はなかったらしく， 7月18

日になる と，ゲーテが， 「ヴェーノレテノレ」の戯曲化を

計画しているのが，明白になってくる。

円年前の今頃は，僕は確かにロッテのかたわらに坐

っていました。僕は自分の立場を戯曲化しています。

神や人聞にたてつくような事があってもかまいませ

ん。ロッテが見たらどんな事を言うか。又僕カえそれ

にどんな答えをするか，僕には解っています。」 （ケ

ストナー宛）

しかし，乙の題材は戯曲になりにくかった。 9月15

日， 「今，小説にとりかかっていますが，仕事は遅々

として進みません。」 （ケストナー宛）とあるのは，

明らかに「ヴェーノレテノレ」のことであろう。

その後， 「ヴェーノレテjレ」の消息は杏として消え，



明けて， 1774年， 2月中旬のラ ・ロ シュ夫人への手紙

に 「ヴェーノレテノレ」制作に着手したことがはっきりし

てくる。

「あのかわいい娘さんが，あなたがここを去ってから

私が始めた制作について手紙を書き送ったでしょう。

実際，私は制作を開始したのです。 」

同じくラ・ローシュ夫人に宛 てた手紙に 「あれは

（「ヴューノレテノレ」のこ と） あなたがおたちになった

翌日に筆をそめ，一気に続けて，完成致しました。35」

とあるから， 「ヴェーノレテノレ」を書き始めたのは，17

74年 2月 1日である。因に，夫人は 1月末日フランク

フノレト をたっている。 それから 「4週間dで書き上げ

た36」訳だから，完成は 2月下旬か，おそらく 3月で

あろう。

と乙ろで，最初，戯曲の記画であった 「ヴニーノレテ

ノレ」が，書簡体小説に変わったことについて， ゲーテ

は 「乙の推移は，主として独自さえ対話に変えていっ

た作者の性癖に基くものであった。 37」 と述べている

が， jレソー38の「新エロイーズ（Neue Heloise 17 61 ）」

をはじめとする，当時の書簡体小説の影響も否定でき

まい。

3月頃完成をみた 「ヴェーノレテノレ」は， 5月中にラ

イプチッヒのパイガント（Weygand）書店に送られ，

ミヒァエノレ祭 （9月29日）の見本市に市場に出た。

ケス トナ一夫妻に対しては，それ以前， 7月16日に

「近いうちに僕と多くの類似点を持つ一人の友を送り

ます。君達 がその友を快く迎えてくれる事を望みま

す。彼はヴェーノレテノレといいます。 」と「ヴェーノレテ

jレ」を予告し， 9月20日頃，未だ本が市場に出る以前

に，見本を一部送っている。これを読んだケス トナー

は，自分達の姿が極端に歪められているこ と等を理由

に，不満の意を表明し， ゲーテを非難した。これに対

し， ゲーテは 「ヴェーノレテノレ」はいかなる乙 とがあっ

ても撤回した くない旨を告げ，改作を約した。

「君が辛抱してくれれば，君の心配，君の迷惑は，夜

の幻のよう に消えてしまうだろう。 しかし， ここで僕

は次の事を約束しよう。即ち，おしゃべりな大衆は豚

の如きものであるが，彼らの内にまだ残っているかも

しれない疑惑，曲解の一切を，最も無比な，最も誠実

なやり方で， 1年の内に，清涼な北風が務や認を吹き

払う如く，拭い去ることを。 39」

1年以内にはと，約束したものの仲々はたされず，

現在，我々が 「ヴェーノレテノレ」 と呼ぴならわしている

決定版が出たのは，1774年の初版から13年後の， 1787

年ゲッシェン（Goschen）版においてである。
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（注）

1) Karl Wilhem Jerusalem (1747-1772) 

2 ) Maximiliane (Maxe) Euphrosyne Brentano 

(1756-1793) 

3) Johann Christian Kestner (1741-1800) 

4 ) Kestner an August von Hennings 1772 

5) Goethes Werke (Hamburger Ausgabe) Bd. 

9. s. 423 

6 ) Goethes W erke (Hamburger Ausgabe) Bd. 

6. s. 8 

7 ) Goethes W erke Bd. 6 . S. 9 

8 ) Goethes Werke Bd. 9. S. 432 

9 ) Charlotte Sophie Henriette Kestner ( 1753-1828) 

10) Goethes Werke Bd. 9 . S. 432 

11 ) Kestner an von Hennings 18. November 1772 

12) Goethes Werke Bd. 9 . S. 431 

13) Goethes Werke Bd. 9. S. 434 

14) Kestners Tagebuch Ende Juni 1772 

15) Kestner an von Hennings 18.November 1772 

16) Goethes Werke Bd. 9 . S. 443 

17) Johann Heinrich Merck (1741-1791) 

18) Goethes Werke Bd. 9 . S. 443 

19) Goethe an Kestner 10. April 1773 

20) Goethe an Charlotte Kestner 26. -31. 

August 1774 

21) Marie Sophie von La Roche ( 1731-1807) 

22) Goethes W erke Bd. 9 . S. 445 

23) Mohn Louise 

24) An Kestner 25. September 1772 

25) An Charlotte Buff 8. Oktober 1772 

26) An Charlotte Buff 8 . Oktober 1772 

27〕GoethesWerke Bd. 9. S. 465 

28) Goethes Werke Bd. 9 . S. 465-S. 466 

29) Goethes Werke Bd. 9 . S. 466 

30) Goethes Werke Bd. 9 . S. 466 

31) Peter Anton Brentano (1735-1797) 

32）ビーダーマン編「ゲーテ対話録」1774年2月メノレク

33) Goethes Werke Bd. 9. S. 467 

34) Goethes Werke Bd. 9. S. 467 

35) Goethe an La Roche Mai oder Juni 1774 

36) Goethes Werke Bd. 9. S. 467 

37) Goethes Werke Bd. 9 . S. 459 

38) Jean Jacques Rousseau (1712-1778) 

39) Goethe an Kestner 21. November 177 4 

訳文に関しては，次のものを使用，参照した。

「若きヱノレテノレの悩み」竹山道雄訳 岩波文庫

「詩と真実」小牧健夫訳 岩波文庫

ゲーテ全集第29. 30巻 木村謹治訳 改造社
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区ヨ

ひ
と
こ
ゑ
を
ほ
の
か
に
な
き
て
ほ
と
〉
き
す
月
の
よ
ひ
と
よ
物
思
は
せ
け
り

乙

と

み

ち

乙
の
ま
よ
り
に
は
に
移
ふ
夕
ひ
か
け
秋
の
い
ろ
に
も
な
り
に
け
る
か
な

あ

き

の

う

た

ま

き

を

の
き
ち
か
き
ひ
と
む
ら
荻
を
う
ち
な
ら
し
け
さ
ふ
く
か
せ
ゃ
あ
き
の
初
風

と
き
し
ら
ぬ
物
と
思
ひ
し
を
た
ま
さ
〉
の
は
わ
け
の
か
せ
そ
あ
き
を
し
ら
す
る

ヨ三フ『-t;; ノ「、

も

と

あ

き

人
な
ら
は
や
と
か
き
ま
し
を
む
ら
き
め
に
ぬ
れ
つ
〉
す
く
る
は
っ
か
り
の
こ
ゑ

な

ほ

ま

さ

か
と
た
に
は
い
っ
か
な
れ
な
ん
お
ち
か
た
に
け
さ
な
き
そ
め
し
あ
ま
っ
か
り
か
ね

プUCコ

ま

ゆ
た
か
な
る
あ
き
の
た
の
も
を
吹
風
も
タ
に
な
れ
は
お
と
そ
か
な
し
き

す

け

ち

か

〉

も

と

に

て

月

を

み

て

よ

め

る

も

と

あ

き

た
ち
し
げ
る
に
は
の
乙
の
ま
を
ゆ
き
か
へ
り
み
や
ま
に
〉
た
る
月
を
み
る
か
な

す

け

ち

か

山
さ
と
は
秋
の
す
ゑ
乙
そ
い
と
な
け
れ
し
く
れ
ぬ
さ
き
に
こ
の
は
か
く
と
て

ふ
ゅ
の
は
し
め
の
う
た

の
こ
り
な
く
木
の
は
は
ち
り
ぬ
あ
き
し
の
や
と
や
ま
の
わ
ら
や
か
す
み
ゆ
る
ま
で

ま

き

を

ね
き
め
に
は
あ
ら
れ
の
お
と
〉
き
〉
し
か
と
け
ふ
も
し
く
れ
の
雨
そ
ふ
り
け
る

つ

る

こ

き
た
め
な
き
こ
ろ
と
も
い
は
し
こ
の
こ
ろ
は
く
る
〉
よ
こ
と
に
し
く
れ
ふ
り
つ
〉

も

と

あ

き

こ
の
乙
ろ
の
し
く
れ
の
雨
に
き
の
山
も
お
ほ
き
の
山
も
〉
み
・ち
し
に
け
り

乙

と

み

ち

わ
か
〉
と
の
こ
た
ち
に
さ
え
て
み
え
き
り
し
と
ほ
や
ま
の
は
〉
ゆ
き
ふ
り
に
け
り

ま

き

を

み
る
ほ
と
も
な
く
て
そ
け
ぬ
る
初
雪
の
ふ
れ
る
も
し
ら
で
あ
き
い
し
ぬ
れ
は

つ

る

乙

神
ま
つ
る
か
た
山
さ
と
の
さ
と
か
く
ら
さ
と
ひ
た
る
乙
そ
あ
は
れ
な
り
け
れ

き

を

庄司三三F ’－ ノ、イコーノー、プU

Eヨ
亡コ

た

ひ

の

乙

〉

ろ

を

よ

め

る

こ

み

ち

た
ひ
に
し
て
ふ
る
さ
と
人
を
み
る
と
き
は
わ
か
た
ら
ち
ね
に
あ
ふ
乙
〉
ち
す
る

あ

る

人

の

か

に

よ

め

る

ま

さ

を

き
み
か
家
の
そ
ら
さ
り
か
て
に
な
く
つ
る
は
な
れ
も
ち
と
せ
の
と
も
や
こ
ふ
ら
ん

と

区ヨ

乙

と

み

ち

書
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徒

妖

集

わ
か
や
と
の
う
し
ろ
な
る
を
か
の
へ
に
花
の
き
を

う
ゑ
ん
と
て
め
子
ら
と
っ
ち
を
た
ひ
ら
け
〉
る
時

人
の
か
た
な
せ
る
す
ゑ
も
の
を
え
た
り
そ
の
さ
ま

僧
に
〉
て
そ
う
に
あ
ら
す
そ
く
に
〉
て
俗
に
も
あ
ら

す
つ
ら
／
＼
お
も
ふ
に
こ
れ
わ
か
尊
み
奉
れ
る

か
の
兼
好
ぬ
し
あ
れ
い
て
給
へ
る
な
り
け
り
と

や
か
て
か
の
ぬ
し
と
い
や
ま
ひ
奉
り
て
い
つ
き

ま
つ
り
つ
〉
そ
の
御
社
を
つ
れ
／
＼
の
神
社
と

み
な
に
お
は
せ
奉
り
ぬ
き
て
わ
か
と
も
か
き
の

う
た
を
よ
み
て
ゑ
ら
は
し
む
る
に
た
〉
こ
の
ぬ
し
の

い
に
し
へ
の
う
た
は
や
す
く
す
な
ほ
に
し
て

す
か
た
も
き
よ
ら
に
あ
は
れ
も
ふ
か
く
み
ゆ
と
か

き
お
か
せ
給
へ
る
を
師
と
お
ふ
き
奉
り
て

よ
し
あ
し
を
は
ん
し
ぬ
れ
は
わ
か
乙
〉
ろ
に
で

も
の
し
た
る
に
は
あ
ら
て
乙
の
ぬ
し
の
み

を
し
へ
に
な
ん
さ
れ
は
そ
の
み
や
し
ろ
の

み
な
に
お
は
せ
て
つ
れ
／
＼
歌
集
と
は
し

か
き
し
た
る
な
り

天
保
六
年
三
月
二
川
相
近
し
る
す

区ヨ

は

る

の

う

た

す

け

ち

か

わ
か
な
つ
む
か
と
た
の
ゆ
き
に
あ
と
つ
け
て
は
る
と
し
ら
す
る
み
や
乙
ひ
と
か
な

い
た
つ
ら
に
わ
か
み
は
お
い
ぬ
み
よ
し
の
〉
よ
し
の
〉
は
る
の
花
も
み
な
く
に

か

つ

な

ほ

け
ふ
そ
き
く
み
山
か
く
れ
の
古
巣
よ
り
い
て
こ
し
ま
〉
の
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

は
る
さ
め
を
な
み
た
に
な
し
て
う
く
ひ
す
の
う
つ
ろ
ふ
花
の
え
た
に
な
く
な
り

わ
か
や
と
の
梅
の
き
か
り
に
さ
く
こ
ろ
は
こ
ひ
し
き
ひ
と
に
と
は
れ
ぬ
る
か
な

ま

さ

を

ヨヨL

ーノ、

う
く
ひ
す
の
は
つ
ね
を
の
へ
に
き
〉
し
よ
り
わ
か
な
つ
み
に
と
い
て
ぬ
日
は
な
し

ゃ
と
こ
と
に
さ
け
る
物
か
ら
う
め
の
は
な
み
に
乙
と
つ
く
る
人
そ
う
れ
し
き

4コ，『、

は

る

つ

ね

あ
し
ひ
き
の
か
た
や
ま
さ
と
に
わ
か
す
め
は
き
〉
し
の
こ
ゑ
を
ま
っ
そ
き
〉
つ
る

プu

乙

み

↑

り

た
ち
い
つ
る
小
ま
っ
か
は
ら
そ
め
つ
ら
し
き
ふ
ゆ
こ
も
り
し
て
ほ
と
を
へ
ぬ
れ
は

は
る
か
す
み
へ
た
つ
る
け
さ
は
や
ま
も
な
し
か
き
り
も
わ
か
ぬ
の
へ
と
み
え
つ
〉

と

Cコヨ三 区ヨ

》
」
中
の

L
O

や
ま
さ
と
の
花
の
あ
る
し
と
い
つ
な
り
て
う
き
世
の
と
も
を
わ
れ
は
ま
っ
へ
き

お
も
ひ
て
〉
人
も
や
く
る
と
ま
っ
ほ
と
に
か
き
ね
の
梅
は
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

す

け

ち

か

か
へ
る
か
り
と
ま
り
や
す
る
と
ひ
く
乙
と
に
う
は
の
そ
ら
な
る
ね
そ
か
よ
ひ
げ
る

な

ほ

ま

さ

わ
か
〉
と
の
た
の
も
に
な
れ
し
か
り
か
ね
の
か
へ
り
し
の
ち
の
は
る
の
さ
ひ
し
さ

よ
ふ
乙
と
り
よ
ふ
乙
ゑ
す
れ
と
ゆ
ふ
く
れ
は
や
ま
へ
も
見
え
す
か
す
み
乙
め
つ
〉

乙

と

み

ち

さ
く
ら
ち
る
こ
ろ
に
し
な
れ
は
い
ほ
の
と
を
ひ
ら
き
も
あ
へ
す
人
そ
聞
け
る

き
の
ふ
け
ふ
乙
〉
ら
の
花
も
ち
り
し
か
と
こ
す
ゑ
の
い
ろ
は
か
は
ら
さ
り
け
り

か

つ

な

ほ

や
き
す
て
し
の
へ
の
け
ふ
り
の
き
え
や
ら
て
か
す
み
に
の
乙
る
は
る
の
ゆ
ふ
く
れ

は

る

つ

ね

わ
か
や
と
の
か
と
た
の
ゆ
た
ね
ま
き
つ
れ
は
や
か
て
か
は
つ
の
こ
え
そ
き
こ
ゆ
る

や
よ
ひ
の
ふ
た

つ

あ

り

け

る

と

し

に

つ

る

こ

乙
の
は
る
は
ひ
か
す
お
ほ
か
る
は
る
な
れ
と
花
の
ひ
か
す
は
か
は
ら
さ
り
け
り

は

る

の

は

て

に

ま

き

を

き
の
ふ
け
ふ
さ
き
ぬ
る
も
の
を
山
吹
の
は
な
を
の
こ
し
て
は
る
は
い
に
け
り

な

つ

の

う

た

と

と

み

ち

み
か
く
れ
に
ふ
〉
み
し
さ
は
の
か
き
つ
は
た
よ
の
ま
の
雨
に
さ
込さ
い
て
に
け
り

つ

る

こ

な
つ
く
さ
の
し
け
み
か
中
を
ゆ
く
み
つ
の
あ
た
り
し
ら
せ
て
と
ふ
ほ
た
る
か
な

- 64 -
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⑬ 

題

し

ら

す

直

ゆ
ふ
き
り
に
の
き
は
の
や
ま
は
見
え
ね
と
も
っ
と
ふ
か
け
ひ
の
お
と
の
き
や
け
さ

題

し

ら

す

ま

き

を

を
や
ま
た
の
お
し
ね
か
り
ほ
す
ひ
ま
も
な
く
し
く
れ
な
か
ら
に
く
る
〉
あ
き
か
な

題

し

ら

す

す

け

ち

か

〉

女

も
み
ち
見
に
ゆ
か
ま
し
も
の
を
け
ふ
も
ま
た
し
く
れ
な
か
ら
に
く
れ
に
け
る
か
な

ち

と

り

を

も

と

あ

き

ち
と
り
な
く
乙
ゑ
を
き
そ
へ
は
か
は
か
せ
の
ふ
き
く
る
ζ

と
に
な
つ
か
し
ユ
さ
か
な

対
月
憶
昔
と
い

ふ

こ

と

を

島

常

徳

思
ふ
そ
の
よ
〉
の
む
か
し
も
く
も
り
な
き
っ
き
の
か
〉
み
に
か
け
て
と
は
〉
や

題
し
ら
す

定

賀

と
し
を
へ
て
か
は
ら
ぬ
も
の
は
わ
か
や
と
の
の
き
は
の
ま
つ
の
み
と
り
な
り
け
り

回
目

⑬ ⑫ ⑬ ⑬ ＠ 

八

段

文

V
（乙）

逼
請
書
山
里
集
終

振
那
之
詩
日
域
之
歌

及
天
篤
之
伽
陀
其
義

一
也
日
中
感
子
心
外
発

子
詞
其
至
也
動
天

地
泣
鬼
神
実
為

其
然
也
大
士
日
裟
婆

教
体
音
聞
為
勝
以

是
教
人
自
聞
思
修

入
三
摩
地
今
在
斯

集
亦
当
作
如
是

観
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書｜陸｜
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人
の
家
に
は
玄
陳
か
か
き
て
奉
り
し
歌
詞
の
ふ

み
な
と
も
は
へ
れ
は
こ
の
歌
よ
む
わ
さ
は
わ
か

君
の
御
心
に
も
か
な
ひ
て
ん
か
し
天
保
四
年

さ
っ
き
二
川
相
近
し
る
す

〈
歌
〉
（
乙
）

① 

さ
く
ら
を
よ
め
る

山
桜
思
ふ
あ
ま
り
に
世
に
経
れ
は
華
乙
そ
人
の
命
な
り
け
れ

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

忠
之
公
の
御
歌
な
り
と

③ 

さ

く

ら

の

花

の

ち

り

け

る

を

見

て

知

山
深
み
人
も
と
ひ
こ
す
桜
花
散
を
〉
し
む
も
我
の
み
に
し
て

正
保
四
年
仰
乙
と
か
う
ふ
り
て
日
光
山
に
ま
か
り
け
る
時
華

厳

の

滝

の

も

と

に

て

よ

め

る

竹

森

貞

立
よ
れ
は
水
の
乙
〉
ろ
も
お
も
は
ゆ
し
老
に
く
ち
に
し
影
や
う
つ
る
と

病
し
て
よ
は
く
な
り

け

る

時

衣

笠

八
十
あ
ま
り
つ
く
り
お
き
た
る
罪
科
を
今
き
り
払
ふ
吹
毛
の
剣

題
し
ら
す

仰
く
此
神
の
恵
に
家
の
風
い
く
よ
さ
か
え
て
吹
っ
と
ふ
ら
ん

此
歌
は
あ
る
人

継
高
公

雲
照
権
現
の
御
宮
に
奉
ら
せ
給
ひ
げ
る
御
歌

な
り
と
な
ん
申
す

③ 

玉三
)if!.. 

① ① ① 

八
歌

V
（丙）

谷

の

ほ

と

り

の

梅

を

ま

う
く
ひ
す
を
み
や
こ
の
た
ひ
に
や
ら
し
と
や
た
に
の
と
も
り
で
に
ほ
ふ
む
め
か
え

題

し

ら

ず

も

と

あ

故
郷
の
ま
か
き
か
も
と
の
わ
す
れ
く
さ
は
る
は
わ
す
れ
す
色
い
て
に
け
り

① 

常幸斗
d

をき

① 

は
る
の
う
た
と
て
よ
め

る

た

や
ま
ひ
と
の
つ
ま
き
に
さ
せ
る
乙
の
は
な
は
わ
か
ま
ち
わ
ひ
し
さ
く
ら
な
り
け
り

と

な

り

な

る

は

な

の

さ

き

た

る

を

見

て

ま

さ

は
な
み
に
と
け
ふ
は
さ
ら
に
や
と
ひ
て
ま
し
ひ
乙
と
に
な
る
〉
と
な
り
な
か
ら
も

植
木
の
き
と
な
る
道
林
寺
の
は
な
見
ん

と
お
も
ひ
立
け
る
こ
ろ
そ
の
あ
た
り
な
る
山

か
つ
に
と
ひ
け
る
に
い
か
に
は
へ
る
や
ら
む
ま

た

き

か

す

ゃ

な

と

い

ら

へ

け

れ

は

大

賀

信

乙
〉
ろ
み
に
ま
っ
と
ひ
て
ま
し
や
ま
か
つ
の
た
よ
り
を
ま
た
は
花
や
ち
る
ら
ん

三
月
の
末
っ
か
た
元
啓
か
も
と
に
消
息

し

げ

る

つ

い

で

に

き

た

み

さ
く
ら
ち
る
や
と
を
し
と
ひ
て
も
ろ
と
も
に
く
れ
ゆ
く
は
る
も
を
し
み
て
し
か
な

ち

占

d

み

ちを

① 

敏

⑤ ① ⑦ 

は

る

の

歌

と

て

よ

め

る

こ

み

や
ま
ふ
き
の
は
な
み
に
く
れ
は
み
よ
し
の
〉
よ
し
の
〉
か
は
に
か
は
つ
な
く
な
り

題
し

ら

す

き

た

み

ち

し
ろ
た
へ
に
う
の
は
な
さ
き
ぬ
き
の
ふ
ま
て
は
る
を
〉
し
み
し
に
は
の
ま
か
き
に

卯

華

を

よ

め

る

松

田

正

好

わ
か
や
と
の
か
き
ね
の
う
っ
き
花
さ
け
は
ゆ
き
に
と
ひ
と
し
ひ
と
そ
ま
た
る
〉

一 位 一

と

ち

① ① ⑬ 

題
し

ら

す

ま

き

を

ひ
く
ら
し
の
乙
ゑ
す
る
か
た
そ
な
つ
か
し
き
ゆ
ふ
ひ
さ
し
い
る
や
と
に
す
ま
へ
は

⑪ 

納
涼
の
乙
〉
ろ
を

な
ら
か
し
は
し
げ
る
こ
か
け
の
ゆ
ふ
す
〉
み
そ
て
に
お
ち
く
る
か
せ
の
す
〉
し
き

比
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
な
ん
い
へ
る

題

し

ら

す

定

賀

い
つ
し
か
も
あ
き
〉
に
け
り
と
つ
け
か
ほ
に
ゆ
ふ
か
せ
そ
ょ
く
に
は
の
を
き
は
ら

秋

の

歌

の

う

ち

に

ま

き

を

は
な
は
み
な
う
つ
ろ
ひ
は
て
〉
あ
き
か
ほ
の
も
み
ち
に
の
こ
る
つ
ゅ
の
あ
は
れ
き

露

を

よ

め

る

み

⑫ ⑬ 

乙

と

ち

⑬ 

野
辺
と
を
き
み
や
ζ

の
ひ
と
に
見
せ
て
し
か
と
の
は
つ
あ
き
の
庭
の
し
ら
っ
ゆ
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五
（
〕
五

手
に
と
る
も
す
き
ひ
は
か
り
の
梓
弓
お
さ
ま
れ
る
よ
の
た
め
し
に
そ
ひ
く

ネ甫
山

里

和

歌

集

手冬

元
啓
か
つ
て
歌
よ
む
乙
と
を
と
の
み
け
る
か

さ
え
も
と
も
し
く
和
漢
の
こ
と
に
も
く
ら
け

れ
は
そ
の
よ
み
い
て
た
る
は
い
と
っ
た
な
く
な
ん

さ
れ
と
も
〉
と
よ
り
こ
の
め
る
道
に
し
あ
れ
は

そ
の
っ
た
な
き
を
い
と
は
で
わ
か
よ
め
る
も
人

の
よ
め
る
も
ま
た
古
人
の
よ
め
る
を
も
ひ
と
つ
に

か
い
つ
け
お
き
ぬ
こ
れ
を
つ
れ
／
＼
な
る
を
り
の

な
く
さ
め
と
は
せ
し
な
り
こ
れ
に
ま
さ
れ
る
た
の

し
み
や
は
あ
る
か
く
て
あ
ま
り
に
か
す
つ
も
り

に
た
れ
は
そ
の
な
か
に
わ
か
乙
〉
ろ
に
い
と
〉

あ
は
れ
に
お
も
ほ
え
た
る
を
ひ
と
ま
き
と
な
し
て

山
里
う
た
あ
つ
め
と
な
に
お
は
せ
た
り

天
保
四
年
五
月
石
松
元
啓
み
つ
か
ら

識
す

遺

〈
序
文
〉
（
乙

・丙）

う
た
は
思
ふ
こ
と
を
の
ふ
る
物
な
れ
は
こ
〉
ろ
の
ま
〉
に

い
ひ
い
つ
る
そ
う
た
の
も
と
な
る
さ
れ
は
そ
の
お
も
ひ

に
よ
り
て
し
ら
へ
の
あ
か
れ
る
も
く
た
れ
る
も
あ
る
へ
し

ま
た
乙
と
は
に
よ
り
て
き
こ
ゆ
る
も
き
こ
え
ぬ
も
あ
り
ぬ

へ
し
な
か
こ
ろ
う
た
あ
は
せ
て
ふ
こ
と
の
あ
り
し

よ
り
こ
な
た
は
こ
〉
ろ
に
お
も
は
ぬ
こ
と
を
し
ゐ
て
よ
み
い
て

つ
〉
ひ
と
に
か
た
ん
と
せ
し
わ
さ
こ
そ
い
て
き
た
れ
は

こ
と
は
も
あ
ゃ
に
い
ひ
な
し
て
こ
と
や
う
な
る
わ
さ
も
あ

誠

る
そ
か
し
さ
れ
は
お
も
ひ
を
の
ふ
る
は
よ
そ
に
な
り
も
て

ゆ
き
て
た
〉
人
に
め
て
ら
れ
ん
と
し
ひ
と
を
お
と
ろ

か
さ
ん
と
す
る
か
う
た
人
の
わ
き
と
そ
な
れ
り
け
る
ほ
い

な
き
乙
と
に
な
ん
よ
〉
の
う
た
を
見
て
し
ら
る
さ
れ
と

」

ωオ
」

ωウ

人
の
こ
〉
ろ
は
ま
乙
と
な
る
も
の
な
れ
は
ま
た
お
の
つ

か
ら
に
お
も
ひ
の
ま
ま
な
る
も
そ
か
な
か
に
は
見
ゆ
る

そ
か
し
こ
れ
ま
た
世
々
の
歌
を
見
て
し
ら
る
ま
た

あ
ま
た
よ
む
を
お
の
か
功
と
せ
し
乙
と
も
人
に
か
た
ん

と
せ
る
わ
き
に
な
ん
慈
円
僧
正
の
一
時
百
首
の
詞

書
な
と
を
見
て
し
る
へ

し
か
〉
る
わ
さ
は
保
元
平

治
の
み
た
れ
よ
り
こ
な
た
世
も
し
っ
か
な
ら
す
ひ
と
／
＼

た
か
ひ
に
心
を
よ
せ
て
ひ
た
ふ
る
に
か
つ
こ
と
を
乙
の
め

れ
は
な
る
へ
し
元
和
の
大
御
世
よ
り
こ
な
た
世
も
た
ひ

ら
け
く
御
め
く
み
も
た
み
く
さ
に
あ
ま
ね
く
な
り

な
り
ぬ
れ
は
人
の
乙
〉
ろ
も
か
み
つ
よ
の
乙
と
そ
な
り
に

け
る
さ
れ
は
よ
み
い
て
た
る
歌
も
お
の
つ
か
ら
に
し

ら
へ
も
心
も
い
に
し
へ
ふ
り
に
立
か
へ
り
け
る
さ
れ
と

は
し
め
に
い
へ
る
な
ら
は
し
を
う
け
て
あ
り
の
ま
〉
に

い
へ
る
は
お
き
な
き
わ
き
の
乙
と
お
も
ふ
人
も
は
ヘ
れ
は

ょ
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
も
あ
り
ぬ
へ

し
そ
の
め

つ
ら
し
き
わ
さ
は
人
々
の
さ
え
に
よ
り
て
い
て
き
た
る

も
の
な
れ
は
お
し
な
へ

て
の
人
は
き
と
り
か
た
き
も
あ

ら
ん
か
し
わ
か
と
も
な
る
い
し
ま
っ
ぬ
し
大
か
た
の

う
た
よ
ま
ぬ
人
ら
の
も
さ
と
り
や
す
き
う
た
と
も
を

き
く
か
ま
に
／
＼
か
ひ
つ
め
て
山
里
歌
集
と
は
名
に

お
は
せ
た
り
こ
は
か
し
こ
か
れ
と
わ
か

君
の
山
よ
り
つ
〉
く
里
は
ふ
く
を
か
と
き
乙
え

た
ま
ひ
し
を
も
て
も
の
せ
し
と
そ
太
宰
府
に
は

、，ノ、
A

ふ

4
’刀

- 61 -

」
必
オ

君
の
も
た
せ
給
ひ
し
万
葉
集
を
お
さ
め
ま
た
あ
る
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四八一ニ

あ
ま
み
つ
る
め
く
み
と
聞
そ
た
の
も
し
き
か
す
な
ら
ぬ
身
も
〉
れ
し
と
思
へ
は

君

御

宮

に

詣

さ

せ

給

ひ

け

る

時

に

信

濃

守

浦

毎

保

か
み
か
き
に
み
つ
え
き
し
そ
ふ
松
杉
は
君
か
ち
と
せ
の
か
き
し
な
り
け
り
」
訓
オ

題
し
ら
す

く
れ
た
け
の
よ
〉
に
っ
か
ふ
る
わ
か
君
の
め
く
み
の
露
の
か
〉
る
う
れ
し
さ

こ
の
歌
は
あ
る
人

継
高
公
少
将
補
任
の
仰
蒙
ら
せ
た
ま
ひ
し

時
御
よ
ろ
こ
ひ
と
て
大
学
頭
林
信
充
か
ら

う
た
奉
ら
れ
し
に
た
〉
に
は
や
み
か
た
く
や

お
ほ
し
け
ん
よ
み
て
お
く
ら
せ
給
ひ
け
る

御
う
た
と
な
ん
申
す

光
之
公
八
十
の
御
賀
の
時
の
う
た

や
ま
ひ
と
の
よ
は
ひ
に
な
ら
へ
こ
と
し
よ
り
八
十
を
は
し
め
の
や
を
と
せ
の
春

此

歌

は

」

出

ウ

長
重
公
の
奉
ら
せ
給
ひ
げ
る
御
歌
な
り
と
申
す

一

手

や
そ
し
ま
の
波
も
け
ふ
よ
り
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
に
ふ
く
て
ふ
ち
ょ
の
春
風

立

花

増

弘

く
に
た
み
も
き
み
か
や
ち
ょ
を
ま
つ
の
は
の
か
す
の
は
し
め
や
八
十
年
の
春

矢

野

幸

致

あ
し
た
つ
の
と
も
よ
ふ
乙
え
も
の
と
か
な
る
ち
か
の
う
ら
は
の
春
は
っ
き
せ
し

し

げ

も

と

な
〉
く
さ
に
ま
つ
を
ひ
と
く
さ
と
り
そ
へ
て
八
千
世
の
春
は
か
そ
へ
は
し
め
つ

継
高
公
五
十
の
御
賀
に
寄
竹
祝
と
い
ふ

四

ニ
御

題

を

給

は

り

て

歌

奉

れ

と

仰

ら

れ

し

時

に

」

位

オ

五
よ

み

て

奉

れ

る

一

誠

五
十
よ
り
さ
ら
に
は
し
め
て
く
れ
竹
の
千
代
万
代
も
君
そ
か
そ
へ
ん

弥
生
は
か
り
人
の
七
十
の
賀
し
げ
る
所
に
て

言

道

ひ
は
り
あ
か
る
そ
ら
を
し
み
れ
は
は
で
も
な
し
君
か
よ
は
ひ
も
か
〉
れ
と
そ
思
ふ

員
原
篤
信
か
四
十
の
賀
し
げ
る
時
よ
み
て

四八四
四
八
五

四
八
六

四
八
七

四八八四八九四九（〕
Zヨ
プU

四
九
ニ

っ

か

は

し

げ

る

か

つ

ら

四
九
一
一
一
十
と
い
ひ
て
よ
つ
を
へ
に
け
る
け
ふ
の
〉
ち
に
い
く
万
代
か
手
を
〉
り
て
み
ん

元
啓
か
お
は
の
八
十
の
賀
し
げ
る
昇
風
の

歌

に

山

家

を

す

け

ち

か

う
つ
り
ゆ
く
う
き
世
の
さ
ま
に
な
ら
は
ね
は
昔
な
か
ら
の
し
か
の
山
里
」
位
ウ

伴
松
栄
久
と
い
ふ
こ
と
を

い
く
千
代
も
つ
き
ぬ
よ
は
ひ
を
と
も
な
ひ
て
き
か
へ
ひ
さ
し
き
宿
の
松
か
え

此
歌
は

お
逸
の
方
立
花
増
照
か
六
十
の
賀
に

よ
み
て
給
は
り
け
る
な
り
と

元

啓

か

は

〉

の

五

十

の

賀

に

鶴

を

ま

き

を

き
み
か
や
の
空
き
り
か
て
に
な
く
つ
る
は
な
れ
も
ち
と
せ
の
友
や
こ
ふ
ら
ん

あ
る
人
の
子
の
な
に
は
つ
な
ら
ひ
け
る
は
し
め
ま

つ

に

つ

け

て

つ

か

は

し

け

る

あ

つ

の

ち
と
せ
ふ
る
は
し
め
と
け
ふ
を
い
の
る
な
り
な
ほ
行
末
は
神
そ
守
ら
ん 、〉

四
九
回

四
九
五

四
九
六

ふ

-60 -

四
九
七

」
門
∞
オ

四九八

お
な
し
人
の
つ
ま

と
き
は
な
る
松
に
す
か
け
る
ひ
な
つ
る
は
い
く
ち
よ
ま
で
の
よ
は
ひ
な
る
ら
ん

く
す
し
二
宮
な
に
か
し
か
い
は
ひ
の
歌
も
と
め
け

四九九

る

に

か

つ

み

つ

っ
た
へ
き
く
よ
も
き
か
島
の
あ
と
〉
め
て
老
ぬ
く
す
り
も
こ
〉
に
も
と
め
ん

王（〕
C

祝

歌

道

足

は
つ
春
の
ね
の
ひ
の
こ
ま
つ
ひ
き
う
ゑ
て
君
か
千
年
の
か
け
を
し
そ
ま
つ

安

弼

い
に
し
へ
の
ひ
し
り
の
あ
と
を
ふ
み
お
へ
る
か
め
も
い
つ
へ
き
時
そ
乙
の
と
き

よ

し

ひ

あ
し
は
ら
や
く
に
つ
み
か
み
の
守
り
ま
す
国
は
う
ζ

か
し
万
代
ま
で
に

豆（〕
ヨ三
亡コ

ろ
」
幻
ウ

の

ふ

と

し

か
ら
ひ
と
も
あ
ふ
か
さ
ら
め
や
い
つ
る
ひ
の
高
見
の
国
の
よ
〉
の
光
り
は

貝

原

遜

千
早
振
神
代
な
か
ら
に
っ
た
へ
き
て
い
ま
も
さ
か
ふ
る
敷
島
の
道

軍（〕一一
一

五
（
〕
閏



114 

な

ほ

と

か
な
し
く
も
さ
き
た
つ
ひ
と
に
お
く
る
〉
も
し
は
し
な
る
わ
か
老
と
思
へ
と

元
啓
か
を
は
の
身
ま
か
り
け
る
時
い
た
み
の
歌

よ

ま

せ

け

る

つ

ゐ

て

に

黛

巌

法

し

あ
す
し
ら
ぬ
身
を
あ
り
か
ほ
に
け
ふ
は
き
て
さ
き
立
人
の
あ
と
を
と
ふ
か
な

大
野
な
に
か
し
か
あ
ね
の
あ
ま
に
お
く
れ
て
な
け
き

の

歌

よ

み

て

お

く

り

け

る

に

か

へ

し

元

端

た
れ
と
て
も
お
く
る
〉
ほ
と
も
あ
ら
ぬ
ょ
に
先
立
を
の
み
な
に
か
な
け
か
ん

あ

る

友

た

ち

の

身

ま

か

り

け

る

時

よ

め

る

言

道

君
と
は
す
な
り
に
し
日
よ
り
さ
ひ
し
き
は
ひ
と
り
す
〉
き
の
ま
ね
く
な
り
け
り
」
日
オ

七
月
七
日
な
き
人
の
と
ふ
ら
ひ
し
げ
る
人
の
も
と

に

よ

み

て

つ

か

は

し

げ

る

か

つ

み

つ

た
な
は
た
も
あ
は
れ
と
や
見
る
ひ
く
糸
の
あ
ら
ぬ
す
し
な
る
け
ふ
の
た
む
け
を

高
政
公
か
く
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て

一
め
く
り
の
御
忌
に
よ
み
て

奉

れ

る

伊

勢

田

宗

保

そ
の
日
と
て
め
く
り
き
に
け
り
は
か
な
く
も
ま
た
う
き
乙
そ
の
け
ふ
に
あ
ふ
か
な

江
戸
に
あ
り
け
る
こ
ろ
う
せ
し
女
の
み
と
せ
に

あ
た
り
け
れ
は
故
郷
の
た
よ
り
に
つ
ま
な
る
も
の
〉
も

と
に
よ
み
て

遣

し

げ

る

と

し

つ

ひ
と
も
さ
そ
思
ひ
み
た
れ
ん
故
郷
の
乙
は
き
か
露
の
た
ま
〉
つ
る
こ
ろ

ち
〉
の
五
十
年
の
と
ふ
ら
ひ
し
げ
る
時
兄
の
守

春
す
で
に
身
ま
か
り
で
け
ふ
の
御
法
に
あ
は
さ
る

こ
と
を
な
け
き
お
も
ひ
て
よ
め
る

ょ
に
ま
き
は
と
も
に
し
ほ
ら
ん
袖
の
露
か
〉
る
時
に
そ
物
は
か
な
し
き

伏
見
の
栄
春
寺
な
る
先
師
長
沼
宗
敬
ぬ
し

の

お

く

つ

き

に

詣

て

尚

お
も
か
け
も
今
は
な
み
た
に
く
れ
竹
の
伏
見
の
里
に
名
の
み
の
こ
り
て

四
六
ニ

の

花

を

み

て

よ

め

る

一

惰

ぬ
し
〉
ら
ぬ
も
の
に
も
あ
る
か
な
梅
華
か
〉
る
な
け
き
の
中
に
ゑ
み
つ
〉

ち
か
の
ふ
か
身
ま
か
り
し
時
お
く
つ
き
に
詣
て

四
六
三

四
六
回

四
六
五

四
六
六

四
六
七

四
六
八

四
六
九

四
七
（
〕

区ヨ
-tr 

」
日
ウ

・糸
ひね

」
日
ウ

古

四
七
ニ

四
七
三

か

な

し

み

の

歌

の

中

に

ま

き

こ
の
春
は
な
に
〉
ほ
ふ
ら
ん
桜
花
見
は
や
す
人
も
今
は
な
き
ょ
に

し
は
し
た
に
わ
す
る
〉
ひ
ま
は
な
き
も
の
を
な
と
お
も
か
け
の
と
を
き
か
る
ら
ん

母
の
お
の
れ
に
か
〉
せ
給
ひ
て
つ
ね
に
見
給
ひ
し

ふ
み
の
あ
り
け
る
を
身
ま
か
り
給
ひ
し
の
ち

見

い

て

〉

そ

の

お

く

に

か

い

つ

け

〉

る

つ

ね

は

る

た
ら
ち
ね
の
は
〉
か
〉
た
み
と
思
ふ
に
は
わ
か
み
つ
く
き
の
あ
と
も
な
つ
か
し
」

ωオ

題

し

ら

す

仙

屋

禅

師

お
と
も
な
く
か
も
な
く
文
字
も
な
き
道
は
か
た
し
の
く
つ
に
あ
し
の
は
の
船

仏
を
と
ひ
け
る
人
に
乙
た
へ
て

ほ
と
け
と
は
い
か
な
る
も
の
と
人
と
は
〉
風
に
か
け
た
る
青
柳
の
糸

昨日児
雪
立
の
乙
〉
ろ
を

朝
ぼ
ら
け
雪
の
み
き
は
の
む
れ
さ
き
を
た
〉
白
妙
と
見
る
そ
か
な
し
き

空
門
極
楽
と
い
ふ
こ
と
を

お
の
つ
か
ら
い
ろ
な
き
色
は
見
す
し
ら
す
花
も
紅
葉
も
そ
め
ぬ
も
の
か
は

あ
る
人
の
い
は
く
こ
の
歌
は

長
興
公
の
御
歌
な
り
と

提
婆
品
を
み
て
よ
め

る

言

道

」

ωウ

山
川
の
き
よ
き
あ
た
り
に
す
む
人
は
千
代
と
も
し
ら
て
千
代
や
へ
な
ま
し

- 59-

か

事：k

四
七
回

四
七
五

四
七
六

四
七
七

四
七
八

四
七
九

題
し
ら
す

四
八
O

守
り
ま
す
神
の
心
に
叶
ふ
ら
し
く
に
た
み
ま
て
も
す
な
ほ
な
る
よ
は

乙
の
歌
は
あ
る
人

重
政
公
雷
の
獄
の
御
社
に
詣
ふ
て
さ
せ
た
ま
ひ
し
時

よ
み
て
奉
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

袖
の
み
な
と
な
る
鏡
の
天
神
の
御
宮
に
よ
み
て

奉

れ

る

黒

田

一

く
も
り
な
き
ひ
か
り
は
世
々
に
ま
す
鏡
天
満
神
の
か
け
と
め
し
よ
り

春

P-'.ヨ
ノ＂＂＼.

四
八
ニ

神

垣

を

一

誠

し
ほ
ち
よ
り
あ
ら
は
れ
て
い
て
〉
ょ
を
ま
も
る
ち
か
ひ
も
ふ
か
き
住
吉
の
神

も

と

あ

き
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四
四
八

か

へ

し

か

っ

大
方
の
世
を
わ
す
れ
て
は
昨
日
け
ふ
わ
か
身
ひ
と
つ
の
み
し
か
よ
の
月

お
な
し
乙
ろ
立
花
氏
か
も
と
に
遣
し
げ
る

か
〉
る
へ
き
ゆ
く
へ
を
し
ら
て
黒
髪
も
な
か
〉
れ
と
の
み
君
ゃ
な
て
け
ん

老
お
と
ろ
へ
て
や
ま
ひ
さ
へ
た
ひ
／
＼
な
り
け
れ
は

と

、

よ

り

た

の

も

し

げ

な

く

お

ほ

え

て

常

ち
り
の
こ
る
老
木
の
末
は
霜
枯
て
い
ま
い
く
ほ
と
も
あ
ら
し
吹
乙
ろ

や
ま
ひ
に
わ
つ
ら
ひ
げ
る
こ
ろ
さ
か
も
と
何
か
し

か

も

と

に

よ

み

て

遺

し

げ

る

安

井

む
も
れ
木
の
花
さ
く
春
の
朝
ま
た
き
こ
〉
ろ
つ
よ
く
も
吹
嵐
か
な

ふ
か
は
ふ
け
深
山
か
く
れ
の
埋
木
の
花
を
ふ
も
と
の
雪
と
見
ま
し
ゃ

題
し
ら
す

四
四
九

四
五
〔
）

四
五

一

四
五
ニ

四五一一一

あ
つ
ま
ち
を
い
て
に
し
時
は
千
代
ま
て
と
思
ひ
っ
く
し
の
露
と
き
え
ぬ
る

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

重
政
公
世
を
さ
ら
せ
給
ひ
け
る
時
の
御
歌
な
り
と

人
々
な
け
き
の
を
り
な
れ
は
聞
た
か
へ
た
る

こ
と
も
あ
り
ぬ
へ
し

重
政
公
う
せ
給
ひ
て
み
ひ
っ
き
大
城
の
御
門
を

い
て
さ
せ
給
ふ
時
お
の
れ
も
い
た
く
や
み
ふ
し
に
た
れ
と

し
ゐ
て
家
の
し
り
な
る
岳
に
の
ほ
り
て
お
か

み

奉

り

て

黒

田

一

お
ぼ
つ
か
な
君
か
あ
と
L
ふ
し
て
の
旅
ひ
し
り
の
道
を
尋
の
ζ

し
て

あ
る
人
の
い
は
く

君
の
め
で
た
く
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
は
あ
ま
ね
く

ひ
と
の
し
れ
る
所
な
り
此
人
も

君
の
御
年
と
お
な
し
ほ
と
に
て
い
と
か
し
こ
く

も
の
せ
ら
れ
し
か
ζ

の

君
の
御
代
に
な
り
な
は
か
た
み
に
乙
〉
ろ
あ

は
せ
っ
〉
慶
長
の
い
に
し
へ
に
も
御
家
の
風

吹
か
へ
し
て
ん
な
と
お
も
は
れ
し
こ
と
〉
も
多

四
E
四

ち〉

p
り

」
日
ウ

春儀
」
日
オ

興
」
日
ウ

四
五
五

か
り
し
に
宝
暦
十
二
年
ふ
み
つ
き
十

四
日
と
申
に
な
か
く
世
を
う
ち
す
て
き
せ
給
ひ

け
れ
は
此
人
も
に
は
か
に
や
ま
ひ
お
も
り
つ
〉

十
日
あ
ま
り
を
経
て
八
月
の
つ
い
た
ち
ζ

ろ

お
な
し
く
身
ま
か
ら
れ
け
る
と
な
ん
あ
は
れ
に

く
ち
を
し
き
こ
と
〉
も
に
こ
そ

病
し
て
よ
は
く
な
り
け
る
時

篤

信

乙
し
か
た
は
た
〉
ひ
と
に
ご
さ
の
こ
〉
ち
し
て
八
十
あ
ま
り
の
夢
を
み
し
か
な

身

ま

か

り

な

ん

と

て

よ

め

る

貝

原

好

古

い
つ
る
日
の
い
る
か
乙
と
く
に
お
も
ほ
え
て
う
き
世
に
思
ふ
事
も
の
こ
ら
す

明

石

行

亮

妻

か
き
り
と
は
お
も
ひ
な
か
ら
も
あ
ち
き
な
や
朝
日
の
か
け
を
待
う
け
す
し
て

此
人
は
吉
田
重
成

の

女

に

し

て

行

亮

か

も

と

」

U
ウ

に
ゆ
き
て
み
つ
き
は
か
り
あ
り
て
行
亮
江
戸
に

の
ほ
り
ぬ
そ
の
〉
ち
此
人
病
を
し
て
い
と
よ
は
く

な
り
に
け
る
か
行
亮
江
戸
よ
り
か
へ
る
と
て
そ
の

ふ
ね
し
か
の
し
ま
に
つ
き
ぬ
明
日
の
朝
な
ん
か

へ
り
く
と
つ
け
乙
し
け
る
よ
の
あ
か
月
は
か
り
に

よ
み
お
き
て
つ
ゐ
に
み
ま
か
り
け
る
と
そ
と
し
は

十
あ
ま
り
九
と
そ
聞
え
し

綱

政

公

か

く

れ

さ

せ

給

ひ

け

る

時

貞

勝

秋
ま
た
ぬ
せ
み
の
し
く
れ
に
袖
ぬ
れ
て
た
の
む
か
け
な
き
松
の
下
露

斉

隆

公

か

く

れ

さ

せ

給

ひ

て

御

枢

崇

福

寺

」

日
オ

に
い
ら
せ
給
ひ
し
夜
と
の
ゐ
し
奉
り
て

相

近

お
も
ひ
き
や
の
へ
の
し
ら
露
ふ
み
わ
け
で
み
の
り
の
庭
に
と
の
ゐ
せ
ん
と
は

故
郷
な
る
加
賀
の
国
よ
り
ち
〉
の
身
ま
か
り
給
ひ

し

ょ

し

い

ひ

お

乙

せ

た

る

こ

ろ

岡

本

成

次

い
り
あ
ひ
の
か
ね
て
し
ら
る
〉
わ
か
れ
ち
を
い
ま
さ
ら
な
け
く
我
そ
は
か
な
‘
き

た
ら
ち
ね
に
み
を
し
か
へ
な
は
う
っ
せ
み
の
む
な
し
き
夢
も
か
乙
た
し
も
の
を

こ
の
か
み
の
い
み
に
こ
も
り
け
る
こ
ろ
前
栽
の
う
め

no 
F
h
u
 

」

U
オ

四
五
六

四
五
七

四
五
八

四
五
九

四
六
C

四
六
一
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や
ま
と
り
の
を
の
へ
〉
た
つ
る
こ
〉
ち
し
て
し
の
ふ
の
里
は
ひ
と
っ
て
も
な
し

あ
ら
た
に
軍
の
法
仰
い
た
さ
れ
し
時
慶
長
の

む
か
し
よ
り
こ
の
か
た
あ
り
き
た
れ
る
い
み
し
き

御
お
き
て
に
か
へ
き
は
や
と
て
お
な
し
こ
〉
ろ

な
る
ひ
と

yi
と
〉
も
に
ね
き
奉
る
こ
と
あ
り
け
る

に
さ
ら
は
お
も
く
つ
み
か
う
ふ
る
へ
き
な
と
聞
え

け
れ
と
お
し
て
ね
き
奉
り
ぬ
そ
の
こ
ろ
岡
崎

近
信
か
も
と
に
つ
か
は
し
げ
る
消
息
の
お
く

に

小

河

直

与

」

臼
オ

う
ら
波
の
む
か
し
に
か
へ
る
み
ち
し
あ
ら
は
み
は
す
で
ふ
ね
の
何
か
い
と
は
ん

題

し

ら

す

美

和

予

平

わ
か
く
に
の
ま
つ
り
と
と
た
に
た
〉
し
く
は
よ
も
に
あ
た
す
る
人
は
あ
ら
し
な

壁

に

書

つ

け

〉

る

歌

実

任

た
ま
の
を
の
た
ゆ
れ
は
や
か
て
草
む
ら
に
お
く
露
の
身
を
な
に
か
を
し
ま
ん

よ
な
／
＼
た
〉
ひ
と
り
に
て
た
ち
か
き
の
を
し
へ

を

ま

な

ひ

け

る

を

り

に

よ

し

も

と

ょ
に
は
ね
り
ひ
に
は
き
た
ひ
で
お
け
る
身
の
や
す
き
を
し
ら
ぬ
人
そ
悲
し
き

題

し

ら

す

篤

信

（
マ
マ
・
械
カ
）

四
三
三
し
か
り
と
て
ゆ
か
て
や
〉
ま
ん
山
誠
の
千
世
の
古
道
野
と
は
な
る
と
も

四
一
言
行
ぬ
へ
き
道
は
ひ
と
す
し
あ
る
も
の
を
し
ら
て
や
人
の
ふ
み
ま
よ
ふ
ら
ん
」
日
ウ

世
の
中
の
乙
〉
ろ
に
か
な
は
ぬ
事
な
と
思
ひ
け
る

つ

ゐ

て

に

か

つ

み

つ

お
も
ふ
こ
と
い
ひ
も
い
て
ね
は
身
の
う
さ
も
し
ら
ぬ
も
の
と
や
人
の
み
る
ら
ん

物
お

も

ひ

け

る

乙

ろ

な

ほ

ま

さ

か
く
て
ょ
に
も
の
思
ふ
よ
り
は
足
引
の
山
田
つ
く
る
そ
ま
き
り
た
る
ら
し

述

懐

貝

原

義

質

う
き
ょ
を
も
老
も
わ
す
れ
ぬ
花
紅
葉
月
と
雪
と
を
思
ひ
て
に
し
て

原

井

重

信

あ
は
れ
と
も
た
れ
か
は
と
は
ん
山
か
つ
の
な
げ
き
こ
り
つ
む
身
の
行
ゑ
を
は

仙

庄

せ

ん

し

四ニ九四三（〕
巨ヨ

四三ニ四一言
四
＝
一一（

四三七四三八

四一完

つ
な
か
れ
て
し
は
し
う
き
ょ
に
黒
染
の
袖
の
み
な
と
の
あ
ま
の
す
て
船
」
日
オ

よ

し

ひ

ろ

春
の
よ
の
み
し
か
〉
り
し
も
む
か
し
に
て
ね
き
め
す
る
ま
で
老
に
け
る
か
な

な
に
ζ

と
も
む
か
し
に
あ
ら
ぬ
き
ま
な
と
思
ひ
つ
〉

け

〉

る

を

り

に

正

兼

か
は
水
の
か
は
り
の
み
ゆ
く
世
に
し
あ
れ
は
い
ま
の
う
き
瀬
も
た
の
も
し
き
か
な

ち
〉
は
〉
の
の
た
ま
ひ
し
と
と
〉
も
思
ひ
い
て
〉
つ
ね
は
る

ゆ
く
す
ゑ
を
い
き
め
お
、
き
で
し
た
ら
ち
ね
の
そ
の
こ
と
の
は
は
露
も
た
か
は
ぬ

旅
や
と
り
に
て
む
か
し
あ
ひ
み
し
人
に
あ
ひ
て

か
た
み
に
老
ぬ
る
こ
と
な
と
よ
も
す
か
ら
う
ち
か
た

ら

ひ

て

よ

め

る

春

ヰ

」
日
ウ

古
し
へ
を
聞
に
つ
け
て
も
よ
は
ひ
ほ
と
め
で
た
き
も
の
は
あ
ら
し
と
そ
思

加
藤

一
能
か
う
ゑ
お
き
し
よ
し
の
山
の
桜
を

孫

な

る

一

照

に

こ

ひ

え

て

う

〉

る

と

で

す

け

ち

か

わ
け
い
り
し
人
の
か
た
み
と
み
よ
し
の
〉
花
は
の
き
は
に
な
ほ
の
こ
り
つ
〉

乙
の
う
ゑ
け
る
木
を
天
保
三
年
三
月
十
三
日

菊
池
寂
阿
ぬ
し
の
五
百
年
の
祭
に
そ
の

お
く
つ
き
の
ま
へ
に
う
つ
し
う
〉
る
と
て

天
か
け
る
君
か
み
た
ま
は
い
ま
も
か
も
よ
し
の
〉
お
く
に
な
ほ
か
よ
ふ
ら
ん

豊
原
統
秋
朝
臣
三
百
年
の
祭
に

寄
月

懐

旧

と

い

ふ

こ

と

を

」

日
オ

や
は
た
山
の
か
れ
し
人
の
い
き
を
し
に
た
く
ひ
て
あ
ふ
く
秋
の
よ
の
月

題

し

ら

す

よ

み

人

も

お
も
ひ
き
や
み
し
か
き
よ
は
の
月
影
を
見
は
て
〉
人
の
わ
か
れ
せ
ん
と
は

此
歌
は

綱
之
公
御
か
き
り
お
ろ
さ
せ
給
ひ
け
る

時
よ
み
て
遣
し
げ
る
な
る
へ
し
よ
み
人
し

ら
す
と
あ
る
は
立
花
重
根
に
や
あ
ら
ん

一
貫
か
〉
へ
し
の
歌
と
も
に
貝
原
篤
信

み
つ
か
ら
書
お
、
き
た
り

- 57一

四回。
区ヨ
Eヨ四四ニ四四三四四回

四
四
五

回四六四四七
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回
（
〕
八

都
に
あ
り
け
る
こ
ろ
や
よ
ひ
は
か
り
に
古
川

の

へ

に

て

松

井

重

勝

わ
れ
も
世
に
ふ
る
川
の
へ
の
つ
ほ
す
み
れ
つ
む
人
な
し
に
春
ゃ
く
る
ら
ん

江

戸

に

あ

り

け

る

時

は

っ

か

り

の

鳴

を

聞

て

櫛

田

渉

古
郷
に
鳴
て
わ
か
れ
し
春
の
か
り
旅
な
る
秋
に
き
く
も
め
つ
ら
し
」

印
オ

都
に
あ
り
け
る
時
神
無
月
は
か
り
京
極
黄
門

の
を
く
ら
山
な
る
し
く
れ
の
亭
の
あ
と
を
た
つ

四
（）九

四
一
口

ね

て

竹

固

定

良

を
り
し
も
あ
れ
し
く
れ
に
袖
を
し
ほ
る
か
な
小
倉
の
山
の
い
ほ
り
た
つ
ね
て

な
か
さ
き
に
て
し
く
れ
の
ふ
り
け
る
夜
古
郷
を

お
も
ひ
や
り
て

区ヨ

ヵ

古
郷
の
人
の
ね
き
め
も
い
か
に
そ
と
思
ふ
ま
く
ら
は
な
ほ
し
く
れ
つ
〉

ペ〉

つ

み

題
し
ら
す

区ヨ

秋
な
ら
は
な
た
〉
る
は
き
の
花
も
み
む
冬
枯
さ
ひ
し
野
路
の
玉
川

こ
の
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

継
高
公
江
戸
に
お
も
む
か
せ
給
ひ
け
る
と
き

神
無
月
の
は
し
め
近
江
の
国
野
路
の
玉
川

過
さ
せ
給
ひ
け
る
を
り
御
供
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る

人
の
乙
〉
な
ん
萩
の
玉
川
な
る
よ
し
聞
え

奉
り
け
れ
は
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
御
歌
な
り
と

ひ
く
ひ
と
も
ひ
か
る
〉
人
も
ひ
と
な
れ
と
う
き
世
な
り
け
り
よ
と
の
川
船

此
歌
は
あ
る
人
い
つ
れ
の
こ
ろ
の
と
の
に
や

秋
月
の
守
殿
淀
川
に
て
よ
ま
せ
給
ひ

け
る
御
歌
と
な
ん
い
へ
る

江
戸
に
有
け
る
時
古
郷
の
た
よ
り
に
女
な
る
も
の
〉

も

と

に

遣

し

げ

る

消

息

の

は

し

に

吉

留

渉

」
引
オ

た
ひ
衣
ひ
か
す
た
つ
ま
の
ほ
乙
ろ
ひ
を
と
り
ぬ
ふ
た
ひ
に
君
を
し
そ
思
ふ

旅

の

う

た

と

て

よ

め

る

や

す

〉

松
か
ね
の
ま
く
ら
も
か
ら
て
月
よ
〉
し
よ
〉
し
と
乙
ゆ
る
さ
よ
の
中
山

の

ふ

」
叩
ウ

区ヨ四
一
四

it 

四
一
五

と

し

国一
六

旅
ま
く
ら
あ
す
ゆ
く
道
の
う
さ
ま
で
も
思
ひ
や
ら
る
〉
雨
の
よ
ふ
か
さ

由

タ
し
ほ
の
み
つ
の
を
し
ま
の
う
っ
せ
良
部
の
つ
と
に
い
き
ひ
ろ
は
ま
し

惟

は
る
か
な
る
野
寺
の
鐘
も
聞
え
き
て
旅
の
ま
く
ら
は
夢
も
結
は
す

明

石

正

貞

旅
ま
く
ら
思
ふ
こ
と
〉
て
古
郷
の
夢
よ
り
ほ
か
に
見
る
夢
も
な
し

」
引
ウ

ま

き

を

古
郷
の
ゆ
め
さ
へ
ま
れ
に
な
り
ぬ
る
は
う
き
旅
な
か
ら
な
れ
や
し
ぬ
ら
ん

客
思
雨
中
深
と
い
ふ
こ
と
を

し
く
れ
ふ
る
け
ふ
乙
そ
身
に
も
お
ほ
え
ぬ
れ
旅
の
宿
り
の
心
ほ
そ
き
は

綱
政
公
江
戸
に
お
も
む
か
せ
給
ひ
け
る
時
難
波

の
う
ら
ま
て
御
船
に
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
よ
し
仰
こ
と

か
う
ふ
り
て
ま
か
り
の
ほ
り
け
る
時
あ
し
や
の

お
き
を
す
く
る
と
て

，。

寛

四
一
七

久

四
一
八

区ヨ

ブ1」

回
ニ
（
〕

Eヨ

尚

古

お
な
し
名
の
あ
し
や
と
き
け
は
つ
の
国
の
遠
き
船
ち
の
末
も
な
つ
か
し

笠
戸
の
う
ら
に
御
船
は
て
た
る
夜
雨
の
い
と
う
ふ

り
け
れ
は

回
二
三
行
船
を
笠
戸
の
う
ら
に
さ
し
と
め
て
と
ま
も
る
雨
の
は
る
〉
を
そ
ま
つ

御
崎
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て

わ
た
つ
み
の
な
み
ま
に
う
か
ふ
ち
り
も
な
し
君
か
み
さ
き
を
は
ら
ふ
あ
ら
し
に

長
崎
に
お
も
む
き
け
る
時
呼
子
の
沖
に
て

直

昌

有
明
の
月
を
そ
か
ひ
に
か
へ
り
見
て
ま
つ
ら
の
沖
に
船
出
す
る
か
も

ね
か
ふ
こ
と
は
へ
り
て
宇
佐
の
宮
に
詣
て
し

時
日
数
ふ
る
ま
〉
に
故
郷
の
か
た
乙
ひ
し
う

思
ひ
い
て
ら
れ
て

つ

ね

は

る

た
ひ
乙
ろ
も
日
も
か
き
な
り
ぬ
か
と
に
の
み
よ
り
て
や
母
の
我
を
ま
つ
ら
む

四
ニ

」
臼
オ

回二回
四
二
五

回二六
四
ニ
七

題

し

ら

す

鶴

原

い
と
〉
ま
た
か
へ
る
道
乙
そ
い
そ
か
る
れ
と
し
ふ
る
親
の
心
つ
く
し
に

恋

の

歌

と

て

よ

め

る

僧

鳳

法

師 鱈」

臼
ウ
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一
九
ニ

む
か
せ
給
ひ
け
る
時
黒
崎
の
駅
ま
て
お
く
り

奉
り
て
御

別

を

〉

し

み

つ

〉

よ

め

る

直

能

か
け
る
へ
き
つ
は
さ
な
け
れ
は
あ
つ
ま
ち
に
心
は
か
り
は
行
も
ゆ
か
れ
す

豪
潮
律
師
か
お
は
れ
て
都
の
か
た
に
お

も

む

き

け

る

時

別

を

し

み

け

る

に

松

風

法

師

へ
た
っ
と
も
へ
た
て
ぬ
中
の
道
な
れ
は
と
ひ
よ
る
と
て
の
言
の
は
も
な
し

忠
之
公
肥
の
み
ち
の
く
ち
島
原
の
ゑ
み
し
ら
討
た
い

ら
く
へ
き
よ
し
の
ま
け
仰
か
う
ふ
ら
せ
た
ま
ひ
て
軍
た
ち

せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
時
御
供
に
き
む
ら
ひ
て
よ
め
る

一九一一一

一九
回

雪
を
か
さ
す
老
も
お
く
れ
ぬ
首
途
は
物
お
か
し
く
そ
見
え
に
け
る
か
な

江
戸
に
お
も
む
き
け
る
時
五
月
な
か
は
ふ
く
を
か

の
お
ほ
き
を
い
て
た
ち
け
る
ひ
雨
い
と
う

ふ
り
け
れ
は

一

民
草
の
た
め
の
み
お
も
ふ
さ
み
た
れ
に
ぬ
る
〉
う
れ
し
き
旅
衣
か
な

題
し
ら
す

ゆ
く
先
も
さ
ら
に
わ
す
れ
て
永
れ
は
わ
か
き
の
花
に
す
ま
の
浦
風

あ
る
人
の
い
は
く
此
歌
は

長
興
公
江
戸
に
お
も
む
か
せ
給
ひ
け
る
と
き

き
さ
ら
き
の
末
っ
か
た
つ
の
く
に
す
ま
の

う
ら
に
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
御
歌
な
り
と

も
ろ
乙
し
の
つ
り
の
お
き
な
の
乙
〉
ち
し
て
月
に
た
ゆ
と
ふ
す
ま
の
う
ら
船 成

」

U
ウ

忽
同

t刷
H

一
九
五

一
九
六

一完七
一
九
八

此
歌
も
あ
る
人

お
な
し
君
つ
り
ふ
ね
の
な
み
に
う
か
へ
る
を

御
ら
ん
し
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
御
歌
と
な
ん
申
す

み
や
乙
に
あ
り
け
る
こ
ろ
よ
し
の
〉
山
の

花
を
み
で

あ

つ

の

ふ

よ
ろ
っ
ょ
に
見
る
と
も
あ
か
し
み
よ
し
の
〉
よ
し
の
〉
山
の
花
の
き
か
り
は

い
つ
く
に
か
花
さ
か
さ
ら
ん
し
か
は
あ
れ
と
な
ら
ふ
色
な
き
み
よ
し
の
〉
山

よ
し
の
〉
山
の
花
を
見
に
ゆ
き
て

」
特
オ

一
九
九

貝

原

一見

古市

回（〕
C

お
も
ひ
て
も
な
き
身
と
い
は
し
な
か
ら
へ
て
け
ふ
は
よ
し
の
〉
花
き
か
り
み

つ

よ
し
の
よ
り
か
へ
り
し
あ
し
た
に
よ
め
る

住
な
れ
し
い
き
の
松
は
ら
わ
す
れ
ね
は
ち
る
ま
で
も
見
ぬ
み
よ
し
の
〉
花

吉
野
の
花
見
に
行
け
る
に
と
も
と
す
る
人
の

」
羽
ウ

こ
〉
ら
花
の
枝
を
折
を
見
て

き

た

か

っ

家
つ
と
に
た
を
る
も
あ
た
ら
山
桜
よ
し
の
よ
く
見
て
人
に
か
た
ら
ん

明
暦
二
年
き
さ
ら
き
江
戸
に
お
も
む
き
け
る

時
あ
く
た
川
を

す

く

る

と

て

安

部

頼

任

か
き
な
か
せ
う
き
ょ
の
ち
り
の
あ
く
た
河
み
の
し
か
ら
み
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ

都
に
て
庭
田
の
と
の
と
ひ
ま
ひ
ら
せ
し
に

い
と
ね
も
こ
ろ
に
も
の
し
給
ひ
ひ
と
〉
せ
江
戸
に
で

し
た
し
か
り
し
こ
ろ
は
し
き
し
ま
の
道
に
も

乙
〉
ろ
ょ
せ
し
を
今
は
い
か
に
田
舎
よ
り
も
う

の
ほ
り
き
て
当
座
な
く
て
は
な
と
の
給
ふ
此

」
羽
オ

殿
其
乙
ろ
名
高
き
歌
よ
み
に
て
お
は
せ
し
か
は

い
と
お
も
は
ゆ
く
い
ひ
出
す
へ
き
ゃ
う
も
な
け
れ
と

よ
し
や
わ
れ
そ
の
家
に
も
あ
ら
す
ま
し
で
も
の
〉

ふ
の
道
は
つ
よ
き
を
も
と
〉
す
よ
は
／
k
h
し
う

何
か
は
つ
か
し
か
ら
ん
と
お
も
ひ
き
り
て

は
る
／
＼
と
ひ
な
の
な
か
ち
は
へ
た
れ
と
も
ま
た
ふ
み
な
れ
ぬ
し
き
し
ま
の
道

か
く
よ
み
て
奉
り
け
れ
は
御
か
へ
し
と
て

給
り
け
る
つ
く
は
山
し
け
み
も
と
も
に

わ
け
で
し
り
ぬ
な
に
か
ま
よ
は
ん
し
き
し
ま

の
み
ち

か

〉

み

山

を

見

や

り

て

」

将
ウ

春
雨
に
く
も
る
も
よ
し
や
か
〉
み
山
は
れ
で
も
見
え
ぬ
古
郷
の
そ
ら

す
〉
か
山
を
乙
ゆ
る
と
て

な
つ
か
し
き
み
や
こ
を
あ
と
に
ふ
り
す
て
〉
す
〉
か
の
山
を
こ
ゆ
る
け
ふ
か
な

E
J
 

「
h
J
V

gs 
Cコ

四
O
ニ

四
O
一一一

四
（
）
回

四
（
〕
五

回
（
〕
六

四
（
）
七

あ
し
か
ら
に
て

あ
し
か
ら
の
せ
き
も
と
さ
〉
ぬ
み
よ
な
れ
は
あ
つ
ま
も
花
の
都
な
り
け
り
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一
七
五

き
よ
更
て
子
を
よ
ふ
た
つ
の
声
き
け
は
な
き
た
ら
ち
ね
の
い
と
〉
こ
ひ
し
き

す

け

ち

か

〉

家

の

十

六

景

に

林

中

剥

啄

を

正

直

宿
し
む
る
林
か
く
れ
に
き
つ
〉
き
の
あ
き
る
声
さ
へ
い
と
〉
し
つ
け
き

人
の
も
と
よ
り
か
れ
る
筆
の
こ
と
を
か
へ
す
へ
き

よ
し
い
ひ
お
こ
せ
た
る
に
か
へ
す
と
て
紙
に
書
て
き
う
ひ
に

さ

し

い

れ

て

遣

し

げ

る

相

近

い
ま
よ
り
は
か
よ
ひ
な
れ
た
る
松
風
の
た
か
し
ら
へ
を
か
と
は
ん
と
す
ら
ん
」
判
ウ

よ
し
の
〉
皇
居
の
あ
と
な
る
竹
も
て
つ
く
れ
る
笛
を

み
よ
し
の
〉
よ
し
の
〉
た
け
の
よ
〉
ふ
れ
と
か
な
し
き
ふ
し
は
ね
に
の
と
り
け
り

浦
の
令
給
は
り
け
る
時
う
ら
人
の
い
た
め
る
を

な
げ
き
お
も
ひ
て

一
七
六

一七日
］

一
七
八

ぺゴ
ブu

伊

今
よ
り
は
う
ら
み
わ
す
れ
よ
浦
人
に
春
は
の
と
げ
き
み
る
め
か
ら
せ
ん

継
高
公
の
御
時
に
や
ひ
て
り
し
て
み
の
ら
き
り

し
年
の
あ
り
け
る
に
い
つ
れ
の
さ
と
の
た
み
に
や

い
と
ま
っ
し
き
か
あ
く
る
と
し
ま
て
も
貢
物
奉
ら

き
り
し
か
は
か
ら
め
ら
れ
て
県
令
の
て
う
に

引
い
た
さ
れ
け
る
時
そ
の
む
す
め
の
十
あ
ま
り

な
る
か
よ
み
て
奉
り
け
る

」
布
オ

ち
〉
の
身
に
は
い
ま
つ
は
る
〉
葛
か
つ
ら
う
ら
み
は
こ
そ
の
秋
陀
そ
あ
り
け
る

県
令
此
歌
を
い
み
し
と
思
ひ
て
聞
え
奉
り
け
れ

は
か
し
乙
く
も
御
な
み
た
う
か
へ
さ
せ
た
ま
ひ
て

つ
み
を
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
げ
る
と
な
ん

神
主
秀
春
か
故
あ
り
て
配
人
と
な
り
て
遠
き

し
ま
に
お
も
む
き
け
る
時
朝
夕
い
っ
き
祭
り
し

神
垣
を
遠
き
か
る
乙
と
を
な
げ
き
て
消
息
し

け

る

か

へ

り

こ

と

の

お

く

に

つ

ね

は

る

ま
と
と
あ
る
乙
〉
ろ
に
す
め
る
神
と
し
れ
身
は
み
つ
か
き
を
た
ち
は
な
る
と
も

か
つ
み
つ
み
な
き
に
あ
り
け
る
こ
ろ
い
ひ
っ
か

の
き
と
な
る
民
か
よ
み
て
お
く
り
け
る
う
た

な
み
な
み
の
身
に
し
あ
り
な
は
名
の
り
し
て
と
は
ま
し
も
の
を
朝
倉
の
関

明

一八

O

ーノ＇－

」
布
ウ

一
八
二

京
人
つ
く
し
の
海
に
ひ
ろ
は
な
ん
も
く
す
に
ま
し
る
玉
も
こ
そ
あ
れ

源
氏
物
語
を
か
ら
ん
と
ち
き
り
お
き
し

人
の
も
と
に
か
り
に
行
け
る
に
い
ま
さ
ら
か
さ
〉

り

け

れ

は

昌

雄

い
つ
は
り
の
な
き
ょ
と
し
も
は
思
は
ね
と
身
に
お
ほ
え
て
は
わ
ひ
し
か
り
け
り

を

は

ら

め

の

か

た

か

け

る

に

仙

崖

禅

し

を
は
ら
め
か
し
は
に
か
り
そ
ふ
花
の
香
も
都
の
春
に
か
は
ら
ぬ
も
の
を

題
し
ら
す

な
か
め
こ
し
山
の
す
そ
の
〉
夕
霞
そ
の
い
ろ
と
な
く
を
し
き
春
か
な

あ
る
人
の
い
は
く
比
歌
は

吉
之
公
御
自
ら
ふ
し
の
す
そ
の
に
桜

」
川
崎
ウ

の
花
さ
き
た
る
か
た
か
〉
せ
た
ま
ひ
て
よ
ま
せ
給
ひ

け
る
御
歌
な
り
と

布
袋
の
橋
わ
た
る
か
た
を
み
つ
か
ら
か
き
て

仙

庄

禅

師

世
を
わ
た
る
乙
〉
ろ
な
ほ
か
れ
ま
ろ
き
橋
あ
や
ふ
む
と
て
も
道
に
い
た
ら
ん

宗
像
郡
竹
丸
の
里
な
る
孝
子
正
助
か
老
た

る

か

た

か

け

る

に

す

け

ち

た
ら
ち
ね
を
し
の
ふ
夕
の
さ
ひ
し
き
に
秋
風
そ
よ
く
竹
丸
の
さ
と

還
俗
尼
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て

知

す
み
染
に
そ
め
し
こ
〉
ろ
ゃ
あ
さ
衣
ま
た
も
う
き
ょ
の
色
に
う
つ
れ
り

君
い
ま
た
い
は
け
な
く
ま
し
／
＼
て
江
戸
に
お
も

ノ司、

か
へ
し

一

誠

し
き
し
ま
の
み
ち
に
は
せ
き
も
な
き
も
の
を
と
は
〉
と
は
な
ん
朝
倉
の
里

つ
ね
に
歌
な
と
よ
み
か
は
し
げ
る
も
の
〉
遠
き
固
に

ゆ
く
と
て

思

へ
君
き
そ
は
れ
て
た
に
た

と
り
し
を
ひ
と
り
や
和
歌
の
う
ら
に
ま
よ
は
ん
と

い
ひ
お
こ
せ
た
る
に
か
へ
し
と
ら
す
る
と
て

た
よ
り
あ
ら
は
ま
た
か
き
つ
め
て
も
し
ほ
く
さ
忘
れ
す
ょ
せ
よ
和
歌
の
浦
波

京
よ
り
こ
し
人
の
我
筑
紫
人
の
歌
を
あ
し

さ
ま
に
い
ひ
げ
る
を
聞
て
よ
み
て
つ
か
は
し
げ
る

，「、
巨ヨ

ま

キ
己

一
八
五

一
八
六

ノ1
4ゴ

一
八
八

一
八
九

一九（）
:TU 

お

ん
」
川
崎
オ
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か遠
」
幻
オ
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一五（〕

な
か
り
し
か
は
た
み
と
も
て
う
ち
お
と
り
て
よ
ろ

乙
ひ
げ
る
と
な
ん
い
ひ
っ
た
へ
た
る

濃

布

を

稲

留

た
き
っ
せ
は
い
く
は
る
秋
の
い
ろ
わ
か
て
風
な
き
松
に
お
と
ひ
〉
く
な
り

題
し
ら
す

み
き
り
な
る
い
つ
み
の
水
の
き
よ
け
れ
は
く
み
て
こ
そ
し
れ
い
に
し
へ
の
友

あ
る
人
の
い
は
く
此
歌
は

治
高
公
友
泉
亭
に
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
げ
る
御
歌
な
り
と

晴
後
遠
水
と
い
ふ

乙

と

を

梶

原

景

澄

あ
さ
き
り
は
あ
と
な
く
は
れ
て
い
つ
る
ひ
の
ひ
か
り
を
う
っ
す
遠
の
川
水

わ
し
の
を
山
に

の

ほ

り

て

よ

め

る

亀

井

魯

山
は
や
ま
み
つ
は
水
に
で
あ
り
ぬ
へ
し
わ
か
も
〉
と
せ
の
後
の
世
ま
て
も

山

里

に

て

母

里

善

勝

ょ
を
い
と
ふ
乙
〉
ろ
や
お
な
し
友
な
ら
ん
の
き
は
な
ら
ふ
る
山
か
け
の
庵
」
但
オ

題

し

ら

す

仙

匡

禅

師

秋
風
に
お
つ
る
ζ

の
み
を
ひ
ろ
ひ
き
て
う
ゑ
を
た
す
く
る
山
か
け
の
庵

山

さ

と

の

こ

〉

ろ

を

ま

き

を

す
め
は
ま
た
う
き
ょ
と
な
り
て
山
里
も
花
に
紅
葉
に
物
を
こ
そ
思
へ

み

ち

た

り

の
か
れ
す
む
山
の
し
ひ
し
は
を
り
／
＼
は
都
民
か
へ
る
夢
を
乙
そ
見
れ

野

村

裕

倫

あ
り
し
ょ
に
か
よ
ふ
と
見
つ
る
ゆ
め
き
め
て
も
と
の
み
や
ま
の
嵐
を
そ
き
く

す
け
ち
か
〉
女

都
人
花
見
し
後
は
苔
む
し
て
み
と
り
に
か
へ
る
谷
の
柴
は
し

山
家
畑

を

一

誠

」

但

ウ

山
人
の
く
す
り
ね
る
て
ふ
宿
な
ら
し
雲
ゐ
る
嶺
に
立
る
け
ふ
り
は

あ
か
ま
の
さ
と
に
家
を
P

つ
つ
し
げ
る
後
老
の
身
の

山
住
い
か
に
ゃ
な
と
と
ひ
こ
し
た
る
人
に
よ
み
て
つ
か

は

し

げ

る

質

い
つ
し
か
も
聞
ゃ
な
れ
ま
し
よ
な
／
＼
の
お
い
の
ね
き
め
の
山
お
ろ
し
の
風

希

賢
」
削
ウ

ヨ三ヨ三豆三一
五
回

豆三
互玉

宝玉．
プ『

一
五
七

一五
八

一五
九

ア『

Cコ
プ『

プて

題

し

ら

す

や

す

を
や
ま
た
の
ふ
せ
や
の
〉
、
き
の
う
め
桜
し
っ
か
た
の
し
む
春
も
見
え
け
り

一

備

山
お
ろ
し
い
た
く
な
吹
そ
し
っ
か
も
る
か
り
ほ
の
庵
の
夜
さ
む
な
る
こ
ろ

可

久

と
し
ふ
れ
と
か
は
る
く
さ
木
の
い
ろ
も
な
し
昔
な
か
ら
の
よ
も
き
ふ
の
宿
」

ね
オ

と
し
月
住
な
れ
し
と
こ
ろ
を
乙
と
か
た
へ
移
す

と

て

よ

め

る

か

つ

〉

ら

い
て
〉
い
な
は
む
し
の
ね
な
か
ら
う
ゑ
お
き
し
一
村
薄
の
と
ゃ
な
り
な
ん

古

郷

を

黒

田

正

固

さ
と
は
あ
れ
て
の
こ
る
老
木
の
松
か
え
は
た
れ
に
契
り
し
千
年
な
る
ら
ん

都

府

楼

の

あ

と

を

尋

け

る

時

に

仙

匡

禅

師

あ
れ
は
て
し
に
し
の
都
を
き
て
み
れ
は
観
世
音
寺
の
入
相
の
鐘

鐘
声
幽
と
い
ふ
こ
と
を

さ
ら
て
し
も
ゆ
ふ
へ
き
ひ
し
き
秋
風
に
遠
き
の
寺
の
鎚
ひ
〉
く
な
り

此

歌

は

あ

る

人

」

ね
ウ

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

題

し

ら

す

よ

し

つ

ら

寺
の
名
の
あ
す
か
も
し
ら
ぬ
お
ひ
の
身
に
今
日
も
聞
な
り
い
り
あ
ひ
の
鐘

相

近

ふ
く
風
も
わ
か
乙
と
の
ね
に
か
よ
ふ
ま
て
乙
た
か
く
な
り
ぬ
軒
の
松
か
え

乙

と

み

ち

我
よ
り
も
後
民
生
に
し
姫
小
松
か
け
ふ
む
は
か
り
い
つ
な
り
に
け
む

仙

匡

せ

ん

し

う
ゑ
て
お
け
い
つ
し
か
花
の
さ
く
こ
ろ
は
わ
か
な
き
あ
と
を
人
や
と
ひ
み
ん

- 53 -
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け
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六
回
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プて
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一
六
七

一
六
八

一
六
九

一七（）
ぺ二ゴ一七ニ

一七
一一一

安

う
つ
し
う
ゑ
て
ま
た
か
け
あ
さ
き
窓
の
竹
い
つ
鴛
も
ね
く
ら
し
め
ま
し

弼
」
糾
オ

櫛

す五

橋

良

一
七
回

た
か
筆
の
す
み
か
、
き
な
れ
や
っ
き
か
け
の
さ
な
か
ら
う
っ
す
窓
の
く
れ
竹

よ
る
鶴
の

な

く

を

間

て

か

す

け

ち
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あ
か
た
あ
さ
き
の
里
氏
て
長
な
る
も
の
〉
家
に

や
す
ら
は
せ
給
ひ
し
に
其
前
栽
に
匂
ひ
こ
と
な
る

う
め
あ
り
け
り
い
か
な
る
花
に
や
と
聞
は
せ
給
ひ

し
に
昔
よ
り
し
み
さ
か
え
た
る
木
に
て

光
之
公
御
狩
の
を
り
に
も
立
よ
ら
せ
た
ま
ひ

て
め
て
さ
せ
た
ま
ひ
し
と
申
伝
る
よ
し
聞
え

奉
り
し
か
は
い
と
め
て
き
せ
た
ま
ひ
て
よ
ま
せ
給
ひ

け
る
御
歌
な
り
と
ま
た
あ
る
人

今
の
君
御
狩
の
つ
ひ
て
此
故
よ
し
き
こ

し
め
し
め
て
き
せ
給
ひ
御
園
生
の
梅
に

っ
き
ほ
せ
さ
せ
給
ひ
狩
衣
と
名
つ
け
た
ま
ひ

げ
る
と
な
ん
申
す

」
お
ウ

」
羽
オ

ま王

花

を

よ

め

る

よ

み

人

し

ら

す

う
つ
ろ
は
て
ち
と
せ
も
経
な
む
此
宿
に
匂
ひ
み
ち
た
る
花
の
き
か
り
は

此
歌
は
あ
る
人
竹
固
定
澄
か
母
の
花
の

ま
と
ゐ
し
げ
る
時
家
の
乙
と
を
お
も
ひ
て
よ
め
る

と
な
ん
い
へ
り

プ『

題

し

ら

す

仙

匡

禅

師

き
の
ふ
さ
く
花
は
け
ふ
ち
る
け
ふ
さ
く
は
あ
す
ち
る
春
も
や
か
て
く
れ
な
ん

春

の

末

油

山

な

る

正

覚

寺

に

詣

て

よ

め

る

み

ち

た

り

し
つ
け
さ
は
け
に
ち
り
の
よ
の
ほ
か
な
れ
や
桜
ち
り
し
く
春
の
山
寺

題

し

ら

す

こ

と

み

ち

」

羽

ウ

ほ
と
も
な
く
の
へ
の
さ
わ
ら
ひ
老
に
け
り
あ
は
れ
わ
か
よ
も
か
く
そ
あ
ら
ま
し

仕
へ
を
か
へ
し
奉
り
て
身
を
し
そ
か
は
や
と
思
ひ
げ
る

と

ろ

郭

公

の

鳴

を

聞

て

徳

風

い
き
わ
れ
は
身
を
か
く
さ
は
や
郭
公
な
れ
は
ま
た
れ
て
い
つ
る
深
山
に

題

し

ら

す

言

道

ち
り
は
て
ん
物
と
も
し
ら
て
み
の
む
し
の
秋
の
乙
の
は
に
猶
す
か
る
ら
ん

か

つ

〉

ら

う
つ
り
ゆ
く
よ
〉
を
ふ
れ
は
や
月
に
ま
つ
む
か
へ
は
し
の
ふ
昔
な
る
ら
ん

τ＝ 
4コ－ J門、プU

一回（）
Zヨ

一
回
ニ

思

ふ

こ

と

あ

り

け

る

こ

ろ

月

を

見

て

三

宅

栄

い
け
み
つ
に
や
と
れ
る
月
の
影
み
れ
は
猶
み
か
〉
は
や
お
の
か
心
も

赤
馬
の
さ
と
に
家
を
予
つ
つ
し
げ
る
秋
鹿
の

之
」
相
オ

一回＝一

な

く

を

聞

て

月

形

質

ま
と
ち
か
く
を
し
か
な
く
な
り
な
に
乙
と
も
聞
し
と
思
ふ
老
の
ね
き
め
に

山
の
紅
葉
の
さ
か
り
な
る
乙
ろ
思
ふ
こ
と
あ
り
て

一
四
回

よ

め

る

か

つ

み

山
は
今
ひ
と
り
さ
め
た
る
松
も
な
し
し
く
れ
に
酔
る
も
み
ち
の
み
し
て

あ
か
た
令
に
あ
り
け
る
時
神
無
月
は
か
り
に

し
く
れ
ふ
り
っ
と
き
て
蒼
生
と
も
の
な
げ
き
か
ろ

か
ら
き
り
し
か
は
雨
は
れ
ぬ
へ
き
い
の
り
な
と
さ
せ
け
る

乙

ろ

よ

め

る

直

昌

け
ふ
も
ま
た
し
く
れ
ふ
る
か
も
あ
し
ひ
き
の
山
田
の
お
し
ね
ほ
し
も
あ
へ
な
く
に

」
相
ウ

内’’’』
に
d

つ

一目玉
一
四
六

か
ん
な
月
は
つ
か
あ
ま
り
あ
し
や
の
さ
と
に
行
け
る
時

か

り

の

鳴

を

き

〉

て

藤

田

正

兼

タ
ま
く
れ
た
ひ
の
そ
ら
と
ふ
か
り
か
ね
は
あ
は
れ
い
っ
く
に
宿
も
と
む
ら
ん

人

の

鴨

を

と

ら

せ

け

れ

は

こ

と

み

ち

な
か
っ
ま
を
人
に
と
ら
れ
て
波
の
う
へ
に
独
や
鴨
の
う
き
ね
し
ぬ
ら
ん

種
磨
か
都
に
あ
り
け
る
時
に
い
ひ
遣
し
げ
る
細
井

三
千
代
麿

大
ひ
え
や
を
ひ
え
の
ζ

た
ち
ふ
り
か
く
す
雪
の
朝
け
は
い
か
に
あ
り
き
や

匡ヨ
吃コ

Eヨ
2「、

一
四
九

題
し
ら
す

た
み
く
き
の
う
る
ほ
ふ
ま
て
と
い
の
る
か
な
わ
か
乙
と
の
は
を
神
に
手
向
て
」
制
オ

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

斉
隆
公
の
御
時
夏
久
し
く
雨
ふ
ら
て

た
み
の
な
け
き
あ
さ
か
ら
き
り
し
こ
と
あ
り
し
に

友
泉
亭
に
お
の
こ
と
も
め
し
っ
と
は
し
て

あ
ま
こ
ひ
の
歌
奉
る
へ
き
よ
し
の
仰
乙
と

あ
り
し
時
よ
ま
せ
た
ま
ひ
げ
る
御
歌
な
り
と
か
く
て

ほ
と
な
く
雨
ふ
り
い
て
〉
ふ
っ
か
み
か
を
や
み
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一O八

見
る
ほ
と
も
な
く
て
そ
け
ぬ
る
初
雪
の
ふ
れ
る
も
し
ら
て
朝
い
し
つ
れ
は
」

お
オ

正

巨

あ
し
ひ
き
の
山
の
は
に
の
み
見
し
雪
の
け
ふ
わ
か
や
と
に
ふ
り
に
け
る
か
な

石

破

短

邦

松
竹
は
お
も
か
け
な
か
ら
う
つ
も
れ
て
庭
し
ろ
た
へ
に
雪
そ
つ
も
れ
る

前
栽
に
う
め
を
う
ゑ
け
る
に
雪
の
ふ
り

か

〉

り

け

る

を

見

て

知

常

ま
と
ち
か
く
う
つ
し
う
ゑ
て
し
う
め
か
え
に
雪
の
花
こ
そ
ま
っ
さ
き
に
け
れ

雪
を

よ

め

る

き

た

よ

し

ち
り
つ
み
し
乙
の
は
は
や
か
て
く
ち
に
し
を
ま
た
道
た
ゆ
る
今
朝
の
し
ら
雪

一口九Cコ

ま

区ヨ

を
」
お
ウ

一

匁
同

－

，aq
，
 

も
〉
ち
と
り
ふ
も
と
の
さ
と
に
き
な
く
な
り
み
や
ま
の
雪
や
ふ
り
ま
さ
る
ら
ん

も

と

あ

き

わ
か
さ
と
は
け
ふ
〉
る
雪
に
道
た
え
て
ち
か
き
都
の
お
と
つ
れ
も
な
し

み
や
こ
人
か
よ
ふ
は
か
り
の
道
も
か
な
み
せ
は
や
か
〉
る
雪
の
朝
け
を

と

も

き

た

日
数
ふ
る
み
や
ま
の
さ
と
の
い
か
な
ら
ん
み
や
乙
も
雪
に
冬
乙
も
る
こ
ろ

斗
C

神
無
月
紅
葉
と
〉
も
に
ふ
り
し
よ
り
み
や
ま
の
雪
は
き
ゆ
る
ま
も
な
し

ヨ三プえペコ/"¥. 

雪
満

群

山

と

い

ふ

こ

と

を

明

石

友

行

花
な
ら
て
み
な
し
ら
雪
に
う
も
れ
け
り
た
っ
た
や
た
か
ま
か
つ
ら
き
の
山

題

し

ら

す

す

け

ち

か

〉

女

神
祭
る
か
た
山
さ
と
の
さ
と
か
く
ら
さ
と
ひ
た
る
こ
そ
あ
は
れ
な
り
け
れ
」

お
オ

冬

の

梅

花

を

よ

め

る

元

啓

母

冬
な
か
ら
は
や
閉
そ
め
て
う
め
の
花
匂
ふ
あ
た
り
は
春
め
き
に
け
り

み

ち

た

り

は
る
や
と
く
ね
に
か
よ
ふ
ら
ん
と
し
は
ま
た
こ
え
ぬ
い
か
き
の
梅
聞
に
け
り

元

啓

と
し
の
内
の
春
立
ぬ
と
や
梅
花
今
を
き
か
り
に
さ
き
匂
ふ
ら
ん

題
し

ら

す

相

;tu 亡コ

近

区ヨ

く
ろ
か
み
も
つ
も
れ
は
し
ろ
し
年
月
は
人
に
し
ら
れ
ぬ
雪
に
ゃ
あ
る
ら
ん

と

し

の

は

て

に

よ

み

ひ

と

し

ら

す

と
し
こ
と
に
く
れ
ぬ
る
こ
ろ
は
思
ふ
か
な
な
す
乙
と
な
く
て
す
き
し
月
日
を

山

路

尚

辰

」

お

ウ

い
た
つ
ら
に
年
そ
ふ
り
ぬ
る
鈴
鹿
川
袖
に
八
十
瀬
の
波
か
〉
る
ま
で

か

つ

み

つ

い
か
は
か
り
く
れ
ゆ
く
年
を
し
た
は
ま
し
を
し
む
に
と
ま
る
月
日
な
り
せ
は

直

昌

を
し
め
と
も
こ
と
し
も
す
き
ぬ
ふ
り
そ
む
る
か
し
ら
の
雪
を
か
た
み
に
は
し
て

」
幻
オ

」
幻
ウ

ヨ三－ ~－ ノ 、ぺゴ
ーノ「、

雑

題

し

ら

す

仙

庄

禅

け
ふ
を
か
き
り
け
ふ
を
限
り
と
老
の
身
の
思
は
す
も
ま
た
け
ふ
の
初
春

正

月

四

日

に

す

け

ち

あ
め
か
し
た
の
と
け
き
春
も
わ
が
国
の
遠
つ
御
祖
の
み
い
つ
な
ら
す
や

老
人
迎
春
と

い

ふ

乙

と

を

つ

ね

は

春
た
て
と
か
し
ら
の
雪
は
き
え
も
せ
て
ま
た
ひ
と
〉
せ
の
老
そ
つ
も
れ
る

あ
る
人
五
十
首
の
題
を
分
ち
て
こ
れ
か
れ
歌

す
〉
め
げ
る
に
初
春
を
よ
め
る

一

匂
ひ
な
き
わ
か
乙
と
の
は
も
さ
く
花
の
か
す
に
や
さ
そ
ふ
春
の
初
風

家
に
歌
よ
み
け
る
時
知
定
か
契
り
お
き
て

こ
さ
り
げ

れ

は

あ

く

る

日

い

ひ

遣

し

げ

る

元

わ
か
や
と
を
思
ひ
す
て
た
る
鴛
は
い
つ
く
の
里
の
花
に
な
き
け
む

か

へ

し

と

も

さ

都
人
ま
っ
と
も
し
ら
て
う
く
ひ
す
は
花
な
き
里
を
鳴
わ
た
り
つ
〉

題
し
ら
す

か
り
衣
そ
で
に
う
つ
し
て
か
へ
ら
は
や
あ
さ
き
の
梅
の
あ
さ
か
ら
ぬ
か
を

あ
る
人
の
い
は
く
此
歌
は

継
高
公
園
中
め
く
ら
せ
た
ま
ひ
げ
る
時
間
の

Tこ

歌

師か

- 51ー

プu

る

Cコ

誠
」
お
オ

啓

区ヨ
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一
七
九

い
か
は
か
り
紅
葉
し
ぬ
ら
ん
山
の
は
は
け
ふ
も
し
く
れ
の
雲
そ
か
〉
れ
る

連
夜
時
雨
と
い
ふ
こ
と
を

き
た
め
な
き
そ
ら
と
も
い
は
し
こ
の
乙
ろ
は
く
る
〉
よ
乙
と
に
時
雨
ふ
り
つ
〉

あ
る
人
の
い
へ
る
此
歌
は

継
高
公
の
き
た
の
御
方
の
御
歌
と
な
ん

し

く

れ

の

ふ

り

け

る

日

言

道

か

も

と

に

消

息

」

辺

ウ

し

げ

る

つ

ひ

て

に

ま

き

を

雪
な
ら
は
と
へ
と
も
人
に
い
は
ま
し
を
け
ふ
は
し
く
れ
の
雨
の
み
そ
ふ
る

か
へ
し

言

道

や
ま
の
は
は
け
ふ
し
も
雪
と
な
り
な
ま
し
し
く
れ
の
ひ
ま
に
と
ひ
乙
わ
か
せ
と

落

葉

を

陳

信

山
か
せ
の
し
く
れ
て
わ
た
る
を
り
と
と
に
お
く
れ
す
ふ
る
は
木
葉
な
り
け
り

き

た

よ

し

神
無
月
た
え
す
し
く
れ
の
古
郷
は
見
る
人
な
し
に
紅
葉
ち
る
ら
ん

一八
O－ /'-一

八
ニ

一
八
三

一
八
四

一
八
五

す

け

ち

か

の
乙
り
な
く
木
葉
は
ち
り
ぬ
秋
し
の
や
と
山
の
わ
ら
や
か
す
み
ゆ
る
ま
で

冬
の
歌
の
中
に

乙
と
花
に
秋
を
ゆ
っ
り
て
冬
枯
の
庭
に
も
み
よ
と
さ
げ
る
し
ら
菊

」
お
オ

一
八
六

一
八
七

お
な
し
人
の
女

朝
日
さ
す
庭
の
浅
茅
の
し
も
と
け
て
秋
の
か
た
み
の
露
そ
こ
ほ
る
〉

一
八
八

貞

あ
き
な
／
＼
霜
に
か
れ
ゆ
く
冬
草
の
か
き
ね
は
か
り
に
今
は
の
乙
れ
り

も

と

あ

行ミさ

一八
九

我
宿
の
萩
も
す
〉
き
も
霜
枯
ぬ
み
世
の
仏
に
何
を
手
向
む

し

け

か
れ
わ
た
る
中
広
い
つ
し
か
あ
ら
は
れ
て
あ
し
の
か
り
ほ
の
冬
そ
淋
し
き

直

昌

冬
枯
の
こ
ろ
に
し
な
れ
は
い
と
〉
な
ほ
の
き
は
の
松
の
む
つ
ま
し
き
か
な
」
お
ウ

正

臣

わ
か
や
と
の
花
橘
は
み
に
な
り
で
し
た
て
る
は
か
り
あ
か
ら
み
に
け
り も

と

一九（〕
プU一

九
ニ

冬

月

を

あ

ま

す

い

こ

う

な
か
空
に
月
乙
そ
い
つ
れ
山
の
は
は
よ
ひ
の
し
く
れ
の
雲
氏
す
く
し
て

冬

の

歌

と

て

よ

め

る

こ

と

み

ち

か
れ
ふ
し
て
波
に
ひ
た
せ
る
ま
こ
も
に
も
此
脱
の
霜
は
お
き
け
り

都

地

徳

風

か
せ
き
ゆ
る
時
雨
の
あ
と
の
に
は
た
つ
み
か
は
く
と
み
れ
は
氷
ゐ
に
け
り

や

す

〉

け

乙
の
乙
ろ
は
い
つ
く
も
お
な
し
お
と
な
し
の
川
と
な
り
て
や
氷
と
つ
ら
ん

ち

と

り

を

利

行

」

出
オ

ふ
し
の
ね
の
雪
吹
お
ろ
す
風
を
い
た
み
千
鳥
し
は
な
く
浮
島
か
原

し

け

も

と

立
さ
は
く
ほ
り
え
の
ち
と
り
い
く
度
か
お
な
し
み
き
は
に
立
か
へ
る
ら
ん

尼

翠

月
影
の
き
よ
き
河
原
は
行
方
も
さ
や
か
に
見
え
て
千
鳥
鳴
な
り

ま

さ

草
香
江
の
ち
と
り
の
声
そ
聞
ゆ
な
る
今
管
も
い
た
く
更
や
し
ぬ
ら
ん

九
一一
一

プU
gg 

九
五

九
六

プu
4ゴ

ブU，『、一
九
九一CCCコ

題

し

ら

す

乙

と

み

さ
ひ
し
ら
に
を
し
そ
鳴
な
る
紅
葉
も
な
か
れ
は
て
た
る
山
川
の
せ
に

冬
さ
む
き
空
に
き
に
け
り
古
郷
を
い
て
し
ゃ
い
つ
の
衣
か
り
か
ね

冬

の

歌

と

て

よ

め

る

す

け

ち

か
み
な
月
ま
た
つ
み
か
て
の
初
雪
に
か
と
た
の
水
の
ま
き
る
乙
ろ
か
な

一Oニ
一O
一一一一O四

み

ち

い
乙
ま
山
は
つ
雪
し
る
し
秋
篠
や
と
や
ま
の
里
は
時
雨
な
か
ら
に

三

井

生

や
ま
か
け
や
し
く
れ
も
い
ま
は
そ
め
す
て
〉
初
雪
か
〉
る
櫨
の
紅
葉

わ
か
〉
と
の
木
立
に
さ
へ
て
見
え
き
り
し
遠
山
の
は
は
雪
ふ
り
に
け
り

合
A

山

キ
C

待
遠
に
わ
か
思
ふ
雪
は
足
引
の
山
の
高
根
に
け
ふ
も
ふ
り
つ
〉

一O五一O六一O七

江を

nu 
k
u
 

ちか敏
[__ 

34 
ウ

Tこ

り明道を
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ヨ三

菊

の

花

に

き

し

て

人

の

も

と

に

の

ふ

と

し

ち
き
り
お
き
し
ま
か
き
の
菊
の
花
さ
か
り
う
つ
ろ
は
ぬ
ま
に
と
ふ
人
も
か
な

一王国

題

し

ら

す

き

た

み

ち

か
り
か
ね
の
き
の
ふ
も
け
ふ
も
聞
ゆ
る
は
も
み
ち
見
る
へ
き
こ
ろ
や
き
ぬ
ら
ん

長
月
は
か
り
夜
す
の
郡
朝
日
の
き
と
な
る

天
満
宮
奉
納
の
う
た
と
て
言
道
か
乙
へ
る
に

梅

を

よ

め

る

相

近

か

む

す

め

花
の
み
か
い
か
き
の
む
め
の
初
時
雨
も
み
つ
る
秋
も
な
つ
か
し
き
か
な

秋
の
う
た
の
中
に

山
里
の
し
け
み
に
は
へ
る
っ
た
か

つ
ら
も
み
ち
し
て
こ
そ
あ
ら
は
れ
に
け
れ

言

道

」
m
U
ウ

乙
と
し
お
ひ
の
そ
の
ふ
の
は
ち
の
い
ち
し
る
く
あ
き
ち
か
中
に
紅
葉
し
て
け
り

ヨ三
ヨ三

互ヨL
ノ、

一
五
七

一
五
八

紅
葉
を

き
り
は
れ
て
む
か
ふ
外
山
の
一
木
よ
り
初
し
ほ
み
す
る
秋
の
紅
葉

乙
の
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

一
五
九

か

つ

み

つ

け
ふ
ま
で
は
そ
め
ぬ
も
ま
し
る
紅
葉
に
あ
す
の
し
く
れ
の
色
そ
ま
た
る
〉

一六（）

元

し
く
れ
の
雨
っ
き
て
し
ふ
れ
は
き
の
山
も
大
城
の
山
も
紅
葉
し
に
け
り

待
人
の
今
も
、
き
た
ら
は
わ
か
や
と
の
紅
葉
の
か
け
に
う
た
け
せ
ま
し
を

啓

プてア『

山
紅
葉
を

朝
乙
と
の
し
く
れ
に
そ
め
て
秋
の
名
も
た
か
を
の
山
の
み
ね
の
紅
葉

あ
る
人
の
い
は
く
此
歌
も

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

ゆ
ふ
っ
く
ひ
き
す
か
た
と
を
き
秋
の
山
わ
き
て
色
ζ
き
霜
の
も
み
ち
は

こ
の
歌
は
あ
る
人

藤
姫
君
の
御
歌
な
り
と
申
す

も

み

ち

を

す

け

ち

か

い
ろ
ふ
か
く
な
る
ほ
と
も
な
き
紅
葉
か
な
う
す
き
な
か
ら
に
秋
も
へ
よ
か
し

」
初
オ

プて一
六
回

プ『
三fi..

紅

葉

の

ち

れ

る

こ

の

も

と

に

て

ま

を

紅
葉
に
ふ
か
く
そ
み
ぬ
る
心
乙
そ
秋
の
か
た
み
と
な
り
ぬ
へ
ら
な
れ
」

犯
ウ

元

啓

乙
の
も
と
に
ち
る
た
に
を
し
き
紅
葉
を
い
っ
く
に
風
の
き
そ
ひ
ゆ
く
ら
ん

題

し

ら

す

こ

と

み

ち

あ
さ
き
り
の
は
れ
て
し
み
れ
は
紅
葉
ち
る
秋
山
ち
か
く
我
は
き
に
け
り

落
葉
埋
橋
と

い

ふ

こ

と

を

定

賀

あ
き
ふ
か
み
お
つ
る
紅
葉
に
う
つ
も
れ
て
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
前
の
た
な
は
し

暮

秋

時

雨

を

よ

し

ひ

ろ

有
明
の
月
も
く
も
り
て
ゆ
く
秋
の
〉
き
は
さ
ひ
し
く
ふ
る
時
雨
か
な

題

し

ら

す

相

近

む
し
の
ね
を
つ
く
せ
し
宿
も
秋
く
れ
て
あ
は
れ
の
こ
れ
る
き
り
／
＼
す
か
な

み

ち

た

り

」

引

オ

む
し
の
ね
も
い
つ
し
か
か
れ
て
し
ら
菅
の
ま
の
〉
か
や
原
秋
く
れ
に
け
り

元

啓

な
か
月
も
こ
よ
ひ
は
か
り
と
を
し
む
ま
に
は
か
な
く
明
て
秋
は
い
に
け
り

」
引
ウ

- 49 -

さ

プて
プ『一三

］

一
六
八

一
六
九

一七（〕
ぺゴ一

七
ニ

一七
一一
一

冬

歌

つ

ひ

た

ち

の

ひ

し

く

れ

の

ふ

り

け

れ

は

み

ち

た

今
朝
は
は
や
ひ
と
む
ら
し
く
れ
過
ぬ
な
り
冬
、
き
に
け
り
と
空
に
し
ら
せ
て

冬

の

う

た

合

の

歌

す

け

ち

か

〉

女

お
ほ
と
れ
る
岩
ゐ
の
く
す
の
し
も
か
れ
て
月
に
宿
か
す
冬
は
き
に
け
り

題
し

ら

す

道

足

神
無
月
日
影
の
と
け
き
こ
の
こ
ろ
は
春
と
い
ふ
名
も
に
た
る
空
か
な

か

つ

〉

ら

さ
ひ
し
さ
の
限
り
な
り
け
り
初
時
雨
ふ
る
き
い
た
や
の
よ
は
の
ね
き
め
は
」

担
オ

相
近
か
む
す
め

思
ひ
や
る
そ
な
た
の
山
も
紅
葉
ぬ
と
し
ら
せ
顔
な
る
初
時
雨
か
な

井

手

伊

明

む
ら
し
く
れ
老
の
た
も
と
は
よ
き
て
ふ
れ
秋
の
な
乙
り
の
露
も
ひ
な
く
に

元

啓

り

一
七
回

一
七
五

一
七
六

一
七
七

一
七
八
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区ヨ

あ
へ
の
し
ま
う
の
ゐ
る
い
は
を
乙
す
波
の
よ
る
と
も
見
え
す
て
ら
す
月
影

山

中

幸

雄

た
か
せ
き
す
よ
と
の
わ
た
り
に
き
り
は
れ
て
川
上
遠
く
す
め
る
月
影

す
け
ち
か
〉
女

奥
山
の
杉
の
は
わ
け
の
月
か
け
や
都
は
を
す
の
ひ
ま
に
み
ゆ
ら
ん

山

里

に

て

月

を

見

て

道

足

山
ふ
か
み
月
も
う
き
世
の
月
よ
り
は
す
み
増
り
け
る
柴
の
い
ほ
か
な
」

お
ウ

元
啓
か
家
の
二
十
景

に

亦

槍

明

月

を

す

け

ち

か

あ
き
の
よ
の
い
て
い
る
月
を
あ
し
ひ
き
の
山
の
は
な
か
ら
宿
に
見
る
か
な

題

し

ら

す

信

敏

と
は
れ
ね
と
わ
か
〉
け
そ
へ
て
草
の
戸
の
月
に
み
た
り
の
友
は
あ
り
け
り

相

近

女

秋
の
よ
は
ね
よ
と
の
か
ね
の
お
と
つ
れ
も
よ
そ
に
聞
つ
〉
月
を
見
る
か
な

こ

と

み

ち

月
影
の
か
た
ふ
く
ま
〉
に
と
ほ
ろ
き
の
声
も
さ
ひ
し
く
な
り
ま
き
る
か
な

よ

ふ

か

く

か

り

の

な

き

け

る

を

き

〉

て

貞

行

」

幻
オ

ζ

の
乙
ろ
と
ま
た
す
し
あ
ら
は
き
ょ
更
て
と
わ
た
る
雁
の
芦
を
き
か
め
や

初

雁

を

よ

め

る

昌

雄

立
い
て
〉
み
れ
は
は
る
か
に
な
り
に
け
り
ひ
を
へ
て
ま
ち
し
は
っ
か
り
の
ζ

ゑ

あ
け
は
ま
っ
た
れ
に
か
た
ら
ん
初
か
り
の
と
よ
ひ
の
月
に
鳴
て
き
つ
る
と

言

道

閉
ま
〉
に
も
の
悲
し
く
そ
な
り
に
け
る
め
つ
ら
し
か
り
し
は
っ
か
り
の
こ
ゑ

ヨ三プミイゴノ＇－プUCコ
一一一一回

あ

ヨ三

4
h
u

ル」

人
な
ら
は
宿
か
き
ま
し
を
村
雨
に
ぬ
れ
つ
〉
す
く
る
初
か
り
の
声

士
ロ

思
ふ
と
ち
あ
り
と
も
い
き
や
し
ら
鳥
の
と
は
た
に
落
る
よ
は
の
初
雁

田
上
雁
と
い
ふ
こ
と
を

」
ジ
ウ

声
は
か
り
と
の
乙
ろ
聞
し
か
り
か
ね
は
た
の
も
ま
ち
か
く
今
朝
そ
む
れ
ゐ
る

此
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

き田

プ『士ゴ

ーノ、

秋

の

う

た

と

て

よ

め

る

元

山
里
は
紅
葉
か
っ
ち
り
さ
を
し
か
の
声
す
る
秋
に
な
り
に
け
る
か
な

鹿

を

み

ち

た

か
や
の
山
を
は
な
す
ゑ
ふ
し
さ
を
し
か
の
た
ち
と
あ
ら
は
に
秋
風
の
ふ
く

ル」

Tこ 啓り

ブu

も

き

Eヨ
Cコ

い
ほ
ち
か
き
の
へ
の
ま
は
き
や
開
ぬ
ら
ん
鹿
の
鳴
ね
を
聞
ぬ
よ
そ
な
き

立
乙
め
で
か
き
ほ
も
見
え
ぬ
夕
き
り
に
し
か
の
ね
ち
か
き
秋
の
山
里

し

か

の

鳴

を

き

〉

て

ち

か

の

物
思
へ
は
た
れ
も
わ
ひ
し
き
秋
の
よ
を
お
の
れ
独
と
鹿
や
鳴
ら
ん

元

啓

秋
の
よ
の
更
ゆ
く
ま
〉
に
き
を
し
か
の
つ
ま
と
ひ
ま
さ
る
声
そ
聞
ゆ
る

題

し

ら

す

き

た

よ

し

秋
の
よ
の
ね
き
め
に
き
け
は
お
き
ゐ
つ
〉
き
ぬ
う
つ
お
と
や
い
つ
く
な
る
ら
ん

大

野

貞

勝

き
よ
衣
う
つ
お
と
き
け
は
た
ま
く
ら
の
秋
の
ね
き
め
の
よ
さ
む
そ
ひ
け
り

よ

し

ひ

秋
の
よ
の
思
ひ
を
い
と
〉
そ
へ
よ
と
は
た
か
う
っ
さ
と
の
砧
な
る
ら
ん

- 48-

区ヨ

誠
」
お
オ

ふ

四
ニ

母－

一回＝一
Eヨ
Eヨ

一
四
五

ろ

一
四
六

一
四
七

回
目

て
る
月
の
ひ
か
り
も
う
と
き
山
か
け
は
い
か
に
さ
ひ
し
く
衣
う
つ
ら
ん

雄」

お
ウ

一
回
八

貝

原

常

春

衣
う
つ
お
と
こ
そ
た
ゆ
め
ち
か
と
な
り
し
は
し
よ
さ
む
や
か
た
り
あ
は
す
る、幻

一
四
九

長

月

の

末

、

き

ぬ

た

を

聞

て

す

け

ち

あ
ら
ひ
衣
あ
ら
ひ
お
く
れ
て
た
か
宿
か
今
宵
の
霜
に
う
ち
す
き
む
ら
ん

乙
〉
ぬ
か
の
ひ
ょ
め
る

な
か
月
の
け
ふ
に
き
け
と
て
わ
か
う
ゑ
し
き
く
は
契
り
を
た
か
へ
き
り
け
り

一五
O

ヨヨL

ま

紅
葉
せ
し
八
重
山
吹
の
垣
根
よ
り
秋
の
菊
き
へ
咲
い
て
に
け
り

菊

花

盛

久

と

い

ふ

こ

と

を

道

さ
き
い
て
し
あ
と
の
日
数
を
思
ふ
に
も
さ
か
り
久
し
き
庭
の
し
ら
菊

足
」

m
U
オ

き

を

ヨ三
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Cコ

古
郷
露
と
い
ふ
乙
と
を
題
に
て

は
ら
は
ね
は
乙
、
ろ
の
ま
〉
に
お
き
そ
へ
て
し
げ
き
よ
も
き
か
露
の
古
郷

あ
る
人
の
い
は
く
こ
の
歌
は

継
高
公
の
北
御
か
た
の
御
う
た
な
り
と

題

し

ら

す

直

昌

き
の
ふ
か
も
秋
は
た
ち
し
か
あ
さ
ち
原
む
し
の
ね
し
け
く
成
に
け
る
か
な

元

啓

う
つ
し
う
ゑ
し
一
村
萩
を
よ
す
か
に
て
あ
は
れ
な
き
よ
る
き
り
／
＼
す
か
な

し

げ

も

と

月
は
ま
た
ζ

の
ま
い
き
よ
ふ
庭
の
お
も
に
ま
っ
す
み
わ
た
る
虫
の
ζ

ゑ
か
な

青

木

義

貫

秋
の
よ
の
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に
古
郷
は
た
〉
む
し
の
ね
そ
す
み
ま
さ
り
げ
る

関

路

秋

風

と

い

ふ

こ

と

を

は

る

と

秋
風
の
今
朝
吹
乙
え
し
あ
と
な
れ
や
露
に
み
た
る
〉
か
る
か
や
の
関

題

し

ら

す

荒

巻

行

し
か
の
ね
を
や
か
で
き
そ
は
ん
足
引
の
山
の
秋
風
さ
む
く
な
り
ぬ
る

」
幻
ウ

一Oニcコ
一C回

Cコ
ヨ三

一口六

ふ
」
別
オ

一一＝ロ
J
ql
 

亡コ
ぺコ。ハ

み

ち

た

と
の
く
も
り
雨
ふ
り
い
て
ぬ
き
な
き
た
に
秋
の
夕
へ
の
物
悲
し
き
に

と
す
ゑ
の
み
た
え
／
＼
見
え
て
朝
ぼ
ら
け
き
り
立
ζ
む
る
遠
方
の
空

り

一口
九亡コ

直

昌

い
な
つ
ま
の
ひ
か
り
ほ
の
め
く
夕
暮
に
し
っ
か
〉
と
た
は
ほ
に
い
て
に
け
り

い
り
か
た
の
山
の
は
つ
か
に
あ
ら
は
れ
て
見
る
ほ
と
も
な
き
夕
月
夜
か
な

ま

き

を

月
ま
て
は
秋
風
き
む
し
し
か
す
か
に
い
て
こ
ぬ
ま
と
て
う
ち
も
ね
ら
れ
す
」

別
ウ

つ
き
を
よ
め
る

雲
は
み
な
あ
ら
し
に
は
れ
て
山
の
は
に
く
ま
な
く
い
つ
る
秋
の
よ
の
月

こ
の
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

藤
姫
君
の
御
歌
な
り
と

題
し
ら

す

き

た

み

ゆ
ふ
き
り
の
は
る
〉
か
た
よ
り
露
見
え
て
月
に
な
り
行
庭
の
草
む
ら

ち

二
回

豆三

八
月
十
五
夜

い
く
秋
の
か
げ
を
か
き
ね
て
名
に
し
お
ふ
今
宵
の
月
の
光
り
ま
す
ら
ん

此
歌
は
あ
る
人

治
高
公
の
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

文
化
十
三
年
八
月
十
五
夜
友
泉
亭
に
て
月

見
さ
せ
た
ま
ひ
し
時
う
た
奉
れ
と
仰
乙
と
あ
り
け
れ
は

秋
月
添
光
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
て
奉
り
け
る
相

君
か
世
の
秋
に
て
り
た
る
月
影
は
い
と
〉
光
り
の
そ
ふ
乙
〉
ち
す
る

葉
月
十

五

夜

月

を

見

て

こ

と

み

ち

あ
は
れ
わ
か
ょ
に
ふ
る
ほ
と
は
さ
や
け
さ
の
今
宵
の
月
に
か
は
ら
す
も
か
な

十

八

日

の

よ

〉

め

る

貞

行

契
り
お
き
し
人
し
な
け
れ
は
山
里
に
独
ゐ
ま
ち
の
月
を
見
る
か
な

フ『一一七二
八

二
九

月
を
見
て

重

根

乙
の
タ
へ
ま
た
こ
の
ゆ
ふ
へ
と
思
ふ
か
な
お
な
し
の
き
は
の
月
に
は
あ
れ
と
も

此

歌

の

詠

草

を

中

院

通

茂

卿

の

も

と

に

」

お
ウ

見
せ
奉
ら
れ
し
に
い
と
め
て
給
ひ
て

後
水
尾
の
仙
洞
に
聞
え
あ
け
ら
れ
し
か

か
し
こ
く
も
お
ほ
み
筆
に
そ
め
さ
せ
た
ま
ひ
て

く
た
し
給
は
り
し
ょ
し
通
茂
卿
よ
り
の
た
ま
ひ

乙
せ
し
か
は
い
と
か
た
し
げ
な
か
り
て
つ
ね
に
ゐ

け
る
と
こ
ろ
を
此
タ
亭
と
な
っ
け
〉
る
と
な
ん

相

近

か

も

と

に

て

月

を

見

て

も

と

あ

立
し
げ
る
庭
の
乙
の
ま
を
行
か
へ
り
み
ゃ
ま
に
〉
た
る
月
を
見
る
か
な

題
し
ら
す

と
ま
り
ふ
ね
な
み
の
よ
る
／
＼
古
郷
の
秋
も
こ
〉
ろ
に
う
か
ふ
月
影

ζ

の
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

Cコ

仙

匡

禅

秋
さ
れ
は
こ
〉
ろ
も
い
と
に
〉
黒
染
の
そ
て
の
み
な
と
に
月
い
て
に
け
り

」
お
オ

ョ丘

- 47-

ヨ』

E主
」
お
オ

し誠
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七
三

題

し

ら

す

相

見
わ
た
せ
は
き
の
ふ
な
か
ら
の
夏
草
の
野
島
か
崎
に
秋
風
そ
ふ
く

ま

軒
ち
か
き
一
村
荻
を
う
ち
な
ら
し
今
朝
ふ
く
か
せ
や
秋
の
初
風

き

を 近

ぺコ
区ヨ

七
五

酒

丘

，4a川
a

、司，，

夕
立
の
は
れ
し
ま
か
き
の
萩
の
露
秋
の
け
し
き
と
い
つ
な
り
に
け
む

女

七
六

な

を

ま

き

む
し
の
ね
に
お
と
ろ
か
さ
れ
て
月
よ
め
は
け
ふ
乙
そ
秋
の
は
し
め
な
り
け
れ

山
家
初
秋
と
い
A

乙

と

を

矢

野

尚

徳

」

引
オ

松
風
の
い
つ
も
さ
ひ
し
き
山
里
は
思
ひ
な
し
に
や
秋
を
し
る
ら
む

七

日

の

日

の

タ

か

た

に

か

つ

み

つ

七
夕
に
こ
〉
ろ
を
か
し
て
天
の
川
我
さ
へ
な
み
の
よ
る
を
ま
た
る
〉

七
月
の
は
し
め
元
啓
か
も
と
に
遣
し
げ
る
消
息

の

は

し

に

田

中

知

遠

秋
、
き
て
も
の
ζ

る
あ
っ
さ
の
た
え
か
た
み
ね
や
の
扇
は
う
ち
も
お
か
れ
す

秋

の

歌

合

し

げ

る

時

相

近

乙
〉
ろ
せ
よ
は
き
の
初
花
さ
く
ら
を
の
か
り
ふ
の
は
ら
の
秋
の
初
風

も

と

あ

き

ね
乙
し
た
る
そ
の
山
里
も
お
も
か
け
に
み
ゆ
る
は
か
り
や
庭
の
萩
原

題

し

ら

す

貞

行

」

引

ウ

う
ゑ
そ
へ
し
桓
根
の
萩
の
花
き
け
は
乙
そ
見
し
ひ
と
の
な
つ
か
し
き
か
な

お

ほ

や

す

み

山

に

て

小

森

俊

経

い
へ
つ
と
に
や
そ
ら
は
ち
り
な
ん
つ
ゆ
も
を
し
見
て
の
み
け
ふ
は
や
ま
は
き
の
花

秋

の

歌

の

中

に

ま

き

を

乙
の
〉
へ
は
か
よ
ふ
を
し
か
の
あ
と
も
な
し
萩
か
花
妻
き
か
り
す
く
ら
ん

む
か
し
わ
か
っ
は
な
つ
み
て
し
や
す
の
〉
は
今
か
薄
の
ほ
に
い
て
ぬ
ら
ん

前
栽
に
す
〉
き
を
一
も
と
う
ゑ
け
る
か
は
し
め
て

ほ

に

い

て

け

る

を

見

て

乙

と

み

ち

花
す
〉
き
た
〉
ひ
と
も
と
を
う
ゑ
し
よ
り
庭
は
の
へ
と
も
見
え
わ
た
る
か
な

す
け
ち
か
〉
も
と
よ
り
ね
こ
し
た
る
す
、
ご
さ
の

七
日
］

ペコ
ノ＂＂＼.

4コ
ブ，＿，

ノ＂＂＼.

Cコ
ノ＂＂＼.八

ニ八一一一
ノ＂＂＼.ノ＂＂＼.

2ヨL Eヨ
司、『ノコ

ノ＂＂＼.

寸ゴ

は

し

め

て

ほ

に

い

て

け

る

を

見

て

よ

み

て

」

泣
オ

っ
か
は
し
け

る

元

啓

は
な
す
〉
き
そ
な
た
に
の
み
も
な
ひ
く
か
な
も
と
の
垣
根
や
乙
ひ
し
か
る
ら
ん

か

へ

し

相

近

女

み
そ
の
ふ
の
ち
く
さ
に
ま
し
る
う
れ
し
さ
を
人
も
み
よ
と
て
ま
ね
く
な
る
ら
ん

ノ司、
ノ司、

/""¥. 
ブ，＿，

閑

庭

薄

と

い

ふ

乙

と

を

井

手

氏

奨

ま
ね
く
へ
き
な
ら
ひ
も
し
ら
し
お
の
つ
か
ら
ひ
と
な
き
庭
に
お
ふ
る
薄
は

カ

プU
Cコ

秋

の

歌

と

て

よ

め

る

す

け

山
里
の
の
き
は
の
竹
の
枝
た
は
に
ま
と
ふ
真
葛
の
花
開
に
け
り

安

し
き
し
ま
の
大
和
な
て
し
こ
い
か
な
れ
は
か
ら
紅
の
色
に
さ
く
ら
む

か

つ

み

つ

」

辺
ウ

朝
な
／
＼
さ
く
い
ろ
か
は
る
な
て
し
こ
は
昨
日
の
は
な
の
ま
か
き
と
も
な
し

あ
れ
た
る
家
の
前
栽
に
女
郎
花
の
さ
き
た
る

を

見

て

元

啓

と
ふ
人
も
な
き
ふ
る
さ
と
の
秋
風
に
う
ら
ふ
れ
た
て
る
女
郎
花
か
な

秋

の

歌

と

で

す

け

ち

か

聞
い
て
ひ
と
も
と
〉
立
よ
れ
と
ふ
る
さ
と
人
も
見
え
ぬ
宿
か
な

大

隈

言

志

朝
顔
の
花
の
き
か
り
は
し
ら
っ
ゅ
の
と
く
お
き
て
乙
そ
み
る
へ
か
り
け
れ

野

分

し

げ

る

あ

し

た

に

相

近

の
分
し
て
あ
ら
ぬ
あ
た
り
に
闘
い
て
ぬ
宿
の
ま
か
き
の
け
に
こ
し
の
花

前
裁
の
草

花

の

き

か

り

に

な

ほ

ま

さ

」
幻
オ

は
き
す
〉
き
花
の
き
か
り
は
わ
か
や
と
も
し
か
こ
そ
な
か
ね
秋
の
〉
ら
な
る

元

啓

か

家

の

二

十

景

に

小

径

野

華

を

と

も

き

た

萩
か
花
え
た
も
た
は
〉
に
き
く
こ
ろ
は
宿
の
か
よ
ひ
ら
分
ま
く
も
う
し

秋

の

歌

の

う

ち

に

相

近

女

わ
か
き
つ
る
か
た
も
し
ら
れ
す
朝
露
に
み
た
れ
に
け
り
な
の
ち
の
か
る
か
や

露

を

よ

め

る

立

花

重

根

ひ
る
は
き
え
よ
る
は
草
葉
に
お
き
あ
か
す
露
よ
い
か
な
る
物
思
ふ
ら
ん

-46ー

ち

弼

ブ，＿，九
二

九
三

ブ，＿，
Eヨ

九
五

九
六

ブ，＿，
4ゴ

プUノ、ブU
プU一CC
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早
苗
を

か

の

五（〕

」
叩
オ

な
は
し
ろ
の
を
た
に
ひ
と
む
ら
見
し
な
へ
は
け
ふ
い
く
ま
ち
に
う
ゑ
わ
た
す
ら
ん

河

村

武

格

ょ
に
ひ
ろ
き
め
く
み
の
雨
の
時
え
て
や
い
く
ち
ま
ち
た
に
早
首
と
る
ら
ん

五

月

雨

を

み

ち

た

り

ま
と
ち
か
き
竹
の
わ
か
は
の
う
ち
た
れ
て
ふ
る
や
五
月
の
雨
の
い
ふ
せ
き

相

近

女

山
里
の
ま
へ
の
た
な
は
し
み
つ
乙
え
て
ひ
と
こ
そ
と
は
ね
五
月
雨
の
こ
ろ

き
み
た
れ
ひ
さ
し
と
い
ふ
こ
と
を

く
も
は
れ
て
い
つ
か
は
月
に
も
り
か
へ
ん
ひ
き
に
ふ
る
や
の
軒
の
五
月
雨

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

題

し

ら

す

久

野

一

宇

」

叩
ウ

と
ふ
人
も
な
き
五
月
雨
の
く
ら
き
夜
に
か
と
を
た
〉
く
は
く
ゐ
な
〉
り
け
り

月

の

お

も

し

ろ

か

り

け

る

夜

に

き

た

み

ち

露
す
か
る
の
き
の
し
の
ふ
に
影
見
え
て
夏
の
よ
わ
た
る
月
そ
か
た
ふ
く

長
政
公
の
御
供
に
き
む
ら
ひ
て
芝
山
の
殿
に
ま
か
り
し

時
御
庭
の
床
夏
の
花
き
か
り
な
る
に
ま
せ
な
と
き
ら
／
＼

し
う
し
わ
た
し
て
妹
と
わ
か
ぬ
る
の
た
に
さ
く
を
つ
け

ら
れ
た
り
め
し
出
さ
れ
て
歌
よ
め
と
仰
乙
と
あ
り
け
れ
は

と

り

あ

え

す

黒

田

一

成

ち
り
ぬ
ら
ん
露
は
鱗
に
お
も
る
と
も
は
ら
は
て
を
見
ん
床
夏
の
花

芝

山

家

出

題

夏

の

歌

合

に

ち

か

の

ふ

大
ゐ
川
月
は
を
く
ら
の
山
か
け
に
や
み
も
ま
ち
あ
へ
す
う
船
さ
す
な
り

題

し

ら

す

加

藤

宗

清

ひ
き
か
た
の
く
も
ま
の
ほ
し
と
見
ゆ
る
か
な
た
か
ま
の
山
に
た
て
る
ほ
く
し
は

伊

野

の

宮

に

ま

ふ

て

し

時

よ

め

る

栗

林

頼

純

神
山
の
も
り
の
こ
か
く
れ
く
る
〉
よ
り
か
す
あ
ら
は
れ
て
飛
ほ
た
る
か
な
」

怜
オ

歌

合

の

う

た

す

け

ち

か

女

ち

互玉ヨ三ヨs:五
回

豆三
王三

ヨ玉
フ宍

五
日
］

五
八

五
九

プ＂
cコ

な
つ
く
さ
の
し
け
み
か
中
を
行
水
の
あ
た
り
し
ら
せ
て
飛
鐙
か
な

題
し
ら
す

近

信

み
や
こ
へ
と
は
こ
ふ
み
つ
き
の
ひ
む
ろ
も
り
山
を
い
て
〉
や
夏
を
し
る
ら
ん

な

ほ

ま

さ

か
や
り
た
く
し
っ
か
ふ
せ
や
の
い
ふ
せ
き
も
空
に
し
ら
る
〉
夕
畑
か
な

岡

崎

陳

信

鳴
神
の
お
と
も
は
る
か
に
す
か
は
ら
や
ふ
し
み
の
里
の
夕
立
の
空

相

近

雪
つ
も
る
ふ
し
の
た
か
ね
の
か
け
な
か
ら
む
す
ふ
い
は
ね
の
水
の
す
〉
し
さ

こ

と

み

ち

」
刊
ウ

お
き
い
つ
る
朝
け
の
ま
与
に
す
〉
し
き
は
苔
む
す
宿
の
庭
に
さ
り
げ
る

納

涼

の

歌

の

中

に

か

つ

み

つ

山
こ
え
し
あ
っ
き
も
波
の
ふ
も
と
川
駒
に
水
か
ひ
し
は
し
す
〉
ま
む

宮

川

尚

古

逢
坂
や
せ
き
の
乙
か
け
の
す
〉
し
さ
に
た
ち
ζ

そ
と
ま
れ
行
も
か
へ
る
も

題
し
ら
す

い
ま
乙
〉
を
た
ち
ゆ
く
も
を
し
衣
手
の
こ
か
け
す
〉
し
き
夏
の
朝
風

あ
る
人
の
い
は
く
此
歌
は

潔
姫
君
御
手
習
の
こ
と
な
と
聞
え
奉
り

け
る
女
に
よ
み
て
給
は
り
け
る
御
歌
な
り
と

水
無
月
の
末
っ
か
た
虫
の
な
く
を
き
〉
て

プ『プ『プミ＝六
回

ノ、

ヨ三
プ『
フ『

プ君主

ぺゴ
~－ ノ、

ノ宍、

ノ、

プu
→＝ 
Cコ

よ

し

ひ

タ
ま
く
れ
た
か
た
め
と
て
か
は
た
お
り
の
秋
風
ち
か
き
の
へ
に
鳴
ら
ん

御

棋

を

一

誠

み
そ
き
か
は
な
か
る
〉
あ
き
の
は
や
き
せ
に
け
ふ
と
し
な
み
も
半
ζ

え
ぬ
る

夏
放
を
よ
め
る

よ
の
ち
り
も
こ
〉
ろ
の
ち
り
も
夏
川
ゃ
な
か
れ
て
き
よ
き
麻
の
お
ほ
ぬ
き

此
歌
は
あ
る
人

斉
隆
公
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

秋

歌

ペコぺコ

- 45ー

」
却
オ

ろ
」
却
ウ
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プて

中
垣
の
と
な
り
も
と
を
く
な
り
に
け
り
き
〉
の
わ
か
は
の
し
け
り
あ
ひ
つ
〉

卯

華

を

よ

め

る

貞

行

妻

雪
の
い
ろ
に
ま
か
ふ
も
の
か
ら
う
の
花
の
さ
げ
る
垣
根
は
夏
め
き
に
け
り

言

道

わ
か
き
し
〉
庭
の
う
の
花
も
〉
え
き
し
い
つ
し
ら
波
と
人
に
見
え
ま
し

ほ
と
〉
き
す
ま
つ
歌
よ
め
と
人
の
い
ひ
げ
れ

は

き

た

み

ち

い
つ
よ
り
も
み
山
の
さ
と
の
ゆ
か
し
き
は
郭
公
ま
っ
こ
ろ
に
さ
り
げ
る

人

伝

郭

公

と

い

ふ

乙

と

を

尼

翠

江

」

旬

ウ

い
か
は
か
り
う
れ
し
か
ら
ま
し
ほ
と
〉
き
す
人
つ
て
な
ら
ぬ
は
つ
ね
な
り
せ
は

友
た
ち
の
も
と
に
行
た
り
け
る
に
郭
公
は

き
〉
つ
や
よ
へ
な
ん
鳴
ぬ
る
を
と
い
ひ
げ
れ
は

-t:r ，、、プUCコ－ -=-

－ 
よ

め

る

は

る

つ

ね

き
そ
の
ょ
に
と
ひ
乙
ま
し
か
は
郭
公
と
も
に
は
つ
ね
を
き
か
ま
し
も
の
を

題

し

ら

す

実

任

ほ
と
、
ご
き
す
い
ま
や
み
山
を
い
て
ぬ
ら
ん
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
夕
暮
の
雨

す

け

ち

か

郭
公
き
か
て
う
月
の
月
影
も
有
明
の
そ
ら
と
な
り
に
け
る
か
な

か
け
は
か
り
月
に
見
え
行
ほ
と
〉
す
た
か
住
里
に
初
ね
鳴
け
ん

元

啓

か

家

の

廿

景

に

園

林

杜

鵠

と

い

ふ

」

%

オ

ζ

と

を

よ

め

る

よ

し

ひ

ろ

ほ
の
か
に
も
な
き
で
す
き
ぬ
る
郭
公
青
葉
か
く
れ
の
宿
の
夕
暮

題
し
ら
す

乙
の
夕
へ
ま
ち
え
て
き
〉
つ
郭
公
ふ
け
ゆ
く
そ
ら
の
月
に
な
く
声

あ
る
人
の
い
は
く
乙
の
歌
は

斉
隆
公
の
御
歌
な
り
と

郭

公

の

は

し

め

て

一

時

け

る

を

き

〉

て

黒

田

一

利

ひ
と
こ
ゑ
を
う
ら
み
は
は
て
し
郭
公
す
き
行
方
の
人
も
ま
つ
ら
ん

か

つ

〉

ら

女

ほ
と
〉
き
す
ひ
と
乙
ゑ
ゆ
ゑ
に
お
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
あ
か
す
み
し
か
よ
の
そ
ら

区ヨ互玉プ『-t:r ノ「、

プU

」
恰
ウ

す

け

ち

か

女

ひ
と
こ
ゑ
を
ほ
の
か
に
な
き
て
郭
公
月
の
よ
ひ
と
よ
物
思
は
せ
け
り

月
お
も
し
ろ
か
り
け
る
よ
ほ
と
〉
き
す
を
き
〉

て

ま

き

お

ん

た
ち
は
な
の
か
を
る
み
そ
の
〉
月
よ
〉
し
よ
〉
し
と
来
鳴
郭
公
か
な

題
し
ら
す

ね
き
め
せ
し
こ
の
あ
か
つ
き
の
一
声
や
月
の
い
る
さ
の
山
ほ
と
〉
き
す

此
歌
は
あ
る
ひ
と

継
高
公
の
御
歌
と
な
ん
申
す

郭
公
何
方
と
い
ふ
と
と
を
よ
め
る

ほ
と
〉
き
す
し
た
ふ
乙
〉
ろ
も
立
ま
よ
ふ
雲
の
い
つ
く
と
わ
か

ぬ

一

声

」

ザ

オ

あ
る
人
の
い
は
く
こ
の
う
た
は

継
高
公
の
北
の
御
方
の
御
歌
な
り
と

夏
の
歌
と
て
よ
め
る

香

月

春

ヰ

ほ
と
、ご
き
す
き
〉
そ
め
し
よ
り
夏
の
よ
は
っ
き
な
き
空
も
な
か
め
ら
れ
つ
〉

太
宰
府
に
詣
て
か
へ
る
さ
に
関
屋
の
さ
と

に

て

ほ

と

〉

き

す

の

鳴

け

る

を

き

〉

て

梶

川

可

久

か
る
か
や
の
せ
き
の
む
か
し
の
あ
と
〉
め
て
な
の
り
を
し
つ
〉
ゆ
く
郭
公

船

中

郭

公

と

い

ふ

乙

と

を

加

藤

一

敏

ほ
と
〉
き
す
は
つ
ね
も
ら
し
て
ゆ
く
か
た
に
乙
〉
ろ
ひ
か
る
〉
よ
と
の
川
ふ
ね

郭

公

の

歌

あ

ま

た

よ

み

け

る

中

に

」

げ

ウ

啓
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一元

き
月
た
に
鳴
も
ふ
り
な
て
郭
公
と
も
し
き
こ
ろ
に
な
り
に
け
る
か
な

い

つ

か

の

ひ

よ

め

る

な

ほ

よ

む
か
し
た
か
な
か
き
た
め
し
に
ひ
き
そ
め
て
け
ふ
の
〉
き
は
に
あ
や
め
ふ
く
ら
ん

題

し

ら

す

よ

し

ひ

ろ

し
つ
の
を
か
そ
て
乙
そ
に
ほ
へ
橘
の
か
け
ふ
む
み
ち
ゃ
過
て
き
つ
ら
ん

衆

山

夏

雲

と

い

ふ

こ

と

を

す

け

ち

さ
な
へ
と
る
五
月
き
ぬ
ら
し
青
山
を
よ
乙
き
る
雲
の
た
ゆ
る
ま
そ
な
き

し

区ヨ
4コ

区ヨ
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か
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た
を
り
乙
し
花
も
い
つ
し
か
う
つ
ろ
ひ
ぬ
き
ζ

そ
山
ち
は
雪
と
ち
る
ら
め

さ

く

ら

の

花

の

ち

り

け

る

を

み

て

み

ち

た

り

ふ
か
は
ふ
け
ふ
か
て
し
も
ち
る
桜
花
よ
し
ゃ
あ
ら
し
に
ま
か
せ
て
を
見
ん

天

野

遠

省

一
C
C

な
か
／
＼
に
ち
り
ゆ
く
花
も
あ
は
れ
な
り
さ
く
ら
は
さ
き
の
き
か
り
の
み
か
は

O

」

η
オ

さ
く
ら
の
ち
る
を
よ
め
る

一

誠

う
つ
り
ゆ
く
ひ
か
す
そ
つ
ら
き
吹
風
も
き
か
り
の
花
を
さ
そ
ひ
や
は
せ
し

三
月
は
か
り
元
啓
か
も
と
に
消
息
し

け
る

つ
い
で
に

き

た

み

ち

ふ
み
わ
け
で
と
ふ
人
あ
ら
は
桜
華
雪
と
ふ
る
と
も
う
れ
し
か
ら
ま
し

花

の

ち

り

け

る

を

見

て

ま

す

み

雪
と
見
し
こ
す
ゑ
の
花
は
ち
り
は
て
〉
池
の
み
な
わ
そ
き
え
か
て
に
す
る

華
下
送
日
と
い
ふ
乙
と
を
よ
め

る

昌

雄

の
乙
り
な
く
花
の
ち
り
ぬ
る
こ
の
も
と
は
過
し
ひ
か
す
を
よ
む
は
か
り
な
り

プU
ノ寸、

ブu
プU

Cコ亡コoz

一
。
回

Cコ
互玉

題

し

ら

す

乙

と

み

里
こ
と
に
ゆ
き
て
し
み
れ
は
春
ふ
か
み
〉
な
こ
の
も
と
に
花
は
ち
り
け
り

木
の
も
と
に
ち
り
ぬ
る
花
は
人
し
れ
す
今
宵
の
雨
に
な
か
る
へ
ら
な
り

ち」

刊は
ウ

亡コ
プ『

。
七

や

す

人
し
ら
ぬ
み
山
桜
の
ち
る
乙
ろ
は
ふ
す
ゐ
の
床
も
花
や
し
く
ら
ん

ち〉

it 

。八

春
の
歌
と
て
よ
め

る

か

つ

な

お
の
か
す
を
苗
代
水
に
ひ
た
さ
せ
て
こ
を
思
ふ
ひ
は
り
空
に
な
く
な
り

ま

す

み

ふ
ち
は
ら
の
ふ
り
に
し
さ
と
は
む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
は
か
り
に
さ
く
重
か
な

の

ふ

と

し

と
き
を
え
て
か
は
つ
な
く
な
り
春
雨
の
ふ
る
の
山
田
の
苗
代
の
と
ろ

山
吹

を

貞

行

な
ほ
き
り
に
わ
か
う
ゑ
お
き
し
山
吹
の
花
さ
く
春
に
な
り
に
け
る
か
な

す

け

ち

し
け
り
あ
ふ
春
の
わ
か
は
の
か
け
し
め
て
い
と
〉
き
や
け
き
山
吹
の
花

lま

Cコ
ブuCコ

妻
」
行
オ
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か

一
一
回一一五

前

栽

に

山

吹

多

く

あ

る

と

乙

ろ

に

て

道

さ
き
に
け
り
し

っ
か
か
と
た
の
か
き
ね
た
に
春
は
へ
た
て
ぬ
山
吹
の
花

題
し

ら

す

昌

き
の
ふ
け
ふ
さ
き
ぬ
る
も
の
を
山
吹
の
花
を
の
乙
し
て
春
は
い
ぬ
め
り

ふ
ち
な
み
の
花
開
し
よ
り
わ
か
せ
乙
を
松
に
こ
〉
ろ
も
か
〉
り
け
る
か
な

実

壬

ま
っ
か
え
に
わ
き
て
か
〉
ら
は
藤
波
の
花
は
と
き
は
に
聞
に
ほ
は
な
ん

」
旬
ウ

す

け

ち

か

紫
の
ゆ
か
り
は
か
り
の
春
の
色
を
こ
の
ま
の
ふ
ち
の
花
に
見
る
か
な

な

ほ

ま

さ

花
見
に
は
ゆ
か
ま
し
も
の
と
い
ひ
／
＼
て
や
よ
ひ
は
末
に
な
り
に
け
る
か
な

留
春
不
駐
と
い
ふ
ζ

と

を

時

枝

英

は
な
と
り
の
い
ろ
ね
も
う
と
く
な
り
に
け
り
春
の
か
た
み
に
何
を
と
め
ま
し 足雄

プ〈-tコ
一一，『、

一
一
九Cコ

春
を

〉

し

み

て

き

た

す

ち
り
の
こ
る
桜
は
あ
れ
と
け
ふ
の
み
と
思
へ
は
を
し
き
春
の
く
れ
か
な

三
月
に
う
る
ふ
月
あ
り
け
る
春
の
く
れ

- 43ー

み

に

ま

き

を

乙
と
さ
ら
に
ひ
さ
し
く
な
れ
し
春
な
れ
は
い
と
〉
別
の
を
し
く
も
有
か
な

」
刊
オ

」
日
ウ

Eヨ

夏

歌

な
つ
の
は
し
め

に

ら

か

の

ち
る
花
を
〉
し
み
し
ほ
と
に
郭
公
は

つ
ね
ま
た
る
〉
こ
ろ
は
き
に
け
り

尋
余
華
と
い
ふ
こ
と

を

よ

し

ひ

山
さ
く
ら
な
ほ
の
こ
る
や
と
鴛
の
か
へ
る
か
た
に
も
尋
ゆ
か
ま
し

う
っ
き
は
か
り
山
里
に
で
き
く
ら
の
さ
げ
る

を

見

て

と

も

き

た

な
つ
や
ま
の
し
げ
き
み
と
り
の
乙
か
く
れ
に
春
を
の
乙
し
て
き
く
桜
か
な

う
た
か
へ
天
満
宮
に
奉
り
し
夏
歌

相

ち

か

女

」

旬
オ

花
開
し
い
か
き
の
う
め
も
松
か
え
も
お
な
し
み
と
り
に
し
げ
る
と
ろ
か
な

題

し

ら

す

み

た

ふろ

互玉

ち

り
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題

し

ら

す

な

ほ

ま

き

の
る
駒
の
あ
か
き
を
は
ゃ
み
を
か
乙
え
の
ゆ
く
て
の
桜
あ
か
て
過
つ
〉
」

9
オ

ま

さ

を

た
に
か
け
に
い
ま
た
ふ
〉
め
る
さ
く
ら
花
を
り
て
や
ゆ
か
ん
ま
た
や
き
て
み
ん

水

郷

花

と

い

ふ

乙

と

を

宮

崎

安

弼

花
に
乙
そ
む
か
し
も
の
こ
れ
花
そ
の
、
は
な
〉
ゃ
っ
し
そ
し
か
の
う
ら
風

関

路

花

を

か

つ

み

つ

過
か
て
に
人
乙
そ
と
ま
れ
逢
坂
の
春
の
関
ち
は
花
や
守
ら
ん

御
牧
の
郡
高
倉
の
社
の
花
さ
か
り
な
る

よ
し
聞
え
け
れ
は
や
よ
ひ
七
日
人
々
と
〉
も
に

見
に
ゆ
き
し
に
を
ら
せ
し
の
こ
〉
ろ
に
や
た
ん

さ
く
を
ゆ
ひ
つ
け
て

お

の

つ

か

ら

い

か

き

の

う

ち

に

さ

く

花

は

」

9
ウ

を
ら
て
も
神
の
た
む
け
な
る
ら
し
と
あ
り

よ
も
の
は
な
も
さ
き
み
ち
て
ち
し
ほ
の
外

な

る

花

さ

か

り

こ

〉

ろ

も

う

か

れ

け

れ

は

大

野

氏

重

ひ
と
き
／
＼
し
つ
め
て
み
は
や
わ
か
乙
〉
ろ
う
か
れ
て
花
の
い
ろ
を
わ
か
ね
は

を
り
し
も
た
れ
や
ら
ん
硯
料
紙
な
と
い

た
し
け
れ
は
み
な
乙
の
も
と
に
ま
と
ゐ
し
て

よ

め

る

法

印

景

源

ち
は
や
ふ
る
神
の
い
か
き
に
さ
く
花
は
む
か
し
な
か
ら
の
色
や
見
す
ら
ん

三

輪

共

明

神
祭
る
ζ

ろ
な
ら
な
く
に
け
ふ
は
し
も
花
に
ま
ふ
て
の
袖
っ
と
ふ
な
り

」
叩
オ

大

野

直

清

春
の
日
を
な
か
き
も
の
と
は
し
り
な
か
ら
花
を
見
る
に
は
さ
も
お
も
ほ
え
す

吉

田

貞

重

花
に
き
て
猶
も
む
か
し
を
思
ひ
て
の
そ
の
こ
と
〉
な
く
日
を
く
ら
す
か
な

大

野

共

貞

山
の
は
の
日
も
紅
の
色
き
え
て
花
の
乙
の
ま
に
か
け
か
す
か
な
り

は
る
の
日
も
し
つ
こ
〉
ろ
な
く
風
吹
い
て
〉

吃ゴ
ブU

2『、
Cコ

ノ’L

－ 
八
二

八
三

，「、
区ヨ

八
五

八
六

ノ＂＼.

tゴ

ち
り
か
ふ
花
の
け
し
き
は
た
あ
は
れ
な
り

け

れ

は

氏

ま
た
も
見
む
花
の
春
と
は
契
れ
と
も
老
の
命
の
た
の
め
か
た
さ
よ

栄

恒

法

師

」
叩
ウ

ち
る
花
を
〉
し
む
乙
〉
ろ
も
ま
よ
ひ
そ
と
思
ひ
な
か
ら
も
う
き
あ
ら
し
か
な

宗

養

法

師

ち
り
ゅ
く
を
〉
し
む
わ
か
み
も
あ
た
な
れ
は
花
の
思
は
ん
乙
と
も
は
つ
か
し

三

輪

正

房

た
ち
か
へ
り
っ
き
せ
ぬ
春
の
君
か
代
に
さ
の
み
な
花
の
ち
る
を
〉
し
み
そ

此
大
野
吉
田
三
輪
の
六
人
は
周
防
守

井
上
之
房
の
与
力
の
人
々
に
て
乙
の
ま
と
ゐ

し
げ
る
は
寛
永
十
年
は
か
り
の
乙
と
〉
そ

世
中
い
ま
た
し
っ
か
な
ら
さ
る
ζ

ろ
な
る
に

み
や
び
な
る
こ
と
〉
も
に
な
ん

や
よ
ひ
に
う
る
ふ
月
あ
り
け
る
と
し
よ
み
け
る

相

近

此
春
は
ひ
か
す
多
か
る
は
る
な
れ
と
花
の
ひ
か
す
は
か
は
ら
さ
り
け
り

や
よ
ひ
の
末
っ
か
た
人
々
と
〉
も
に
源
光
い
ん

の

花

見

に

ゆ

き

て

富

永

由

寛

あ
は
れ
に
も
ち
り
の
こ
り
け
り
山
桜
花
の
乙
〉
ろ
も
け
ふ
を
や
ま
ち
け
ん

春
の
く
れ
か
れ
こ
れ
花
を
し
み
け
る
所
に
て

い
ま
さ
ら
に
花
な
き
里
の
こ
ひ
し
き
は
う
つ
ろ
ふ
乙
ろ
の
春
に
さ
り
げ
る

定

直

か

も

と

に

花

見

に

ゆ

き

て

よ

め

る

安

部

利

任

，

‘

泣
く
か

い
か
に
せ
ん
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
つ
れ
／
＼
と
な
か
む
る
ま
で
に
花
そ
ち
り
し
く

か

へ

し

き

た

な

ほ

」
刊
ウ

お
ほ
か
た
の
い
り
あ
ひ
の
か
ね
に
ち
る
花
も
わ
き
て
き
ひ
し
き
春
雨
の
空

春
の
歌
と
て
よ
め

る

黒

田

一

春
雨
を
な
み
た
に
な
し
て
う
く
ひ
す
の
う
つ
ろ
ふ
花
の
枝
に
鳴
な
り

さ
く
ら
の
花
の
か
め
に
さ
せ
り
け
る
か
ち
り
か
た
に
な
れ

り
け
る
を
見
て
よ
め
る

，ベ、，『、/"¥. 
ブ1』

ブU
Cコ

プU九
ニ九一一一

プU
g:s 九

五
九
六

プU
ぺゴ

も

と

重
」
竹
オ

女

- 42 -

イ肯

あ
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互玉
cコ

の
き
ち
か
く
ね
く
ら
を
い
て
〉
な
く
鳥
の
声
も
し
つ
け
き
春
の
明
灰

題
し

ら

す

川

越

直

昌

わ
か
〉
と
の
は
い
り
の
柳
う
ち
た
れ
て
な
か
め
さ
ひ
し
き
乙
ろ
に
も
あ
る
か
な

き

た

よ

し

ひ
を
ふ
れ
は
い
と
〉
き
ひ
し
さ
ま
き
り
け
り
花
の
ひ
も
と
く
雨
と
し
思
へ
と

ζ

と

み

ち

春
雨
の
は
る
〉
ま
に
ノ
＼
・2も
〉
と
り
の
声
も
乙
ほ
し
く
な
り
ま
き
る
か
な

帰

雁

を

え

ミ

て

相

近

」

6
ウ

か
へ
る
か
り
と
ま
り
や
す
る
と
ひ
く
こ
と
に
う
は
の
そ
ら
な
る
ね
そ
か
よ
ひ
け
る

言

道

た
〉
な
は
る
山
も
か
ひ
な
し
か
り
か
ね
の
乙
と
そ
と
も
な
く
こ
担
え
て
い
ぬ
れ
は

浅

井

真

澄

あ
け
は
ま
た
ゆ
く
へ
や
見
え
て
な
け
か
れ
ん
よ
の
ま
に
か
へ
れ
春
の
か
り
か
ね

は

る

の

歌

と

て

よ

め

る

な

ほ

ま

さ

我
か
と
の
た
の
も
に
な
れ
し
か
り
か
ね
の
か
へ
り
し
の
ち
の
春
の
淋
し
き

よ
ふ
こ
と
り
よ
ふ
こ
ゑ
す
れ
と
夕
暮
は
山
へ
も
見
え
す
霞
棚
引

青

柳

種

麿

大
野
山
は
き
の
や
け
原
う
ち
か
す
み
あ
く
る
朝
け
に
き
〉
し
鳴
な
り

ま

き

を

き
〉
す
な
く
こ
ゑ
も
の
と
け
き
春
の
〉
を
た
か
こ
〉
ろ
な
く
け
ふ
は
や
く
ら
ん

か
つ
〉
ら
の
女
」

7
オ

山
桜
い
ま
や
さ
く
ら
ん
と
は
か
り
に
し
の
ふ
る
花
の
お
も
か
け
に
た
つ

な

ほ

ま

さ

さ
く
ら
花
さ
げ
る
と
見
し
は
ま
ち
わ
ひ
て
う
ち
ね
し
よ
は
の
夢
に
さ
り
げ
る

上
村
の
り
ひ
き
か
わ
し
の
を
山
に
の
ぼ
り
て

さ
く
ら
の
花
の
さ
き
そ
め
た
る
を
も
て
お
乙
せ
た
る

ヨ三互三ヨ三王
国

ヨ三
豆玉

三fi..
プて

五
七

五
八

五
九

プて
Cコ

プくフ『

に

相

近

さ
く
ら
花
さ
き
そ
め
し
て
ふ
人
つ
て
を
ま
つ
ま
に
君
そ
た
を
り
き
に
け
る

あ
ら
し
山
の
さ
く
ら
を
う
ゑ
た
る
か
な
〉
と
せ
を

へ
て
さ
き
け
れ
は

六
回

と
し
を
へ
て
わ
か
古
郷
や
わ
す
る
ら
ん
乙
と
し
桜
の
春
に
ゑ
み
し
て

さ

く

ら

を

よ

め

る

道

わ
か
せ
乙
か
衣
春
雨
は
れ
て
今
朝
見
れ
は
桜
は
さ
か
り
な
り
け
り

も

と

あ

あ
た
な
り
と
人
は
い
へ
と
も
さ
く
ら
花
い
つ
か
は
春
を
わ
す
れ
は
て
た
る

花

を

見

て

よ

め

る

近

信

い
の
ち
あ
れ
は
お
ほ
く
の
春
に
あ
ひ
み
し
を
花
に
は
さ
で
も
あ
く
よ
し
の
な
き

足」

7
ウ

プミミ
ヨ三

き

プ『
プ『

六
日
】

句
、

フ
ノ

定

か
ら
衣
き
つ
〉
な
か
め
ん
春
乙
と
の
花
よ
ち
と
せ
の
契
り
わ
す
る
な

と
な
り
な
る
家
の
は
な
の
さ
き
た
る
を
見

て

ま

さ

わ
か
宿
も
う
ゑ
て
見
ま
く
の
ほ
し
き
か
な
隣
の
花
の
閉
そ
め
し
よ
り

は
か
た
人
の
き
た
り
け
る
か
大
賀
信
敏
か

や
と
の
花
き
か
り
な
る
よ
し
き
こ
え
け
れ
は
む
か

し
こ
の
も
と
に
う
た
け
せ
し
こ
と
な
と
思
ひ

い

て

〉

よ

み

て

其

人

に

っ

て

や

り

け

る

元

啓

い
に
し
へ
を
思
ひ
い
つ
れ
は
め
の
ま
へ
に
花
の
き
か
り
も
見
る
は
か
り
な
り

か
へ

し

大

賀

信

敏

古
し
へ
を
思
ひ
い
て
な
は
と
ひ
こ
か
し
花
も
そ
の
代
の
春
や
乙
ふ
ら
ん

題

し

ら

す

黒

田

利

行

さ
く
ら
か
り
思
ひ
た

つ
ひ
の
朝
戸
出
に
ま
つ
わ
か
宿
の
花
を
み
る
か
な

山
桜
を

小

河

直

能

つ
く
は
ね
の
こ
の
も
か
の
も
に
し
ら
雲
の
か
〉
る
や
花
の
き
か
り
な
る
ら
ん
」

8
ウ

や

ま

の

さ

く

ら

を

み

て

相

近

女

山
、
き
は
を
い
つ
る
朝
日
に
に
ほ
ひ
あ
ひ
て
き
く
や
桜
の
花
の
さ
や
け
さ

わ

し

の

を

や

ま

の

花

を

見

に

ゆ

き

て

神

屋

し
る
し
ら
ぬ
花
を
よ
す
か
に
う
ち
む
れ
て
家
ち
わ
す
る
〉
春
の
山
ふ
み

花

見

に

と

で

あ

る

山

里

に

ゆ

き

け

る

時

に

こ

と

み

世
の
う
さ
を
思
ひ
い
つ
へ
く
な
る
時
に
さ
げ
る
桜
は
見
る
へ
か
り
け
り

わ
か
せ
ζ

か
衣
春
雨
ふ
り
い
て
ぬ
ぬ
れ
な
は
花
と
と
も
に
ぬ
れ
な
ん

- 41 -

直を

古川

」

8
オ

ペゴ
Cコペコ七

ニ七＝一
4ゴ
lz:9 

字

七
五

ち

せゴ ぺゴ
ペニt y『



，『、

徐

寒

を

す

け

ち

昨
日
か
も
わ
か
な
あ
ら
ひ
し
せ
り
川
の
ま
た
さ
え
か
へ
り
氷
る
乙
ろ
か
な

題
し
ら
す

雪
の
中
に
お
の
れ
と
う
め
の
と
く
開
て
こ
か
の
む
か
し
を
か
に
し
た
ふ
ら
ん
」

3
ウ

里
人
も
か
た
り
っ
た
へ
よ
春
乙
と
に
つ
き
ぬ
か
を
り
の
乙
か
の
梅
か
え

あ
る
人
の
い
は
く
此
二
つ
の
歌
は

光
之
公
国
中
め
く
ら
せ
給
ひ
け
る
時
間
の

県
乙
か
の
さ
と
に
て
梅
を
御
覧
し
て
よ
ま
せ

給
ひ
げ
る
御
歌
な
り
と
こ
の
御
短
冊
い
ま
も

そ
の
家
の
た
か
ら
と
し
て
も
ち
っ
た
ふ
と
な
ん

う

め

の

花

に

雪

の

ふ

り

か

〉

り

け

る

を

相

近

女

か
を
ら
す
は
あ
り
と
も
い
き
や
し
ら
雪
の
ふ
り
ま
か
へ
た
る
梅
の
は
つ
花

題

し

ら

す

み

ち

た

か

133 

CコアU

り

三
時
し
ら
ぬ
山
里
な
か
ら
立
か
へ
る
春
と
は
見
え
て
う
め
き
き
に
け
り

堀

尾

貞

一
ニ
一
一
一
梅
の
花
け
ふ
を
き
か
り
と
に
ほ
へ
と
も
山
か
け
な
れ
は
人
も
見
に
こ
す

ま

さ

」

4
オ

行を

gs 

や
と
こ
と
に
さ
げ
る
物
か
ら
梅
花
見
に
乙
と
告
る
人
そ
う
れ
し
き

水

雲

梅

の

歌

は

る

乙
か
く
れ
の
宿
の
あ
た
り
の
梅
花
い
つ
し
か
人
に
し
ら
れ
そ
め
け
り

県
な
る
安
田
義
辰
の
も
と
に
て
う
め
の
さ
か
り

久
留
米
待
従
大
江
秀
包
朝
臣
女

な

る

を

見

て

吉

田

重

成

妻

と
し
／
＼
に
見
れ
と
も
あ
か
ぬ
う
め
の
花
こ
す
ゑ
／
＼
は
猶
き
か
へ
行

た
け
た
定
直
か
や
と
の
紅
梅
の
華
見
に

ゆ

き

て

実

わ
か
そ
で
に
匂
ひ
を
と
め
よ
梅
花
ま
た
見
ん
ま
で
の
忘
か
た
み
に

か

へ

し

竹

固

定

め
て
つ
〉
や
ま
た
も
と
ひ
乙
ん
梅
華
匂
ひ
を
う
っ
せ
君
か
た
も
と
に

友

た

ち

の

も

と

に

よ

み

て

遣

し

げ

る

も

と

あ

思
ひ
い
て
〉
君
も
や
く
る
と
待
程
に
垣
根
の
梅
は
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

てコ

ね

ヨ三ーノ、

任」

4
ワ

ぺコ

直

三
八

"' Eき

プU

四
O

元
啓
か
今
泉
の
さ
と
は
家
を
、
つ
つ
し
て
そ
の

見
る
と
乙
ろ
の
け
し
き
を
廿
あ
ま
り
に
わ
か
ち
て

歌
よ
ま
せ
け
る
中
に
石
城
梅
柳
と
い
ふ
乙
と

を

す

け

ち

に
き
は
へ
る
民
の
か
ま
と
の
畑
よ
り
か
す
み
そ
め
た
る
う
め
柳
か
な

か
L... 

5 
オ

区ヨ

ゃ
な
き
を

花
な
ら
は
き
そ
な
い
と
は
む
春
風
を
柳
の
い
と
に
ゆ
る
し
て
そ
み
る

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

久

区ヨ

惟

う
ち
な
ひ
く
ゃ
な
き
の
い
と
に
風
見
え
て
霞
な
か
る
〉
春
の
川
水

一
一
誠
す
〉
め
て
百
首
の
歌
よ
ま
せ
ら
れ
し
時

柳
無
気
力
と
い
ふ
こ
と
を

高

原

鷺
の
よ
そ
に
乙
っ
た
ふ
羽
風
に
も
え
た
ま
つ
う
こ
く
青
柳
の
糸

題

し

ら

す

松

永

一

豊

朝
日
影
春
め
き
に
け
り
か
け
ろ
ふ
の
を
の
〉
若
草
い
か
に
も
ゆ
ら
ん
」

5
ウ

池
塘
生
春
草
と
い
ふ
乙
と
を

言

道

わ
か
ひ
と
り
か
よ
ふ
は
か
り
に
な
り
に
け
り
春
草
お
ふ
る
池
の
つ
〉
み
は

は

る

の

歌

と

て

よ

め

る

は

つ

ね

か
ま
と
山
高
根
の
雪
も
き
え
な
く
に
は
や
二
月
は
半
過
つ
〉

- 40 -

主5
芳百

豊

雪一
gs 
区ヨ

四
五

る

四
六

区ヨ
4ゴ

す

け

ち

か

や
ま
か
は
の
せ
き
の
ふ
る
く
ひ
み
か
く
れ
ぬ
今
や
高
根
の
雪
も
け
ぬ
ら
ん

ま

き

を

た
に
ふ
か
く
い
り
て
を
り
つ
る
さ
わ
ら
ひ
は
山
里
な
か
ら
め
つ
ら
し
き
か
な

題
し
ら
す

お
ほ
ろ
な
る
か
け
も
う
ら
み
し
な
に
し
お
ふ
か
す
み
か
闘
の
春
の
よ
の
月

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

継
高
公
の
北
御
方
桜
田
の
み
た
ち
に
て
春
の

夜
月
を
御
覧
し
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
げ
る
御
歌
也
と

閑

中

春

曙

と

い

ふ

こ

と

を

竹

」

6
オ

Eヨ
/'-. 

区ヨ
プU

田

定

澄
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春

歌

春

立

け

る

日

よ

め

る

黒

田

一

貫

け
ふ
と
い
へ
は
の
と
か
に
め
く
る
ひ
の
も
と
や
も
ろ
乙
し
か
け
て
霞
む
山
の
は

黒

田

一

誠

馬
車
み
ち
も
さ
り
あ
へ
す
此
と
の
〉
み
ま
へ
に
き
は
ふ
春
は
き
に
け
り

二

川

相

近

か
ね
て
よ
り
ゆ
か
し
か
り
つ
る
は
つ
春
は
う
へ
も
の
と
け
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

春

の

は

し

め

の

歌

黒

田

利

致

委

い
く
か
へ
り
神
代
の
は
る
も
橘
の
を
と
の
し
ほ
き
ゐ
霞
た
な
ひ
く
」

4
1
オ

春
風
春
水

一
時
来
と
い
ふ
乙
と
を
よ
め
る

は
る
き
ぬ
と
氷
な
か
れ
て
ゆ
く
み
つ
に
た
ち
も
お
く
れ
ぬ
け
さ
の
初
風

此
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
北
御
方
の
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

霞

立

春

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

岡

崎

近

信

あ
っ
き
弓
春
立
け
ら
し
あ
ら
ち
山
や
た
の
を
か
け
て
霞
た
な
ひ
く

題

し

ら

す

杉

山

昌

就

か
き
く
ら
し
ま
た
も
や
ふ
る
と
見
る
ま
で
に
高
根
の
雪
は
か
す
み
乙
め
た
り

田

尻

道

足

春
さ
れ
は
あ
ゆ
こ
さ
は
し
る
た
ま
し
ま
の
川
上
遠
く
た
っ
か
す
み
か
な

」
4
l
ウ

貝

原

篤

信

は
る
こ
と
に
み
ね
の
霞
を
見
れ
は
ま
つ
よ
し
の
〉
山
の
花
を
し
そ
恩
ふ

子
日
し
に
千
代
の
松
原
に
せ
う
よ
ふ
し

け
る
に
鷺
の
鳴
け
れ
は

高

井

知

定

な
れ
も
ま
た
け
ふ
を
は
つ
ね
と
を
り
は
加
え
て
こ
ま
つ
ひ
く
の
に
鷲
の
な
く

う

く

ひ

す

を

田

中

知

常

ひ
の
ひ
か
り
の
と
け
き
そ
の
〉
梅
か
え
に
今
朝
鷺
の
は
つ
ね
を
そ
な
く

石

松

元

啓

う
く
ひ
す
の
あ
た
ら
は
つ
ね
を
山
里
に
ひ
と
り
や
き
か
ん
と
ふ
人
も
か
な

み

ち

た

山

里

歌

集

和

一一一匡ヨ互王プミ之寸コ，、、ブUCコ

り

春
あ
さ
み
花
も
に
ほ
は
ぬ
わ
か
や
と
に
な
に
を
と
め
き
て
鷺
の
な
く

」

2
オ

Eヨ

上

原

定

あ
し
ひ
き
の
山
に
も
野
に
も
鷲
の
声
す
る
こ
ろ
に
な
り
に
け
る
か
な

林

元

鷺
の
た
え
す
な
く
な
る
わ
か
や
と
は
み
や
ま
の
里
の
心
中
ζ

そ
す
れ

賀観

ーニa.

久

プ『

木

山

惟

ち
れ
は
き
く
は
な
を
し
と
め
て
山
里
の
か
き
ね
っ
た
ひ
に
鷺
の
な
く

大

限

言

花
の
え
に
な
く
鷺
の
と
ゑ
そ
ひ
ぬ
お
の
か
友
を
や
さ
そ
ひ
き
ぬ
ら
ん

あ
き
な
／
＼
き
な
く
う
く
ひ
す
な
か
ぬ
日
は
友
乙
そ
い
と
〉
乙
ひ
し
か
り
け
れ

道

ノ＇－ －！コプU

題

し

ら

す

ま

さ

驚
の
は
つ
ね
を
の
へ
に
聞
し
よ
り
わ
か
な
つ
み
に
と
い
て
ぬ
ひ
は
な
し

此
の
へ
の
雪
に
は
人
の
あ
と
も
む
し
わ
か
っ
み
そ
む
る
若
菜
な
る
ら
ん

七

日

の

ひ

ょ

め

る

か

つ

〉

ら

の

女

ふ
み
わ
け
で
け
ふ
は
つ
ま
〉
し
き
え
あ
へ
ぬ
雪
の
し
た
な
る
の
へ
の
わ
か
な
を

安

部

実

任

野
辺
に
け
ふ
契
り
お
き
つ
〉
ち
と
せ
ま
て
年
も
若
菜
も
つ
ま
ん
と
そ
思
ふ

－
「U
］

’
ザ
キ
4

一寸
ノ

否

乍

君
か
代
を
千
代
と
い
は
ひ
て
里
の
子
も
お
の
か
〉
と
た
の
若
菜
つ
む
ら
し

雨
中
若
菜
と
い
ふ
乙

と

を

加

来

正

直

い
き
や
子
ら
ぬ
る
と
も
つ
ま
ん
雨
の
中
広
春
の
〉
な
つ
な
茎
も
ζ

そ
た
て

春
雪
を

相

近

女

春
霞
か
す
み
な
か
ら
に
夕
暮
の
空
さ
え
か
へ
り
雪
は

ふ

り

つ

〉

」

3
オ

題
し
ら
す

き
の
ふ
か
も
霞
そ
め
に
し
春
の
色
を
ま
た
ふ
り
う
つ
む
み
ね
の
し
ら
雪

乙
の
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

継
高
公
の
き
た
の
御
方
の
御
歌
な
り
と

雪
さ
そ
ふ
あ
ら
し
は
春
を
わ
す
れ
て
ゃ
な
ほ
き
え
か
へ
る
此
乙
ろ
の
空

乙
の
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
な
ん
申
す

- 39ー

を
」

2
ウ
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外
題
「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」
、
内
容
は
、
「
山
里
和
歌
集
」
の
内
題
、

春
歌

・
夏
歌

・

秋
歌

・
冬
歌
・

雑
歌
、
奥
付
に
石
松
元
啓
の
識
語
の
順
で
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
。

歌
数
は
五

O
五
首
、
そ
の
う
ち
、
削
除
さ
れ
た
歌
一

O
首
（
貼
紙
で
覆
っ
た
歌
八
、
塁

で
棒
を
ひ
い
た
歌
一
己

、
補
入
さ
れ
た
歌
五
首
（
付
議
四
、
書
き
込
み
一
）

、
補
入
の

O

印
が
あ
っ
て
歌
の
な
い
と
こ
ろ
が
一
か
所
あ
る
。

乙
の
本
を
甲
と
し
、

L
A
稿
の
底
本
に
用
い
た
。

「
山
里
和
歌
集
前
篇
」
写
本

一
冊
九
州
大
学
文
学
部
蔵

明
治
二
年

倉
八
正
隣
筆
写

紺
表
紙
、
紙
数
七
八
丁

外
題

「山
里
和
歌
集
前
篇
」

、
内
容
は
、
二
川
相
近
の
序
文
、
「
山
里
和
歌
集
」
の
内

題
、
春
歌

・
夏
歌

・
秋
歌
・
冬
歌

・
雑
歌
、
元
啓
の
識
語
、
仙
庄
の
蔵
文
で
あ
る
。

歌
数
は
四
九
四
首
、
作
者
数
は
、

巻
末
の
朱
書
に
よ
れ
ば
一
三
三
人
で
あ
る
。
作
者
に

つ
い
て
朱
註
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
政
文
は
仙
崖
書
の
臨
模
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
を
乙
と
す
る
。

「山
里
集
」
写
本
二
巻

一
冊
福
岡
県
文
化
会
館
蔵

「山
里
歌
集

一
上
」
「
山
里
歌
集

一
下
」
「
山
里
歌
集
二
」
の
外
題
を
も
っ
三
冊
を
、

上
の
順
序
で
合
綴
し
一
冊
と
し
た
も
の
で
、
題
策
に
「
山
里
集
」
と
あ
る
。

「
山
里
歌
集

一
上
」
は
、
相
近
の
序
文
、
「
山
里
和
歌
集
巻
之

一
上
」
の
内
題
、
春
歌

・
夏
歌
を
収
め
る
。
巻
末
に
「
や
ま
さ
と
和
歌
集
一
之
中
」
と
だ
け
記
し
た
一

葉
が
あ

る
。
表
紙
と
も
三
二
丁
。

「山
里
歌
集

一
下
」

は
、
内
題
に

「山
里
和
歌
集
巻
之

一
下
」
と
あ
り
、
雑
歌
、
元
啓

の
識
語
を
収
め
る
。
識
語
中
、
甲
乙
本
で
は

「
ひ
と
ま
き
と
な
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ

が
、
「
ふ
た
ま
き
と
な
し
て
」
と
あ
る
。
表
紙
と
も
三
五
了
。

「山
里
歌
集
二
」
に
は
内
題
な
く
、
秋
歌

・
冬
歌
を
収
め
る
。
表
紙
と
も
二
五
丁
。

乙
の
三
冊
の
外
題
は
同
じ
人
の
筆
で
内
容
と
は
別
筆
、
題
策
は
外
題
と
も
内
容
と
も
別

筆
で
あ
る
。

乙丙

歌
数
は
三
冊
合
わ
せ
て
四
六
O
首。

乙
の
本
に
は
、
語
句
が
ぬ
け
て
意
味
の
通
ら
ぬ
詞
書
き
ゃ
、
隣
の
歌
と
接
続
し
た
歌
な

ど
が
あ
る
。

こ
の
本
を
丙
と
す
る
。

右
三
種
の
本
の
う
ち
、
乙
本
丙
本
の
相
近
の
序
文
は
行
う
つ
り
ま
で
全
く
同
じ
、
元
啓
の

識
語
は
丙
本
に

「
ふ
た
ま
き
」
と
あ
る
ほ
か
は
同
じ
で
あ
る
。
歌
の
出
入
り
は
後
の
表
に
掲

ぶ
J
λ
F

。註

九
州
大
学
文
学
部
に
は
、
「
山
里
和
歌
集
後
篇
」
明
治
二
年
倉
八
正
憐
写
本
も
あ

る
が
、
乙
れ
は
慶
応
二
年
六
月
石
松
元
啓
編
の
別
の
集
で
あ
る
。
乙
の
本
に

つ
い
て

は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。二

川
相
近
編

九
州
大
学
文
学
部
蔵

「
徒
然
集
」

一

巻

大
隈
言
道
書

言
道
の
歌
お
よ
び
書
の
師
で
あ
る
相
近
が
、
親
し
い
七
名
の
歌
と
自
分
の
歌
の
中
か
ら
え

ら
ん
だ
集
で
あ
る
。

天
保
六
年
三
月
成

歌
数
は
四
一
首
、
作
者
は
八
名
、
す
け
ち
か
（
二
川
相
近
）
、
か
つ
な
ほ
（
黒
田
一
橋
）
、

ま
き
を
（
杉
山
昌
雄
）
、
は
る
つ
ね
（
田
中
知
常
）
、
乙
と
み
ら
（
大
隈
言
道
）
、
も
と
あ

き
（
石
松
元
啓
）

、
な
ほ
ま
さ
（
川
越
直
昌
）

、
つ
る
乙

（相
近
長
女
）
で
あ
る
。

四
一
首
の
歌
の
う
ち
、
「
山
里
和
歌
集
」

と
同
じ
歌
が
一
五
首
、

一
、
二
句
は
違
っ

て
い

る
が
同
じ
歌
と
忠
わ
れ
る
歌
が
一
首
あ
る
。

円。町
、
v

都
刻
に
つ
い
て

一
、
「
山
里
和
歌
集
」
は
底
本
と
し
て
、
甲
本
を
用
い
、
虫
損
な
ど
を
乙
本
、
丙
本
で
補
っ

た。
一
、
「
山
里
和
歌
集
」
甲
本
に
な
い
序
文
、
歌
、
政
文
を
補
遺
と
し
て
後
に
付
し
た
。

一、

序
文

・
詞
書

・
左
註

・
識
語

・
政
文
の
行
う
つ
り
は
底
本
の
ま
ま
に
し
た
。

一、

新
字
体
の
あ
る
漢
字
は
新
字
体
に
な
お
し
た
。
た
だ
し
人
名
の
中
新
字
体
に
し
な
か
っ

た
も
の
も
あ
る
。

一
、
仮
名
づ
か
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一、

検
索
の
便
の
た
め
、
「
山
里
和
歌
集
」
「
徒
然
集
」
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
番
号
を
付
し
た
。

補
遺
の
歌
は
別
に
補
遺
番
号
を
付
し
、
位
置
は
対
照
表
で
示
し
た
。



翻

刻

「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」

徒

然

集
L 

｜
｜

大

隈

言

道

研

究

そ

の

「...... 

/¥ 

山

健

〉門

g
u
g巳
O

ロ
oh
ロ
ω－gwwペ
ω58mwgld〈州
w
w
g
z
w
w
W
4
2
5
2
8
ω
E
w
w

lま

じ

め

大
隈
言
道
の
歌
が
、
天
保
の
こ
ろ
大
き
く
変
っ
た
乙
と
は
、
言
道
自
身
、
歌
論
「
ひ
と
り

と
ち
」
の
中
で
の
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
佐
々

木
信
綱
博
士
は
、
乙
れ
を
言
道
の

「覚

醒
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
。
乙
の
覚
醒
以
後
の
言
道
の
作
品
は
、
「
草
径
集
」
「
大
隈
言
道

1
1
 

全
集
」
で
見
る
乙
と
が
で
き
る
が
、
覚
醒
当
時
、
そ
れ
以
前
の
作
品
と
は
っ
き
り
制
作
年
代

が
わ
か
る
も
の
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
少
な
い
。
さ
い
わ
い
に
石
松
元
啓
編
「
山
里
和
歌

註

2
集
」
、
二
川
相
近
編
「
徒
然
集
」
で
そ
れ
ら
を
見
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
乙
乙
に
紹
介
す

る
。
両
集
所
収
の
言
道
の
歌
は
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
（
数
字
は
検
索
番
号
）
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日コムヨ一
7
J
Q
U
F
h
d
q
d
に
J
J
0
7／
E
J
J
O
Q
U
A
u
f
0
7／
n
U
A斗
f
0
7
J
n
L
A『
4
l
〆
O
Q
u
n
U
7／
4
1
r
o
o
，っ
L
7／
A斗

主
主
4
1
4
1
A叫
「

3
只
u
7
’7
f
n
u
n
u
フ
7
0
Q
U
4
1
q
u
q
v
R
V
J
O
Q
U
O
，n
u
n
u
q
u
A斗
A斗
7
J
J
0
7
f
o
，
4
l

n
u
一

4
l
4
t
4
1
4
1
4
t
n
L
n／
』
つ

ι
η
L
n
，ι
？
X
L
q
v
q
u
q
v
q
u
qu
qu
A斗
A
a
A
H
．

和
歌
集

G
一

甲

※

丙

徒
然
集
清
一
9
叩
μ
凶
行
忽
一
h
y
m仙

川

口

一

※

山

（
※
は
重
復
し
て
い
る
歌
）

な
お
、
ζ

の
二
つ
の
集
に
よ
っ
て
言
道
の
周
辺
、
筑
前
歌
壇
を
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
そ
の
す
べ
て
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（

Co
－－on巴
O
同

ω
。
同
当

1mwwmw）

cJ 
"<:l 

吋

mwwo岳
山
〉
口
州
W
U
記－

gmw

註
1
、
正
宗
敦
夫

「大
隈
言
道
全
集
」
上
下
、
大
正
一
四
年

・
昭
和
三
年
、
日
本
古
典

全
集
刊
行
会
。
全
集
と
い
う
名
で
あ
る
が
、
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
「
大
隈
言
道

家
集
」

「
ひ
と
り
と
ち
」
「
乙
ぞ
の
ち
り
」
だ
け
で
あ
る
。
「
家
集
」
の
中
の
も

っ
と
も
早
い
も
の
は
巾
辰
集
弘
化
元
年
の
作
品
で
そ
れ
以
前
の
作
品
は
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。

註
2
、
本
稿
の
底
本
は
「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」

で
あ
る
が
、
歌
集

と
し
て
指
す
場
合

は
、

「
山
里
和
歌
集
」

と
す
る
。

- 37ー

解

説

「
山
里
和
歌
集
」
石
松
元
啓
編
天
保
四
年
五
月
成

福
岡
藩
士
石
松
元
啓
が
、
収
集
し
た
多
く
の
歌
の
中
か
ら
選
ん
で
編
ん
だ
歌
集
で
あ
る
。

作
者
は
、
福
岡
藩
の
藩
公

・
藩
士
・
そ
の
周
辺
の
人
々
で
、
制
作
年
の
わ
か
る
も
っ
と
も
古

い
歌
は
寛
永
十
年
、
以
後
乙
の
集
成
立
の
天
保
初
め
ま
で
ほ
ぼ
二

0
0年
間
の
歌
が
集
め
ら

れ
て
い
る
。

乙
の
歌
集
に
は
、
九
州
大
学
に
二
種
の
写
本
、福
岡
県
文
化
会
館
に

一
種
の
写
本
が
あ
る
。

「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」
写
本
一

冊
九
州
大
学
教
養
部
図
書
館
蔵

表
紙
と
も
六
七
丁、

付
鐘
が
四
枚
あ
り
同
筆
で
あ
る
。

甲
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ー 能 勝 ｜ 寸 ｜ 能 椿 ｜ ｜ 能 祐 ｜ ｜ 能 信 イ l 能 哲 ー ー ー 能 特 ｜ ｜ 能 松 （ 十

一 「

ー 能 重 イ 1 能 養

一 一 l 能 札 （ 西 久 松 ）

一 一

l 能 舜 ｜ ｜ 能 順 （ 上 大 路 ）

「 ー 能 俊 ｜ ｜ 能 玉 ｜ ｜ 能 盛 ｜ ｜ 能 音 ｜ ｜ 能 閑 （ 甘 酒 ）
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蔵
［
蔵
円
ヵ
］
相
合
候
。
小
畠
掃
部
殿
よ
り
、
か
ら
く
り
の
か
ミ
ふ
く
ろ
給
候
。

同
御
灯
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
。
代
ハ
未
進
也
。
西
京
へ
き
い
そ
く
に
遣
候
。

十
八
日
い
た
や
つ
ね
ミ
同
心
て
、
西
日
よ
り
連
歌
十
疋
。
蔵
、
時
ニ
入
候
。
長

田
殿
夕
め
し
可
給
之
由
候
也
。
太
泰
へ
わ
ら
取
ニ
遣
候
。
一
荷
持
来
也
。
小
畠
殿

御
灯
代
十
疋
給
候
。

同
十
疋
、
長
田
殿
者
九
月
之
未
進
分
也
。

十
九
日
目
代
方
円

U
死
去
之
問
、
内
々
能
悦
内
方
を
も
っ
て
理
申
処
ニ
、
心

得
之
由
被
申
之
問
、

為
礼
弐
十
疋
持
参
候
。
か
ん
に
て
い
わ
井
之
。
私
宅
す
〉
は

き
申
候
。
能
虫
方
－一
朝
召
在
之
。

廿
日
御
坊
二
月
次
候
。
罷
出
候
能
悦
ニ
一
ケ
家
中
夕
め
し
給
候
。

廿
一
日
八
原
方
連
歌
ニ
罷
出
候
。

廿
二
日
岡
田
宗
虫
方
へ
八
百
文
之
地
子
未
進
内
、
弐
百
文
能
虫
方
へ
渡
し
申
候
。

内
方
智
満
丸
年
忌
ニ
宗
喜
へ
参
候
。
持
参
十
疋

・
米
五
升
。
能
重
方
よ
り
壱
貫
弐

百
四
十
文
返
弁
也
。
則
御
ち
の
人
へ
、
先
E
百
文
卜
霜
月
よ
り
の
利
兵
と
合
、
七

百
九
十
文
返
弁
申
候
。
残
市
五
百
文
者
、
当
月
よ
り
の
借
用
分
に
し
て
、
我
等
預

り
状
遣
候
。
宗
喜
－一
老
父
借
銭
壱
貫
文
、
利
平
も
用
捨
之
由
候
問
、
先
本
弐
百
文

返
弁
申
、
残
而
七
百
文
也
。
御
ち
の
人
ニ
米
か
り
申
候
。
代
五
百
文
也
。
先
度
弐

百
文
返
弁
申
、
只
今
十
疋
返
弁
申
候
。
残
而
弐
十
疋
也
。

廿
三
日
成
就
心
院
よ
り
、
弐
十
疋
灯
明
銭
持
候
へ
共
、
悪
銭
彼
是
存
分
申
之
問
、

返
遣
侯
。
節
分
也
。
似
栗
斎
入
御
候
。
初
尾
十
疋
。
妙
蔵
院
よ
り
導
師
米
借
用
候
。

五
斗
渡
し
申
候
。
使
七
郎
二
郎
也
。
鶴
屋
兄
王
算
通
夜
に
て
連
歌
十
疋
。
西
殿
方

へ
年
く
物
壱
斗
遣
候
。

廿
四
日
灯
炉
木
方
連
歌
取
一
一
来
候
。
同
使
、
連
歌
説
之
代
五
十
文
口
請
取
申
候
。

社
頭
御
掃
塵
、
為
祈
祷
各
仕
候
。
御
坊
へ
申
、
木
之
校
申
請
、
湯
ヲ
調
候
。
公
方

様
よ
り
竹
門
U
時
分
弐
十
疋
也
。
扶
持
ヲ
得
申
候
。
御
礼
彼
是
一一
木
樽

一
対

・
両

種
肴
に
て
、
御
坊
へ
各
為
使
、
拙
者
参
候
。

来
三
日
う
ら
し
ろ
の
会
発
句
談
合
之

た
め
、
宗
養
へ
、
我
等
御
坊
為
使
参
候
。
鹿
塩
蔵
亮
殿
社
参
て
被
尋
、
十
疋
連
歌
。

山
城
生
津
西
江
庵
よ
り
、

本
役
銭
八
百
文
井
大
根
代
廿
文
上
候
。
然
共
、
悪
銭
に

て
、
弐
百
十
五
文
返
遣
申
候
。
此
内
小
五
ニ
四
百
文
渡
し
申
候
。
残
市
十
疋
未
進

也
。
能
乗
ゆ
つ
り
候
分
也
。

廿
五
日
今
台
寺
よ
り
懐
紙
取
－
一
来
候
。

二
百
韻
遣
候
。
き
ゃ
う
ゅ
う
方
よ
り
、

い
も
五
十
給
候
。
松
田
丹
後
殿
御
社
参
候
。
御
灯
十
疋
。
宝
積
徳
利

一
ツ
懇
志
也
。

廿
六
日
能
音
－
一
借
用
候
油
之
代
弐
百
、
能
乗
頼
子
か
け
銭
未
進
ニ
立
用
し
て
、

上
ハ
五
十
一

文
返
し
候
。
未
進
分
百
四
十
六
文
也
。
京
へ
売
物
代
物
三
百
廿
文
遣

候。廿
七
日
加
例
之
餅
概
也
。
能
重
へ
一
ケ
家
中
よ
ひ
候
。
御
坊
餅
槻
め
き
れ
候
。

カ

く
ほ
四
郎
左
衛
門
、
門
松
入
候
。
使
－
こ
っ
た
へ
さ
せ
候
。
四
段
よ
り
五
十
文
、

定
使
銭
出
候
。
其
方
－一
松
入
候
。
神
前
円
座
、
同
も
た
せ
候。

廿
八
日
従
奥
坊
、
柴
壱
荷
給
候
。
使
一
っ
た
へ
き
せ
候
。
宗
義
よ
り
、
御
坊
に

て
借
馬
之
義
申
来
候
。
則
市
調
候
。

廿
九
日
平
野
三
郎
左
衛
門
方
よ
り
、
柏
野
畠
料
足
四
百
文
請
取
申
候
。
残
而
利

平
都
合
し
て
四
百
廿
文
也
。
慶
寿
院
殿
へ
歳
暮
御
巻
数
進
上
候
。
同
小
侍
従
殿

・

竹
門
跡
様
へ
歳
暮
之
御
礼
ニ
参
候
。
宗
養

・
紹
巴
へ
同
前
。

法
満
寺
月
次
衆
よ
り

弐
十
疋
御
懇
志
也
。
法
泉
坊
よ
り
雑
紙
一
束
給
候
。
嵯
峨
よ
り
破
木
壱
荷
給
候
。

使
三
一
す
ち
と
ら
せ
候。

刑
日

小
侍
従
殿
よ
り
名
号
十
疋
。
宝
成
院
殿
よ
り
御
達
也
。
公
事
わ
り
納
候
。

壱
斗
三
升
未
納
候
。
口
々
也
。
口
大
工
つ
る

へ
・
は
し
木
舟
持
参
候
。
正
月
五
日

ニ
来
候
。
百
十
文
遣
候
。
成
就
心
院
よ
り
弐
十
疋
持
候
。
此
内
悪
銭
に
て
五
十
文

返
し
候
。
口
百
五
十
文
請
取
申
候
。
八
原
道
泉
歳
暮
ニ
被
来
候
。
樽
被
持
候
。
小

破
木
共
納
候
。
竹
内
殿
御
地
子
能
悦
へ
御
立
用
て、

四
百
文
渡
し
申
候
。
則
請
取

在
之
。
門

U
八
島
屋
十
疋
持
来
候
。
定
た
る
祝
義
也
。

乙
ふ
一
面
相
副
也
。
と
り
さ
か
な
に
て
一
ツ
申
。
白
米
壱
升
目
代
方
へ
納
候
。
口

壱
把

・
小
破
木
壱
把
相
副
也
。
升
ハ
米
升
也
。
円
座
社
頭
へ
参
候
。
同
古
物
、
此

方
へ
取
申
也
。
在
所
者
西
之
灯
炉
内
也
。
太
泰
に
て
く
ほ
四
郎
左
衛
門
一
ツ
出
候
。

同
五
郎
兵
衛
一
ツ
出
候
。
列
名
米
、
米
升
一
升

・
菜
一
把

・
小
破
木
一
把
、
目
代

方
へ
納
候
。
御
忌
日
田
之
義
ニ
付
市
、
目
代
入
魂
之
細
子
あ
る
ニ
よ
り
、
米
弐
升

臨
時
ニ
遣
候
。
祝
口
由
被
申
。
向
後
之
例
に
ハ
な
る
ま
し
く
、
可
有
其
心
得
候
。

等
持
院
よ
り
油
納
候
。
則
自
代
へ
渡
し
候
。
同
し
ほ
ゃ
い
か
方
納
候
。
同
前
。

年

預

坊
〈
資
料
日
完
V

（本
稿
は
昭
和
U
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）
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廿
日
三
郎
左
衛
門
ニ
布
子
遣
候
。
正
法
院
へ
き
い
そ

ニ
人
遣
候
。
越
後
来
候
。

米
も
た
せ
候
。
都
や
よ
り
連
歌
取
－一
来
候
。

廿
一
日
内
匠
介
殿
入
御
候
。
タ
召
申
候
。
能
乗
香
典
と
し
て
十
疋
懇
志
也
。
摂

カ

取
院
木
代
五
十
弐
文
、
能
弁
借
銭
方
へ
渡
し
申
候
。
六
文
通
に
て
返
申
候
。

替
て

遣
候
。
能
智

・
法
積
使
也
。

廿
二
日
能
重
や
根
ふ
き
也
。
祝
儀
給
候
。

廿
三
日
鳥
山
将
監
方
借
状
、
目
代
方
へ
返
渡
し
候
。
又
八
百
文
之
借
状
さ
せ
て

取
候
。

三
郎
左
衛
門
来
候
。

廿
四
日

預
随
見
死
去
候
。
則
取
お
さ
め
、
罷
出
候。

廿
五
日
竹
林
甚
次
郎
被
尋
候
。

弐
十
疋
被
持
候
。
連
歌
之
由
候
。
森
坊
御
内
義

社
参
候
。
御
灯
明
参
候
。
則
十
疋
。
今
台
寺
よ
り
、
臨
時
之
連
歌
代
物
十
疋
被
持

候。

千
匂
第

一
の
懐
紙
、
此
使
へ
渡
し
申
候
。

廿
六
日
鹿
塩
蔵
水
殿
よ
り
連
歌
十
疋
。
安
井
江
藤
殿
へ
折
紙
に
て
参
候
。
則
逢

候。

一つ
く
れ
候
。

廿
七
日
晴
天
也
。

廿
八
日
相
国
寺
内
高
首
主
へ
折
紙
遣
候
。
則
案
文
如
此
候
。

態
令
啓
候
。
の
成
就
真
院
知
行
分
、
如
先
々
被
召
帰
之
由
、
近
比
目
出
度
令

存
候
。
然
者
、
当
社
灯
明
銭
之
義
、
急
度
可
被
仰
付
之
問
者
、
可
為
御
祈
踏

候
。
度
々
江
藤
弥
七
郎
方
へ
催
促
申
候
へ
共
、延
引
之
条
申
入
候
。
恐
々
謹
言
。

ママ

猶
々
急
度
可
被
仰
付
候
。
御
報
奉
侍
候
。

永
四

十
一

月
廿
八
日

一一
日
晴
天
。
禅
興
へ
め
さ
れ
て
、

来
十
日
一

順
御
談
合
候
。

三
日
障
子
ハ
り
候
。
今
台
寺
よ
り
弐
十
疋
来
候
。
臨
時

・
月
次
両
分
也
。

下
京

カ

米
屋
、
衆
中
へ

一つ
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
。
い
も
〉
以
外
。

四
日
米
屋
へ
、
為
衆
中
礼
ニ
可
参
之
由
承
り
候
問
、
参
候
。
等
持
院
音
首
主
様

よ
り
油
三
合
納
候
。
則
目
代
方
へ
渡
し
申
。
拙
者
請
取
遣
候
。
使
油
う
り
也。

五
日

円

U
宿
へ
参
候
。
則
千
句
代
物
、
立
物
に
て
六
百
文
之
分
請
取
申
。
も

ん
め
ん
な
ミ
以
下
也
。

六
日
薄
井
方
よ
り
鏡
被
懸
候
。
牛
玉
所
望
ニ、

清
水
勧
進
坊
主
来
候
。

七
日
雨
少
降
。
風
吹
候。

八
日
随
見
皮
箭
、
社
頭
よ
り
と
り
よ
せ
て
遣
候
。
生
地
殿
よ
り
弐
十
疋
、

清
水

寺
へ
渡
申
。

九
日
面
八
匂
興
行
候
。
長
田
殿
入
候
て
、
戸
伏
備
後
守
殿
原
中
河
助
兵
衛
方
よ

り
連
歌
代
三
十
疋
来
候
。

細
江
之
仁
被
来
、
連
歌
十
疋。

十
日

観
世
九
郎
お
ち
尋
候
。

則
十
疋
。
料
足
百
疋
遣
候
。
女
房
衆
町
へ
や
り
て

智
福
丸
出
仕
之
た
め
也
。

十
一

日
鴛
御
番
也
。
き
か
へ
唐
戸
取
ニ
遣
候
。
連
歌
十
疋
。

十
二
日

養
命
坊
－一
連
歌
。

当
番
能
福
や
と
ひ
て、

罷
出
候
。

十
三
日
能
音
子
入
工
在
之
。
八
島
座
敷
也
。
祝
義
如
常
。
正
月
事
始
、
米
つ
き

祝
義
常
の
乙
と
く
。
平
野
弥
兵
衛
方
へ
畠
之
証
文
返
し
候
。
能
福
使
也
。
八
島
座

敷
夜
－
一
入
、
灯
に
て
料
足
分
也
。
先
例
無
之
事
也
。
御
さ
か
な
か
て
け
の
物
二
種

也
。
前
々
ハ
代
の
物
也
。
丹
波
の
物
、
連
歌
十
疋
分
、

銭
七
百
十
三
文
也
。
但
各

十
三
文
ハ
惣
銭
ニ
置
也
。

十
四
日
一
段
寒
天
也
。
能
莞
内
方
よ
り
被
申
事
在
之。

十
五
日
入
工
本
座
敷
也
。
内
宴
に
て
信
事
被
申
之
問
、
精
進
膳
用
捨
申
候
。
此

方
へ
送
膳
あ
り
門

U
精
進
に
て、

各
座
敷
よ
り
前
へ
参
候
。
悦
候
也
。

十
六
日
御
番
渡
し
。
能
福
朝
召
ニ
よ
ひ
候
。
年
く
祝
義
と
し
て
、

各

一ツ
申
候
。

小
畠
殿
よ
り
鳥
山
八
百
文
返
弁
候
。
請
取
申
候
。
十
月
よ
り
の
理
分
可
致
沙
汰
之

由
候
へ
共
、
同
心
申
さ
す
。
能
音
入
工
門

U
以
下
不
思
議
之
由
、
各
其
沙
汰
ア
リ
。

与
四
郎
ニ
給
分
弐
百
遣
候
。
残
而
弐
百
也
。
ち
ゃ
こ
給
分
十
疋
遣
候
。
残
而
百
也
。

十
七
日

五
斗
、
目
代
方
へ
借
用
円

U
養
命
坊
は
り
た
て
に
参
候
。

茨
取
侯
。

御
柏
御
供
調
進
候
。
か
い
わ
け
弐
十
疋
参
候
。

但
十
疋
ハ
、

酒
う
り
て
遣
候
。

円

U
随
見
法
橋
香
典
と
し
て
壱
斗
遣
候
。
鍋
持
来
候
。
則
十
疋
遣
候。

廿
九
日
内
神
殿
御
供
参
候
。
小
畠
与
七
郎
方
よ
り
、
鳥
山
方
之
借
銭
請
取
之
義

カ

掃
部
殿
よ
り
来
候
へ
共
、
与
七
郎
引
可
口
之
曲
折
紙
候
。
与
七
郎
請
取
と
い
ひ
口

不
口
之
義
条
、
不
及
覚
悟
之
由
返
事
申
候
。
鳥
山
方
へ
も
使
立
申
。

140 

十
二
月
一
日

松
梅
院
・
目
代
方
へ
御
礼
ニ
参
候
。
与
七
郎
方
被
申
分
、
与
兵
衛

殿
へ
も
雑
談
申
候
。
能
音

一
ツ
給
候
。
今
台
寺
へ
臨
時
懐
紙
調
遣
候
。

霜
月
分
也
。
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十
一
月
一
日

養
命
坊
－一
時
有
。

今
台
寺
よ
り
、
千
匂
又
始
可
申
之
由
也
。

十
疋

給
候
。
前
之
千
句
分
、
一
千
句
成
就
候
。
懐
紙
二
百
ゐ
ん
遣
候
。
当
月
臨
時
分
、

カ

廿
五
日
ニ
被
取
之
由
候
。
八
瀬
よ
り
代
官
参
候
。
代
物
来
候
。
副
番
相
副
候
。

則

参
候
。

一
一
日
う
つ
ま
さ
へ
人
を
遣
候
。
小
侍
従
殿
よ
り
、
御
供
ま
い
ら
す
へ
き
の
よ
し

候
。
弐
十
疋
給
候
。

三
日
八
原
所
－
一
連
歌
有
。
罷
出
候
。

四
日
小
侍
従
殿
へ
御
供
調
候
、
も
た
せ
遺
候
。
目
代
方
へ
米
五
斗
借
用
候
。
則

請
取
ア
リ
。

五
日
能
乗
当
番
也
。

我
等
代
官
ニ
祇
候
候
。
岩
屋
へ
人
遣
候
。

六
日
相
国
寺
へ
薬
取
－一
遣
候
。
薬
代
弐
十
疋
。
則
薬
来
候
。
宝
積
－一
も
た
せ
て
、

岩
屋
へ
遣
候
。
三
郎
左
衛
門
来
。
山
之
内
新
兵
衛

・
助
四
郎
両
人
同
道
す
る
也
。

住
本
寺
弐
段
分

・
白
連
社
三
段
之
名
主
職
望
申
ニ
付
而
、
先
あ
つ
け
置
候
。
然
者
、

本
役
分
者

一
粒
も
損
免
之
義
申
間
敷
之
由
、
請
状
仕
。
代
物
三
十
疋
、
為
両
人
持

参
也
。
一
ツ
給
候
也
。

七
日

慶
寿
院
殿
御
社
参
候
。
御
尋
て
御
灯
参
候
。
則
十
疋
請
取
候
。

昨
日
、
目

代
方
や
ね
ふ
き
也
。
祝
義
と
し
て
、
両
人
膳
給
候
。
太
泰
へ
人
を
遣
候
。
世
上
物

走
ニ
付
而、

神
前
加
番
之
義
、
従
奉
行
禅
興
被
仰
出
之
問
、
四
和
尚
よ
り
未
進
参

候
処
ニ
は
ふ
か
へ
り
、
能
弁
不
参
候
。
故
ハ
、
預
随
見
よ
り
次
第
二
被
参
侯
へ
之

由
、
能
弁
被
申
候。

八
日
加
番
之
義
、
於
神
前
沙
汰
あ
る
所
ニ、

預
之
義
者
諸
役
在
之
問
、
被
除
候。

二
和
尚
よ
り
可
参
之
由
申
定
候
。

但
能
堅
二
和
尚
也
。
在
国
ニ
候。

内
義
出
京
候
。

三
十
疋
遣
候
。
目
代

・
鳥
山
両
人
被
来
候
。
先
日
之
返
状
文
意
口
不
好
之
問
、
仕

直
て
と
申
。
則
書
か
へ

て
遣
候
。

九
日
妙
心
寺
其
井
被
来
候
。
九
斗
四
升
、
年
く
借
銭
方
－一
算
用
て、

八
百
文
ニ

立
申
侯
。
残
り
四
百
五
十
文
を、

五
十
文
返
し
て
、
四
百
文
之
借
状
仕
て
遣
候
。

於
神
前
也
。
摂
取
院
木
努
也
。
岩
屋
よ
り
、
能
乗
人
を
く
し
、
則
薬
取
一
一
遣
。

十
日

松
梅
院
月
次
ニ

罷
出
候
。
岩
屋
へ
人
を
遣
ス
。

十
一
日

宝
積
時
来
候
。
貞
福
院
よ
り
連
歌
之
義
被
申
候
。

十
二
日
せ
う
く
ん
へ
夜
打
入
之
由
候
。
西
村
宗
楽
方
へ
利
兵
五
百
文
持
遣
候
。

他
行
に
て
、
内
義
よ
り
、
請
取
由
き
り
か
ミ
参
候
。

た
く
ミ
と
の
音
信
候
。

十
三
日

能

乗
見
舞
と
し
て
、
岩
屋
へ
参
候
。
小
侍
従
殿
御
参
詣
に
て、

御
灯
参

候。

則
十
疋
。
等
慶
、
連
歌
代
十
疋
給
候
。
岩
屋
へ
米
壱
斗

・
鈴
持
参
候
。

十
四
日
従
岩
屋
、
下
向
申
候
。
宝
積
同
道
ニ
候。

十
五
日
従
鶴
屋
、
為
中
衆
案
内
者
候
。
連
歌
説
候
。
三
十
疋
持
参
候
。
摂
取
院

雑
本
、
薪
之
た
め
被
蔚
て
、
各
分
て
被
取
候
。
き
て
出
銭
廿
五
文
宛
也
。
能
乗
分

を
も
、
我
等
出
て
、
木
柴
取
一
一
一
柴
六
束
廿
文
し
て
取
一一、

三
郎
左
衛
門
来
候
。

山

之
内
、

百
姓
之
未
進
持
来
候
。

則
両
人
請
取
遣
候
。
貞
福
院
連
歌
之
義
承
之
問
、

調
て
進
し
候
。

十
六
日

小
侍
従
殿
母
儀
御
社
参
候
。
御
初
尾
壱
斗
有
。
岩
屋
へ
迎
遣
候
。
能
重

・

能
虫
・

能
慶

・
能
智
も
為
迎
被
行
候
。
初
雪
ふ
る
。
西
院
し
ゃ
の
し
新
衛
門
、
白

米
壱
斗
四
合
お
さ
め
候
。
残
而
壱
升
弐
合
未
進
也
。
小
わ
か
き
一
一
ハ

・
な
二
ハ
の

た
め
に
、
い
も
三
升
も
た
せ
候
。

十
七
日
安
井
百
姓
来
候
。
能
乗
口
及
大
事
候
。
死
後
之
義
、
親
類
衆
談
合
申
候
。

彼
者
徳
分
以
下
之
事
、
我
等
ニ
任
置
之
由
候
。
然
者
、
彼
者
借
銭
等
之
事
相
澄
て、

其
後
者
小
五
ニ
取
之
由
申
談
候
。
九
月
九
日
代
官
之
義
者
、
比
辺
之
」宴
に
も
不
付
、

他
所
へ
参
ニ
付
市
者
、
我
等
代
官
し
て
、
其
内
百
疋
者
小
五
一
一
と
ら
す
へ
き
の
由

也
。
様
幹
拙
者
酪
酌
申
候
。
然
共
、
別
而
各
被
申
之
問
、
然
者
、
今

一
人
人
を
あ

ひ
そ
へ
ら
れ
候
へ
と
申
処
ニ
、
能
虫
を
被
加
候
。
様
幹
談
合
仕
て、

諸
事
沙
汰
い

た
す
へ
き
と
也
。
借
銭
方
相
済
、
以
後
徳
分
小
五
進
鉢
之
時
者
、
飯
米
以
外
之
事

カ

カ

自
身
可
仕
之
由
候
。
兄
弟
衆
少
々

へ
願
見
送
候
鉢
、
以
誠
哀
也
。
楽
泊
袖
ニ
あ
ま

る
也
。
与
四
郎
方
よ
り
八
百
文
、
能
乗
一一
引
替
あ
る
よ
し
、
稲
波
し
て
使
也
。
貞

福
院
内
儀
へ
、
能
乗
引
か
へ
あ
る
よ
し
注
置
之
問
、
則
人
を
遣
候
。
無
異
儀
同
心

也
。
松
満
方
へ
も
其
分
候
。
他
行
之
申
申
来
候
。
妙
心
寺
借
銭
之
義
ニ
付
而
、
い

な
〉
ミ
方
へ
、
様
鉢
、
能
虫
を
も
っ
て
相
尋
侯
処
ニ、

彼
返
事
ハ
、
く
る
し
か
ら

さ
る
也
。
我
等
ニ
ま
か
せ
を
く

へ
き
の
よ
し
堅
申
来
候
。

十
八
日
能
乗
死
去
仕
候
。
言
語
道
断
、
不
便
至
也
。
様
鉢
、
上
善
寺
へ
申
合
候
。

菊
蔵
主
よ
り
二
万
給
候
。
其
外
小
万
四
・
か
ミ
そ
り
六
手
う
り
て
く
れ
候
へ
の
よ

し
口
我
等
ニ
一
ツ
懇
志
也
。

十
九
日

晴
天
也
。
き
か
へ
被
帰
候
。

円
J
ι
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ヵ

四
日
自
能
堅
、
五
百
文
之
利
兵
百
八
十
文
上
候
ハ
、
へ
り
て
七
十
返
し
候
。
去

年
霜
月
よ
り
の
分
也
。

五

日

平
野
三
郎
左
衛
門
、
先
日
借
銭
残
り
持
来
候
。
利
兵
、
七
月
よ
り
の
分
に

し
て
請
取
申
候
。
四
月
よ
り
な
ら
は
、
七
拾
弐
文
未
進
也
。
借
状
重
而
見
合
可
申

候。

先
只
今
三
百
六
拾
文
請
取
申
候
。
平
野
三
郎
左
衛
門
親
に
て
候
物
、
百
文
若

菜
之
代
、
今
日
済
申
候
。
能
堅
よ
り
七
拾
請
取
申
候。

六
日
林
出
雲
方
へ
礼
一
一
罷
出
候。

五
拾
疋
持
参
申
候。

能
悦
同
道
申
候
。
弥
々

可
有
入
魂
之
義
候
。
能
乗
同
道
し
て
、

道
三
へ
参
候
。
宗
禄
た
の
ミ
申
次
候
。

則

カ
一
薬
給
候
。

七
日

森
坊
社
参
候
。

十
疋
御
灯
。
能
乗
百
疋
借
用
候
。
拙
者
取
次
申
候
。
九
月

九
白
書
入
て
也
。
前
百
疋
合
し
て
弐
貫
文
分
也。

実
子
御
祝
ニ
、
御
坊
へ
参
候
。

八
日
善
智
中
将
公
非
時
ニ
申
入
候
。
酒
壷
之
口
明
て
、
親
類
衆
各
申
て
、
一

ツ

申
候。

九
日

晴
天
。
目
代
方
へ
一
ツ
申
候
。

十
日
始
而
収
納
仕
候。

弥
左
衛
門
・

宗
福

・
四
郎
左
衛
門
、
米
持
来
候
。
祝
義

如
常
也
。
彼
米
に
て
し
と
き
仕
て、

神
前
－一
参
候
。

十
一

日
森
坊
内
へ
よ
り
、
産
所
之
踏
合
之
義
被
相
尋
候
。
宗
校
へ
徳
利
遺
候
。

内
方
持
参
候
。

蔵
円
ニ
一
ツ
申
候。

十
二
日

又
左
衛
門
や
と
ひ
て
、
し
を
り
仕
直
候
。

十
三
日

御
坊
ニ
月
次
て
罷
出
候
。
霊
符
祭
申
候
。
徳
利

一
ツ
御
坊
へ
ま
い
ら
せ

候。十
四
日
平
野
へ
年
く
も
た
せ
候
。
此
方
下
用
升
弐
斗
五
升
先
も
た
せ
候
。
彼
方

ヵ

十
合
一一
壱
斗
四
升
八
合
且
納
也
。
養
命
坊
へ
徳
利
一
ツ
持
参
候
。
鳥
山
将
監
方
よ

り
借
銭
残
七
百
六
文
相
済
候
。
此
料
足
都
合
し
て
弐
貫
六
百
文
。
能
乗
借
用
。

九

月
九
日
売
券
に
し
て
、
同
預
り
状
相
副
、
速
水
乳
人
へ
遣
候
。
壱
貫
者
弐
文
子
、

壱
貫
六
百
文
者
三
文
子
也
。
能
悦
請
人
也
。
能
悦
へ
一
ツ
申
候。

十
五
日

当

番
也
。
岩
成
殿
御
坊
ニ
御
入
て
、
我
等
め
き
れ
候
。
短
冊
之
義
御
尋

候
。
七
月
口
と
り
て
、
八
月
三
日

ニ
神
事
調
候
。

十
二
月
分
と
り
て
ハ

、
二
月
三

日
之
神
事
調
之
由
、
御
返
事
申
候
。
惣

一
神
事
延
引
、
御
使
可
被
立
之
由
候
。
生

地
殿
よ
り
御
状
候
。

十
六
日
天
気
曇
候
。

十
七
日

山
之
内
新
衛
門

・
四
郎
衛
門

・
同
助
四
郎
且
納
候
。
う
つ
ま
さ
与
二
且

納
候
。
能
悦
へ
米
納
升
壱
斗
遺
候
。
能
乗
方
へ
弐
斗
遣
候
。
品
川九
歳
。
御
立
願
成

就
候
者
、
御
灯
可
参
之
由
也
。

十
八
日
晴
天
。

十
九
日
百
姓
衆
各
来
候
。

目
代
方
米
壱
斗
遣
候
。
則
請
取
有
。
米
壱
斗
、
貞
福

院
へ
借
用
候
。

廿
日
両
方
打
出
候
。
見
物
申
候
。
新
衛
門
未
進
持
来
候
。

廿一

日
相
国
寺
へ
参
候
。
医
師
之
義
ニ
也
。
実
貞
同
道
候
。
大
覚
寺
殿
へ
能
乗

ま
い
り
て
被
申
。
た
く
ミ
と
の
同
道
也
。

廿
二
日
神
供
参
候
。
妙
蔵
院
あ
つ
け
物
、
大
か
ら
と
ひ
と
つ
取
ニ
来
候
。
使
七

郎
二
郎
也
。
能
乗
、
医
師
岡
辺
方
ま
て
可
来
之
由
あ
い
と
さ
し
侯
問
、
遺
候
。
長

田
殿
に
て
こ
し
か
き
ゃ
と
ひ
申
候
。
尊
陽
坊
被
尋
候
。
雑
紙
一
束
懇
志
也
。

廿
三
日
太
泰
へ
人
を
遣
候
。
奥
坊
に
て
借
米
四
斗
九
升
也
。
還
申
候
。
百
姓
前

米
五
斗
五
升
五
合
と
り
て
渡
し
申
候
。

廿
四
日

小
屋
仕
候
。
又
左
衛
門
や
と
ひ
候
。
弐
十
疋
、
冷
香
軒
へ
遣
候
。

廿
五
日

小
侍
従
殿
よ
り
百
灯
参
候
。
同
又
御
灯
四
十
疋
請
取
候
O

A

O

－台
寺
よ
り

連
歌
十
疋
。
当
月
廿
五
日
分
也
。
臨
時
分
懐
紙
未
進
候
也
。
石
匠
御
見
舞
候
。
抑

留
候
。

廿
六
日
東
河
原
へ
両
方
打
出
候
。
見
物
候
。

廿
七
日

能

乗
、
持
屋
へ
参
能
申
候
。
三
郎
左
衛
門
、
与
二
未
進
持
来
候
。

廿
八
日
松
梅
院
へ
借
用
之
米
壱
石
返
し
申
候
。
蔵
円
使
也
。
目
代
方
へ
米
壱
斗

借
用
候
。
請
取
在
之
。
東
河
原
打
出
在
候
。
小
泉
山
城
守
其
外
十
三
人
敵
打
死
也
。

首
淡
衆
松
山
方
へ
被
取
也
云
々
。

廿
九
日
三
郎
左
衛
門
方
へ
与
四
郎
遣
候
。
実
泉
坊
へ
の
借
米
返
し
申
候
。
百
姓

前
に
て
壱
石
二
斗
請
取
候
。
進
候
へ
者
、
彼
方
升
に
て
壱
石
に
し
て
被
取
也
。
能

乗
竹
五
本
、
能
悦
へ
借
用
候
。
御
柏
御
供
米
壱
石
同
来
。
正
月
三
ケ
日
御
供
米
壱

石
四
斗
、
八
島
屋
へ
渡
し
申
候
。
相
国
寺
よ
り
能
乗
茶
来
候
。

品
川
日
能
虫
ニ
一

家
中
朝
召
ア
リ
。
目
代
方
へ
米
壱
石
借
用
候
。
平
野
殿
へ
八
升

二
合
米
取
ニ
来
候
。
使
木
兵
衛
也
。
能
重
米
壱
斗
借
用
候
。
使
帰
也
。

- 31 -
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カ

円
・
能
悦
に
も
雑
談
申
候
。
定
使
給
三
段
、

去
年
の
日
損
ニ
不
作
一
段
半
、
四
段

今
台
寺
押
領
分
、
合
一
町
五
段
也
。
御
尋
之
時
ハ
、
如
此
可
申
覚
悟
ニ
、
只
今
惣

間
在
之
分
、
三
町
壱
段
の
心
も
ち
也
。

廿
日
御
忌
日
田
之
義
談
合
ニ
、
河
な
へ
方
へ
参
候
。
速
水
左
衛
門
大
夫
殿
同
道

申
。
河
な
へ
他
行
に
て
不
逢
候
。

廿
一
日
中
路
殿
ニ
連
歌
。
祝
義
十
疋
給
候
。
其
帰
き
、
河
辺
方
へ
参
侯
。
以
面

談
、
彼
義
申
処
ニ、

無
別
義
、
同
心
ニ
候。

書
物
か
き
う
つ
し
て
く
れ
候
へ
の
よ

し
被
申
候
。

廿
二
白

書
物
調
て
、
河
な
へ
方
へ
参
候。

他
行
に
て
候
問
、
三
崎
方
へ
預
ケ
置

帰
候
。
寿
厚
初
尾
持
来
候
。
河
な
へ
方
へ
の
案
文
、
別
紙
ニ
し
る
し
置
候
。
又
能

悦
、
以
前
筋
目
に
て
、
林
方
へ
被
参
て、

御
忌
日
田
之
義
被
申
処
ニ
、
林
方
内
証

も
無
別
義
候
。
壱
町
五
段
之
処
注
て
参
候
て
、
其
分
社
家
へ
も
申
。
随
分
入
魂
候

ハ
ん
と
の
内
証
之
事
也
。
林
方
も
誓
に
て
無
等
閑
之
由
候。

此
上
に
て
ハ
注
て
可

参
之
由
、
能
悦
異
見
也
。
河
那
部
ニ
談
合
申
候
問
、
其
分
申
問
、
同
心
候
ハ
〉
重

而
談
合
可
申
之
由
、
返
事
申
也
。
早
朝
、
妙
蔵
院
へ
め
き
れ
候
。
御
忌
日
田
訴
訟

カ

之
義
在
之
。
内
々
御
聞
候
。

重
而
分
別
仕
て
可
申
之
由
也
。

廿
三
日
武
蔵
方
－
一
法
楽
に
て
罷
出
候
。
能
悦
乙
袖
借
用
候
。
や
か
て
晩
ニ
か
へ

き
れ
候
。
嵯
峨
よ
り
御
灯
銭
十
疋
も
た
せ
給
候
。

廿
四
日
妙
蔵
院
へ
、
内
之
義
、
蔵
円
ニ
申
合
候
。
宗
校
見
舞
一一
参
候
。

廿
五
日
戸
伏
備
後
守
頼
在
社
参
候
。
御
灯
十
疋
。
立
願
と
し
て
三
年
連
歌
可
有

品
川川

興
行
之
由
候
而
、
願
書
被
能
候
。
同
殿
原
秀
徳
立
願
と
し
て
、
九
月
よ
り
連
歌
三

百
韻
興
行
之
由
候
。
六
角
町
升
屋
よ
り
連
歌
十
疋
。
小
侍
従
殿
よ
り
御
灯
十
疋
。

カ

西
村
宗
楽
子
息
社
参
、
御
灯
十
疋
。
西
岡
・
く
せ
・
利
倉

・
久
盛
被
尋
侯
。
連
歌

説
候
。
立
願
成
就
候
ハ
、
、
三
年
千
句
沙
放
す
へ
き
の
約
束
也
。
細
江
土
仙
連
歌

取
ニ
来
候
。
則
十
疋
。

今
台
寺
連
歌
十
疋
、
当
月
分
也
。

廿
六
日
西
岡
・
利
倉

・
三
郎
左
衛
門
・
久
盛
、

連
歌
代
十
疋
。
御
忌
日
田
之
義
、

能
悦
・
目
代
両
人
内
談
申
候
。
四
段
押
領
候
所
、
自
然
先
祖
三
ハ
か
敷
事
て
、
中

興
之
日
記
あ
け
申
候
－
一
、
の
け
て
有
様
ニ
仕
て
参
候
哉
。
左
様
候
ハ
〉
、
今
以
其

カ

分
ニ
仕
候
て
可
参
之
由
申
候
へ
ハ
、
そ
て
の
義
有
。

た
と
い
無
日
し
の
け
す
し
て

被
申
候
共
、
目
代
可
申
理
之
由
、

堅
請
人
之
義
－一
候
問
、
し
る
し
て
可
参
之
由
申

十
九
日
天
き
よ
し
。

無
何
事
候
。
内
々
、
公
事
門
跡
か
ち
ニ
成
候
由
風
間
候
問
、
上
意
得
ニ

カ

参
、
尋
申
所
、
一

合
左
様
－一
な
し
。

廿
日
天
き
よ
し
。

竹
内
三
位
ニ
つ
の
回
し
て
申
。
松
少
心
得
候
。
上
意
次
第
（
与
）
申
様
、

頼
申
遣
。
懇
－一申
聞
へ
き
由
被
申
候
。
石
主
参
問
、
彼
公
事
、
松
少
へ

き
っ
と
申
調
候
て
可
給
由
申
。
上
意
松
少
へ
御
返
事
、
先
度
乙
と
く
被

仰
出
候
。
さ
ら
に
勢
州
め
ん
ほ
く
う
し
な
い
侯
事
に
て
な
く
候
。
さ
っ

そ
か
た

・
政
所
方
ま
き
れ
候
問
、
御
尋
の
事
候
。

廿
一
日
天
き
よ
し
。

北
山
へ
御
成
候
。
参
る
。
竹
三
位
よ
り
、
つ
の
た
し
て
、

返
事
有。

心

得
候
由」

八
資
料
U
・
禅
興
日
記
・
完
V

nu 
nベJ
V

談
候
。
此
段
河
那
部
主
水
へ
も
談
合
－一
参
候
。
可
然
之
由
候
。
松
梅
院
へ
も
内
々

申
候
。
長
田
殿
同
前
。
か
す
や
入
道
方
へ
使
遣
之
由
、
河
主
被
申
候
。
貞
福
院
内

を
留
主
事
－一
申
て
、
一
ツ
申
候。

小
畠
掃
部
殿
・

長
田
殿
・
稲
波
と
の
、
同
申
入

候
。
廿
五
日
御
灯
、
小
畠
殿
被
参
候
。
今
日
十
疋
給
候
。
太
泰
、
与
四
郎
遣
候
。

方
々
に
て
五
斗
米
借
用
し
て
来
候
。

廿
七
日
晴
天
。
内
方
宗
校
見
舞
ニ
参
候
。
我
等
随
見
－
一
朝
飯
給
候
。

廿
八
日
御
忌
日
田
壱
町
五
段
之
事
註
て
、
御
門
跡
へ
参
候
。
案
文
別
紙
ニ
候
。

ム刀

目
代
面
向
之
使
也
。

由
義

・
能
悦
也
。
珍
永
連
歌
。
宇
治
へ
人
也
。
松
梅
院
ニ
連

歌
候
。

廿
九
日

給
候
。

中
路
若
狭
殿
へ
懐
紙
一
枚
・

両
種
遣
候
。

収
納
酒
作
候
。
随
見
－
一
朝
飯

十
月
一
日
北
小
路
つ
ね
ミ
連
歌
、
則
十
疋
請
取
候。

一一
日

八
原
方
連
歌
－
一
罷
出
候
。
今
台
寺
よ
り
連
歌
之
義
申
来
候
。
則
十
疋
、
当

月
分
也
。
随
見
よ
り
六
十
文
請
取
申
候
。

三
日
生
地
安
芸
守
殿
書
状
候
。
則
松
梅
院
へ
披
露
申
候
。
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ツ
申
候
。
女
房
衆
、
宗
校
見
舞
参
候
。
遊
山
之
事
ア
リ
。

十
二
日

嵯
峨
へ
当
年
之
礼
ニ
参
候
。
持
参
十
疋
。
以
其
次
、
興
源
寺
ニ
預
ケ
置

候
物
、
か
ら
戸
二・

戸
升
一
つ

〉
ミ
、
た
く
ミ
方
ま
て
申
付
候
。
祥
瑞
軒
へ
三
百

韻
遣
候
。
又
十
疋
、

為
祈
祷
給
候
。

十
五
日

晴
天
也
。

十
六
日
中
路
殿
内
方
御
澄
方
よ
り
、
初
尾
壱
斗
来
候
。
竹
岡
方
連
歌
之
義
申
候
。

壱
斗
給
候
。
園
部
殿
よ
り
連
歌
十
疋
。
西
村
定
使
連
歌
之
代
六
升
持
来
候
。
千
句

成
就
し
て
罷
帰
候
。
竹
岡
役
銭
百
弐
拾
文
請
取
、
残
市
四
十
未
進
也
。
則
能
乗
方

へ
渡
し
申
候
。
柏
野
質
物
畠
料
足
本
壱
貫
、
去
年
霜
月
よ
り
也
。
先
六
百
文
請
取

申
候
。
此
自
国
今
村
紀
伊
守
買
被
申
之
由
候
市
、
代
物
国
分
も
た
せ
被
来
候
云
々
。

十
七
日
御
僧
養
宗
口
殿
へ
千
句
之
礼
ニ
罷
出
候
。
次
宗
校
へ
見
舞
一一
参
候
。
林

方
へ
目
代
・
能
悦
両
人
参
候
。
他
行
之
自
に
て
、

急
度
返
事
無
之
。
長
田
殿
方
き

ぬ
は
か
ま
か
り
申
候
。
則
返
事
申
候
。
と
り
ょ
せ
、
か
ら
と
一
ハ
此
方
へ
と
り
候
。

か
ら
と
一

・
戸
升
者
た
く
ミ
殿
ニ
あ
つ
け
置
て
罷
帰
候
。
興
源
寺
七
種
之
内
、
三

色
取
候
。
残
而
四
色
也
。
た
く
ミ
と
の
に
あ
っ
け
物
、
す
い
け
ん
か
い
こ
一
ツ
取

候
。
是
ハ
十
一
色
之
内
也
。
残
而
十
二
種
、
た
く
ミ
殿
一一
預
ケ
置
也
。

十
三
日
三
郎
左
衛
門
よ
ひ

ニ
遣
候
。
損
免
之
義
談
合
申
候
。
惣
方
へ
三
石
計
い

た
さ
れ
候
ハ
＼
上
下
ニ
わ
り
て
可
遺
之
由
申
分
、
目
代
へ
も
内
証
談
合
申
候
。

同
能
悦
へ
も
内
々
申
候
。
拙
者
ハ
千
句
ニ
罷
出
之
問
、
両
人
談
合
し
て
、
御
門
跡

さ
ま
へ
内
証
可
申
由
也
。
涯
分
五
分
一
は
か
り
な
り
候
ハ
ん
哉
。
宗
養
へ
弐
十
疋

遣
候
。
明
日
千
句
－一
今
晩
よ
り
参
候
。
一
口
同
自
国
殿
よ
り
十
疋
。

十
四
日

千
句
相
初
候
。
大
覚
寺
殿
御
成
也
。

宗
牧
十
七
手
向
也
。
戸
伏
備
後
守

頼
在

社
参
候
。
御
灯
参
候
。
則
十
疋
請
取
候
。
中
路
若
狭
守
光
寿
方
よ
り
、
例

年
初
尾
壱
石
被
参
候
。
い
つ
も
の
乙
と
く
使
ニ
祝
義
。

十
八
日

蔵
円
時
に
被
参
候
。
目
代
・
能
悦
出
京
候
へ
共
、
未
御
返
事
被
付
申
候。

一
ツ
申
候
。
な
ら
や
被
来
候
。

夢
想
の
連
歌
説
候
。
墨
三
丁
給
候
。

十
九
日
御
忌
日
田
へ
御
返
事
、
目
代
・
能
悦
両
人
し
て
承
候
。
様
幹
者
、
損
免

之
事
者
、
三
石
惣
方
へ
可
仕
之
由
、
御
心
得
之
由
也
。
壱
町
五
段
事
者
、
社
家
よ

り
も
、
竹
内
方
よ
り
以
折
紙
訴
訟
在
之
問
、
し
る
し
て
可
参
之
由
被
仰
也
。
折
紙

案
文
v

つ
つ
し
有
候
。
御
忌
日
田
、
只
今
の
川
成
六
段
半
之
由
、
長
田
与
兵
衛
・

蔵

尋
行
花
に
く
ら
せ
る
春
も
お
し

永
日
な
か
ら
鐘
ひ
〉
く
空

思
と
ち
ま
し
ハ

る
こ
そ

ハ
稀
な
ら
め

か
た
ミ
の
乙
〉
ろ
と
け
て
ミ
え
け
り

い
は
き
な
き
契
ハ
し
ら
ぬ
憂
名
に
て

か
つ
は
残
せ
る
言
の
は
の
末

し
た
し
き
も
さ
の
ミ
恨
ハ
た
え
や
せ
ん

と
は
れ
て
も
又
つ
ら
き
蓬
生

輔上
野
民 一一
部
少 宗

養
刊は

の
景
5

心
前
6

玄
哉
5

元
理
叩

滋
成
4

俊
直
朝
臣
5

音
阿
1

宗
伯
1 万

泊
口
」
っ

ι

J
V
4
H
什

r「
L
a
－－

円

U
壬
「
’－

4
H
A
ゴコ
r
4

玄

哉

一

如

圭

覚

勝

院

一

栄

紀

一

能

哲

一

俊

直

朝

臣

一

音

阿

宗

伯

一

［
以
下
略
ス］

金
叩

白
5

橘
3

弥
阿
上
人
6
一

覚
勝
院
僧
正
5

栄
紀
4

能
哲
4
一

二
O
二
｜
二
五
一

V

十
五
日
天
き
よ
し
。

東
慶
も
し
さ
ま
へ
参
る
。
御
ミ
や
、
か
き

・
も
ら
。
昨
日
の
様
、
上
民

被
申
候
。
上
意
様
円

U
さ
っ
そ
か
た
を
か
り
入
候
。
れ

き
／
＼
の
書
物
共
ほ
う
こ
に
な
し
、
り
あ
る
を
し
つ
め
円

U
ふ

ひ
ん
に
覚
し
め
き
れ
候
問
、

二
度
御
尋
候
ハ
ん
と
の
事
口
と
か
く
申
候

ハ〉
、

一
か
う
く
事
口
き
乙
し
め
し
ま
し
く
候
由
被
仰
出
候
。
此
又
少

弼
か
く

ωこ
と
く
申
問
、

石
主
へ
違
候
て、

懇
に
可
申
調
由
申
て
給
候
。

雨
山
／
＼
か
た
し
け
な
き
物
也
。

十
六
日
天
き
雨
降
也
。

石
主
へ
文
遣
所
ニ
、
伊
勢
加
〉

ニ一

日
物
語
申
候
へ

ハ
、
千
疋
の
預
り

状
ニ
加
、
と
の
ら
す
ハ、

さ
や
う
に
あ
る
ま
し
き
由
申
閥
、
安
文
給
候

へ
、
談
合
可
申
由
申
。

十
七
日
天
き
よ
し

石
主
へ
又
人
遣
。
昨
日
安
文
共
遣
候
。
談
合
申
、
其
上
に
て
、
松
少
へ

も
可
申
候
。

十
八
日

何
事
無
候。

雨
ふ
る
。

。，
つL
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六
日
八
原
方
連
歌
一一
罷
出
候
。
横
田
発
句
所
望
候。

有
明
も
け
す
長
月
の
雲
井
哉

時
雨
し
あ
と
の
夜
・
寒
そ
ふ
比

風
い
た
る
ま
く
ら
の
山
の
鹿
鳴
て

七
日
森
坊
内
儀
御
参
候
。
御
灯
参
候
。

十
文
請
取
候
。

目
代
方
被
来
候
。

先
日

之
御
返
事
在
之
。
損
免
之
義
不
可
遣
之
由
候
。
物
定
ニ
日
記
あ
つ
け
置
、
其
と
り

よ
せ
て
様
鉢
可
申
之
よ
し
也
。
此
方
よ
り
の
御
返
事
も
、
又
以
前
之
筋
目
申
候
。

八
日
四
郎
左
衛
門
、
米
弐
斗
七
合
。
此
方
下
用
之
升
也
。
三
郎
左
衛
門
持
来
候
。

新
衛
門
方
よ
り
十
疋
請
取
候
。
与
四
郎
方
給
分
ニ
遣
候
。

悉
相
澄
候
。

西
村
入
道

よ
り
未
進
方
一
一
米
壱
斗
弐
升
請
取
候
。
残
而
十
弐
文
未
進
也。

九
日

御
神
供
参
候
。

能
乗
観
楽
仕
之
問
、
我
等
西
京
へ
参
候
。
東
光
寺
よ
り
壱

貫
文
請
取
候
。
去
年
之
未
進
三
百
三
拾
弐
文
請
取
申
候
。
当
内
三
百
三
拾
弐
文
少

間
之
わ
ひ
事
－一
候
問
、
未
進
之
分
也。

n

u

下
司
分
三
百
品
川
弐
文

請
取
候
。
去
年
未
進
弐
百
品川二
文
之
内
、
先
八
十
一

文
請
取
申
候。

則
自
代
方
へ

カ

返
弁
も
残
而
、
目
代
方
へ
未
進
弐
百
拾
七
文
也
之
由
被
申
候
。
比
内
百
文
者
折
紙

銭
ニ
さ
し
つ
く
よ
し
候
。
然
者
、
残
市
百
拾
七
文
也
（
竹
岡
方
百
六
拾
五
文
出
候
。

わ
ひ
事
候
。
少
間
之
未
進
也
）
か
す
や
入
道
方
へ
六
百
六
拾
五
文
、
一
円
不
出
候
。

種
々
神
供
押
て
申
分
候
へ
共
、
先
神
供
参
候
。
内
々
存
分
在
之
故
ト
也
。
沙
汰
承

仕
徳
分
、
御
供
一
膳
、

奉
行
分
之
内
被
下
候
。
方
々
御
供
納
申
事
、
我
等
甲
調
候
。

能
乗
方
一
一
我
等

一
ケ
家
中
朝
飯
あ
り
候
。
節
供
ニ
付
市
ノ
礼
儀
也
。
彼
内
よ
り
三

百
品
川
弐
文
徳
分
給
候
。
彼
方
未
進
依
て
有
之
。
弐
百
文
旦
請
取
申
候
。
能
虫
方
へ

も
同
前
候
。

鳥
山
将
監
内
方
被
来
候
。
料
足
八
百
四
十
五
文
返
弁
候
。
同
八
百
文
、

カ

小
畠
与
七
郎
方
か
け
乙
ひ
也
。
合
壱
貫
六
百
四
十
五
文
請
取
申
候
。
さ
か
相
か
た

被
来
候
。

十
日

将
監
入
道
方
へ
使
遺
候
。
昨
日
御
供
銭
之
義
申
処
、
ま
へ
の
借
銭
ニ
押
之

由
返
事
申
、
き
か
へ
被
帰
候
。

カ

十
一

日
御
忌
日
田
之
義
、
内
々
に
て
能
悦
被
参
、
林
入
道
方
－一
被
申
処
、
壱
町

五
段
之
義
重
而
の
事
た
る
へ
し
。

損
免
之
事
者
、
様
幹
目
代
方
ま
て
談
合
す
へ
き

の
よ
し
被
申
候
。
同
西
向
に
て
目
代
被
来
。
其
分
也
。
鳥
山
内
方
被
来
候
。
小
畠

与
七
郎
請
取
候
。
八
百
文
都
合
し
て
弐
貫
文
也
分
請
取
申
候
。
能
悦

・
目
代
ニ
一

九
日
天
き
よ
し
。

公
方
様
へ
御
礼
申
入
候
。
御
供
、
如
例
方
／
＼
へ
参
ら
せ
候。

十
日
天
き
よ
し
。

巻
数
参
る

。

［

十

一
日
・
十
二
日
、
記
事
ナ
シ
］

十
三
日
天
き
よ
し
。

宗
茂
連
寄
有
。
上
野
民
口
部
少
輔
承
に
て
、
松
木
被
引
候
問
、
人
足
を

レ」

車
付
ま
て
可
申
付
由
（
折
）
紙
給
候
。
則
返
事
申
。

十
四
日

天
き
よ
し
。

進
修
へ
人
造
。
門
跡
与
公
事
の
き
、
松
少
弼
何
と
や
ら
ん
被
申
由
承
候

問
、
尋
候
。
伊
勢
口

一
度
申
渡
候
所
ニ
、

又
上
意
に
て
御
き
た
ハ
、
め

い
わ
く
の
由
候
。
知
何
由
被
申
所
ニ
、
公
方
様
へ
、
八
満
宮
公
事
も
同

前
ニ
被
申
候
。
此
公
事
ハ、

奉
行
に
度
々
意
見
口
被
仰
出
候
て
、
相
定

所
へ
、
左
様
談
申
哉
。
上
野

・
進
修
両
人
分
別
致
、
其
返
事
可
申
所
ニ
、

う
か
〉
い
候
事
、
く
せ
事
に
被
仰
候
。
当
院
事
ま
て
い
か
す
候
。
さ
り

ム刀

な
か
ら
、
乙
れ
も
返
事
被
申
由
候
。
ゆ
ふ
筆
か
た
に
て
候
を
、
政
所
へ

と
り
入
ら
れ
候
ゆ
へ
、
御
た
つ
ね
の
由
被
申
」

〈
宗
牧
十
七
年
忌
追
善
千
句
・
そ
の

ωv

永
禄
四
年
菊
月
十
五
日

山

何

散
ち
ら
ぬ
哀
ゃ
い
つ
れ
母
曽
原

木
の
実
に
深
き
露
霜
の
宿

猿
さ
け
ふ
垣
ほ
の
与
の
月
落
ち
て

岩
行
水
の
す
め
る
あ
か
っ
き

も
る
比
の
網
代
の
上
の
片
敷
に

あ
ら
し
に
か
は
る
風
の
寒
け
さ

雪
は
た
〉
ミ
る
か
上
よ
り
積
り
き
て

た
れ
乙
め
て
ね
し
夢
の
朝
明

ゥ
行
程
を
過
し
て
後
の
郭
公

露
分
尽
す
杉
村
の
や
ま

- 28-
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く
申
付
候
也
。

廿
六
日
お
し
ろ
い
や
よ
り
連
歌
之
義
申
来
。
十
疋
持
来
候
。
同
怪
物
あ
り
。
目

ヵ

代
方
へ
任
料
十
疋
の
か
け
返
し
候
。
能
悦
使
也
。

善
智
薬
持
来
候
。
大
西
周
貞
方

へ
伍
貫
文
一
一
利
兵
の
つ
も
り
五
百
文
、
神
前
に
て
渡
し
申
候
。
同
あ
っ
か
り
状
し

カか
へ
候
。
永
禄
四
年
六
月
二
日
之
分
也
。
寿
珍
へ
状
を
も
渡
し
申
候
。

廿
七
日
松
梅
院
へ
、
御
前
に
て
一
ツ
申
候
。
同
妙
蔵
院
分
、
四
郎
次
郎
方
米
壱

斗
弐
升
、
三
郎
左
衛
門
も
た
せ
て
来
候
。
お
さ
め
升
也
。

廿
八
日
立
願
仕
候
。
皆
灯
参
候
。
親
類
衆
不
残
、
朝
召
ニ
申
入
候
。
貞
福
院
・

カ

目
代
・
能
斐
・
能
福
者
昼
申
入
候
。
宗
校
見
舞
一
一
参
候
。
宗
福
来
侯
。
田
の
川
成

カ被
申
候
。
御
乳
人
ニ
か
り
申
候
。
料
足
五
十
疋
を
、
先
弐
十
疋
遣
候
。

廿
九
日
百
姓
衆
四
五
人
来
侯
。
損
免
申
候
。
他
行
申
候
て
、
不
逢
候
。
地
子
残

り
百
文
、
与
七

ニ
渡
し
申
候
。
此
分
に
て
四
百
文
ノ
分
澄
申
候
。
皆
済
請
取
重
而

可
持
来
之
由
申
也
。
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九
月
一
日
雨
降
候
。
松
梅
院
・
目
代
へ
御
礼
一一
参
候
。

山
内
助
四
郎
方
米
壱
斗

弐
升
七
合
、
三
郎
左
衛
門
持
来
候
。
但
此
方
下
用
之
升
也
。
自
今
台
寺
、
連
歌
之

義
申
来
候
。
第
九
之
分
也
。
又
法
印
女
房
た
ち
、
子
息
為
祈
念
、
連
歌
之
義
承
候
。

品
川
二
歳
也
。
も
ろ
町
た
〉
ミ
や
北
と
な
り
也
。
竹
村
甚
次
郎
と
申
。
刑
囚
の
立
願

之
由
也
。
三
郎
左
衛
門
・
弥
兵
衛
両
人
被
来
候
。
平
野
殿
借
銭
壱
貫
弐
百
文
返
弁

也
。
其
年
四
月
よ
り
ハ
四
百
品川二
文
也
。
七
月
よ
り
な
れ
ハ
三
百
六
十
文
也。

重

カ

而
日
記
に
て
算
用
可
申
也
。
円

U
宗
校
見
舞
ニ
出
京
申
候
。
宗
養

・
紹
巴
へ
音
信
申
候
。
三
好
修
理
大
夫
殿
よ
り
、
千
匂
之
内
第
七
懐
紙
清
書
之
義

被
仰
付
候
。
露
庵
へ
薬
代
弐
十
疋
遣
候
。

一
一
日
松
梅
院
殿
原
各
御
汁
申
候
。
目
代
・
能
悦
同
前
。
か
た
ひ
ら
の
代
百
六
拾

文
返
し
候
。

三
郎
左
衛
門
来
候
。
損
免
之
義
申
問
、
十
分
一
と
申
遣
候
。
大
夫
殿

懐
紙
清
書
仕
候
て
参
候
。
宗
養
明
日
御
下
向
之
由
候
也
。
遊
山
事
ア
リ
。

一一一
日
晴
天
也
。
能
虫
方
ニ、

老
父
酒
の
か
け
五
百
五
拾
文
ア
リ
。
色
々
立
用
て

五
十
文
相
残
り
候
。
九
月
九
日
役
銭
の
未
進
百
八
十
文
あ
る
よ
し
、
能
虫
申
候
也
。

八
文
字
屋
か
け
銭
七
百
九
十
文
あ
る
よ
し
候
。
あ
く
せ
ん
五
百
文
老
母
へ
遣
し
候
。

七
月
七
日
麦
納
銭
二
十
疋
、
能
虫
方
よ
り
請
取
申
候
。
沙
汰
承
仕
家
之
徳
分
也
。

四
日
天
気
よ
し
。

梅
戸
へ
礼
に
参
る
。
栗
一
折
参
候
。
松
少
弼
へ
栗

一
折
、
石
主
へ
二
十

疋
・
栗。五

日
天
気
よ
し
。

月
次
也
。
口
口
殿
御
出
座
候
。
御
樽

・
両
種
・

二
荷
拝
領
之
。

六
日
天
気
よ
し
。

無
何
事
候
。

［
七
日
記
事
ナ
シ
］

八
日
天
き
よ
し
。
大
夕
立
。

今
日
ま
て
無
何
事
候
。
投
師
当
よ
り
参
る
。
九
日
御
神
供
－
一
付
而
申
。

松
永
」
孫
次
郎
陣
取
候
。
今
夜
之
儀
者
、
神
々
の
問
、
一
夜
あ
け
て
可

参
候
由
を
、
当
院
よ
り
申
遣
候
て
く
れ
候
へ
と
申
来
候
。
申
遣
候
へ
ハ
、

昨
日
し
〉
を
く
ひ
候
由
申
問
、
い
ら
す
候
由
又
申
。
よ
人
の
家
に
て
こ

し
ら
へ
候
。

寸，，司ノ』

但
酒
之
か
け
に
此
度
者
立
用
申
候
口
平
野
殿
よ
り
返
弁
之
料
足
百
疋
、
能
乗
借
用

候
。
則
預
状
ア
リ
。
永
四
九
月
五
日
之
日
付
也
。
宛
処
御
記
入
也
。
弐
文
子
也
。

四

日

内
祭
之
義
申
付
候
。
稲
波
与
次
郎
方
朝
召
有
之
。
祥
瑞
軒
よ
り
連
歌
三
百

韻
あ
つ
ら
へ
来
候
。
三
郎
右
衛
門
来
候
。
彦
次
郎
損
免
之
義
申
来
候
。
大
和
国
よ

り
首
上
候
。
も
と
り
は
し

ニ
て
見
物
ニ
参
候
。
八
幡
よ
り
連
歌
取
ニ
来
侯
。

一つ

の
ま
せ
候
。
与
七
請
取
持
て
来
候
。

二
枚
あ
り。

五
日
松
梅
院
に
月
次
候
。
従
門
跡
、
為
御
使
、
目
代
被
来
候
。
最
前
上
申
候
日

カ

記
之
残
、
御
忌
日
田
壱
町
五
段
之
処
し
る
し
て
可
参
之
由
候
。
次
ニ
当
年
者
世
上

満
作
之
由
申
之
問
、
損
免
出
て
ハ

不
可
然
之
由
候
。
則
御
返
事
ニ
者
、
壱
町
五
段

之
処
し
る
し
を
き
候
。
記
録
、
物
走
－
一
山
家
－
一
あ
つ
け
を
き
候
問
、
今
日
よ
り
次

第
ニ
目
代
方
ま
て
ミ
せ
可
申
旨
申
候
。
損
免
之
義
者
、
少
に
成
侯
処
も
御
入
候。

又
ハ
む
し
の
付
た
る
処
も
御
座
候
。
百
姓
毎
日
来
候
。
損
之
義
申
候
。
十
分

一
遣

候
。
さ
れ
と
も
同
心
申
さ
す
候
由
申
候
。
世
上
き
〉
あ
は
せ
て
可
申
付
候
申
甲
候
。

乙
れ
ハ
先
目
代
ま
で
の
物
語
の
様
－一申
候。

鳥
山
将
監
方
よ
り
弐
貫
文
借
銭
、
先

壱
貫
持
候
。
彼
方
符
被
付
候
而
あ
つ
け
置
也。
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十
九
日
会
所
ニ
汁
あ
り
。
長
田
殿
馳
定
也
。
双
方
の
打
出
見
物
申
侯

b

ヵ

廿
日
雨
降
候
。
養
命
坊
に
て
里
出
申
候
。
四
五
人
や
と
ひ
て
、
い
ね
乙
き
候
。

米
ノ
あ
り
か
す
、
餅
ノ
米
四
斗
三
升
、
う
る
七
斗
壱
升
。
沙
汰
承
仕
補
任
取
次
へ

為
礼
、
目
代
方
へ
弐
十
疋
遣
候
。
雄
然
、
当
座
十
疋
持
参
候
。
相
残
処
か
け
置
し

く
れ
候
へ
の
よ
し
被
申
候
て
、
能
悦
ま
て
書
状
候
。
然
者
、
来
廿
五
日
ま
て
と
申

カ

候
。
返
事
悦
へ
申
入
候
。
能
乗
生
隠
へ
馬
に
て
ま
い
り
候
。
肱
鉢
不
可
然
之
由
也
。

廿
一
日
四
郎
左
衛
門
方
よ
り
米
壱
斗
五
升
持
来
也
。
三
棉
左
衛
門
、
例
年
之
祝

義
と
し
て

一
つ
有
之
也
。
親
類
衆
各
申
入
候
也
。
鹿
塩
蔵
亮
殿
よ
り
連
歌
誌
－
一来

候
。
名
乗
ハ
薪
と
申
候
。
則
十
疋
請
取
申
候
。
三
郎
左
衛
門
と
ま
り
候
て
、
朝

召
給
候
。

廿
二
日
宗
喜
迎
ニ
、
松
梅
院
に
て
馬
申
請
て
参
候。

則
下
梅
津
ま
て
参
候。

口

露
庵
ニ
能
乗
肱
ミ
せ
申
度
之
由
申
之
問
、
善
智
ニ
申
て
、
明
日
可
相
調
之
由
候
。

宝
積
や
と
ひ
て
、
能
乗
為
代
官
、
岩
屋
へ
ま
い
ら
せ
候
。
去
七
月
廿
六
日

ニ
宗
喜

入
御
て
、
広
橋
殿
へ
御
借
用
之
河
海
抄
四
札
被
持
候
也
。

廿
三
日
当
番
也
。
在
銭
九
十
六
文
也
。

善
智
入
御
候
。
露
庵
、
様
排
承
候
。
明

日
猶
々
可
有
返
事
之
由
也
。
八
島
よ
り
米
五
斗
か
ら
れ
候
。
い
よ
方
米
也
。

廿
四
日
於
露
庵
、
有
薬
か
り
で
、
善
智
ニ
相
副
て
、
能
乗
露
庵
へ
参
候
。
長
田

殿
下
男
や
と
ひ
申
候
。
先
露
庵
へ
礼
式
弐
十
疋
、
奏
者
へ
扇
遣
候
。
則
肱
御
覧
し

・0

カ

て
、
一

葉
給
候
。
八
幡
泉
坊
土
り
書
状
給
候
。
備
前
国
直
家
願
主
と
し
て
、
千
句

之
儀
被
仰
候
。
則
壱
貫
弐
百
文
請
取
申
候
。
来
七
日
、
懐
紙
取
一
一
可
来
之
由
申
定

候
也
。
神
前
花
、
西
光
寺
・
友
雪
・
慶
春
・
世
伝
被
来
侯
て
た
て
ら
れ
候
。
一
ツ

申
候
。
明
日
廿
五
日
社
参
、
人
の
有
乱
入
ニ
付
而
無
之
候
ヲ
、
長
田
殿
申
て
、
下

カ

男
四
五
人
や
と
ひ
て
、
あ
け
さ
せ
申
候
。
橋
板
御
坊
に
て
か
り
申
候
。
貞
福
院
・

速
左
方
へ
申
て
ま
い
ら
せ
候
。
番
銭
百
廿
文。

廿
五
日
晴
天
。
番
銭
五
貫
ニ
を
よ
ひ
候
。
あ
り
せ
ん
也
。
今
台
寺
よ
り
連
歌
之

義
申
来
候
。
第
四
之
分
也
。
則
十
疋
請
取
候
。
小
侍
従
殿
御
参
候
。
御
灯
明
候
。

則
十
疋
請
取
候
。
山
石
成
殿
よ
り
御
灯
参
候
。
則
十
疋
。
御
坊
よ
り
花
蔵
坊
使
ニ
相

副
候
。
慶
寿
院
殿
御
社
参
候
。
御
灯
参
候
。
十
疋
請
取
候。

当
番
ニ
被
仰
付
候
也
。

京
脇
よ
り
連
歌
之
義
申
来
候
。
則
十
疋
請
取
候
。
三
郎
左
衛
門
来
。
山
内
新
右
衛

門
よ
り
壱
斗
七
升
壱
合
米
持
候
。
但
乙
れ
ハ
借
用
候
。
番
之
祝
義
い
つ
も
の
こ
と

天
き
よ
し
む

十
九
日

何
事
な
し
。

廿
日
天
き
時
雨
也
。

無
何
事
候
。

廿
一
日
雨
晴
也
。

公
方
に
て
、
以
春
日
と
の
を
御
口
申
様
、
宝
成
院
社
役
之
事
、
ら
ん
に

ヒ

て
め
い
わ
く
か
〉
り
候
問
、
我
等
心
得
に
て
、
よ
人
に
さ
し
か
へ
て
と

申
。
可
如
何
有
候
哉
、
御
尋
候
。
有
様
申
入
候
。

［
廿
二
日
ヨ
リ
廿
四
日
マ
デ
記
事
ナ
シ
］

廿

五

日

天

き

よ

し

。

た

け

此
問
、
何
事
な
し
。
北
畠
七
郎
よ
り
、
丹
州
松
茸
三
百
本
給
候
。
口
口

ヒ

ヒ

寺
町
口
馬
見
物
被
申
度
由
候
て
、
人
を
給
候
。
い
た
ミ
口
と
の
へ
参
る
。

て
ら
ま
ち
二
十
疋
給
候
。

廿
六
日
天
き
よ
し
。

て
ら
ま
ち
所
へ
、
昨
日
礼
帰
に
三
十
疋
・
樽
、
罷
出
候
。

廿
七
日
天
き
雨
降
也
」

月
次
当
院
等
［
頭
］
也
。

ヵ

発

句

と

を

山

も

鹿

の

音

ち

か

き

夕

哉

禅

口

廿
八
日
天
気
よ
し
。

宝
成
院
社
役
か
き
候
分
、

書
候
て
、
春
日
御
氾
局
へ
参
ら
せ
候
。
む
の

申
入
候
。廿

九
日
天
き
よ
し
。

御
巻
数
参
る
。
宝
成
院
参
惣
甲
候
。

-26-

九
月
朔
日

天
気
雨
降
也
。

公
方
様
、
方
／
＼
へ
御
礼
民
参
る
。

一
一
日
天
気
よ
し
。

何
事
無
之
候
。

三
日
天
気
快
然
也
。

無
何
事
候
。
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院
へ
も
被
仰
出
候
也
。
此
由
、
能
重

・
能
虫

・
拙
者
同
道
に
て
参
候
へ
共
、
各
御

カ

他
行
之
問
、
乳
人
へ
申
置
候
。

能
虫
門

U
よ
り
直
ニ
御
坊
御
迎
ニ
参
候
。
此
由
、

長
田
方
へ
申
候
へ
共
、
彼
仁
よ
り
我
等
方
ま
て
言
伝
に
て、

只
今
ニ
御
門
跡
よ
り

カ

被
仰
出
候
ゃ
う
ハ
、
衆
中
よ
り
注
進
被
申
候
て
之
御
返
事
也
。
又
彼
方
よ
り
被
仰

き
ん
と
の
御
不
審
也
。
衆
中
よ
り
ハ
、
曽
以
、
御
門
跡
へ
ハ
さ
か
の
事
不
申
。
目

代
一
分
之
義
被
及
聞
召
候
て
之
義
也
。
既
ニ
此
方
へ
出
銭
相
調
、
持
参
申
上
と
也
。

明
日
、
目
代
ト
衆
中
と
の
義
ヲ
可
被
聞
と
の
、
長
田
方
よ
り
の
由
也。

各
出
銭
者

我
等
あ
っ
か
り
候
て
置
候
。

十
日
昨
日
、
自
松
梅
院
御
尋
之
返
事
、
我
等

・
能
智
両
人
参
、
長
田
殿
へ
申
入

候
。
様
幹
有
。
衆
中
年
よ
り
共
申
聞
候
ヘ
共
、
前
々
義
有
。
か
い
か
う
ま
で、

巻

数
に
て
、
一
両
度
御
礼
申
た
る
事
も
あ
り
。
又
礼
式
に
て
申
た
る
事
も
あ
る
や
う

に
お
ほ
へ
申
候
。
た
し
か
に
ハ
お
ほ
へ
不
申
之
由
申
入
候
。
各
如
此
申
由
申
也
。

御
門
跡
き
ま
へ
も
、
昨
日
被
仰
出
候
。
様
排
恭
候
。
少
々
可
然
様
一
一被
仰
分
候
て

可
被
下
之
由
申
候
。
為
礼
、
目
代
方
ま
て
能
重
・
能
智
ま
い
ら
れ
候
。
其
分
又
目

代
出
京
と
て
被
申
候
処
、
昨
日
間
前
之
御
返
事
也。

十
一
日
三
郎
左
衛
門
来
。
四
郎
左
衛
門
、
米
五
斗
も
た
せ
候
て
来
候
。
宝
積
、

時
坊
主
一
一
来
候
。
双
方
打
出
見
物
申
候
。
従
松
梅
院
、
以
能
重
被
仰
出
候
有
。
先

日
竹
之
義
－一
付
而
、
衆
中
同
心
申
問
、
約
束
也
、
弐
十
疋
可
出
之
由
也
。
き
か
よ

り
柿
廿
給
候
。

カ

カ

十
二
日
松
梅
院
よ
り
の
義
、
於
会
合
に
て
談
合
申
候
。
先
日
か
い
か
う
へ
随
泉

を
も
っ
て
、
く
わ
ん
し
ゅ
に
て
御
礼
可
被
申
之
由
候
。
彼
方
申
堅
て
、
其
上
に
て

告
H

松
梅
院
へ
返
事
可
申
之
談
合
也
。
か
い
か
う
へ
御
礼
之
事
、
林
入
道
ま
て
、
以
目

代
談
合
申
処
ニ、

此
方
次
第
之
由
被
申
候
也
。

十
三
日
天
気
曇
候
。

十
四
日
雨
降
候
。
岡
田
宗
忠
方
よ
り
地
子
未
進
之
状
来
候
。
永
禄
元
年
分
両
季

カ

分
四
百
文
、
二
毛
二
年
分
合
て
四
百
文
、
以
上
八
百
文
之
由
候
。
此
内
七
拾
文
者

与
七

ニ
可
渡
之
由
候
。
拙
者
腹
中
相
煩
候
。

山
内
四
郎
左
衛
門
、
米
壱
斗
三
升
持

来
候
。
此
方
下
用
之
升
也
。

十
五
日
晴
天
也
。
法
性
寺
よ
り
十
一
灯
ま
い
ら
せ
候
。
立
願
之
由
あ
り
。
速
水

左
衛
門
大
夫
内
方
口
中
被
煩
之
自
に
て、

書
状
来
候
。
則
申
て
貞
福
院
ま
い
ら
れ

第
候
。［

十
日
ナ
シ
］

十

一

日

天
気
よ
し
。

目
代
所
行
言
語
道
断
ニ
候
へ
共
、
存
分
－一
申
付
候
へ
ハ
、
め
ん
き
ょ
の

す
ち
ゃ
ふ
れ
候
問
、
か
ん
に
ん
申
。
然
口
と
も
、
目
代
を
ハ
成
敗
い
た

ヒ

す
へ
し
」十

二
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。
昨
日
夜
、
東
よ
り
口
口
へ
夜
打
か
け
候
て、

人
を
う
つ
。

十
三
日

天

き
よ
し
。

何
事
な
し
。

十
四
日
天
き
雨
降
也

先
度
火
出
候
物
、
口
両
役
者
に
て
、
在
所
へ
召
な
を
し
候
由
申
付
候
。

ヒ

［
十
五
日
ヨ
リ
十
八
日
マ
デ
記
事
ナ
シ
］

八
凶
日
・
北
野
祭
延
引

・
御
湯
殿
上
日
記
〉
け
ふ
て
ん
ま
の
み
や
の
ま
つ
り
に

て
候
へ

と
も
。
ょ
の
ふ

っ
そ
う
に
つ
き
て
九
月
ま
て
御
ゑ
ん
い
ん
な
り
。

R
U
 

つι

候
。
乱
入

ニ
付
而
、
松
尾
ニ
借
屋
候
也
。
か
い
か
う
へ
礼
二、

随
泉
参
候
。

十
六
日
平
野
田
か
り
候
。
数
六
十
九
束
ア
リ
。
此
方
へ
四
十
一
束
五
ハ
と
り
候
。

も
ら
き
た
り
候
。
一
っ
た
へ
さ
せ
候
。
か
の
方
に
で
も
ち
い
に
て
一
つ
く
れ
候
。

ム刀

山
田
ニ
宗
喜
ゐ
ら
れ
候
。
為
見
舞
、
相
方
遣
候
。
崎
・
十
疋

・
あ
ら
ま
き

一
遣
候
。

貞
福
院
御
入
候
。
夜
泊
候
。

十

七

日

御
僧

一
人
、
同
法
積
被
来
候
。
先
日
被
仰
出
候
松
梅
院
へ
ノ
御
返
事
、

従
衆
中
被
申
候
。
様
鉢
ハ
、
御
門
跡
と
し
て
、
か
い
か
う
ハ
被
仰
、
竹
の
き
相
調

候
処
ニ
、
出
銭
ノ
き
仕
た
る
と
の
風
聞
に
て
、
め
い
わ
く
に
て
候
問
、

弐
十
疋
ノ

御
矢
、
随
泉
之
処
ハ
、
衆
中
御
扶
持
ニ、

元
六
人
よ
り
、
以
能
虫
御
返
事
申
候。

岡
田
代
方
へ
ハ
、
度
々
御
出
京
之
為
礼
、
拙
者
衆
中
よ
り
ま
い
り
候
。

山
田
へ
迎

遣
候
。
き
れ
共
、
宗
喜
煩
と
て
不
帰
候
。
宗
福
ニ
米
壱
斗
か
り
候
。
其
次

ニ
官官斗

四
升
か
り
候
。

十
八
日
時
ニ
誠
円
被
来
侯
。
山
田
よ
り
、
い
ま
に
被
帰
候
。
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八
資
料
部
〉永

禄
四
辛
酉
年
八
月
六
日

至
十
二
月
晦
日

古
記
写

く資料57＞ 一一一一

乙

L__ 

日

ph 
－一＝日

八
月
五
日
迄
之
日
記
之
次
也

」

八
月
六
日
辻
か
ま
へ
仕
候
。

長
田
殿
、
目
代
殿
申
し
て
、
松
三
本
請
申
候
。
自

今
台
寺
、
連
歌
取
ニ
来
候
な
り
。
廿
五
日
之
日
付
也。

第
三
之
分
也
。
又
説
申
候
。

第
八
之
分
也
。
則
十
疋
請
取
申
候
。

七
日
半
松
斎
に
て
、
す
わ
う
の
国
衆
興
行
候
。
出
座
申
侯
。
名
ハ
口
統
云
也
。

月
影
ゃ
を
も
き
か
上
の
萩
の
露

養

小
侍
従
殿
よ
り
御
灯
参
候
。
十
疋
請
取
申
’
候
。

八
日
西
方
寺
之
き
ハ
、
千
本
口
の
か
ま
へ
仕
候
。
罷
出
候
。
地
下
衆
各
罷
出
候
。

公
方
様
よ
り
竹
か
さ
れ
候
。
雑
式
い
か
ら
し
と
云
者
来
候
。
則
薮
ミ
せ
申
候
。
私

7

7

 

之
竹
十
本
と
付
申
候
。
あ
し
な
か
せ
ん
、
傍
輩
衆
中
よ
り
十
疋
出
候
。
九
文
衆
く

〉
り
侯
。
能
重
に
で
き
け
た
へ
き
せ
候
。
長
田
方
出
合
に
て
、
惣
間
之
竹
わ
ひ
事

て
け
ん
し
候
分
也
。
い
つ
れ
も
上
意
へ
無
例
之
旨
申
上
侯
ハ
ん
と
の
事
也
。
口
昨

日
之
為
礼
、
宗
義
へ
ま
い
り
候
。
能
乗
、
薬
之
事
一
一
生
隠
へ
も
ま
い
り
候
。

園
辺

子
被
来
候
て
、
連
歌
之
儀
被
申
候
。
即
十
疋
請
取
申
候
。

九
日
自
松
梅
院
め
さ
れ
候
て
、
昨
日
竹
之
儀
被
得
上
意
候
へ
共
、
不
相
調
之
問
、

地
下
よ
り
の
竹
七
百
四
十
本
、
其
内
少
減
し
て
参
候
。
自
衆
中
者
、
為
礼
、
緑
阿

へ
弐
十
疋
遣
し
て
可
然
之
由
被
仰
之
問
、
其
分
各
へ
申
也
。
令
同
道
、
御
坊
へ
参

候
。
各
同
心
申
て
、
出
銭
竹
十
本
六
十
二
文
宛
く
、
り
候
。
然
処
一
一
目
代
方
出
前

廿
四
文
也
。
自
前
役
有
事
有
不
出
之
由
候
て
、
御
門
跡
様
被
得
御
意
之
閥
、
衆
中

之
儀
も
彼
仁
被
申
候
哉
、
被
及
聞
召
、
先
規
よ
り
竹
之
義
不
出
候
。
以
今
可
為
其

分
之
由
、
以
目
代
被
仰
出
候
。
則
か
い
か
う
へ
も
、
出
雲
入
道
・
目
代
方
向
道
に

て
申
口
之
由
也
。

堅
竹
を
も
礼
銭
を
も
不
可
出
之
由
被
仰
候
。
其
由
ニ
而
、
松
梅

六
日
天
き
よ
し
。

花
蔵
坊
遣
候
て
申
。
石
主
よ
り
も
被
申
所
ニ、

又
被
切
談
者
め
い
わ
く

ニ
存
候
由
申
所
ニ
、
先
者
存
候
ハ

て
切
申
候
。
従
是
以
後
者
、
可
申
付

候
。
も
し
切
者
有
之
者
、
名
を
さ
し
候
て
可
申
之
由
申
。

七
日
天
主
雨
降
也
。

何
事
無
之
候
。

八
日
天
き
よ
し
。

か
い
か
う
よ
り
、
御
さ
う
し
き
、
い
か
ら
し
参
る
。
竹
木
御
か
け
に
、

上
下
に
て
門

U
く
わ
分
ニ
申
候
へ
共
、
当
院
よ
り
人
を
出
候
て
、

種
々
わ
ひ
事
申
h

U

」
円

U
御
申
物
也
。
木
ハ
四
五
十
本
か
け
候
。

両
在
所
よ
り
、
あ
し
な
か
銭
円

U
出
候
。
願
音
寺
に
て
十
疋
、
ち

く
わ
ん
院
に
て
十
疋
、
宮
寺
方
に
て
十
疋
給
円

U

九
日
天
き
よ
し
。

竹
の
儀
御
わ
ひ
事
、
以
緑
申
入
候
。
方
／
＼
の
事
ニ
候
問
、
ひ
っ
か
け

ニ
成
候
。
度
々
円

U
い
た
し
候
問
、
御
め
ん
あ
る
へ
き
と
も
覚
し

め
し
候
へ
共
、
か
た
う
ら
ミ

ニ
な
る

へ
く
候
問
、
先
比
た
ひ
ハ
可
出
候
。

左
様
ニ
候
ハ
〉
、
慶
も
し
さ
ま
へ
す
く

ニ
可
参
候
。
乙
し
、
ど
っ
と
の
〉

文
、
う
へ
の
と
の
へ
参
入
候
て
、
き
て
か
い
か
う
へ
御
申
候
。
か
い
か

う
ハ
何
と
成
共
う
へ
し
た
い
に
て
御
入
候
由
申
問
、
其
分
也
。
緑
へ
、

松
対
馬
ニ
色
／
＼
申
候
へ
共
、
無
同
心
候
て
、
き
て
上
意
を
得
候
。
竹

三
百
本

・
木
三
十
本
可
参
由
候
。
口
口
承
寺
［
仕
］
中
召
候
て
申
付
候
。

ヒ
ヒ

竹
木
か
〉
り
候
事
、
例
な
く
候
へ
共
、
当
地
か
〉
り
候
問
、
然
者
、
竹

を
不
出
、
二
十
疋
可
出
候
。
ち
そ
う
の
人
へ
礼
に
可
遣
候
。
先
々
も
出

候
。
当
院
乙
〉

ニ
な
き
時
も
い
た
す
、
又
あ
る
時
も
い
た
す
、
き
と
く

も
な
き
問
、
然
者
、
に
あ
ひ
ニ
わ
ひ
事
申
候
へ
と
申
所
－
一
、
申
様
、
か

い
か
う
へ
も
口
申
ま
〉
に
、
不
成
候
。
慶
も
し
さ
ま
へ
と
御
申
問
、
た

〉
二
十
疋
可
参
候
と
、
皆
／
＼
相
定
候
所
一
一
、
目
代
も
同
心
申
て
、
以

後
門
跡
へ
も
、
役
者
ハ
猶
不
出
候
由
申
。
松
対
馬
へ
門
跡
被
申
侯
て、

宮
寺
［
仕
］
中
不
出
候
ハ
＼
出
ま
し
き
由
申
来
候
。
か
い
か
う
ハ
上

意
次
第
と
申
て
、
又
か
や
う
ニ
申
事
不
及
覚
悟
、
目
代
く
せ
事
無
是
非
次

- 24 -
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八
月
一
日

天
気
曇
候
。
御
霊
惣
方
へ
使
者
遺
候
也
。

一
一
日
惣
一
方
よ
り
、
明
日
三
日
之
御
供
延
引
に
て
可
有
之
由
、
定
使
入
道
来
候
。

則
松
梅
院
へ
申
候
へ
共
、
無
御
同
心
候
。
其
分
、
彼
者
ニ
申
遣
候
。
八
原
方
ニ
連

歌
在
之
。
御
供
之
義
ニ
遅
参
候
。

三
日
惣
一
方
へ
、

御
供
之
儀
－一
折
紙
遣
候
。
文
言
有
。
日
き
り
可
仕
之
由
申
候
。

先
年
、
惣
一
方
と
内
々
申
分
之
時
口
松
梅
院
に
て
御
下
知
一

通

・
惣
一
折
紙
一
、

借
申
候
。
あ
っ
か
り
状
仕
候
。
被
参
候
。
竹
内
御
門
跡
様
と
松
梅
院
御
公
事
之
時
、

ヵ

二
通
返
し
申
候
。
然
者
、
預
状
者
返
し
、
不
行
候
。
向
後
其
心
得
有
候
也
。

惣
一
方
よ
り
の
返
し、

日
と
り
を
も
不
在
、
む
さ
と
し
た
る
事
ま
で
に
て
候
間

則
松
梅
院
へ
申
処
ニ
、
一
段
く
せ
事
の
よ
し
被
何
候
。
重
而
人
を
可
遣
之
由
候
問
、

又
書
状
遣
候
。
文
言
重
市
上
意
え
ら
れ
可
達
被
仰
之
由
申
遣
候
。

三
上
忠
兵
衛
口

目
代
方
申
分
口
口
見
候
へ
共
、
不
成
候
。

口
高
畠
島
守
殿
よ
り
月
次
之
連
歌
之
儀

申
候
。
岩
井
十
疋
持
来
候
。

七
月
分
也
。
惣

一
方
よ
り
書
状
之
返
事
、
菟
角
儀
不

申
侯
。
言
語
道
断
也
。

四
日
小
侍
従
殿
よ
り
名
代
被
参
候
而
、
御
灯
参
候
。
則
十
疋
請
取
申
候
。

宗
養

会
所
迄
入
御
候
。
明
日
紫
野
に
て
連
歌
あ
り
。
可
罷
出
之
由
被
仰
候
。
同
心
申
候
。

五
日

す

わ

う
山
口
衆
、
元
慰
、
紫
野
養
徳
院
に
て
興
行
候
。

下
お
き
ゃ

よ

も

の

木

す

ゑ

の

初

嵐

宗

義

八
月
朔
日

天
き
雨
降
也
。

公
方
様

へ
御
礼
に
参
る
。
方
／
＼
へ
参
る
。

一一日

天
き
雨
ふ
る
也
」

何
事
な
し
。

三
日

天
気
快
晴
也
。

何
事
な
し
。
石
主
へ
人
遣
候
。
西
京
物
か
ま
へ

ニ
先
度
松
切
問
、
言
語

（道
）
断
の
由
申
遣
。
能
々
尋
候
て
可
給
由
申
。

四
日
天
き
よ
し
。

石
主
へ
人
遺
所
ニ
折
需
給
候
。

円

U
山
口
へ
遣
。
心
得
候
。
松
神
木

ニ
候
問
、
不
及
是
非
候
。
何
も
従
是
可
申
入
候
由
申
。

五
日
天
き
よ
し
。

昨
日
申
所
ニ
心
得
由
申
。
又
子
ま
こ
七
郎
申
付
候
て
（
二
）
三
本
切
候
。

山
口
罷
帰
候
て
申
付
、
切
上
候
。

〈
能
哲
出
座
作
品
一
覧
〉

O
永
禄
6
年
7
月
お
日

何

船

百

韻

（

叩
・
日
・
お
ペ
1
ジ
参
照
）

「
風
あ
り
と
し
ら
す
や
萩
に
今
朝
の
露
蒼
［
三
条
西
公
条
］

」

蒼
1

頼
企
7

宗
養

η
藤
孝
8

紹
巴
竹

弥
阿
上
人
8

従
三
位
6

玄
哉
7

如

b
Fhd
家
宗
6

伯
景
7

滋
成
6

能
哲
7

宗
及
4

宗
念
4

竜
安
1

〈
国
会

・
連
歌
合
集

四
一

V

O
永
禄
9
年
間
8
月
刊同
日

何
路
百
韻
「
肥
後
天
草
住
妙
楽
寺
一秀
舜
興
行
」

「
朝
霧
に
松
風
お
も
き
ひ
〉
き
哉
紹

巴」

紹
巴
怜

秀
舜
7

弥
阿
上
人
竹

清
誉
叩

玄
哉
叩

心

前
9

能
哲
9

莫
佑
8

道
成
6

宗
伯
7

長
知
5

康
清
4

文
阿
1

〈
内
閣

・
百
韻
連
歌
集

二
O
二
l
二
五
二

V

O
永
禄
叩
年
正
月

3
日
（
裏
白
）
何
路
百
韻

「
あ
ら
玉
の
年
も
や
た
ち
枝
宿

の

梅

禅

興

」

禅
興
7

紹
巴
竹

梅
寿
丸
1

禅
正

7

昌
叱
9

玄
哉
8

聖
傾
8

慶
血（
6

紹
清
8

莫
佑
7

蔵
円
6

能
哲
9

能
重
6

基
明
5

松
千
世
丸
1

能
貞
1

八
東
京
教
育
大
学
所
蔵
懐
紙
〉

司、
Jv

n
L
 

年

預

坊
八
資
料
日
完
V

(5) (4) (3) (2）別 (1)

北
野
社
古
記
録

（
文
学
・
芸
能
記
事
）

抄
既
発
表
分
一
覧

北
野
社
所
蔵
ノ
引
付
ヲ
主
－
一

本

紀

要

第

四

号

昭

ね
・

η

北
野
社
の
文
子
に
関
す
る
ノ

l
ト

資
料
と
考
証
－

M

昭
判
・

2

ωノ
補
遺
並

－一
天

理

大

所

蔵

分

本

紀

要

第

六

号

昭

布
・
叩

御

霊

会

史

料

集

付

同

第

七

号

昭
必
・

3

松
梅
院
禅
興
日
記
〈
弘
治
二
年
・
同
三
年
V
資
料
と
考
証

－
mm

昭
U
・
2

松
梅
院
禅
予
日
記
抄

本
紀
要

第

八

号

昭

川崎・

η

前
各
稿
に
引
続
い
て
、
本
稿
に
関
す
る
調
査
・

資
料
紹
介
を
許
さ
れ
た
、
北
野

天
満
宮
と
東
京
教
育
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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廿
二
日

宗
養
月
次
ニ

罷
出
候
。
宗
喜
入
御
候
て
、
冷
泉
院
殿
よ
り
被
仰
事
在
之
。

宗
養
、
会
所
へ
之
造
作
御
見
舞
候
。
う
つ
ま
さ
へ
与
四
郎
遣
候
。
三
郎
左
衛
門

・

宗
福
共
－一
不
逢
候
。

廿
三
日

百
万
偏
月
次

ニ
罷
出
候
。
宗
喜
よ
り
九
色
道
具
あ
つ
け
を
か
れ
。
随
見

よ
り
連
歌
之
儀
被
申
候
。
二
つ
〉
ミ
懇
志
也
。

廿
四
日
晴
天
。
相
は
〉
志
在
之
。
世
上
物
定
一
一
っ
き
て
、

預
ケ
物
き
ん
せ
い
の

よ
し
、

奉
行
よ
り
被
相
触
候
也。

廿
五
日
牛
也
。
今
台
寺
よ
り
連
歌
十
疋
、
第
＝
マ
ノ
分
也。

戸
伏
備
後
殿
御
社
参

候
。
御
灯
参
候
。
御
栂
十
疋
被
持
候
。
小
侍
従
殿
よ
り
御
灯
参
候
。
む
さ
の
小
路

波
多
野
方
被
尋
候
。
夢
想
連
歌
、
十
疋
。
小
万
、
っ
か
白
銀
也
。
ミ
や
け
と
し
て

懇
志
也。

御
門
跡
へ
地
子
十
疋
渡
し
申
候
。
一
っ
た
へ
さ
せ
候。

十
疋
未
進
也
。

当
番
能
実
也
。

廿
六
日
雨
降
候
。
嵯
峨
天
竜
寺
へ
六
箱
あ
つ
け
候
。
能
虫
物
と
号
し
て
也
。
唐

戸
二・

皮
能

一・

草
子
箱
二

・
升
一
、

以
上
六
種
也
。
宗
養
よ
り
馬
借
用
、
松
坊

に
て
一
疋
、

蔵
円
談
合
し
て、

平
野
に
て
十
疋
、
馳
走
候
。
目
代
方
に
て
下
男
や

と
い
候
。
お
し
ろ
い
や
よ
り
、
連
歌
の
代
十
疋
・
極
物
、
宗
喜
被
持
候
。

廿
七
日

晴

天

か
ま
各
申
合
仕
侯
也
。
出
京
申
候
。
宗
養
に
て
淡
路
殿
参
会
申

候
。
お
乙
リ
祈
祷
と
て
一
折
之
儀
被
申
。
則
弐
十
疋
被
口
口
候
。
妙
蔵
院
よ
り
あ

っ
け
物
給
候
。

小
箱
二

・
か
ら
と
一

、
合
三
請
取
申
候
。

廿
八
日
近
江
国
よ
り
東
山
迄
打
出
候
。
田
中

・
た
〉
す
両
里
焼
な
り
。
山
取
人

数

一
万
計
也
。
丹
波
よ
り
月
参
之
義
申
来
候
。
八
瀬
玉
遊
坊
よ
リ
代
官
参
申
来
候
。

一つ

〉
ミ
給
候
。

廿
九
日
近
江
衆
う
ち
出
見
物
申
候
。
東
山
よ
り
千
ハ
か
り
う
ち
お
ろ
し
て、

勢

州
か
ま
へ
ら
を
い
つ
け
、
見
物
衆
十
五
六
人
う
ち
き
り
て
引
候
。
三
好
方

一
人
も

不
出
合
候
。
き
か
へ
あ
つ
け
物
十
一
色
遣
候
。
能
悦

・
能
重
・
能
乗
よ
り
も
遣
候
。

た
く
ミ
と
の
へ
也
。
社
頭
へ
も
ま
い
ら
せ
候
。

舟
日

晴
天
也
。
双
方
よ
り
、
う
ち
い
た
さ
れ
候
。
令
見
物
候
。
生
取

一
人
ア
リ
。

た
す
け
ら
れ
候。

廿
二
日
天
き
よ
し
。
夕
立
。

御
所
様
へ
か
き

一
折
進
上
申
候
。

廿
三
日
天
き
よ
し
。
夕
立
。

御
堀
、
先
度
ほ
り
候
へ
共
、
く
つ
れ
侯
問
、
物
い
〉
に
さ
れ
へ
円

当
所
人
足
、
五
日
罷
出
候
。

廿
四
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。
暮
候
て、

緑
阿
よ
り
人
給
候
。

上
意
今
度
物
い
〉
に
、
御

堀
上
口
へ
い
っ
け
ら
れ
、
然
者
、
三
間
仕
て
可
参
由
御
意
な
い
被
仰
出

候
由
申
来
。

八
剖
日
・
幕
府
、
北
野
社
、
禅
林
寺
及
ビ
本
法
寺
ニ
禁
制
ヲ
掲
グ

・
北
野
神
社
古
文
書
V L」

Lー

廿
五
日
雨
降
也
。

昨
日
へ
い
の
事
、
上
意
へ
申
。
に
わ
か
事
の
問
、
今
日
乙
し
ら
へ
、
明

日
可
仕
由
申
候
。

廿
六
日
天
き
時
雨
也
。

へ
い
こ
し
ら
へ
候
。
明
日
土
を
可
付
候
。
惣
を
ハ
ζ

し
ら
へ
に
遣
候
。

廿
七
日
天
き
よ
し
。

近
州
よ
り
出
陣
候
問
、
筑
州

・
松
少
へ
見
舞
－一
参
る
。

廿
八
日
天
き
雨
降
也
。

近
江
よ
り
被
出
候
。
南
衆
も
人
数
出
候
。

廿
九
日
天
き
よ
し
。

あ
し
か
る
共
候
て
、
京
見
物
衆
首
取
候
て
帰
候
。

晦
日
天
き
よ
し
。

御
巻
数
参
る
。
東
よ
り
打
出
候
。

- 22-

八
お
日
・
六
角
義
賢
、
義
弼
父
子
、

細
川
晴
元
ノ
子
晴
之
ヲ
擁
シ
、
三
好
長
慶

ヲ
撃
タ
ン
ト
シ
テ
、
山
城
勝
軍
山
ニ
出
陣
ス
、
畠
山
高
政
、
和
泉
岸
和
田

ニ
陣
シ
、
之
－一応
ズ
、
三
好
義
興
、
山
城
梅
津
ニ、

松
永
久
秀
、
同
国
斎

院
ニ
陣
シ、

義
賢
等
ヲ
拒
グ
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従
清
法
印
、
連
歌
之
義
申
来
候
。
十
疋
請
取
候
。
相
煩
候
為
祈
繭
也
。

十
四
日
如
常
仏
前
相
調
候
。

法
満
寺
月
次
衆
よ
り
弐
十
疋
懇
志
也
。
二
位
方
持

来
候
。

口
与
四
郎
ニ
十
疋
宛
丑
遣
候
。
能
悦
相
口
事
候
へ
共
、
や
ふ
れ
候
。
西
京

薬
師
堂
地
子
、
西
屋
よ
り
十
八
文
、
乙
う
や
よ
り
十
七
文
出
候
。
合
刑
五
文
也
。

但
十
七
文
ハ
い
ま
た
未
進
也
。
去
年
ノ
未
進
十
文
出
候
。
西
京
た
い
た
ん
地
子
八

十
文
出
候
。
但
四
十
五
文
こ
り
に
て
前
々
出
候
。
相
残
分
未
進
也
o

h

u

御
門
跡
様
与
七
方
、
地
子
取
一一
来
候
。
先
弐
百
文
出
候
。
請
取
者
重
市
可
出
之
由

申
候。

一
っ
た
へ
さ
せ
、
使
両
人
ア
リ
。
辻
畠
地
子
之
義
、
能
悦
依
異
見
、
存
分

雄
在
之
、
此
方
よ
り
可
出
之
由
申
定
候
。
此
畠
前
々
未
進
之
事
者
、
能
乗
ニ
沙
汰

さ
せ
可
申
覚
悟
候
。
又
岡
田
宗
虫
来
候
。
前
々
地
子
銭
未
進
八
百
文
在
之
之
由
候

問
、
日
記

ニ
仕
り
て
可
有
之
由
申
也
。
又
彼
仁
方
ニ
能
祐
古
借
状
あ
り
。
速
く
可

返
之
由
申
侯
へ
共
、

口
無
之
儀
も
、
此
刻
も
申
処
－一、

や
か
て
見
出
候
て
、
可
返

之
由
申
合
候
。
若
失
紛
候
て
、
返
状
仕
候
て
く
れ
候
ハ
ん
由
申
候
。

十
五
日
仏
前
如
常
。
き
か
よ
り
祝
義
有
。
則
彼
方
へ
二
人
ノ
を
遣
候
。
宗
喜
へ

二
所
の
祝
義
遣
候
。

蔵
円
ト
能
悦
両
人
入
御
候
て
、
能
乗
我
等
中
直
之
由
被
申
候
。

種
々
存
分
共
候
問
、
不
及
覚
悟
旨
申
候
へ
共
、
達
市
懇
望
之
由
被
申
候
条
、
不
及

そ
れ

ニ
。
西
京
九
月
九
日
公
事
之
儀
、
造
作
行
儀
成
共
、
何
時
も
半
分
可
仕
之
由
、

堅
両
人
し
て
申
定
之
由
候
。
政
之
事
者
、
我
等
存
分
在
之
問
、
さ
し
の
げ
て
を
か

れ
く
れ
の
よ
し
、
堅
能
悦
へ
申
望
も
、

然
者
、
両
人

・
能
乗
同
道
し
て
私
宅
へ
被

カ

来
候
。
瓶
折
持
参
也
。

十
六
日
能
乗
朝
食
ニ
よ
ひ
候
。
淡
路
殿
、
為
中
衆
同
道
し
て
被
相
尋
候
。
連
歌

之
儀
被
申
候
。
則
五
十
疋
持
来
候
。
法
積
同
道
し
て
仏
詣
申
候
。
帰
さ
遊
山
あ
り
。

養
命
坊
ニ
朝
食
口
、
ひ
る
ま
で
雑
談
申
候
。

十
七
日
晴
天
也
っ
将
監
入
申
感
儀

し
ほ
や
与
三
左
衛
門
様
口
相
尋
ニ
罷
出
候
。

然
者
、
彼
者
申
ハ

、
経
年
月
久
事
候
問
、
将
監
方
へ
相
渡
し
申
た
る
事
も
、
又
者

此
方
へ
渡
た
る
を
も
失
念
之
由
堅
申
候
。
妙
蔵
院
御
出
候
。

一
順
談
合
之
た
め
也
。

一
ツ
申
候
。
自
法
家
坊
、
源
氏
二
巻
返
遺
候
。
又
二
巻
借
用
候
。

此
辺
若
衆
達
お

と
り
あ
り
。

十
八
日
八
原
方
連
歌

ニ
罷
出
候
。
松
下
与
真
社
参
候
。
自
田
舎
、
初
尾
十
疋
被

持
候
。
（
平
野
）
三
郎
左
衛
門
方
へ
畠
之
儀
申
遣
候
。

廿
日
天
主
雨
降
也
。

緑
折
時
給
候
て
申
。
明
日
先
御
掘
を
と
〉
め
て
成
共
、
先
乙
の
木
御
い

そ
き
に
候
問
、
地
足
可
申
由
申
給
候
。

心
得
候
。
返
事
申
遣
。

月
次
有。

春
阿
弥
口
口
に
て
候
問
、
言
伝
申
。
当
所
計
に
て
ハ
可
不
成
候
問
、
伊

勢
守
に
被
仰
出
候
て、

西
京
人
夫
可
出
由
、
可
有
御
披
露
由
申
遣
。

廿

一
日
天
き
よ
し
。
夕
立
。

松
木
御
所
望
問
、
人
足
申
付
候
。
車
の
手
っ
た
ひ
也
。

カ

〈
泣
日
「
よ
の
ふ
っ
そ
う
に
つ
き
て
。
六
ち
ゃ
う
人
（
へ
）
み
な
み
ひ
か
し
の

ほ
り
さ
ら
へ
さ
せ
ら
れ
候
へ
と
庭
因
。
新
宰
相
両
ふ
き
ゃ
う
へ
お
ほ
せ
ら

る
〉
。
か
し
こ
ま
り
候
よ
し
御
返
事
申
候
。
」
御
湯
殿
上
日
記
〉

十
九
日
天
気
曇
候
。
松
下
方
へ
連
歌
四
百
凱
遣
候
。

廿
日

松
梅
院
月
次
ニ

出
座
候
。
清
法
印
へ
連
歌
遣
候
。
宗
喜
よ
り
、
明
日
、
朝

召
可
有
之
由
使
ア
リ
。
同
心
不
甲
候
。
目
代
内
方
四
十
九
日
に
て
、
明
日
、
時
可

有
之
由
使
也
。
連
衆
兼
約
之
問
、
不
参
候
。
徳
利

・
わ
ら
ひ
三
把
遣
候
。

廿
一
日夕

た
ち
の
草
木

も

け

ふ

の

御

献

哉

宗

養

カ

川
へ

の

山

の

か

け

の

す

〉

し

き

一

定

水
と
を
ミ
巣
を
は

な

れ

た

る

鴛

鳴

て

能

哲

本
法
寺
月
次
ニ
罷
川
悦
。
夜
に
入
、
と
ま
り
候
。
短
冊
役
所
前
罷
と
を
り
候
処
－一、

順
礼
数
人
と
め
置
候
問
、
通
す
へ
き
の
よ
し
申
候
へ
共
、
七
口
に
て
も
、
順
礼
之

儀
と
り
候
問
、
不
及
覚
悟
一一
由
、
雑
言
共
申
候
問
、

奉
行
へ
注
進
申
候
。
則
稲
波

与
次
郎
被
下
候
て
、
様
鉢
申
処
ニ、

下
代
物
、
惣

一
方
相
望
可
申
之
由
候
条
、
其

身
ニ
し
て
罷
帰
候
。
然
者
、
彼
方
よ
り
、
定
使
入
道
来
候
て
、
順
礼
ニ
可
取
事
者

一
向
不
申
付
候
。
向
後
之
儀
、
猶
々
如
先
規
可
申
付
之
由
、
懇
望
申
候
問
、
不
及

そ
れ

ニ
候
。
其
分
、
長
田
与
兵
衛
殿
へ
も
申
候
。
宗
喜
よ
リ
鮎
ノ
ス
シ
有。

〈
注
〉
惣
一
（
そ
う
の
い
ち
）

・
七
口
短
附
（
た
ん
し
ゃ
く
の
御
供
）
な
ど
が
、
北
野

社
芸
能
史
上
の
問
題
項
目
で
あ
る
と
と
は
、

「
北
野
社
の
文
子
に
関
す
る
ノ
ー

ト
」
（
近
世
文
芸
資
料
と
考
証

－
W
）
に
指
摘
し
、

調
査
を
す
す
め
て
い
る
。

円
，L
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日
神
供
文
時
如
此
。
退
転
之
時
者
、
参
貫
文
相
定
候
。

永

正

三

年

記

也

政

所

光

世

十
四
日
天
き
雨
降
。

下
津
屋
上
。
奈
良
公
用
先
四
百
疋
上
候。

十
五
日
天
き
雨
降
也
。

金
大
寺

（小
香
）
へ
、

禅
正
を
名
代

ニ
遣
。
慶
も
し
さ
ま
よ
り
蓮
飯

一

折

・
三
か
参
る
。
仁
木
殿
口
飯
一
折

・
御
ま
な
三
荷
参
る
。
八
瀬
よ
り

飯
又

一
折
・
三
か
給
候
。

十
六
日

天
き
よ
し
。

御
所
様
へ
御
馬
上
候
問
、
見
舞
か
た
／
＼
に
参
る
。
今
日
御
成
候
ハ
ん

由
候

へ
共
、

三
筑
被
参
候
問
、
無
御
成
者
候
也
。
御
馬
被
召
候

ハ
ん
た

め
也
。
千
貫
の
御
馬
也
。
く
り
け
・
か
す
け
也
。
日
本
ニ
か
く
れ
な
き

也
。
す
る
か
の
今
川
進
上
候
。
た
〉
し
御
所
望
候
。

十
七
日

天

き

よ
し。

何
事
な
し
。

十
八
日
天
き
よ
し
。

門
跡
よ
り
、
以
目
代
被
申
候
。
公
方
様
よ
り
、
松
木
御
所
望
問
、
可
被

仰
由
候。

上
使
可
参
候
問
、
引
渡
可
申
由
候
問
、
返
事
心
得
候
由
申
遣

候。

内
々
承
候
へ
ハ
、
門
跡

へ
御
内
書

（被）

成
候
由
候
問
、
明
日
参
、

可
尋
申
候
也
。

十
九
日
天
き
よ
し
。
夕
立
也
。

御
前
へ
参
候
。
木
の
儀
乙
く
い
を
池
上
打
せ

h

U
内
々
承
及
候

ハ、

カ

カ

ヒ

ヒ

御
内
書
成
、
門
跡
よ
り
計
参
由
支
候
申
、
如
何
の
由
尋
申
所

ニ
、
上
意

ニ
者
、
当
院
事

ハ
御
安
覚
食
候
問
、
何
時
も
や
す
く
覚
め
し
候
問
、
被

仰
出
之
由
候
。
門
跡

ハ
御
申
事
、
と
か
く
申
」
さ
れ
問
、
一
円
ニ

進
排

所
有
由
被
申
問
、
態
与
御
申
事
候
。
然
者
、
猶
か
た
し
げ
な
く
候
と、

緑
も
申
入
候
。
態
と
今
度
の
公
事
以
下
ニ、

早
々
か
ち
候
て
、
御
申
の

由
被
仰
候
。
当
院
様
な
れ

ハ
人
の
申
入
由
、
左
様
に
覚
し
め
し
候
問
、

当
院
た
う
り
せ
ん
は
ん
に
覚
し
め
き
れ
候
。

然
者
、
御
意
に
て
候
へ
共
、

一
円
進
幹
の
所
を
二
本
可
参
由
御
申
候
。

左
様
－
一
き
こ
し
め
し
ひ
ら
か

れ
候
へ
共
、
猶
／
＼
か
た
し
け
な
く
そ
ん
し
候
。
木
ハ
や
か
て
可
口
上

ヒ

申
候
。
御
返
事
也
。

十
日
太
泰
奥
坊
－一、

実
泉
坊
為
追
善
興
行
候
。
宗
養
其
外
連
衆
、
拙
者
申
調
候
。

御
門
跡
様
よ
り
一
行
の
案
文
被
下
候
。
う
つ
ま
さ
へ
香
典
十
疋
遣
候
。

十

一

日

雨
降
候
。
百
万
偏
寿
珍
入
御
候
。
自
月
次
衆
、
樽
代
弐
十
疋
被
持
候
。

則
発
句
談
合
候
。
執
筆
へ
十
疋
、

我
等
あ

っ
か
り
申
候
。

御
門
跡
様
へ
一
行
之
案
文
如
此
候
。

沙
汰
承
仕
職
御
補
任
料
、
御
他
言
申
上
処
、
依
御
取
合
、

彼
任
料
参
貫
文
、

為
御
扶
持
被
下
候
段
、
恭
候
。
然
者
、
自
今
以
後
者
、
任
料
有
様
ニ
可
被
召

上
事
も
、
又
者
可
被
成
御
扶
持
儀
も
、
御
上
儀
可
為
次
第
候
。

此
等
趣
、
可

然
様
、
可
預
御
披
露
候
。

の
為
後
日
状
知
件
。

永
禄
四
年
七
月
十
一

日

衛

目
代
殿

則
今
日
、
任
料
物
八
百
文
、
為
御
礼
分
、
目
代
方
へ
渡
し
候
。
自
身
持
候
市
参
候
。

同
一
行
も
渡
し
候。

向
後
も
可
然
、
以
宴
御
位
事
可
申
者
也
。
上
へ
の
御
礼
六
十

疋
也
。
林
方
へ
弐
十
疋
、

合
八
百
文
也
。
御
補
任
、
及
晩
候
て
、
目
代
方
持
参
候
。

則
戴
頂
申
候
。
能
悦
、
両
人
ニ一

ツ
申
候
。
即
刻
、
目
代
方
へ
弐
十
疋
持
参
申
。

先
例
也
。
但
十
疋
遣
候
。
相
残
分
、
重
而
可
参
之
由
申
候
。
能
悦
へ
折
紙
仕
候
へ

共
、
返
遣
被
申
候
。
又
此
補
任
御
判
有
。
禅
興
被
遊
候
。
当
政
所
殿
、
松
梅
院
御

披
露
也
。
能
悦
へ
よ
ひ
て
祝
儀
あ
り
。

十
二

日
奥
坊
入
御
候
。
樽
代
弐
十
疋
懇
志
也
。
出
京
仕
候
て、

奥
坊
興
行
連
衆
之
所
、

為
礼
参
候
。
松
下
正
一
上
格
候
て
言
伝
候
問
、
罷
下
候
。
連
歌
四
百
韻
説
申
と
也
。

則
代
物
四
十
疋
請
取
申
候
。
又
折
紙
代
八
十
文
口
。
御
門
跡
様
へ
目
代
慶
世
同
道

し
て
御
礼

ニ
参
候
。
金
覆
輪
持
参
申
候
。

能
重
へ
各
よ
ひ
候
て
、
祝
義
ア
リ
。
与

四
郎
ニ
口
丑
十
疋
遣
候
。

十
三
日
雨
降
候
。
能
虫
へ
我
等
一

家
中
よ
ひ
て
、
祝
義
あ
り
。
能
乗
ト
地
子
銭
之
義

申
結
候
。
能
悦
使
也
。
西
村
方
に
て
、
茄
子
三
十
、
代
十
文
。
夕
顔
二
、
代
八
文
。

nu 
n
L
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不
可
入
之
由
候
。
怒
被
仰
事
也
。
分
別
円

U
に
て
御
返
事
可
申
之
由
申
也
。

八
日
墓
参
仕
候
。
き
か
よ
り
も
被
来
候
。
上
善
寺
に
て
、
霊
具
之
義
四
勝
分
申

合
候
。
上
人
へ
十
疋
、
其
外
一
包
宛
也
。
蔵
円
同
道
申
候
。
御
時
申
也
。
信
徳
房

へ
ハ
三
つ
つ
ミ
の
分
遣
候
。
生
玉
之
祝
義
と
し
て
、

各
親
類
衆
申
候
て
、
二
付
に

て
一
つ
申
候
。
き
か
よ
り
ミ
や
け
と
し
て
五
升
懇
志
也
。
目
代
方
彼
記
録
ミ
せ
ら

れ
候
。

九
日
雨
降
候
。
奥
坊
へ
四
斗
九
升
之
あ
っ
か
り
状
遣
候
。
又
能
悦
、
目
代
方
へ

偏
ニ
御
佑
事
之
筋
目
申
候
。
長
田
殿
ニ
朝
召
給
候
。
又
沙
汰
承
任
補
任
之
事
申
上

処
ニ
、
任
料
三
百
疋
之
由
被
仰
出
候
。
私
記
録
に
ハ
、
三
代
迄
之
分
百
疋
と
あ
り。

此
分
以
両
人
申
処
ニ
、
自
御
門
跡
、
御
自
筆
に
て
、
御
記
録
を
被
遊
拝
見
さ
せ
ら

れ
候
。
岡
田
代
方
之
記
録
見
処
ニ
、
三
百
疋
之
内
、
御
他
事
申
と
て
、
百
疋
と
あ

カ

り
。
色
々
此
方
之
記
録
之
面
申
候
へ
共
、
無
御
承
引
、
三
百
疋
参
侯
分
也
。
但
種

々
以
両
人
懇
望
申
。
御
補
任
被
下
候
。
為
祝
儀
六
十
疋
進
上
候
。
是
者
政
所
殿
へ

也
。
又
林
出
雲
入
道
申
次
、
色
々
馳
走
被
申
之
問
、
弐
十
疋

・
樽
代
ま
い
ら
せ
候
。

則
三
百
疋
之
趣
也
。
一
行
仕
候
て
進
上
候
。
以
後
心
得
に
て
、
任
料
之
処
を
も
御

佑
事
可
申
者
也
。
能
椿

・
能
祐

・
能
信
三
代
ハ
百
疋
之
分
と
し
る
し
を
き
候
へ
は
、

上
之
御
記
録
目
代
方
向
前
之
問
、
彼
先
祖
之
印
を
く
処
相
違
ニ
よ
り
、
如
此
懇
望

申
者
也
。

補
任
料
事
、
御
門
跡
さ
ま
よ
り
御
筆
に
て
被
遊
候
。
写
置
候
。
是
ハ
上

之
御
記
録
也
。

執
行
任
料

御
殿
預
任
料

公
文
職
任
料

阿
閣
梨
井
上
座
任
料

都
維
那
井
寺
主
任
料

宮
仕
新
入
任
料

八
島
職
任
料

主
典
任
料

沙
汰
承
仕
任
料

小
預
職
任
料

壱
貫
文

参
貫
文

参
貫
文

弐
貫
文

壱
貫
文

参
貫
文

参
貰
文

弐
貫
文

参
貫
文

五
貫
文

お
こ
と
わ
り
・
凡
例
に
か
え
て

〈
資
料
日
・
%
〉
に
つ
い
て
は
、
句
読
点
を
加
え
た
ほ
か
、
稿
者
の
判
断
に
よ
り
若
干

文
字
を
改
め
、
右
側
に
。
印
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
清
↓
晴
天
、
覚
語
↓
悟
、
百
性
↓

カ

7

7

姓
、
菰

・
爪
↓
瓜
の
類
い
は
断
ら
な
か
っ
た
。

口
・
口
な
ど
は
底
本
筆
写
者
に
よ
る
。

当
初
に
期
し
て
い
た
、
稿
者
の
解
釈
に
よ
る
補
注
を
間
に
合
せ
得
ず
、
か
っ、

文
意
不

明
の
ま
ま
に
残
し
た
個
所
の
多
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。
本
資
料
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

そ
の
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。
八
資
料

U
V
の
翻
字
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
・
木
村
忠

夫
氏
の
御
教
示
を
多
く
得
た
こ
と
を
深
謝
申
し
上
げ
る
。

七
月
七
日

天
気
少
晴
也
。

腕
、
御
手
水
参
る
。
如
例
、
方
／
＼
へ
参
ら
せ
候
。
公
方
様
へ
御
筆
、

慶
も
し
（
さ
ま
）
へ
も
同
」
少
弼
所
も
筆
遣
。
六
月
廿
九
日
よ
り
七
日

七
夜
雨
降
也
。
三
日
三
夜
大
神
成
な
る
也
。

八
日
天
き
よ
し
。

女
は
う
衆
、
御
里
へ
御
生
御
玉

ニ
御
入
候
。
三
種
三
荷
参
る
。

九
日
天
き
よ
し。

六
日
に
、
門
跡
よ
り
、
か
せ
の
ぬ
の
・
ふ
き
ぬ
の
以
上
二
つ
、
八
島
井

か
へ
も
、
門
跡
よ
り
申
付
ら
れ
候
。
今
乙
う
道
路

十
日
天
気
雨
少
降
也
。

夜
前
、
今
乙
う
路
、
火
事
行
候
。
家
四
間
（
在
）
也
。
火
た
し
ハ
ら
く

て
ん
也
。
目
代
参
る
。
さ
た
の
し
よ
う
し
補
任
申
請
度
候
由
、
安
内
也
。

政
所
問
、
如
比
申
来
候
。
則
門
跡
へ
も
可
申
由
申
付
候
。
火
事
も
申
。

女
は
う
衆
、
一

生
御
玉

ニ
慶
も
し
さ
ま
へ
御
入
侯
。
百
疋

・
御
さ
か
な

参
る
。

十
一
日
天
き
よ
し
。

加
例
年
、
八
瀬
へ
生
御
玉
ニ
参
る
。

十
二
日
天
き
よ
し
。

夜
前
、
土
左
・
三
測
四
人
ち
く
て
ん
也
。
其
段
者
、
今
度
、
近
州
与
三

筑
与
無
本
儀
也
。
雄
然
、
上
意
儀
者
無
何
事
候。

十
三
日
天
き
よ
し
夕
立
。

先
度
火
山
物
わ
ひ
事
申。

然
共
、
以
後
た
め
ニ
、
未
召
不
円

-19 -
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廿
七
日
当
番
也
。
十
疋
（
十
五
）

有
銭
也
。
お
し
ろ
い
や
よ
り
連
歌
之
儀
申
来
。

則
十
疋
請
取
申
候
。

廿
八
日
小
畠
殿
、
神
供
ま
い
ら
せ
候。

二
十
疋
請
取
申
候
。
池
田
縫
介
殿
社
参

也
。
礼
式
十
疋
。
又
夢
想
連
歌
之
儀
は
、
則
通
夜
に
て
面
八
句
仕
候
也
。
布
施
十

疋
請
取
申
候
。
当
番
銭
五
十
疋
ア
リ
。
お
し
ろ
い
や
連
歌

花
い
く
世
苔
む
す
き
〉
れ
石
の
竹

願

主

と
し
て
遣
候
。

カ

廿
九
日
池
田
縫
殿
、
御
灯
・
衣
ふ
く
、
則
十
疋
請
取
申
候
。
米
・
十
疋
、
乙
ひ

取
候
。
番
銭
百
廿
文
ア
リ
。
以
上
弐
〆
四
百
五
十
文
也
。

在
京
に
て
、
摂
取
院
－
一
被
為
御
礼
一一
参
し
て
、
則
違
候
。
彼
仁
望
被
申
ニ
よ
り
、

御
あ
ち
ゃ
／
＼
、
八
瀬
へ
御
迎
ま
い
り
候
。
則
御
出
候

o

h

u

能
悦
入
御
候
。
任
料
之
事
、
と
か
く
被
仰
之
由
也
。
所
詮
、
此
方
之
記
録
・
目
代

方
之
記
録
見
合
候
へ
と
の
旨
也
。
奥
坊
、
経
文
連
歌
之
事
申
来
候
。
則
宗
養
へ
申

入
候
。
内
々
来
十
日
と
申
定
候
。

四
日
雨
降
候
。
あ
ち
ゃ
／
九
さ
ま
私
宅
へ
申
入
候
て
、
生
地
左
近
大
夫
－
一
見
せ

申
候
。
彼
仁
、
樽

・
弐
拾
疋
持
参
也
。
宗
養
へ
書
状
遣
候
。
則
返
事
、
奥
坊
へ
遣

候
。
又
生
地
、
あ
ち
ゃ
／
＼
五
れ
う
人
－
一
心
中
相
定
候
て
、
御
坊
へ
御
樽
代
千
疋

遣
し
候
ハ
ん
由
也
。
御
坊
に
も
御
同
心
に
て
候
。
能
永
年
忌
に
て
、
能
虫
志
申
候

也
。
香
典
十
疋
遣
候
。
生
地
誓
書
、
御
坊
へ
持
参
候
。
同
返
事
ニ
、
長
田
与
兵
衛

方
誓
紙
被
申
。

千
疋
之
内
、
先
百
疋
被
渡
候
。
則
持
参
申
。
我
等
請
取
、
生
地
方

へ
渡
し
候
。

五
日
能
虫
－
一
時
在
之
。
臭
坊
よ
り
書
状
来
候
。
則
宗
養
持
参
候
。

元
理
・
紹
巴
・

其
哉
相
触
候
。
同
心
之
由
也
。
定
市
十
日
と
定
候
。
沙
汰
承
仕
補
任
、
百
疋
分
に

て
給
候
。
三
代
之
記
録
書
写
候
て
、
目
代
・
能
悦
一
一
渡
し
申
候
。
則
御
門
跡
へ
ミ

せ
申
さ
れ
候
ハ
ん
よ
し
也
。
林
入
道
宿
へ
両
人
ま
い
ら
れ
候
へ
共
、
他
行
之
由
也
。

与
四
郎
・
ち
ゃ
乙
両
人
ニ
給
分
、
先
十
疋
宛
遣
候
。
合
弐
十
疋
。

六
日
小
島
入
道
法
楽
興
行
罷
出
候
。
生
津
江
西
庵
よ
り
、
神
供
瓜
刑
三
・
な
す

ひ
数
百
・
料
足
十
疋
上
候
。
他
行
た
る
折
紙
之
返
事
不
申
候
。
し
た
〉
め
如
常
さ

せ
申
候
。
中
酒
無
之
、
先
例
也
。

神

供

瓜
、
八
島
屋
へ
十
七
、
目
代
方
へ
十
六

お
さ
め
申
候
。
以
能
悦
也
。
目
代
方
よ
り
、
為
祝
儀
、
瓜

一
給
候
。
先
例
也
。

口

松
梅
院
会
所
ニ
七
日
御
座
候
。
為
御
見
舞
、
鈴
・
両
種
進
上
候
。
我
等
服
者
－
一よ

り
、
不
参
候
。
以
書
状
、
蔵
円
方
ま
て
申
候
。
持
勝
院
殿
、
智
満
丸
御
覧
し
候
由

也
。
於
西
方
寺
、
御
所
望
之
由
、
内
々
被
仰
出
候
。
雨
降
也
。

七
日
雨
降
候
。
御
手
水
参
候
。
同
御
供
参
候
。
支
配
銭
二
分
六
十
一
文
也
。
小

侍
従
殿
、
其
外
諸
檀
那
よ
り
ぬ
き
て
、
御
手
水
筒
ま
い
ら
せ
候
。
戸
伏
備
後
守
殿

社
参
。
御
灯
・
連
歌
、
則
二
十
疋
請
取
申
候
。
太
泰
奥
坊
に
て
、
米
四
斗
九
升
借

用
甲
候
。
小
侍
従
と
の
よ
り
十
疋
、
御
灯
参
候
。
奥
坊
米
之
事
、

彼
方
へ
升
に
て

四
斗
九
升
、
此
方
の
に
て
ハ
六
斗
四
升
在
之
。
目
代
方
能
悦
入
御
候
て
、
彼
任
料

之
御
返
事
ア
リ
。
三
百
疋
之
分
、
其
筋
目
可
被
立
之
由
也
。
我
等
三
代
之
記
録
一
一

七
月
一
日

夜
中
雨
降
。
以
外
雷
也
。
御
手
洗
水
神
事
け
い
さ
い
口
、
小
畠
殿
御

供
・
御
灯
ま
い
ら
せ
ら
れ
し
、
弐
十
疋
請
取
、
上
短
冊
つ
ま
り
て
、
則
支
配
申
也
。

我
等
当
番
－
一
候
問
、
以
能
閑
申
也

o

n

u

短
冊
ニ
相
副
百
五

カ

十
文
ハ
、
五
日
ま
て
と
う
け
〉
ひ
申
問
、
口
不
及
そ
れ

で

数
回
十
六
数
枚
也
。

当
番
銭
三
百
文
。
連
歌
代
百
文
。

同
二
日
大
雨
也
。
今
台
寺
よ
り
連
歌
之
儀
申
来
。

則
十
疋
請
取
申
也
。
第
七
之

分
也
。
第
二
之
懐
紙
、
此
使
へ
渡
し
候
。
西
京
た
い
た
ん
、
連
歌
之
義
申
来
。
則

十
疋
請
取
候
。
林
入
道
方
へ
鈴

・
両
種
遣
候
。
沙
汰
承
仕
補
任
之
義
者
、
三
日

ニ

内
々
申
処
－
一
、
松
梅
院
ト
御
公
事
－一付市、

御
取
乱
之
由
候
。
今
日
、
御
返
事
在

之
。
其
儀
者
、
任
料
三
百
疋
之
由
被
仰
候
。
お
と
ろ
き
存
候
。
重
而
目
代
殿
・
能

悦
両
人
へ
、
拙
者
先
祖
三
代
之
記
録
之
様
口
申
入
候
て
、
林
入
道
方
ま
で
の
使
之

義
堅
申
也
。
三
代
之
任
料
壱
貫
文
宛
也
。
老
父
者
、
百
疋
之
内
四
十
疋
佑
事
申
也
。

其
筋
に
て
只
今
佑
事
申
儀
也
。
然
者
、
還
市
過
分
ニ
被
仰
候
。
不
思
儀
之
至
也
。

い
く
重
も
御
理
可
申
覚
悟
也
。

貞
福
院
殿
入
候
て
、
女
房
衆
虫
く
い
は
御
口
し
て
、
法
積
申
談
候
。
女
房
衆
之
義

松
梅
院
へ
申
入
候
也
。
然
者
、
八
瀬
へ
御
迎
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん
由
御
返
事
ア
リ
。

則
彼
方
へ
も
此
由
申
也
。
生
路
左
近
上
洛
也
。
当
番
銭
百
刑
文
ア
リ
。
以
上
壱
貫

百
文
也
。

同
三
日
尊
陽
坊
月
次
ニ
罷
出
候
。
と
む
け
い
と
の
さ
ま
御
社
参
候
。
御
灯
ま
い
り
て
、

十
疋
請
取
申
候
。
御
扇
被
下
候
。
名
代
一
一
能
虫
罷
出
候
。
則
此
扇
、
生
地
左
近
方
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ヵ

十
五
日

時
講
罷
出
候
。
配
支
銭
之
事
、
申
分
雄
在
之
、
各
以
異
見
、
於
神
前
御

悶
取
候

3

然
者
、
摂
取
院
之
借
銭
ニ
可
仕
之
旨
、
悶
お
る
〉
也
。
法
積
同
道
し
て
、

仏
詣
申
也
。
遊
事
有
之
。
米
十
疋
取
一一
遣
候
。

十
六
日
法
泉
坊
よ
り
、
鈴

・
両
種
懇
志
也
。

則
瓜
十
、

御
坊
へ
進
上
申
候

3

夕

ふ
M
M

顔
巻

・
わ
か
む
ら
さ
き
二
巻
、
法
泉
坊
へ
借
用
也。

十
七
日
能
信
名
目
。
蔵
円
ニ
御
時
申
候
。
随
見
へ
竹
四
本
進
候
。

十
八
日
能
祐
法
橋
名
目
也
。
蔵
円
ニ
御
時
申
候
。
三
郎
左
衛
門
来
、
山
之
内
事

申
也
。
口
遊
覧
事
在
之
。

十
九
日
た
い
た
ん
ひ
乙
次
郎
方
に
て
、
地
子
銭
之
方
－一瓜
三
か
し
り
取
候
。
代

カ

ハ
四
十
五
文
也
。
則
二
か
し
り
、
さ
〉
き
一
盆
、
口
嵯
峨
へ
遣
候
。
百
万
返
二
月

次
ニ
て
罷
出
候
。
雨
降
也
。

廿
日
法
満
寺
月
次
ニ
罷
出
候
。
清
法
印
よ
り
連
歌
之
儀
申
来
候
。
則
十
疋
請
取

申
候
。
晴
天
也
。

廿
一
日
目
代
方
へ
鈴
・
瓜
十
口
・
は
む
五
本
遣
候
。

廿
二
日
宗
養
月
次
ニ
出
座
申
候
。
摂
取
院
時
講
一
一
朝
罷
出
候
。
各
談
合
候
。
順

現
酒
代
、
銭
に
て
能
弁
引
替
、
相
澄
て
、
能
音
・
能
乗
ニ
、

今
日
よ
り
し
て
、
彼

院
見
舞
事
申
被
付
侯
也
。

廿
三
日
宗
養
よ
り
御
札
在
之
。
さ
〉
き
一
ほ
ん
・
夕
顔
三
、
宗
養
へ
遣
し
候
。

タ
か
ほ
三
・
瓜
五
、
西
村
方
に
て
と
り
申
候
。

重
市
着
用
可
申
と
有
也
。
代
十
三

文
之
定
候
。

廿
四
日

晴
天
。
半
松
斎
ニ
て
、

東
国
衆
一
折
興
行
候
。
出
座
申
候
。

発

句

夏
山
ハ
し
た
〉
る
雨
の
な
こ
り
哉

養

タ

す

〉

し

き

な

ら

の

葉

の

露

満

元

柳
藤
木
の
ま
の
う
と
も
向
江
見
え
て
弥
宝

廿
五
日

小
侍
従
殿
御
社
参
之
御
灯
参
候
。
則
十
疋
請
取
候
。
竹
田
内
方
入
候
て
、

初
尾
十
疋
・
御
灯
物
三
く
〉
り
請
取
候
。
今
台
寺
よ
り
連
歌
之
儀
申
来
候
。
則
十

疋
請
取
候
。
貞
福
院
御
出
て
、
一
銚
子
分
給
候
。
宗
喜
入
候
て
、
タ
め
し
申
也

J

三
郎
左
衛
門
来
候
。
山
の
内
の
さ
い
そ
く
の
事
、
堅
申
合
候
。
宗
福
入
道
来
候
。

ヵ

廿
六
日
山
の
内
よ
り
十
疋
持
て
来
候
。
相
残
処
ハ
、
黒
田
出
来
、
わ
ひ
事
之
由

h
ド
。

候
問
、
参
候
。
御
わ
つ
ら
い
に
て
候
へ
共
、
く
る
し
か
ら
す
候
問
、
目

出
存
候
。廿

一
日
天
き
よ
し
。

カ

カ

御
見
舞
一一
参
る
。
若
州
内
藤
入
候
所
々

ニ、

陣
崩
候
。

7

7

 

廿
二
日
き
よ
し
。

御
所
へ
参
る
。
松
少
弼
へ
、

進
修
理

ニ
文
遣
候
て
給
へ
と
申
。
上
意
－一

ま
ん
所
」
方
、
さ
っ
そ
か
た
と
未
定
す
候
問
、
聞
召
候
ハ
ん
由
問
、
其

分
可
心
得
由
申
遣
。
相
心
得
候
。
状
遣
候
て
可
給
由
也
。

廿
三
日
天
き
よ
し
。

石
主
参
る
。
公
事
之
儀
申
。
松
少
弼
折
紙
不
出
候
様
－
一
与
申
。

廿
四
日
天
き
よ
し
の

一
日
御
申
問
、
加
〉
染
手
綱
二
具
、
御
茶
子
進
上
申
候
。

廿
五
日
天
気
快
然
也
。

御
所
衆
皆
来
。
暮
口
口
ま
て
酒
有
。
竹
田
殿

（も
）
御
入
候
。

ヒ
ヒ

廿
六
日
天
き
よ
し
。

御
所
へ
見
舞
一一
参
る
に
奈
良
と
の
様
へ
見
舞
ニ
参
る
。
御
物
語
口
共
申

ヒ

入
候
。
御
酒
有
。

廿
七
日
天
気
よ
し
。

筑
州
へ
礼
に
参
る
。
瓜

一
折
（
五
十
）
参
ら
せ
候
。
松
少
弼
へ
二
十
疋

遣
。
石
主
へ
瓜
三
十
遣。

廿
八
日
天
き
よ
し
。

貞
福
院
祈
時
－一
大
般
若
有
。
御
時
有
。

廿
九
日
天
気
よ
し
。

今
夜
よ
り
内
会
所
へ
御
手
水
ニ
参
る
。
大
神
成
也
。
雨
降
也
レ
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［
七
日
間
ノ
参
能
中
、
記
事
ヲ
欠
ク
凶

八
店
日
・
北
野
社
法
楽
和
漢
聯
句
御
会
井
－一当
座
和
歌
御
会

・
御
湯
殿
上
日
記
〉

御
く
わ
い
い
つ
も
の
こ
と
し
。
た
け
の
う
ち
殿
。
せ
う
み
や
う
院
。
前
大
ふ
。

7

7

 

み
な
／
＼
お
と
こ
た
ち
御
し
こ
う
に
て
御
わ
か
ん
百
ゐ
ん
。
御
た
う
さ
刑
十

し
ゅ
。
御
き
か
月
そ
と
ま
い
る
。



皆
／
＼
へ
申
入
候
。
御
両
人
へ
慶
も
し
さ
ま
に
て
、
さ
う
め
ん

・
こ
つ

け
参
ら
せ
候
。

十
三
日
天
き
よ
し
。

松
丹
よ
り
使
給
候
て
申
。
彼
返
事
、
明
日
可
承
と
申
由
候
。
大
舘
と
の

よ
り
、
申
状
安
文
調
候
て
給
候
。

十
四
日
天
き
よ
し
。

伊
勢
守
、
両
奉
行
召
候
て
、
公
事
返
事
申
。
数
通
御
判
候
へ
共
、
竹
内

と
の
へ
参
候
分
、
御
き
し
ん
候
と
ハ
な
く
候
問
、
い
ら
す
候
。
然
者
、

せ
ん
そ
一
か
う
候
問
、
当
院
な
に
」
し
て
や
ふ
る
へ
き
や
う
な
く
候
。

三
千
疋
ハ
可
参
候
。
八
貫
未
納
分
、
い
か
程
に
で
も
あ
れ
、
百
、
二
百

貫
に
で
も
候
へ
か
し
、
ミ
し
ん
い
た
し
候
て
、
そ
の
く
わ
た
い
に
、
又

五
十
貫
可
出
由
申
候
。
か
ゃ
う
の
談
申
計
な
く
候
。
当
院
理
運
ま
き
れ

な
く
候
所
ニ
、
此
間
談
合
ハ
、
御
判
物
の
は
っ
し
は
を
あ
ん
す
る
物
也
。

上
意
へ
そ
せ
う
上
候
。
御
判
物
ハ
さ
っ
そ
か
た
に
で
あ
る
へ
く
、
あ
ま

り
に
め
い
わ
く
い
た
し
候
由
申
。

小
し
〉
う
と
の
へ
文
を
も
っ
［
て
欠カ
］

申
入
候
。
安
文
ハ
大
舘
と
の
書
給
候
。

十
五
日
天
き
よ
し
。

公
事
談
な
げ
き
申
候
。
慶
も
し

さ

ま

上
意
へ
御
参
候
て
、
御
申
入
候
。

然
者
、
明
日
両
奉
行
召
、
大
舘
と
の

・
上
野
と
の
、
此
段
聞
参
候
て
、

さ
っ
そ
か
た
に
て
御
き
う
め
い
あ
る
へ
く
候
由
、
御
返
事
也。

十
六
日
天
き
雨
降
也
。

ヒ

ヒ

両
奉
行
召
。
上
野
被
参
候
口
上
意
様
御
尋
被
成
候
。
様
幹
共
御
言
葉

ヒ

か
た
し
け
な
き
物
也
。
何
も
御
札
明
、
猶
以
可
被
遂
由
候
。

竹
内
門
跡
与
松
悔
院
相
論
、
加
州
富
墓
庄
事
、
猶
以
被
遂
御
札
明

致
候
由
候
。
第

一
可
為
雑
訴
被
思
召
候
条
、
証
文
申
状
可
」
有
御

披
露
之
由
被
仰
出
候
。
恐
々
。

六
月
十
六
日

松
田
対
馬
守
殿

松
田
丹
後
守
殿
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野
］
信

孝

如
此
候。

先
お
き
へ
て
く
た
さ
れ
候
。

十
七
日
天
き
よ
し
。

大
舘
殿
へ
段
合
申
所
ニ、

様
鉢
ま
か
せ
候
て
お
く
へ
き
由
也
。

十
八
日
天
き
よ
し
。

青
梅
公
方
様
へ
参
る
。
其
外
方
／
＼
へ
参
ら
せ
候
。
彼
談
、
上
意

ニ

被
仰
候
様
ハ
。
先
か
〉
へ
候
て
、
永
引
せ
て
お
き
参
ら
せ
候
由
御
上
也
。

カ

か
た
し
げ
な
き
物
也
。
此
段
、
伊
勢
守
申
付
事
、
非
分
間
、
聞
召
被
問

候
て
と
申
入
候
。
い
き
〉
か
上
意
儀
御
と
う
か
ん
な
き
也
。

飯
尾
中
っ

か
さ
参
申
。
連
面
政
所
公
事
も
上
意
召
あ
け
ら
れ
候
事
、
条
々
有
由
申

問
、
大
舘
と
の
へ
人
遣
候
。

い
せ
守
よ
り
春
日
と
の
へ
、
申
状
も
っ
て
被
申
候
。
公
事
ひ

ハ
ん
の
や

う
、
そ
う
ふ
ん
ま
つ
く
ろ
に
申
上
候
。
両
奉
行
披
露
も
っ
て
、
す
で
に

申
わ
た
し
候
所
ニ
、
い
か
ゃ
う
の
仁
た
い
取
申
入
候
哉
、
何
と
も
ほ
し

カ

き
ま
〉
被
申
候
」
御
返
事
。
上
意
様
－一
間
召
候
て
御
そ
う
ふ
ん
一
々
御

申
也
。
口
ま
ん
所
か
さ
っ
そ
方
か
と
御
ふ
し
ん
の
所
ニ、

は
や
竹
内
と

の
〉
り
う
ん
ニ
申
わ
た
し
候
事
、
い
ま
ち
と
と
〉
か
す
覚
し
候
問
、
御

尋
所
ニ
、
か
や
う
ニ
申
儀
ハ
言
語
道
断
候
由
御
申
也
。
政
所
の
儀
も
う

へ
よ
り
御
あ
つ
け
の
事
一一
候
問
、
き
こ
し
め
し
候
て
も
、
さ
ら
に
く
る

し
か
ら
さ
る
き
か
と
御
申
也
。
殊
も
ん
せ
き
の
証
文
し
ゃ
う
せ
ら
れ
ハ
、

松
は
い
ゐ
ん
後
／
＼
か
と
有
。
御
は
ん
の
物
も
ほ
う
乙
に
な
さ
る
〉
御

事
い
か
〉
と
覚
し
め
し
候
問
、
い
ま
一
た
ひ
御
た
つ
ね
あ
る
へ
く
候
。

御
返
事
あ
ら
／
＼
か
く
。

十
九
日
天
き
よ
し
。

御
礼
に
東
上
さ
ま
へ
参
る
。
御
所
さ
ま
、
御
筆
く
わ
へ
ら
れ
候
て
、
か

く
の
ふ
ん
の
由
御
申
、
か
た
し
げ
な
し
。
安
文
か
く
事
ハ
上
野
殿
也
。

上
意
様
一
た
ん
と
此
儀
ハ
ふ
ひ
ん
と
覚
し
め
し
候
問
、
心
安
存
候
へ
と

也。

-16ー

廿
日
天
き
よ
し
。

上
意
様
に
わ
か
に
御
く
わ
く
ら
ん
、
御
き
た
候
て
、
方
／
＼
よ
り
人
給
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カ

五
日
晴
天
。
岩
井
与
兵
衛
入
候
。
高
畠
島
守
連
歌
、
又
十
七
歳
願
主
之
た
め
と

て
、
合
二
十
疋
持
来
候
也
。
則
麦
に
て
一
ツ
申
也
。
同
道
在
之
。
能
虫
方
よ
り
、

さ
か
て
の
引
替
、
日
記
ミ
せ
申
候
。
五
百
五
十
一
文
之
由
、
い
れ
て
返
弁
す
へ
き

の
よ
し
申
候
。
能
悦
よ
り
五
百
文
之
借
状
来
候
。
則
前
之
百
疋
之
状
返
申
候
。
使

者
上
腐
也
。
同
質
物
之
利
も
、
同
日
上
て
、
六
百
文
本
、
十
疋
返
弁
に
て
、
五
百

文
ニ
す
へ
き
の
よ
し
被
申
之
問
、
心
得
申
と
申
也
。

六
日
晴
天
。
森
坊
上
御
社
参
也
。
御
灯
ま
い
る
。
十
疋
請
取
也
。
西
村
宗
楽
方

へ
算
用
ニ
罷
下
候
。
状
を
か
き
か
へ
て
、
永
四
五
月
三
日
之
分
ニ
し
て
を
く
也
。

百
疋
利
つ
も
り
で
円

引
H

与
三
左
衛
門
し
て
か
く
の
こ
と
く
也
。
種
々
他
事
候
へ
は
、
則
五
百
文
さ
し
を
か

れ
候
。
弐
十
疋
持
参
候
。

七
白
紙
園
会
見
物
に
罷
下
候
。
妙
蔵
院
－一
参
合
し
て
、
一
ツ
申
候
。
き
か
よ
り

徳
利
一
ツ
給
候
。
夕
立
事
之
外
仕
候
。

八
日
朝
少
降
候
。
大
工
与
三
左
衛
門
、

口
笠
借
用
候
。
目
代
殿
タ
召
申
候
。
智

福
丸
都
乱
、
宗
喜
御
見
舞
候
。
同
薬
給
候
。

九
日
晴
天
。
社
参
九
度
仕
候
也
。
能
虫
内
方
家
い
て
也
。

御
門
跡
林
殿
ま
て
、

御
公
事
之
儀
御
見
舞
ニ
参
候
。
千
本
与
三
左
衛
門
方
へ
礼
弐
十
疋
持
参
候
也
。
速

水
宗
喜
へ
参
候
。
両
人
薬
二
包
所
望
候
て
、
罷
帰
候
。
能
虫
内
方
相
尋
候
へ
共
、

カ

不
逢
候
。
三
十
疋
、
米
取
て
、
与
三
左
衛
門
礼
式
返
遺
候
。
連
歌
百
韻
、
貞
福
院

御
説
也
。

十
日
朝
曇
候
。
与
三
左
方
へ
又
礼
式
持
参
候
。

宗
喜
御
出
候
コ
朝
召
申
候
。
能

虫
方
へ
よ
ひ
候
。
一
つ
竹
も
。
高
畠
殿
連
歌
相
調
候
。

実
名
者
重
勝
也
。
五
月
廿

五
日
分
也
。

十
一
日
晴
天
也
。
養
命
坊
ニ
タ
召
給
候。

双
紙
校
合
也
。
東
殿
御
出
京
候
。
晩

及
候
問
、
御
迎
－二

条
ま
て
参
也
。

十

二

日

養
命
坊
月
次
ニ
罷
出
候
c

能
乗
ー
岩
屋
へ
参
能
之
由
候
。

十
三
日
速
水
入
道
殿
・
同
御
乳
人
御
出
候
。
種
々
御
持
共
候。

入
道
殿
か
た
ひ

ら
給
候
。
及
晩
御
帰
路
也
。
口
晴
天
也
。

十
四
日
能
虫
千
句
之
儀
申
来
候
。
樽

・
弐
十
疋
被
持
候
。
速
水
殿
へ
礼
状
遣
候。

伊
勢
客
僧
懐
紙
所
望
候
。

上
少野
輔民
信部
孝

口

五
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

六
日
天
き
よ
し
。

（
別
儀
也
）
慶
も
し
さ
ま
よ
り
、
緑
御
使
ニ
被
遣
所
ニ、

我
等
公
事
物
語

申
出
所
－
一、

就
其
申
き
る
三
御
判
物
出
来
候
へ
共
、
万
松
院
と
の
御

下
知
有
。
当
知
行
候
問
、
如
何
被
申
候
。

富
基
の
事
ハ
、
公
方
公
事
に

て
候
。

千
十
疋
借
用
之
事
ハ
、
政
所
方
ニ
て
可
申
付
候
由
被
申
候
。
此

談
覚
後
不
及
候
。
則
東
伊
勢
守
へ
参
る
。

七
日
天
き
よ
し
。
夕
立
。

昨
日
、
談
合
に
緑
所
へ
参
る
。
様
排
、
慶
も
し
さ
ま
へ
申
入
候
。

八
日
天
き
よ
し
。

松
丹
・
緑
、
早
々

ニ
段
合
に
参
る
。
千
疋
ハ
政
所
か
た
也
。
（
富
）
墓

カ

の
事
ハ
申
な
き
方
也
。
門

U
御
判
物
段
ハ
聞
召
候
て
く
た
さ
れ
候

へ
と
（
可
）

得
上
意
談
合
円

U
」

九
日
天
き
よ
し
。

昨
日
事

（申
釆
候
へ
共
）
上
意
様
よ
り
被
仰
出
候
て
く
た
さ
れ
候
へ
と

東
口
参
候
へ
門

U
と
〉
め
申
。
河
民
よ
り
可
然
様
排
候
問
、
如
此
也
。

御
判
物

ハ

上

意
得
可
参
由
口
」

十
日

天
き
よ
し
。

談
合
に
造
候
。
御
巻
数
参
る
。

十
一

日

天
き
よ
し
。

同
前
也
。十

二
日
天
き
よ
し

彼
公
事
当
院
ま
け
に
成
由
風
口
聞
候
問
、
慶
も
し
さ
ま
へ
め
い
わ
く
の

ヒ

由
、
如
此
申
入
候
。
大
舘
と
の

・
上
野
と
の
両
人
め
し
候
て
、
可
尋
候
。

御
判
物
ミ
せ
参
ら
せ
候
。
先
理
運
段
ま
て
ハ
い
ら
す
。
此
申
分
な
ら
ハ
、

政
所
へ
ハ
不
可
参
口
。
御
判
一
円
と
度
々
口
口
給
上
者
、ま、噂
さ
れ
ま
し

き
由
御
申
也
。

然
に
、
伊
勢
守
今
日
公
事
内
談
御
入
候
。
に
な
か
ハ
よ

り
松
丹
へ
、
明
日
可
返
事
申
由
使
候
。
御
判
物
ハ
一
合
た
〉
す
。

禅
け

い
一
合
の
す
ち
〔
い

U
た
ち
候
上
者
、
一
方
む
き
也
と
慶
も
し
さ
ま

・

- 15 -
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廿
七
日
能
信
百
ケ
日
追
善
申
也
。
上
善
寺
二
人
・
其
外
僧
衆
七
人
。
傍
輩
衆
・

御
坊
御
殿
原
衆

・
女
房
衆
、
三
十
人
ハ

か
り
申
入
候
也
。
御
し
き
け
衆
、
別
紙
ニ

注
候
。
き
か
よ
り
も
被
来
候
。
上
人
へ
御
布
施
十
疋
、
信
徳
へ
二
く
〉
り
、
其
外

は
一
く
〉
り
宛
也
。
長
田
殿
、
十
疋
為
祝
儀
給
候
也
。

廿
八
日

観
世
大
［
夫
］
よ
り
夢
想
連
歌
之
儀
申
来
、
十
疋。

清
法
印
よ
り
五
月

祈
念
、
別
市
連
歌
之
儀
申
来
、
十
疋
。
五
十
文
に
て
御
灯
。
与
三
左
衛
門
来
。

一

ツ
給
さ
せ
候
。

廿
九
日
随
見
法
橋
ニ、

我
等

一
ケ
家
朝
め
し
あ
り
。
清
水
勧
進
、
牛
玉
所
望
－一

来
也
。
二
く
〉
り
持
参
候
。

品川
日

御

坊

ニ
連
歌
あ
り
。
出
座
候
。
鶴
や
よ
り
、
伊
勢
の
者
を
し
へ
来
也
。
十

疋
初
尾
也
。
大
西
周
貞
被
来
候
。
五
貫
文
の
利
兵
壱
貫
四
百
文
。
四
百
を
ハ
用
捨

カ

候
。
五
十
疋
只
今
渡
し
・
甲
候
。
残
而
五
十
疋
ハ
、
連
々
に
可
遣
由
申
約
也
。
口
以

上
料
足
七
貫
六
百
八
十
五
文
也
。

六
月
一
目

晴
天
。
預
ニ
朝
召
あ
り
。

今
台
寺
永
［
禄
］
四
［
年
］
五

［月
］
廿

五
日
、
又
始
市
千
句
之
立
願
、
第

一
、
六
月
一
日

ニ
懐
紙
渡
し
申
。
同
当
月
分
、

カ

十
疋
持
来
る
也
。

第
六
也
。
前
五
百
韻
者
社
納
候
υ

同
二
日
晴
天
也
。
目
代
殿

・
能
悦
両
人
た
の
ミ
申
候
て
、
沙
汰
承
仕
補
任
之
儀
、

御
門
跡
様
へ
任
料
半
分
之
由
御
他
事
申
候
。
林
股
奏
有
也
。

童
市
披
露
候
て
、
御

返
事
候
は
ん
由
也
。
内
々
彼
両
人
被
申
候
者
、
此
任
料
三
百
疋
之
由
、
沙
汰
あ
る

の
よ
し
候
問
、
お
と
ろ
き
て
記
録
見
申
処
－一、

三
代
之
記
録
ニ
百
疋
と
あ
リ
。
則

彼
両
人
ニ
ミ
せ
申
候
。
き
り
む
き
さ
か
な
に
て
一
ツ
申
也
。
帰
京
へ
に
も
又
一
ツ

申
也
。
又
晩
気
七
ツ
時
分
、
目
代
内
方
大
都
乱
死
去
也
。

言
語
道
断
次
第
候
。

ロ

カ

市
六
時
ニ
取
お
さ
め
申
也
c

後
藤
源
四
郎
入
御
に
て
、
鈴

・
千
巻

・
は
む
肴
に
て

御
懇
志
也
。
出
京
に
て
不
能
面
拝
候
。
則
親
類
衆
へ

一
ツ
申
也
。

一一一
日
ゃ
く
し
方
ニ
連
歌
ア
リ
。
罷
出
候
。
遊
事
在
也。

四
日
晴
天
也
。
能
悦
皆
灯
被
参
侯
。
手
ち
た
い
申
候
。
朝
召
在
之
。
御
坊
へ
初

音
巻
御
借
用
候
。
後
藤
源
四
郎
被
来
、
新
式
不
審
被
尋
候
。
門

U
彼
人、

尊
円
手
本
借
用
候
。

聞
こ
し
友
の
立
帰
る
あ
と

い
か
計
む
か
し
か
た
り
の
残
る
ら
ん

さ
す
か
は
な
れ
ぬ
蓬
生
の
陰

あ
は
れ
ミ
の
ょ
す
る
と
た
の
む
方
も
な
し

見
し
ハ
誰
と
も
わ
か
ぬ
乙
ひ
し
さ

栄

紀
如

圭

能

哲

滋

成
心

前

［
以
下
略
ス
］

（
僧
正
）
覚
勝
6

玄
哉
6

の
景
6

橘
4

宗
養

η
金
旬

白
3

紹
巴
竹

元
理
9

弥
阿
6

俊
直
4

栄
紀
4

如
圭
4

能
哲
4

滋
成
5

心
前
5

音
阿
1

八
国
会

・
連
歌
合
集
四

一
V

廿
七
日
天
き
よ
し
。

公
事
の
披
露
有
。
先
当
坊
理
運
候
。
彼
方
証
文
な
く
候
。

廿
八
日
天
き
よ
し
。

昨
日
様
幹
、
慶
も
し
さ
ま
へ
人
を
参
ら
せ
候
。

廿
九
日
天
き
よ
し
。

一
式
々
部
少
輔

・
石
主
参
る
。
彼
公
事
証
文
談
合
申。

品川
日
天
き
よ
し
。

御
巻
数
参
る
。
祈
祷
連
寄
有
。

宿
に
み
る
し
け
り
ゃ
代
々
の
春
木
立

a斗

凶
γ

ム
A
r

興

六
月
朔
日

天
き
よ
し
」

何
事
な
し
。
御
所
へ
礼
ニ
参
る
。

一
一
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。
公
事
－一、

に
な
川
へ
披
露
い
そ
き
口

と
申
。
先
百
疋
遣
。

三
日
天
気
快
晴
也
。

何
事
な
し
。

四
日
天
き
快
然
也
。

無
何
事
候
。
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第
三

宗
養

て
ふ
と
り
も
お
な
し
夢
な
る
春
暮
て

如
此
。
人
数
、
執
筆
ま
て
十
九
人
也
。
西
村
宗
使
、
連
歌
と
て
、

麦

一
斗
持
参
也
。

小
昌
殿
御
灯
参
候
。

十
疋
請
取
也
。

市
N

十
九
日

百
万
辺
寺
月
次
に
て
出
座
申
候
。
西
村
宗
薬
よ
り
、
連
歌
説
に
て
、
十

疋
持
来
也
。

同
初
尾

一
つ
〉
ミ
ア
リ
。

廿
日
宗
楽
へ
寿
経

・
小
万
持
参
候
。
見
参
候
て、

種
々
懇
志
也
。
同
大
か
ミ
へ

利
兵
五
十
疋
・
匂
袋
遣
候
。
重
市
以
障
透
着
用
候
ハ
ん
由
也
。
大
工
与
左
衛
門
、

宗
好
連
歌
説
ニ
十
疋
持
来
也
。

松
梅
院
ニ
月
次
ア
リ
。
不
参
候
。
随
見
ニ
非
時
給

候
也
。

廿一

日

中
路
殿
法
楽
ニ
出
座
候
。
巻
数

・
匂
袋
遣
候
。
同
布
施
物
十
疋
給
候
。

小
昌
殿
御
灯
参
候
。
同
十
疋
請
取
申
也
。
相
国
寺
円
首
主
、
二
夜
三
日
参
能
候
。

為
礼
十
疋
給
候
。
寿
厚
被
尋
候
。
等
持
院
之
返
事
在
之。

口
口
不
相
調
候
。
千
本

弥
三
左
衛
門
被
来
之
由
也
。
不
逢
候
。

廿
二
日
寿
厚
被
来
、
等
持
院
よ
り
連
歌
之
儀
被
説
也
。
松
梅
院
御
坊
よ
り
、
蔵

円
御
使
と
し
て
、
来
廿
五
日
早
々
皆
灯
明
可
申
之
由
也
。
百
疋
可
給
之
旨
候
c

宗

喜
に
て
米
五
斗
借
用
候
を
、
五
十
疋
返
弁
申
也
。

廿
三
日
実
泉
坊
円

U
見
舞
ニ
参
候
。
蔵
円
同
道
也
。

門

U
連
歌
代
物
十
疋
。
等
慶
連
歌
之
代
物
十
疋
。
御
跡
、
与
七

一こ
っ

た
へ
さ
せ
候
也
。

廿
五
日
皆
灯
参
候
。
御
神
酒
ひ
か
し
の
へ
ま
い
ら
す
る
也
。
小
侍
従
と
の
御
社

参
。
御
灯
代
物
十
疋

（西
村
）
宗
等
持
代
十
疋
。
今
台
寺
懐
紙
五
百
韻
宝
納
也
。

又
千
句
分
、
毎
月
百
韻
宛
興
行
あ
る
へ
き
の
よ
し
也
。
則
十
疋
持
参
候
。
毎
月
二

百
韻
分
也
。
清
法
印
よ
り
連
歌
代
物
十
疋
。
円

U
百
姓
、
百

韻
あ
つ
ら
へ
候
也
。
懐
紙
宝
納
也
。
御
所
八
幡
う
し
ろ
い
や
よ
り
十
疋
、
連
歌
也
。

但
連
歌
之
由、

童
市
申
来
也
。

廿
六
日
彼
政
之
儀
、
能
重

・
能
虫

・
新
三
郎
両
三
人
、
蔵
円

・
法
泉
院

・
能
悦

よ
り
使
之
由
候
て
被
申
、
存
分
申
て
同
心
不
申
候
。
き
か

へ
法
積
遣
候
。

聴
来
之

由
返
事
也
。
円

U
内
方
出
口
さ
せ
申
候
。
し
ほ
や
与
三
左
衛
門
方
よ
り
油

三
合
納
申
也
。
則
自
代
方
へ
遣
候
。
寿
厚
連
歌
代
十
疋
持
参
候
。

廿一

日

天

き
よ
し
。

八
瀬
へ
参
る
。

廿
二
日

天

き
よ
し
。

ヵ

公
方
様

当

院

ニ
御
馬
め
し
候
て、

ミ
せ
ら
れ
候
。
我
ら
馬
も
引
ょ
せ

ら
れ

n
u乗
候
。
公
方
様
、
大
舘
左
京
介

・
朽
木
孫
七
郎

・
当
院
乗

カ速
め
し
候
。
上
野
殿
、
明
日
御
成
候
問
、
代
三
十
疋
・

樽
参
ら
せ
候。

仁
木
と
ま
り
候
」

廿
三
日
天
き
よ
し
。

京
よ
り
帰
候
。
月
待
也
。

廿
四
日
天
き
よ
し
。

社
中
御
さ
う
し
申
付
候
。

廿
五
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

廿
六
日
天
き
よ
し
。

石
成
女
房
衆
連
吾
あ
つ
ら
へ
候
。

。

〈
宗
牧
十
七
年
忌
追
善
千
句

・
そ
の

ωv

永
禄
四
年
九
月
十
四
日

司

路

残
る
名
ハ
刀
も
及
は
ぬ
雲
ゐ
哉

乙
と
は
の
花
の
草
／
＼
の
庭

タ
く
れ
の
秋
に
ハ
春
の
色
消
て

野
へ

ハ
を
し
な
み
露
の
白
玉

設
ち
る
空
さ
り
げ
な
く
移
聞
に

竹
の
き
枝
の
鳥
の
声
／
＼

川
上
の
村
の
遠
か
た
明
そ
め
て

舟
引
い
つ
る
る
袖
ほ
の
か
也

ゥ
旅
人
や
道
の
ゆ
く
て
を
い
そ
く
ら
ん

雨
に
成
た
る
山
風
の
を
と

さ
し
能
る
松
の
扉
ハ
暮
果
て

司。

本
文
m
U
ペ
l
ジ
参
照

覚
勝
院

玄

哉
の

景

橘
［
近
衛
植
家
］

由

一

小

器

（

金
〔
大
覚
寺
義
俊
］

白
［
聖
護
院
道
澄
］

紹

巴

一
元
理

弥
阿
上
人

俊
直
朝
臣
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八
日
似
栗
斎
－一
連
歌
在
之
。
当
番
な
か
ら
、
さ
り
か
た
く
承
候
問
、
能
福
や
と

ひ
て
番
ニ
を
き
、
罷
出
候
也
。
番
銭
百
八
十
二
又
あ
り
。

口
丹
後
快
運
入
候
。
連

歌
二
百
韻
あ
つ
ら
へ
候
也
。

九
日
晴
天
也
。
番
銭
弐
百
六
十
六
文
あ
り
。

十
日
晴
天
也
。
番
銭
百
六
十
文
也
。

十
一

日

晴

天
也
。
番
銭
向
。

十
二
日
小
侍
従
殿
よ
り
、
御
母
御
ま
い
り
に
て
、
御
灯
ま
い
る
（
十
疋
）
也
。

小
畠
殿
・
同
能
福
・
法
積
、
朝
召
申
也
。
為
祈
念
、
御
百
度
申
。

養
命
坊
ニ
月
次

あ
り
。
大
森
寿
観
娘
連
歌
説
也
。
長
田
殿
御
灯
被
参
也
。
す
ミ
と
の
引
合
。
檀
那

初
尾

一
包
。

十
三
日
そ
の
へ
と
の
よ
り
連
歌
。
則
十
疋
持
参
也
。
於
会
所
、
松
本
宗
茂
法
楽

あ
り
。
辻
薮
之
事
、
能
乗
ト
申
結
也
。

十
四
日
法
満
寺
月
次
ニ
罷
出
也
。
雨
降
也
。

十
五
日
雨
降
候
。

御
坊
双
紙
こ
し
ら
へ
申
也
。
則
鈴
虫
巻
御
か
り
候
也
。

口
西

京
巻
数
く
は
る
也
。
円

U
三
郎
案
内
者
に
て
、
与
四
郎
遣

候
。
数
廿
九
本
。

十
六
日
慶
寿
院
殿
へ
御
巻
数
持
参
申
也
。
御
初
尾
十
疋
被
参
也
。
小
侍
従
と
の

へ
も
ま
い
ら
す
る
也
。
（
御
両
所
ひ
る
御
社
参
也
。
御
灯
二
ま
い
る
也
。
）
其
外
、

諸
檀
那
へ
も
、
以
能
虫
、
巻
数
ま
い
ら
す
る
也
。
随
見
連
歌
二
百
韻
あ
つ
ら
へ
ら

る
〉
也
。
二
つ

〉
ミ
礼
也
。
晴
天
。
よ
乙
田
方
連
歌
－一先
約
申
候
へ
共
、
御
参
－一

つ
い
て
不
参
也
。
か
す
や
平
五
郎
方
社
参
ニ
候
。
御
灯
参
、
代
物
小
麦
に
て
。

十
七
日
晴
天
。
上
善
寺
よ
り
御
僧
一
人
申
也
。
宝
積
同
道
し
て
、
老
父
墓
へ
参

也
。
其
外
方
仏
詣
也
。
西
京
与
三
衛
門
方
へ
、
彼
二
事
儀
ニ
参
候
へ
共
、
在
国
候

き
て
不
逢
候
。
竹
岡
方
へ
も
音
信
申
也
。
是
も
留
主
也
。
寿
存
へ
も
音
信
申
候
。

等
持
院
へ
返
事
よ
ろ
し
く
候
。
十
九
日
ニ
定
之
儀
可
申
由
也
。

十
八

日

紹
巴
ニ
雨
、
い
な
は
の
国
可
生
ト
云
人
興
行
候
。

近
衛
殿
様
御
発
句

令
N橘

の
ま
ち
し
香
し
る
き
五
月
哉

脇

句

紹

巴

ほ
と
〉
き
す
な
く
乙
す
の
と
の
山

松
本
宗
茂

す
候
へ
共
、
く
る
し
か
ら
す
。

八
日
天
き
雨
降
也
。
夕
方
晴
也
。

三
答
段
合
申
遣
候
。
与
兵
へ
、
方
／
＼
礼
ノ
物
を
談
合
ニ、

緑
へ
遣
候
。

九
日

天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

十
日

天
き
よ
し
o

h
H
 

御
巻
数
参
る
。

七
つ
乙
し
ら
へ
、
東
慶
も
し
さ
ま
へ
参
る
。
公
方
様
御

成
也
。十一

日
天
き
よ
し
。

公
方
へ
参
る
。
新
三
郎
馬
－一
被
乗
候
て
、
御
大
万
拝
領
仕
候
。

十
二
日
天
き
よ
し
。

松
丹
入
御
候
。
彼
談
今
日
定
候
。
証
文
目
録
ニ
仕
候
。
小
［
北
ヵ
］
畠

大
般
若
く
る
也
。

十
三
日
天
き
よ
し
。

松
本
連
寄
興
行
也
」

十
四
日
雨
降
也
。

石
主
女
房
衆
、
子
た
め

ニ
連
寄
あ
つ
ら
へ
候
。

十
五
日
雨
降
也
。

無
何
事
候
。

月
次
、
用
事
候
て、

廿
日

ニ
成
候
也
。

十
六
日
天
き
よ
し
。

彼
公
事
ニ、

慶
も
し
さ
ま
、
い
せ
守
へ
、
可
然
様
ニ
と
申
候
て
、
文
遣

さ
れ
候
。
使
ハ
緑
也
。
来
ル
。

十
七
日
天
き
よ
し
。

昨
日
（
御
）
礼
ニ
慶
も
し
さ
ま
へ
参
る
。

十
八
日
雨
降
也
。

何
事
な
く
候
。

十
九
日
天
き
雨
降
也
。

何
事
な
し
。
松
丹
へ
証
文
共
渡
申
候
。
礼
物
三
百
疋
遣。

廿
日
天
き
よ
し
。

月
次
連
寄
有。

-12 ~ 



か
す
ゃ
し
ゃ
う
け
ん
入
道
口
へ
、
法
積
同
道
し
て
参
候
。
則
能
祐
礼
状

て

う
け

と
り
一
ミ
せ
申
。
あ
っ
か
り
状
は
な
き
か
と
相
尋
申
処
－
一
、
な
き
よ
し
堅
申
候
。

返
し
て
三
度
ま
て
た
つ
ね
候
へ
共
、
此
分
ま
で
の
よ
し
申
候
。
た
く
ミ
と
の
［
石

塚
内
匠
介
］
よ
り
竹
子

一
束
懇
志
也
。
か
〉
国
う
つ
ろ
又
五
郎
音
信
也
。
則
西
京

よ
り
帰
宅
之
時
分
に
て
逢
申
候
。
母
み
や
か
物
き
る
よ
り
帰
宅
候
。
色
々
ミ
や
け

こ
れ
あ
り
。
親
類
衆
不
残
入
御
に
て
、

一
つ
ま
い
る
也
。

廿
八
日
養
中
将
公
入
御
。
御
小
万

一
ツ
懇
志
也
。
則
園
辺
方
之
無
口
事
申
談
候
。

又
遊
事
在
之
。
天
気
晴
候
。

廿
九
日
養
命
坊
に
て
、
源
氏
校
合
申
。
口
同
前
。

－
H
N
 

品川
日
晴
天
也
。
清
法
印
へ
懐
紙
井
竹
子
一
束
遣
候
。
又
中
五
郎
兵
衛
筆
、
橋
本

孫
六
方
よ
り
連
歌
あ
つ
ら
へ
来
也
。
則

一
ツ
給
也
。
麦
持
参
也
。
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五
月
一
日

小
畠
掃
部
介
殿
よ
り
御
供
被
参
候
也
。
同
御
灯
代
物
三
十
疋
請
取
申

也
。
今
台
寺
よ
り
連
歌
之
代
物
十
疋
請
取
申
也
。
其
外
西
京
初
尾
麦
在
之
。
椿
寺

名
物
仕
候
也
。

一
一日
宗
養
へ
音
信
申
也
。
石
塚
殿
音
信
候
也
。
満
五
郎
方
借
用
之
弐
十
疋
返
弁

也
。
則
状
を
返
し
申
也
。
紹
巴
へ
き
ぬ
の
代
物
三
百
廿
五
文
、
能
乗
ニ
渡
し
候
也
。

カ

一
一
一
日
銀
屋
次
郎
左
衛
門
方
、
興
行
連
歌
在
之
。
出
座
候
。
智
満
丸
来
、
可
仕
候

と
て
注
進
之
問
、
罷
出
候
。
道
者
不
苦
候。

宗
喜
・
宗
恕
、
御
見
舞
候
。
又
右
衛

門
方
、
い
つ
も
の
法
楽
仕
ニ
来
也
。
則
十
疋
持
参
也
。

四
日
晴
天
。
美
濃
国
寿
蔵
主
方
よ
り
、
連
歌
あ
つ
ら
へ

ニ、

其
寿
被
来
也
。
則

弐
十
疋
持
参
也
。
被
付
申
候
。
寿
厚
音
信
。
為
初
尾
、
麦
被
持
也
。
松
梅
院
よ
り

む
こ
ま
・
か
た
ひ
ら
・
お
ひ
く
た
さ
れ
候
。
則
御
礼
－
一
ま
い
る
也
。

五
日
御
供
ま
い
る
也
。
先
規
為
例
、
能
重
よ
り
、

一
銚
子

一
盆
来
也
。
椿
寺
見

物
候
。
晴
天
也
。

六
日
雨
降
候
。
中
将
殿
よ
り
園
部
方
へ
御
返
事
在
之
。
不
成
之
由
也
。
宗
養

・

紹
巴
へ
音
信
申
候
。
尊
陽
坊
に
て
非
時
給
候
。
則
草
子
二
巻
校
合
也。

七
日
当
番
也
。
雨
降
也
。

口
竹
岡
方
社
参
て
、

平
五
郎
公
事
之
儀
内
々
の
返
事

て
、
役
銭
之
義
、
当
日

ニ
平
五
郎
方
へ
相
渡
之
由
、
返
事
在
之
。
当
番
銭
百
四
十

一
文
あ
り
。

目
代
来
候
。
昨
日
也
。
門
跡
無
別
儀
候
。
当
院
存
分
ニ
申
者
也
。

廿
八
日
天
き
よ
し
。

御
所
へ
参
る
。
又
馬
ニ
乗
ら
れ
候
。
一
一
衆
院
と
の
様
へ
、一

日
の
礼
ニ

参
る
。

一
ろ
う
・
柳
三
か
進
上
申
。

廿
九
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
く
候
。

品川
日
天
気
よ
し
。

松
対
馬
へ
、
三
門
状
予
つ
つ
し

ニ
遣
候
へ
共
、
他
行
之
由
申
、
罷
帰
候
。

五
月
期
日

天
き
也
。

賀
茂
へ
御
成
候
。
当
院
馬
出
候
。
方
方
／
＼
ニ一

番
の
由、

風
間
申
候。

ヒ

門
跡
よ
り
三
門
状
被
上
候
。
取
ニ
遣
。
只
今
到
来
候
也
。

八
1
日
・
義
輝
、
賀
茂
社
－一
詣
ス
、
尋
デ
、
又
之

ニ
詣
ス

・
雑
々
聞
検
書
V

一

二
日
天
き
よ
し
。

一

一
清
法
印
礼
ニ
来
ら
れ
候
。
し
り
か
ひ
給
候
。
円

υか
た
ひ
ら
、

一

如
加
例
参
候
。

一

三

日

天

き

よ

し

。

一

一
河
村
民
部
談
合
に
参
る
。
御
判
共
見
候
。
か
う
は
さ
み
給
候
。

一

四

日

天

き

よ

し

。

一

一

緑

へ

か

た

ひ

ら
、
堪
介
へ
か
た
ひ
ら
、
能
哲
子
－一
か
た
ひ
ら
、
北
畠
子

一

か

た

ひ

ら

、
新
三
郎
子
同
」

一

五

日

天

き

よ

し

。

一

一

賀
茂
へ
御
成
也
。
当
院
馬

一
番
也
。
か
ち
申
。
御
き
し
き
へ
参
る
。
梅

一

寿

丸

御

供

給

候

。

〈
5
日
・
賀
茂
競
馬

「
か
も
の
も
り
け
い
は
の
御
あ
ふ
き
と
し
／
＼
の
こ
と
く

い
た
き
る
〉
」
御
湯
殿
上
日
記
〉

一

六

日

天

き

よ

し

。

雨

ふ

る

。

一

何
事
な
し
。

一

七

日

天

き

雨

降

也
。

一

三

門

支
状
、
松
丹
－
一談
申
。
今
日
七
日

ニ
候
へ
共
、
三
ハ
今
日
な
ら
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八
永
禄
五
年
正
月
三
日

・
裏
白
V
・i
・－白

賦

何

松

連

歌

本

文

引

の

ペ

l
ジ
参
照
。

引

う

ふ

る

こ

松

に

庭

の

雪

ま

か

な

禅

興

5

一

な

ミ

木

の

梅

の

花

さ

げ

る

宿

金

竹

…

鷲
の
か
す
む
か
た
よ
り
う
つ
り
き

て

橘

6

一

月

ほ

の

か

に

も

明

わ

た

る

山

覚

勝

院

僧

正

7

秋
の
夜
ハ
い
く
時
雨
し
て
は
れ
ぬ
ら
ん
藤
孝

8

を

く

か

上

な

る

露

の

き

〉

ハ

ら

宗

養

η

…

野

を

と

を

ミ

分

く

ら

し

て

の

た

ひ

枕

紹

巴

竹

一

里

ハ

あ

り

と

や

い

り

あ

ひ

の

か

ね

元

理

8

ゥ
一
す
ち
の

な

か

れ

の

末

に

は

し

み

え

て

春

阿

6

け

ふ

り

明

や

る

を

ち

の

川

か

せ

の

景

5

一

霜

か

れ

の

か

け

ハ

柳

の

む

ら

／

＼

に

禅

正

4

一

田
面
に
つ
〉
く
ミ
ち
の
冬
草

禅

乗

4

さ
し
う
つ
る
ひ
か
り
も
寒
き
鳥
の
こ
ゑ

蔵

円

5

タ

を

き

そ

ふ

な

か

空

の

月

能

哲

5

松
寿
丸

1

た
か
袖
も
か
へ
き
に
は
ら
ふ
野
へ
の
露

能

智

1

梅
寿
丸

1

，
八
東
京
教
育
大
学
所
蔵
懐
紙
V
JIt－－

廿
二
日
宗
養
月
次
に
罷
出
候
。
雨
降
也
。

廿
三
日

清
法
印
よ
り
連
歌
説
ニ
来
る
也
。
一
ツ
給
さ
せ
候
也
。
か
す
ゃ
し
ゃ
う

け
ん
入
道
、
公
事
之
儀
－
一
来
。
以
面
拝
、
一
ツ
給
さ
せ
候
也
。

廿
四
日
貞
福
院
よ
り
連
歌
説
ニ
来
也
。
則
祝
儀
一
つ
〉
ミ
給
也
。
能
重
子
誕
生

に
て
、
祝
儀
在
之
。
一
家
中
参
候
也
。
但
ひ
る
之
事
也。

廿
五
日
天
気
晴
候
。
小
侍
従
と
の
よ
り
御
灯
物
十
疋
。
森
坊
よ
り
匂
袋
三
包
。

老
母
へ
お
ひ
一
す
ち
。
三
郎
左
衛
門
来
。
竹
子
一
束
持
参
候
。
竹
岡
云
来
候
。
初

尾
も
た
せ
ら
れ
候
。
周
貞
、
蔵
円
同
道
し
て
被
来
候
也
。

廿
六
日
松
梅
院
ニ
め
き
れ
候
て
、
朝
飯
被
下
候
也
。
天
気
降
候
也
。
随
見
巻
数

認
候
て
遣
候
。
三
郎
左
来
候
。

廿
七
日
雨
晴
候
。
っ
か
へ
む
か
ひ
遣
候
。
小
畠
掃
部
殿
よ
り
、
御
灯
銭
十
疋
も

ち
来
也
。
又
十
疋
、
晩
気
も
ち
て
来
候
。
廿
八
日
ニ
御
灯
可
参
之
由
候
也
。
西
京

廿
日
や
ら
ん
、
門
跡
よ
り
、
与
七
郎
家
け
つ
所
候
問
、
半
分
乙
を
し
取

候
ハ
ん
由
、
目
代
給
候
て
被
申
候
。
返
事
、
又
に
あ
ひ
人
ほ
し
か
り
候

ハ
ん
問
、
先
か
〉
へ
候
て
円

U
ハ
ん
由
申
候
。
目
代
心
得
候
。

其
由

門
跡
へ
参
、
可
申
候
。

廿
四
日
天
気
よ
し
。

大
舘
殿
給
候
者
、
高
辻
文
明
之
時
、
公
事
之
礼
物
之
事
に
て
い
ら
す
候
。

三
乗
王
字
〔
三
所
皇
子
社
］
修
理
仕
所
ニ
、
足
白
ニ
小
松
き
り
候
。
目

代
枝
給
候
問
、
入
門

U
」
門
跡
へ
可
安
内
申
由
申
。
召
ょ
せ
、
言
語

カ

カ

道
断
之
由
申
付
候
所
、
申
様
、
門
跡
よ
り
、
先
度
、
八
島
屋
の
つ
い
は

り
の
木
切
可
申
由
候
所
ニ
、
当
院
同
心
不
申
問
、
何
時
も
加
様
談
申
者
、

同
心
有
間
敷
由
候
て
（
安
）
内
可
申
由
候
問
、
か
く
の
分
也
。
然
者
、

内
々
に
て
可
申
候
。
此
方
不
知
候
。
門
跡
与
申
分
ニ
可
有
候
。
八
島
の

事
、
其
時
h

U

五
六
本
、
修
理
ニ
と
承
問
、
無
同
心
候
。
さ
い
わ
い

三
年
一
二
度
用
銭
円

U
其
分
者
く
わ
い
分
如
何
と
存
問
、

同
心
な
く
、
只
今
申
か
ゆ
る
事
、
口
以
言
語
道
断
事
次
第
也
。
被
切
社

例
有
者
、

言
上
に
て
可
申
候
。
禅
光
時
、
御
殿
之
御
ゑ
ん
者
、
森
の
杉

切
候
て
仕
候
。
当
院
又
南
鳥
井
、
杉
の
木
切
申
、
仕
候
。
つ
い
は
り
程

事
な
ら
は
、
可
参
候
。
此
方
切
事
者
、
ひ
わ
た
大
工
七
十
年
此
方
参
候

か
、
門
跡
よ
り
加
様
談
被
申
事
、
不
存
候
。
目
代
罷
帰
申
。
松
木
つ
い

は
り
の
事
に
て
門川一
先
度
申
候
。
大
成
木
切
、
を
か
板
ニ
一
枚
も
、
又

さ
ら
板
に
も
仕
候
者
、
よ
き
な
く
候
。
先
々
も
つ
い
は
り
口
内
々
申
て

仕
候
由
被
申
候
。
往
昔
よ
り
足
し
ろ
仕
来
候
ハ
＼
不
及
是
非
之
由
被

申
候
。
ほ
そ
き
木
ハ
何
時
用
に
候
ハ
〉
可
参
口
、
修
理
段
者
不
及
覚
後

候
与
申
候
。

廿
五
日
雨
降
也
。

カ工
当
申
上
候
。
松
丹
へ
遣
。

廿
六
日
天
き
雨
降
也
。
夕
方
晴
也
」

緑
承
候
て
、
召
使
有
。
新
三
郎
ニ
御
馬
乗
ら
れ
候
。
奈
良
殿
へ
御
礼
一
一

参
る
。
酒
給
候
。

廿
七
日
天
き
よ
し
。
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十
四
日
松
梅
院
ニ
連
歌
興
行
候
。
天
気
晴
也
。

十
五
日
武
者
之
小
路
田
中
、
頭
人
に
て
興
行
候
。
母
に
て
候
者
、

也
。
柏
尾
殿
連
歌
取
ニ
来
也
。
天
気
曇
候
也
。

令
M

十
六
日
雨
降
候
也
。
拙
者
其
外
両
分
、
能
悦
へ
め
さ
れ
て
被
付
有
之
也
。

御
懇
志
也
。

ヵ

十
七
日

上

善
寺
よ
り
御
僧
供
養
す
る
也
。
松
梅
院
へ
め
き
れ
、
上
君
様
へ
ノ
申

状
書
申
也
。
貞
福
院

・
能
堅
同
道
し
て、

松
原
へ
参
也
。
尊
陽
坊
よ
り
、
梅
枝

・

藤
の
う
ら
葉

・
若
な
上

・
柏
木
、
四
札
借
用
也
。

十
八
日

松
梅
院
ニ
月
次
在
之
。
令
出
座
候
也
。
山
田
宗
衛
門
方
よ
り
、
連
歌
之
事
申

侯
て
、
使
松
に
て
書
状
有
之
。
同
十
疋
請
取
申
也
。
貞
福
院
へ
一
ツ
申
也
、
晴
天
。

十
九
日
晴
天
也
。
岩
井
与
兵
衛
同
道
に
て
、
始
而
高
畠
島
守
殿
入
御
候
て
、
夢

想
法
楽
之
儀
被
仰
付
候
也
。
則

一
ツ
申
也
。

廿
日

養
命
坊
月
次
ニ

出
座
候
。
二
百
韻
興
行
也
。
小
田
掃
部
助
殿
入
御
に
て
、

請
取
書
申
。
為
礼
十
疋
懇
志
也
。
平
野
畠
麦
苅
申
也
。
数
百
六
十
二
把
也
。

廿
一

日
小
河
長
俊
社
参
に
て、

連
歌
説
被
申
也
。
則
十
疋
持
参
。

h

U
本
法
寺
月
次
ニ

出
座
仕
候
也
。

っ
か
へ
入
御

一
段

上
野
民
部
少

輔
信
孝

候
。
慶
も
し
さ
ま
も
又
被
仰
、
上
野
文
有
つ
れ
共
、
申
わ
け
候
問
、
今

以
同
前
可
為
由
申
来
候
。
う
へ
〉
わ
ひ
事
可
申
由
候
。
然
共
、
当
院
者

と
か
く
申
間
敷
候
。
何
時
も
可
進
上
申
候
。
此
返
事
う
へ
〉
申
所
一一、

先
々
御
所
望
候
つ
る
例
を
引
か
れ
、
御
前
に
て
被
仰
候
。
進
上
申
候
ハ

ん
由
御
祝
着
、
御
礼
ニ
あ
っ
か
り
候
。
富
墓
の
事
、
北
畠
円

U
と
の

へ
、
先
御
代
御
判
物
懸
御
目
度
由
申
者
、
安
事
に
て
、
い
つ
成
共
可
参

由
御
申
也
。

十
一

日
天
き
よ
し
。
く
も
る
。

手
日
記
乙
し
ら
へ
、
小
侍
〉
と
の
へ
、
御
判
の
物
参
ら
せ
候
。
緑
阿
ま

て
遣
。

十
二
日
天
き
よ
し
。

門
跡
の
返
当
申
状
調
候
。

十
三
日
天
き
よ
し
。
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大
館
左
京

青
光

松
田
対
馬
へ
支
状
調
遣
。
先
度
又
三
郎
地
下
人
々
、
は
く
ち
う
ち
候
問
、

ち
く
天
申
、
二
人
ハ
き
り
候
所
ニ、

松
対
馬
た
の
ミ
、
種
々
申
問
、
召

な
を
し
候
。
竹
内
香
兵
衛
中
物
、
今
井
と
申
者
か
〉
へ
申
。

十
四
日
天
き
よ
し
。

石
主
女
房
衆
連
寄
あ
つ
ら
へ
に
て
侯
問
、
調
候
て
遣
。
為
子
也
。

（当
院
代
ニ
申
）

水
か
け
も
き
よ
き
瑚
の
若
葉
哉

花
の
秋
ま
つ
草
の
ま
せ
垣

禅

興

十
五
日
天
き
よ
し
。

上
意
よ
り
、
先
度
、
松
木
二
本
御
所
望
候
。
御
大
工
池
上
参
る
。

口
杉

原
請
承
候
。
門
跡
よ
り
可
人
出
由
候
へ
共
、
不
出
候
。

目
代
円
U
出
候
。

十
六
日
雨
降
也
。

松
少
弼
へ
富
墓
書
文
、
石
主
へ
遣
見
候
。
花
蔵
坊
遣
所
、
今
夜
御
と
め

ら
れ
候
。
竹
花
参
る
。
三
十
疋
遣
。

十
七
日
天
き
よ
し
。

何
事
無
之
。

十
八
日
天
き
よ
し
。

月
次
連
寄
有
。
松
対
馬
へ
申
状
う
つ
し
ニ
遣
候
へ
共
、
未
出
候
ハ
す
候
。

明
日
可
参
由
候
」

十
九
日
天
き
よ
し
。

就
公
事
申
状
、
二
門
重
而
門
跡
雑
掌
言
上
申
。
松
対
馬
よ
り
給
候
。

廿
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

廿
一
日
天
気
雨
降
也
。

無
何
事
候
。
門
跡
与
公
事
、
松
丹

・
緑
へ
談
合
也
。

廿
二
日
天
き
雨
降
也
。

伊
勢
守
所
へ
、
東
見
舞
ニ、

柳
二
か

・二
種
、
御
う
へ
〉

二
十
疋。

廿
三
日
天
き
よ
し
。

大
舘
殿
よ
り
状
給
候
て
、
門
跡
与
公
事
ニ
っ
き
、
富
墓
之
御
判
物
ゑ
ら

ミ
出
候
問
、
可
給
由
申
て
、
文
給
之
。
則
与
兵
衛
遣
。
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ム刀

仙
卜
云
也
。
福
田
弟
子
也
。
彼
連
歌
ニ
相
そ
へ
、
牛
玉
一
遣
候
。

円

U
三
郎
来

候
也
。
口
茶
給
さ
せ
候
也
。
能
音
為
見
舞
来
候
也
。
番
銭
百
八
十
七
文
ア
リ
。

四
日
本
法
寺
連
歌
－一
罷
出
候
也
。
遊
ふ
事
ア
リ
て
、
と
ま
り
申
候
。
番
銭
百
六

十
九
文
ア
リ
。
桐
壷
巻
、
宗
喜
入
御
見
、
借
用
。
円

U
百
疋
之
利
口
三
百
口

つ
も
り
候
。
先
百
二
十
文
、
宗
喜
へ
渡
し
申
。

五
日
後
藤
源
四
郎
、
新
式
之
不
審
と
て
被
来
候
也
。
則
し
つ
け
用
意
也
。
料
弐

十
疋
に
て
取
一
一
遣
也
。
堤
殿
社
参
に
て、

御
灯
被
参
候
也
。
林
蔵
主
被
尋
て、

夢

想
之
連
歌
説
へ
申
き
る
〉
也
。
則
十
疋
持
来
候
也
。
番
銭
弐
百
廿
五
文
ア
リ
。
小

吊
掃
部
殿
よ
り
、
わ
ら
ひ
五
れ
ん
懇
志
也
。

カ

六
日
老
父
四
十
九
日
雄
取
越
、
西
方
寺
よ
り
御
僧
二
人
、
法
積
供
養
す
る
也
。

御
墓
江
参
也
。
同
石
堂
へ
参
也
。
嵯
峨
よ
り
妹
者
来
也
。
親
類
衆
よ
ひ
候
て
、
一

ツ
申
候
也
。
同
蔵
円。

番
銭
三
百
十
八
文
ア
リ
。
以
上
五
日
之
内
、

壱
貰
六
十
八

文
ア
リ
。
竹
子
一

束

・
鯛

一枚、

八
島
懇
志
也
。
横
田
新
介
十
疋
懇
志
也
。

七
日
雨
降
候
。
御
番
次
也
。
能
虫
一

家
中
呼
也
。
法
積
同
道
し
て
風
目
へ
入
也
。

同
智
福
丸
円

卯
月
八
日
令
社
参
申
也
。
精
進
直
仕
也
。

等
度
、
宇
治
茶
。
森
、
一

袋
懇
志
也
。

嵯
峨
へ
妹
共
被
帰
也
。
松
梅
院
へ
参
也
。
釜
拝
見
申
候
。
拙
者
所
持
仕
ふ
た
を
可

遣
之
由
申
也
。

九

日

出

京
仕
て
、

宗
養
へ
音
信
申
。

紹
巴
へ
も
同
。
宗
喜
へ
も
問
。
養
命
坊
へ

も
同
。
観
世
大
夫
へ
も
向
。

十
日

晴

天
也
。
随
見
ニ
朝
飯
給
也
。
三
郎
左
衛
門
来
。
団
地
少
川
成
共
申
也
。

十
一
日
小
侍
従
と
の
へ
御
礼
一
一
参
也
。
巻
数

・
食
能
・
鈴
持
申
也
。
林
方
へ
音

信
申
也
。
口
茶
半
袋
遣
也
。
う
つ
ま
さ
団
地
見
－一
ま
い
る
也
。
其
次
、
実
泉
坊
・

奥
坊
へ
参
候
也
。

一
ツ
給
也
。
帰
路
、
西
京
へ
方
々
催
促
さ
せ
申
也
。
相
宿
被
来

也。十
二
日
晴
天
也
。
能
弁
へ
非
時
ニ
参
也
。
味
そ

一
盆
遣
候
。

能
重
へ
為
志
十
疋

遣
候
。
西
方
寺
珠
玉
坊
入
御
候
て
、
観
世
太
夫
へ
の
事
被
申
候
也
。
小
畠
殿
よ
り

請
取
説
ニ
来
也
。

十
三
日

晴
天
也
。
能
重
－一
時
給
也
。
相
宿
被
帰
候
也
。
観
世
大
夫
方
へ
［
の
欠
カ
］

事
申
し
て
、
珠
玉
房
へ
文
遣
候
。
同
茶
一
袋
遣
候
。

御
供

（事
）
当
以
勢
行
状
、
調
候
。

五
日
天
き
よ
し
。

竹
内
宮
御
門
跡
雑
掌
申
。
加
州
富
墓
圧
上
分
三
拾
貫
文
事
、
年
々
未
進

過
分
之
上
、
剰
寄
事
於
左
右
、
近
年
一
円
無
収
納
云
々
。
太
不
可
然
。

愛
去
天
文
廿
二
年
、
対
彼
雑
掌
引
替
拾
貫
文
之
儀
、
至
永
禄
弐
年
、
六

拾
貫
余
貫
文
令
倍
之
候
。
以
此
内
、
御
用
引
取
之
注
進
状
在
之
。
早
遂

ヒ

算
勘
、
速
可
令
進
済
之
。
若
又
有
子
細
者
、
可
被
明
申
之
由
被
仰
出
之

由
、
仰
の
執
達
如
件
。

（永
禄
四
）
四
月
五
日

松
梅
院

頼盛

隆ヵ秀

在在
~，，リ判

如
此
門
状
被
付
候
」

六
日
天
気
よ
し
。
タ
雨
降
也。

松
丹
後
ニ
談
合
、
種
々
申
。

七
日
雨
降
也
。

松
対
馬
と
内
儀
つ
〉
き
問
、
貞
福
院
ニ
北
与
七
郎
付
て
遣
、
門
状
う
つ

し
候
ハ

ん
由
申
者
、
上
文
と
う
か
ん
な
き
問
、
此
方
給
候
。
ほ
し
き
ま

〉
申
状
也
。

八
日
天
き
よ
し
。

彼
公
事
種
々
談
合
申
。

九
日
天
き
よ
し
。

松
丹
談
合
申
候
て
、
申
状
調
候
。
東
慶
も
し
（
さ
ま
）
へ
参
る
。
弐
百

疋
加
例
に
て
進
上
、
御
は
つ
を
也
。
緑
竹
へ
音
信
也
。
談
合
申
緑
へ
談

ヒ

ヒ

ヒ

合
申
。
借
銭
方
ハ
政
所
ま
て
返
当
可
申
候
。
富
墓
之
事
ハ
上
意
に
て
可

申
上
之
由
申
所
ニ
、
門
状
給
候
へ
と
申
問
、
遣
候
。
上
意
よ
り
門
跡
へ

も
被
何
候
。
松
梅
院
へ
慶
も
し
さ
ま
よ
り
、
松
木
二
本
御
所
望
有
度
之

問
、
可
被
仰
由
候
。
東
や
か
て
、
う
け
給
候
て
、
帰
候
。

十
日
天
き
よ
し
。

門
跡
へ
目
代
参
也
。
昨
日
、
上
意
松
木
二
本
御
所
望
之
問
、
安
内
申
。

カ其
方
へ
も
被
仰
候
由
承
候
。

万
松
院
と
の
さ
ま
被
仰
候
へ
共
、
申
わ
け
＼
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郎
左
衛
門
、
茶
や
三
郎
左
衛
門
、
孫
左
衛
門
、
門
豊
左
衛
門
、
道
清
、
九
郎
左
衛

門
、
同
次
郎
四
郎
、
小
太
郎
、
此
人
数
ニ
御
時
甲
也
。
円

U
為
香
典
、

三
郎
左
衛
門
十
疋
。
御
は
り
す
ゑ
申
也
。
上
善
寺
へ
十
疋
。
為
布
施
、
弐
く
〉
り
。

信
徳
同
一
く
〉
り
。
八
島
茶
二
袋
懇
志
也
。

森
坊
よ
り
御
使
ア
リ
。
小
侍
従
殿
御
祈
祷
、
能
弁
望
申
由
候
也
。
っ
か
い
た
て
仕

と
の
儀
ニ
問
、
以
能
童
、
弁
方
へ
申
分
ニ
、
不
望
之
由
候
。
於
有
証
人
者
、
っ
か

い
可
申
候
由
堅
申
之
問
、
其
由
又
森
坊
へ
文
を
遣
候
内
ニ
、
小
侍
従
よ
り
御
使
ア

リ
。
別
儀
有
間
敷
之
由
被
仰
付
候
也
。
使
へ
酒
を
申
也
。
従
宗
養
使
者
ア
リ
。
為

香
典
、
弐
十
疋
給
候
也
。
能
重
・
能
悦
－
二
ツ
申
也
。
八
島
同
前
。

廿
五
日
小
侍
従
殿
御
社
参
に
て
、
皆
灯
被
参
侯
也
。
代
物
壱
貫
弐
百
文
請
取
申

也
。
茶
二
袋
、

善
智
懇
志
也
。
皆
灯
ほ
ね
を
り
衆
よ
ひ
候
て
、
一
ツ
申
也
。

廿
六
日
雨
降
也
。
能
虫
よ
り
タ
め
し
の
道
具
懇
志
也
。
八
島
よ
り
竹
子
一

束
給

候
也
。
則
小
侍
従
殿
へ
被
参
也
。
文
ニ
御
報
ア
リ
。

廿
七
日
法
満
寺
月
次
に
罷
出
也
。
四
十
疋
に
て
米
を
売
也
。
雨
気
晴
也
。

廿
八
日
晴
天
也
。
西
方
寺
尼
人
独
供
養
す
る
也
。
能
智
同
道
し
て
仏
詣
申
也
。

小
侍
従
と
の
よ
り
、
御
ゆ
め
御
見
し
候
と
て
、
御
灯
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
。
西
殿
、

飯
一
盆
懇
志
也
。
水
門
さ
せ
申
候
也
。

廿
九
日
雨
降
也
。
円

U
訪
入
御
也
。

香
典
十
疋
。

誓
願
寺
へ
参
也
。
太
泰
百

姓
中
よ
り
木
樽
・
飯
一
盆
懇
志
也
。
宗
福
・
四
郎
左
衛
門
・
今
蔵
坊
・
三
郎
左
衛

門
四
人
来
也
。
則
一
ツ
給
さ
せ
候
也
。
宗
福
、
為
私
茶
二
袋
。

廿
三
日
天
き
よ
し
。
夕
方
よ
り
雨
降
也
。

何
事
な
く
候
。

廿
四
日
雨
降
也
。
天
き
よ
し
。

ヒ

ヒ

ヒ

石
主
へ
御
神
供
口
口
儀
、
状
遣
。

廿
五
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。
松
永
中
衆
、
馬
ニ
乗
問
、
礼
ニ
来
候
。
三
測
弾
正
・
緑
阿

参
る
。

廿
六
日
天
き
よ
し
。

月
次
定
候
。
妙
蔵
院
初
候
。
紹
巴
師
也
。
発
句
之
儀
申。

咲

め

く

る

瑚

木

た

か

し

松

の

藤

紹

巴

山

よ

り

く

る

〉

春

の

池

水

禅

乗

中
空
ハ
か
す
ミ
の
う
ち
の
月
出
て
禅
興

廿
七
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

廿
八
日
天
き
よ
し
。

石
主
へ
御
供
之
儀
－
一
人
遣
所
、
状
返
候
。
一
社
之
連
判
、
又
当
院
文
可

給
由
中
。
昨
日
、
大
坂
よ
り
人
給
候
。
先
度
、
御
馬
拝
領
仕
候
。
様
排

如
何
候
哉
尋
一
一
来
候
。
御
成
－
一
候
問
、
御
馬
屋
者
あ
し
う
ち
に
て
候
。

馬
請
取
所
ハ

、
此
方
も
中
間
也
。
は
な
か
ミ
銭
ハ
壱
貫
二
百
也
。

廿
九
日
天
き
雨
降
也
。

御
巻
数
参
る。
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卯
月
一
日
雨
之
名
残
ア
リ
。
法
積
徳
利
一
ツ
懇
志
候
也
。
能
悦
よ
り
為
祝
儀
、

小
徳
利
一
ッ
。

今
台
寺
よ
り
連
歌
説
－
一
来
候
也
。
則
酒
を
た
へ
さ
せ
候
也
。

一
一
日
能
乗
当
番
也
。
番
銭
百
六
十
九
文
ア
リ
。
以
能
虫
仕
候
也
。
為
祝
儀
、
米

一
幹
遺
候
也
。
同
酒
手
、
中
村
三
郎
左
衛
門
（
永
郷
）
壱
貫
借
用
之
内
、
三
百
六

十
文
返
弁
也
。
則
卯
月
二
日
ニ
請
取
遣
候
也
。
口
童
市
算
用
可
令
と
也
。
一
ツ
給

さ
せ
侯
也
。

一
一
一
日
法
談
へ
参
也
。
三
郎
左
衛
門
来
候
。
細
河
よ
り
連
歌
取
ニ
来
候
也
。
則
一

ツ
給
さ
せ
候
也
。
彼
使
も
、
五
月
廿
五
日
為
日
付
、
連
歌
之
儀
説
申
也
。
名
者
土

卯
月
期
日
天
き
よ
し
」

公
方
様
御
門

U
参
る
。
か
ミ
さ
ま
・
慶
も
し
さ
ま
、
御
酒
く
た
さ
れ

候
。
御
門

U

一
一
日
天
き
よ
し
。

何
事
無
候
。

三
日
天
き
よ
し
。

無
何
事
候
。

口
日

ヒ
ヒ

天
き
快
晴
也
。
四
日
也
。
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法
積
同
道
申
て
仏
詣
申
也
。

十
八
日
能
祐
法
橋
月
忌
也
。
従
上
善
寺
、
御
僧
供
養
す
る
也
。

観
世
大
夫
よ
り

為
香
典
十
疋
、
使
者
持
来
也
。
八
島
よ
り
鈴

・一

盆
懇
志
也
。
平
賀
丹
後
方
よ
り
、

あ
ま
の
り
二
袋
懇
志
也
。
雨
降
候
也
。

尊
陽
坊
入
候
也
。
三
吟
連
歌
相
果
申
也
。

不
思
儀
之
非
時
申
也
。

十
九
日
天
気
晴
候
也
。
扇
之
酒
屋
宗
継
と
て
被
尋
候
也
。

一つ
ま
い
ら
す
る
也
。

夢
想
拝
見
申
也
。
塩
売
七
郎
左
衛
門

一
つ
く
れ
候
也
。
懇
志
云
々
。
従
法
泉
坊
、

桐
壷
巻
一
札
借
用
ニ
来
候
也
。
則
違
候
。
柴
五
郎
兵
衛
竹
子
一
束
懇
志
。

廿
日
雨
降
候
。
蔵
円
よ
り
竹
子
一
束
懇
志
也
。

門

U

右
近
方
へ
法
積
遣
候
也
。
宗
喜
父
子
有
。
廿
一
日
ニ
申
侯
へ
共
、
無
御
出
候
。
長

田
与
兵
衛
殿
よ
り
、
た
う
ふ
五
十
丁
懇
志
也
。
た
う
ふ
二
十
丁
、

稲
波
殿
。
み
そ

カ

十
五
、
能
発
。
同
能
悦

・
法
う
ん
。
み
そ
桶

一、

と
う
の
か
ミ
。
た
う
ふ
二
十
丁、

貞
福
院
。
み
そ
十
五
、
能
弁
。
み
そ
十
、
能
竪
。
東
殿
様
よ
り
弐
十
疋
。
能
童
、

二
十
疋
。
宗
茂
、
茶
五
袋
。
懇
志
也
。
円

U
経
木
巻
事
、
上
善
寺

へ
申
候
て
、
信
徳
馳
走
也
。

た
い
や
に
尼
人
三
人
供
養
す
る
也
。
茶
一

、
知
慶
持
参
也
。
則

一つ

〉
ミ
返
報
申

也
。

廿
一
日
六
七
日
也
。
上
善
寺
上
人
、
同
宿
二
人
、
貞
福
院
、
長
田
与
兵
衛
殿
、

小
畠
与
七
郎
、
与
八
郎
、
与
次
郎
、
花
蔵
坊
、
湯
五
郎
、
観
音
寺
、
茶

一
袋
持
来

也
。
蔵
円

・
目
代

・
預
随
見
始
市
不
残
傍
輩
衆
申
入
候
也
。
同
親
類
衆

・
女
房
衆

尊
又
申
入
候
也
。
石
塚
内
匠
介
殿
入
候
也
。
為
香
典
十
疋
。
松
本
宗
茂
茶
五
袋
持

来
候
也
。
目
代
方
十
疋
之
折
紙
在
之
。
小
野
新
三
郎
方
、
黒
木
十
把
。
松
善
木
持

来
候
也
。
同
晩
気
、
上
人
へ
礼
ニ
罷
出
。
為
布
施
十
疋
。
信
徳
へ
茶
二
袋
持
参
申

也
。
菊
蔵
主
見
舞
也
。
夜
泊
也
。
廿
二
日
之
御
時
申
候
也
。

廿
二
日
天
気
曇
申
也
。
慶
俊
茶
二
袋
持
来
候
也
。
則
仏
前
之
花
被
立
候
也
。
小

へ
遣
申
候
也
。
五
十
疋
に
て
米
取
－一
遣
候
也
。

廿
三
日

晴

天
也
。
晩
気
降
也
。
茶
屋
七
兵
衛
、
た
う
ふ
二
箱
。
小
や
河
口
三
ら

う
八
、
平
野
三
郎
左
衛
門
内
、
み
そ
十
五
つ
ら
口
能
虫
十
疋

・
う
つ
ら

・
川
物

・

重
箱
売
取
也。

六
十
文
也
。
次
郎
四
郎
、
鈴

一つ
い
・
た
う
ふ

・
こ
ふ
二
懇
志
也
。

廿
四
日

七
々
日
仕
上
也
。
上
善
寺
よ
り
二
人
、
西
方
寺
よ
り
三
人
、
慶
俊
、
三

〉小目 宝 F
.)-l. ..., ［ 成宝七

預以 代洞 院 F
'JI L...J 坊

ご 官 子

~ 慶以明禅禅禅

t 世上存祐永乗

政

承
仕

慶 明禅禅禅

世 存祐 永乗

Z 禅
ミ興
1 弟
巳］

士

思

・守今
長慶村
慶満紀一一一一
被伊
官

「、巴
帆
承
ι

［公
文
承
仕

奉
行
代

妙
蔵
院

松
－d
院
若
子

河
川4

住
丁

禅

乗
禅

永

禅

祐
明

存

官」

以

上

［慶
世
］

明禅禅禅

乗、水祐

［禅
興
弟
］

存

公

文

承

仕

掛

室

／

制

在

（
両
人
。
是
ハ
去
年
冬
よ
り
）

八
補
任
料
ノ
資
料
、
何
ペ
ー
ジ
ニ
ア
リ
。
参
照

V
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忠］

十
八
日

無
何
事
候
。

十
九
日
天
き
よ
し
。

三
条
は
く
や
二
郎
大
郎
申
由
、
今
村
紀
伊
守
使
給
候
。
先
年

申
問
、
急
度
可
申
入
由
申
。
如
何
候
哉
。
尋
被
申
候。

一
合
此
方
不
存

カ

候
。
然
共
、
御
下
知
乙
と
／
＼
く
き
は
な
さ
れ
候
問
、
御
分
別
可
有
由

也。

天
き
よ
し
。

廿
日
天
き
よ
し
。

月
次
初
候
問
、
一
順
紹
巴
へ
談
合
ニ
遺
候
。

廿
壱
日

天
き
よ
し
。

公
方
様
よ
り
、
杉
原
兵
後
助
・

春
阿
弥
承
申
て、

折
紙
参
る
。
御
庭
石

カ

土

（
今
日
）
進
上
可
申
由
候
。
車
二
両
参
る
也
。

廿
二
日

天
き
よ
し
」

何
事
な
し
。
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殿
、
為
見
舞
、
鈴
伊

・一

盆
持
来
也
。
と
ま
り
申
き
る
〉
也
。
晩
気
、
西
方
寺
へ

参
也
。
茶
給
候
也
。

十
一
日
当
番
也
。
能
虫
や
と
ひ
て
神
前
ニ

置
也
。
宇
治
よ
り
茶
来
と
て
、

宗
喜

よ
り
使
給
候
也
。
則
代
物
三
十
疋
渡
し
申
也
。

壱
貫
文
之
借
状
し
て
、
御
乳
人
ヘ

遣
候
也
。
日
付
之
後
、
三
月
十
日
可
仕
候
也
。
口
森
坊
内
儀
社
参
也
。
以
能
虫
、

様
幹
承
候
。
則
食
能

・
鈴
用
意
申
候
。
然
共
、
小
侍
従
殿
御
仏
詣
之
由
候
問
、
明

日
早
々
可
遣
覚
悟
候
也
。
此
子
細
者
、
以
進
士
殿
、
此
辺
よ
り
、
小
侍
従
殿
師
檀

を
望
せ
候
問
、
言
語
道
断
事
也。

就
其
如
ニ
此
也
。
此
由
内
々
長
田
殿
へ
物
語
申

候
へ
者
、
慶
寿
院

・
緑
阿
へ
も
様
排
口

U
可
被
何
之
由
候
也
。
口
口
芥

河

柏

尾
社
参
て
、
連
歌
説
申
さ
る
〉
也
。
代
物
十
疋
持
参
也
。
当
番
散
銭
四
百
三
十
四

文
あ
り
。
此
内
一
く
〉
り
、
能
虫
－一
遣
し
也
。
尊
陽
坊
見
舞
也
。

十
二
日
四
七
日
と
り
乙
し
て
也
。
御
僧
二
人
供
養
す
る
也
。
能
虫
、
森
坊
ま
て

遣
候
。
其
問
、
能
悦
を
や
と
ひ
て
、
神
前
置
申
也
。
但
、
小
侍
従
殿
御
障
入
候
と

て
、
独
あ
つ
け
置
る
三
西
方
寺
へ
参
詣
申
候
。
茶
袋
持
参
也
。
養
命
坊
中
将
、

為
香
典
十
疋
、

無
上－一
茶
半
袋
持
来
也
。
池
記
［
今
村
紀
伊
守
慶
満
カ
］
よ
り
書

状
あ
り
。

十
三
日
小
侍
従
殿
へ
能
虫
遣
候
。
御
見
参
て
御
酒
給
候
。
先
々
の
乙
と
く
、
別

儀
な
く
御
祈
念
可
申
之
由
候
也
。
池
記
見
舞
ニ
ま
い
る
也
。
次
に
て
、
朝
日
之
扇

カ

二
本
遣
候
也
。
竹
己
口
与
四
郎
造
る
之
仕
候
也
。
同
笠
も
た
せ
仕
也
。
草
子
箱

・

桶
二
買
申
也
。
天
気
曇
也
。
香
銭
百
八
十
八
文
有
。

十
四
日

早
朝
雨
之
名
残
あ
り
。
昼
晴
天
。
番
銭
百
三
十
三
文
在
之
。
仁
和
寺
、

茶
半
斤
、
代
物
三
十
文
ニ
買
申
也
。
三
郎
左
衛
門
間
来
。

同
座
之
事
申
也
。
松
梅

院
花
見
在
之
。
拙
者
不
出
候
。

十
五
日
晴
天
。
摂
取
院
に
て
汁
興
行
。
其
儀
、
摂
願
寺
方
々
へ
参
詣
申
也
。
能

智
同
道
也
。
番
銭
百
八
十
六
文
。

カ

十
六
日
番
次
也
。
能
虫
へ
鈴

一
金
為
奉
琴
遣
し
也
。
親
共
ニ
兄
弟
共
連
而
参
也
。

九
郎
左
衛
門
知
者
懇
志
也
。

十
七
日
五
七
日
取
越
申
也
。
御
僧
五
人
・
其
外
五
人
供
養
申
也
。
三
郎
左
衛
門
・

山
内
弥
四
郎
、
初
而
為
百
姓
同
道
也
。

一
銚
子
（
刑
二
）

持
参
也
。
壱
段
半
預
ケ

置
由
申
也
。
速
水
左
衛
門
大
夫
殿
、
為
香
典
弐
十
疋
持
来
也
。
懇
志
云
々
。
能
智

・

一

十
日
天
き
よ
し
。

一

御

成

ニ、

慶
も
し
さ
ま
で

舞
－一
参。

一

十
一
日
天
よ
し
。

一

一

慶
も
し
さ
ま
へ
参
る
。
金
・
折
三
合

・
柳
三
か
参
ら
せ
候。

八
位
日
・
義
輝
、
慶
寿
院

（近
衛
氏
）
ヲ
省
ス

・
後
鑑
所
収
伊
勢
貞
助
記
〉

十
二
日
天
き
よ
し
。

慶
も
し
さ
ま
へ
参
る
。
御
成
也
。
願
世
能
仕
候。

十
五
番
。
夜
明
候
」

十
三
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

十
四
日
天
き
よ
し
。

調
官血球

・
宮
仕
中
、
花
見
有
。
大
酒
也
。

十
五
日
天
き
よ
し
。

北
山
庭
石
被
引
候
問
、
人
夫
廿
人
計
可
参
由
h

U
折
紙
有
。
則
参
候
。

十
六
日
天
き
よ
し
。

口
北
山
口
真
蔵
主
、
妙
蔵
院
へ
食
ニ
被
参
候
問
、
参
る
。
当
院
へ
も
被

参
候
。

十
七
日

何
事
な
し
。

-5-

天
き
く
も
り
。

・
〈
解

説

〉

北
野
社
宮
寺
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

『連
歌
の
史
的
研
究
』
（
福
井
久
蔵
）・

『北
野

一
誌」

・
「天
満
宮
』
（
竹
内
秀
雄
）
に
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
て
い
る
。
差
し
当
り
本
稿
に

一関
連
す
る
宮
仕
に
つ
い
て
は
、
福
井
氏
の
が
最
も
詳
し
い
が
、
そ
の
依
ら
れ
た
資
料
が

一
一
々
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
を
憾
み
と
す
る
。
要
す
る
に
、
憂
珠
院
門
跡
↓
目
代

・
嗣

一宮

・
宮
仕
三
十
余
家
（
口
絵
写
真
参
照
）
を
以
て
大
綱
と
す
る
。
前
稿

（
「
近
世
文
芸

一資
料
と
考
証
」

第
七
号
）
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
八
葉
草
〉
と
し
て
、
年
次
の
最

一も
近
い
目
代
日
記
〈
永
禄
五
年

・
同
六
年
〉
各
冒
頭
の
執
行
部
一
覧
を
左
に
記
す
。

〈
永
禄
5
年
〉

一

八
同
6
年
〉

所

禅

興

一

禅

興

［

松

梅

院

］

行

禅

正

一

禅

正

執政
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廿
六
日
き
か
ミ
と
の
［
目
代
慶
世
〕
よ
り
徳
利
一

・
肴

一
盆
。
能
発
よ
り
同
。

廿
七
日
石
塚
内
匠
介
見
舞
也
。
同
内
方
、
供
被
備
也
。
下
京
塩
屋
よ
り
連
歌
あ

つ
ら
へ
申
候
也
。

廿
八
日

晴
天
也
。
中
村
三
郎
左
衛
門
方
よ
り
借
用
也
。
代
物
百
疋
返
弁
也
。

清

水
方
、
田
舎
衆
同
道
に
て
、
連
歌
百
韻
あ
つ
ら
へ
也
。
九
郎
左
衛
門
、
為
香
典
十

疋。廿
九
日
雨
降
候
也
。
西
殿
よ
り
、
た
う
ふ
廿
丁
・
徳
利
。

晦
日
二
七
日
。
西
方
寺
僧
衆
三
人
供
養
也
。
雨
降
候
。
筑
前
殿
へ
御
成
在
之
。

仏
詣
、
の
う
見
物
申
候
也
。
為
香
典
、
従
養
命
坊
十
疋
。
侍
従
殿
使
也
。

（御
と
も
也
）

伊
執
:;/.J 

廿
八
日
天
き
夕
方
雨
降
也
。

カ

連
寄
あ
つ
ら
へ
候
問
、
法
内
申
て
、
遣
。
折
三
合
・
柳
三
荷
遣
。
筑
州

へ
参
ら
せ
候
。
石
主
へ
遣
候
。

廿
九
日
天
き
雨
降
也
。

丹
州
よ
り
与
兵
衛
上
候
。

晦
日
天
き
雨
降
也
。
夕
方
よ
り
。

三
好
筑
前
へ
御
成
候
。
御
巻
数
進
上
申
候。

左
京
介
へ
馬
遣
候
。

閏
三
月
一
日

従
今
台
寺
、
連
歌
あ
つ
ら
へ
侯
也
。
同
願
書
於
神
前
可
致
祈
念
候
者
也
。

尊
陽
坊
朝
召
ニ
よ
ひ
、

経
文
之
連
歌
一
折
興
行
ニ
候
也
。
従
能
悦
、
一
盆
・
徳
利

一
、
懇
志
也
。
雨
降
候
也。

同
三
月
二
日
興
俊
、
茶
一
袋
、
為
訪
持
来
也。

筑
前
殿
ニ
奉
公
衆
御
出
に
て、

御
能
在
之
。
一
見
申
候
也
。
晴
天
也
。

同
三
日

晴
天
也
。
千
本
念
仏
見
物
ニ
法
積
同
道
申
候
也
。
帰
る
さ
能
智
同
道
也
。

紹
巴
、
田
舎
衆
同
道
に
て
音
信
也
。カ

カ

同
四
日
晴
天
也
。
誓
願
寺
仏
詣
申
候
也
。
宝
積
同
道
候
也
。

同
五
日
晴
天
也
。
八
原
道
泉
、
鈴

・一

盆
持
来
也
。
千
本
仏
詣
申
也
。

同
六
日
晴
天
也
。
早
天
、
意
拝
、
妙
祐
持
来
也
。
則
上
善
寺
へ
礼
ニ
参
也
。
信

徳
へ
茶
二
袋
遣
候
。
蔵
円
よ
り
鈴

・
一
企
懇
志
也
。
う
つ
ま
さ
三
郎
左
衛
門
、
な

っ
て
ん
の
木
持
来
也
。

同
七
日
三
七
日
也
。
御
僧
三
人
供
養
す
る
也。

誓
願
寺
仏
詣
候
也
。
能
智
同
道

也。八
日
雨
降
候
。
誓
願
寺
へ
参
詣
申
也
。
同
遊
在
之
。

九

日

天
気
曇
候
也
。
若
め
二
把

・
く
さ
き

一
盆
、
西
殿
懇
志
也
。
三
郎
左
衛
門

ヵ

百
姓

一
人
つ
れ
て
来
也
。

一
銚
子
代
物
持
来
也
。
き
か
御
経
参
詣
也
。
石
田

一ツ

給
候
也
。

十
日
同
前
。
清
法
印
よ
り
連
歌
之
事
云
て
、
中
将
殿
被
来
也
。
同
十
疋
使
持
来

ヵ

也
。
畏
辻
よ
り
云
事
柴
四
把
持
来
候
也
。
三
月
三
日
之
お
さ
め
ふ
ん
と
申
也
。
北

［閏
］
三
月
期
日
天
き
雨
降
也
。

四
つ
時
に
上
意
御
く
わ
ん
き
ょ
也
。
能
十
五
番
有
。
馬
帰
候
。
左
京

介
よ
り
人
給
侯
。

一
一
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
」

一
一
一
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

四
日
天
気
快
晴
也
。

カ

緑
阿
請
給
。
御
庭
石
可
引
候
て
参
由
申
問
、
在
所
人
夫
申
付
て
、
召
つ

れ
参
る
。
酒
く
た
さ
れ
候
。
十
二
日
、
御
の
う
候
問
、
慶
も
し
き
ま
し

こ
う
可
申
候
由
被
仰
侯
。

五
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。
あ
ら
き
所
へ
人
下
。
状

・
い
た
物

一
段
下
。

六
日
天
き
よ
し
。

無
何
事
候。

七
日
天
き
よ
し
。

荒
木
口
八
郎
よ
り
返
事
有
。

八
日
雨
降
也
。
夕
方
晴
也
。

無
何
事
候
。

九
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し。

-4-
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〈
資
料
日

V

［
本
文
］

一
三
月
十
七
日
老
父
能
信
大
徳
死
去
仕
候。

同
十
八
日
申
刻
、
は
ふ
り
候
也
。
同
日
、
為
香
典
、
石
塚
内
匠
介
殿
五
十
疋
、
同

能
悦
十
疋
、
聞
東
伊
方
十
疋
。
其
供
人
数
、
七
人
之
兄
弟
、
死
人
兄
弟
、
北
上
、

八
島
、
能
悦
、

慶
世
［
目
代
］
、

速
水
宗
喜
、
里
村
弥
次
郎
、
為
久
、
新
三
郎
方
、

蔵
円
［
会
所
坊
主
］
、
西
殿
、
能
堅
、
同
内
方
、
能
史
内
方
、
能
弁
、
能
慶
、
能

カ

福
、
随
泉
、
能
重
、
次
郎
九
郎
、
同
内
方
、
息
足
四
人
計
被
供
也
。
花
之
房
へ
百

疋
遣
候
。
火
さ
う
也
。
朝
ニ
雨
晴
、
天
気
候
也
。

同
十
九
日

灰
寄
ニ
罷
出
也
。
拙
者
、
能
乗
、
其
外
兄
弟
不
残
出
候
也
。
罷
帰
、

上
善
寺
へ
隠
た
く
為
礼
、
上
人
へ
弐
十
疋
、

衆
僧
へ
弐
疋
、
別
市
地
走
之
僧
三

人
へ
百
五
十
文
遣
候
也
。
同
口
西
方
寺
へ
も
十
疋
遣
候
。
同
日
、
北
山
地
下
衆
念

仏
申
雨
、
門
外
迄
来
也
。
為
礼
、
十
疋
遣
候
。
同
及
夜
中
、
松
原
衆
念
仏
申
に
来

也
。
内
々
へ
よ
ひ
て
、
酒
を
た
へ
さ
せ
と
也
。
天
気
晴
た
る
也
。
能
僧
宝
積
也
。

同
廿
日
菊
蔵
主
、
為
香
典
、
十
疋
持
来
也
。
同
日
夜
中
ニ
、
当
地
下
衆
十

一
人

念
仏
申
ニ
来
也
。
酒
を
た
へ
き
せ
申
也
。
天
気
晴
天
也
。

廿一

日

老

母

・
同
内
衆
、
東
寺
へ
参
詣
也
。
天
気
晴
た
る
也
。
妙
祐
茶
持
来
也
。

同
覚
賢
。

廿
二
日
千
部
経
聴
聞
ニ
参
也
。
天
気
曇
也
。
能
重
よ
り
鈴

・
一
盆
懇
志
也
。

廿
三
日
初
七
日
也
。
為
香
典
、
実
泉
坊
弐
十
疋
、
同
奥
坊
十
疋
・
ら
ん
そ
く
五

丁
。
能
乗
参
十
疋
。
僧
衆
五
人
供
養
す
る
也
。
法
満
寺
月
次
之
内
よ
り
二
十
疋。

速
水
宗
喜
弐
十
疋
。
及
晩
、
当
地
下
衆
念
仏
申
来
也
。
非
時
た
へ
き
せ
候
也
。
尊

陽
坊
弐
十
疋
、

発
句
手
向
也
。

廿
四
日
雨
降
也
。
口
嵯
峨
越
前
殿
よ
り
内
方
訪
ニ
入
物
也
。
香
典
二
十
疋

・
茶

南

N

一
懇
志
也
。
薄
井
源
三
郎
千
澄
ま
い
ら
す
る
也
。
此
方
師
檀
也
。
ム
ミ
合
－一
付
て
、

随
泉
ニ
申
付
也
。
理
之
た
め
能
虫
を
遣
候
也
。
然
共
、

彼
方
ニ
申
合
候
と
て
、
向

後
之
儀
者
、
無
別
儀
、
前
々
の
こ
と
く
た
る
へ
き
の
よ
し
、
源
三
郎
懇
望
也
。

廿
五
日
嵯
峨
講
念
堂
上
人
、
講
香
ニ
来
臨
也
。
茶
十
袋
被
持
候
也
。
同
寿
命
院

ヵ

入
候
也
。
茶
三
袋
被
持
也
。
十
疋

紹
巴、

相
宿

鈴
片
口
今
台
寺
よ
り
連
歌
之

物
十
疋
。
清
法
印
よ
り
同
弐
十
疋
。

両
三
人
朝
め
し
有
。
北
山
庭
の
石
、

在
所
物
引
候
也
。

十
九
日
天
き
よ
し
。

カ

カ

せ
か
き
有
。
大
せ
か
‘
き
な
れ
ハ
、
公
方
様
の
川
原
物
、
あ
せ
や
か
た
ニ

カ

給
候
。
水
せ
か
き
な
れ
ハ
、
野
口
当
院
川
原
物
し
ゃ
く
給
候
へ
共
、
只

今
か
ん
に
ん
申
也
。

廿
日
天
き
よ
し
。

丹
州
へ
、
杉
板
引
ニ
与
兵
衛
下
候
。
石
主
へ
花
蔵
坊
遣
。
御
供

一
向
不カ

参
之
問
、
松
少
弼
へ
被
申
候
て、

可
給
候
由
申
所
ニ
、
一
社
連
判
候
て

可
給
由
也
。
今
日
よ
り
経
有
。

廿
壱

日

天

き
よ
し
。

何
事
な
し
。

廿
二
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

廿
三
日
天
き
よ
し
。

石
主
女
は
う
衆
へ
ま
ん
ら
う
一
折

・
か
ひ

・
柳
三
荷
遣
候
。
伊
勢
左
京

介
よ
り
人
給
候
て
、
晦
日
之
御
成
門

U
候
問
、
馬
借
用
被
申
候。

不
及
是
非
由
申
者
也
」

廿
四
日
天
き
よ
し
。

何
事
無
候
。

廿
五
日
天
気
快
晴
也
。

石
主
人
給
。
今
度
就
御
成
ニ、

祈
祷
連
歌
可
仕
候
て
参
由
被
申
候
。

廿
六
日
天
き
よ
し
。

連
歌
興
行
也
。
筑
州
名
代
－
一発
句
仕
候
。
紹
巴
也
。

く
も
り
な
き
代
は
花
も
し
る
光
哉
義
長
朝
臣

三

好

孫

次

郎

山

ハ

朝

日

の

の

と

か

成

庭

禅

興

．
長
慶
嫡
子

－

一

筑

州

社

参

候

問

、
石
主
、

一
参
候
て
可
然
由
申
問
、
御
門
中
に
て
参
候
。

一

カ
一

一

段

祝

着

候

也

。

〈
お
日
・
三
好
長
慶
入
洛
ス

・
雑
々
聞
検
書
／
重
編
応
仁
記
V

一

天
き
よ
し
。

松
永
弾
正

少
弼
久
秀

-3-

伊
勢
左
京

介

廿
七
日

何
事
な
し
。
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母

石
成
主
税

・
三
好
被
官

紹
巴
U
才

t
I
t
 

－－q
E
日
巴pn
f

．

i
1

1

 

・
同
朋
衆

［
前
略
］

三
月
期
日
天
気
快
晴
也
。

昨
日
、
小
畠
掃
部
、
子
召
つ
れ
上
候
。
為
中
、
樽
・
二
色
。
東
、
女
は

う
衆
、
船

代

也

。

［

北

畠

ヵ

。

小

ト

北

、

同

字

体

］

一
一
日
天
き
よ
し
。

何
事
無
候
」

三
日
天
き
よ
し
。

暮
候
て
、
公
方
へ
参
る
。
当
院
物
ニ
も
御
庭
石
可
引
由
仰
候
問
、
引
候
。

慶
も
し
さ
ま
へ
参
る
。
先
度
、
御
堀
惣
次
さ
ら
へ
候
問
、
可
申
付
候。

何
時
も
、
上
意
次
第
と
申
上
候
。
門
跡
よ
り
目
代
給
候
て
、
堀
さ
ら
へ

候
へ
と
御
申
ニ
候
。
惣
次
さ
ら
へ
候
時
、
可
仕
候
。
今
ハ
水
も
候
問
、

ヵ

御
わ
ひ
事
申
。
（
其
）
方
へ
も
御
申
可
有
候
問
、
可
其
心
得
由
也
。
然

共
、
当
院
ハ
上
意
次
第
と
申
也
。

四
日
天
き
く
も
る
。

し
ゃ
う
こ
院
と
の
に
て
連
か
有
。
昨
日
、
石
主
人
給
候
。
門
跡
公
事
書

文
共
早
々
可
給
候
。
大
森
新
九
郎
談
合
申
候
て
、
可
然
様
－
一
仕
候
ハ
ん

由
申
問
、
御
判
御
下
知
書
遣
。
彼
方
よ
り
ハ

口

と

申
。
松
梅
院

一

行
三
千
疋
可
参
由
有
。
又
其
後
、
当
院
代
－
二
円
被
取
候
。
御
下
知
三

カ

通
出
候
。

一
円
書
文
者
し
か
／
＼
と
し
た
る
ハ
な
く
候
問
、
満
足
也
。

五
日
天
き
く
も
る
也
。

一
昨
日
礼
に
、
石
主
へ
人
遣
。
紹
巴
参
る
。
大
酒
也
。

六
日
天
き
よ
し
。

何
事
な
し
。

七

日

天

き
よ
し
。

緑
よ
り
人
給
候
。
上
意

ニ
候
。
只
今
御
普
し
ん
、
御
庭
の
石
被
引
候
問
、

人
夫
可
参
候
。
に
ハ
か
事
に
て
な
く
候
ハ
＼

当
院
物
円

U
成
共
召

つ
れ
可
参
侯
由
也
。
在
日
人
夫
の
事
円

U
付
候
。
方
／
＼
へ
罷
出
候
て
、

無
人
数
候
へ
共
、
種
々
調
候
て
参
候
。
夜
円

」

口

罷
帰
候
。
火
と
も

υ候
て
、
木
を
う
へ
候
。

一
日
ほ
ね
を
り
の
由
、
し
き
に
上
意
h
l一

被
仰
間
申
。
何
時
も
御
用
候
ハ
＼
可
参
候
由
申
所－一、

又
上
意
御

申
。
に
は
か
事
に
て
御
事
か
き
候
問
、
御
心
安
く
思
召
候
て、

被
仰
由

口

松
田
丹
後

守
・
奉
行

カ

御
申
。
か
た
し
げ
な
き
物
也
。

と
の
へ
御
申
候
て、

酒
給
候
。

八
日
天
き
よ
し
。

何
事
も
な
し
。
緑
阿
文
給
候
。
山
出
花
二
荷
可
参
由
候
て
、
参
候
。

九

日

天

気
雨
降
也
。

何
事
な
し
。
松
丹
後
よ
り
人
給
候
。
十
三
日
御
参
第
候
問
、
馬
・
蔵
人

ヵ

五
人
借
用
有
。
福
坊
よ
り
、
折
・
大
万
か
り
ニ
人
給
候
。
御
供
の
用

也。

一
日
つ
め
候
問
、
御
手
か
け
小
し
h

う

十
日
雨
降
也
。

御
巻
数
参
る
也
。

十
一
日
天
き
よ
し
。

与
七
郎
女
房
礼
に
来
候
。
柳
三
か
。
す
〉
も
有
。

十
二
日
天
き
よ
し
。

石
主
参
る
。

十
三
日
天
き
よ
し
。

御
参
第
也
。
松
丹
後
へ
馬
一

・
殿
原

-2-

八
日
日
・
義
輝
、
参
内
シ
テ
、
歳
首
ヲ
賀
シ
奉
ル

・
御
湯
殿
上
日
記
ホ
カ
V

中
間
遣
。
緑
阿
へ
小
物
遣
候
。

守好
長筑
慶前

十
四
日
天
き
よ
し
。

カ

松
丹
人
給
候
。
昨
日
礼
。
又
経
当
口
口
御
請
札
申
問
、
如
何
談
合
被
申

カ

ヒ

ヒ

問
、
御
免
き
よ
も
を
き
候
て
、
を
し
か
い
所
し
ち
以
下
円

U
を
と
申
。

十
五
日
天
き
よ
し
」

又
、
松
丹
よ
り
人
給
候
て
、
昨
日
申
談
心
得
、
如
其
可
書
出
候
由
也
。

京
中
木
屋
よ
り
、
筑
前
御
成
申
問
、
板
三
色
木
か
け
候
。
御
免
在
所
に

て
有
。
様
幹
申
。

十
六
日
天
き
よ
し
。

そ
か

・
あ
ら
川
・

緑
［
阿
］
三
人
御
使
ニ
参
る
。

北
山
御
庭
石
被
引
候

問
、
人
夫
申
付
、
可
参
由
也
。
可
為
御
祝
着
由
也
。

十
七
日
雨
降
也
。

在
所
へ
人
夫
申
付
候。

十
八
日
天
き
よ
し
。



い
わ
ゆ
る
「
北
野
の
連
歌
師
」
に
つ
い
て
・
資
料
編
／＼  

．．．．．．．． 

＼ーノ

紹
介
・
宮
仕
（
み
や
じ
）
能
哲
日
記
〈
永
禄
四
年
三
月
J
十
二
月
〉

翻
刻
・
松
梅
院
禅
興
日
記
（
部
分
）
〈
永
禄
四
年
三
月
J

九

月

〉

ー
ー
北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
（
六
）

1

｜

八
昭
和

U
年
9
月
9
日
受
理
〉

棚

町

実日

弥

何
一
関
の
ゆ
号
宮
内

5
5
F
σ
ロ片山門戸内出。同
5
0
H
M片
山

σωZ
。
片
付
宮
内
た
ぬ
き
（
吋
mw送
還

hsh劃）
g
E
5

の
O
ロ
8
片
岡
岡
山
口

m

F伊
丹

σ
B
H
Z円
。
（
旬
、
p
m
h
N
）

mg己
寸
F
o
m同門戸

g
Z
（同
h
N
h
哨刷、。）

ー

ー

l
M
M
m弓
け
∞

W
I－－

｜ま

じ

め
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似
栗
斎
ニ
連
歌
在
之
。
当
番
な
か
ら
、
き
り
か
た
く
承
候
問
、
能
福
や
と
ひ
て
番
ニ

を
き
、
罷
出
候
也
。
（
五
月
八
日
）

北
野
の
社
家
に
と
っ

て、

連
歌
は
文
事
で
は
な
く
、
神
事

・
勤
め
筋
で
も
あ
っ
た
と
い
う

の
は

一
般
の
論
。

社
頭
勤
務
の
当
番
に
代
り
を
立
て
て
、
社
外
の
連
歌
に
出
か
け
て
い
く
能

哲
の
姿
は
、
北
野
宮
仕
の
平
均
で
は
な
い
。

し
か
も
彼
は
沙
汰
承
仕
と
い
う
役
付
き
で
も
あ

っ
た
。「北

野
の
連
歌
師
」
に
つ

い
て
、

ω専
門
職
に
は
、
従
来
の
連
歌
史
研
究
が
対
象
と
し
た

会
所
奉
行

・
宗
匠

（
大
阪
天
満
の
宗
因
も
）
の
ほ
か
、
会
所
坊
主
が
あ
り
、
つ
ぎ
に
、
主
宰

者
と
し
て
、

ω洞
官
が
あ
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
、

禅
予

・
禅
興

・
禅
昌
な
ど

松
栴
院
の
代
々
は
、
個
と
し
て
も
連
歌
執
心
者
で
あ
っ
た
。
乙
の
類
に
つ
い
て
は
、
史
料
装

集
の

「
北
野
社
家
日
記
」
が
、
そ
の
連
歌
生
活
を
か
な
り
明
ら
か
に
す
る
が
、

ω宮
仕
（
み

や
じ
）
に
つ
い
て
の
資
料
は
極
め
て
之
し
い
。
彼
の
能
順
に
つ
い
て、

筆
者
は
〈
宮
仕
と
し

て
〉
の
視
点
よ
り
の
接
近
を
心
懸
け
て
い
る
が
、
能
哲
日
記
の
よ
う
な
資
料
は
未
だ
見
出
さ

な
い
。
北
野
学
堂
の
精
査
か
ら
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

僅
か
九
か
月
半
の
能
哲
日
記
に
懐
く
八
ま
ぼ
ろ
し
の
日
記
〉
と
い
う
感
慨
は
、
筆
者
ひ
と

H
，

O
B
。M1m戸

、

H
d
ロm
g
m
R
E

り
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
、
ζ

乙
に
紹
介
す
る
。
松
梅
院
禅
興
の
日
記
と
の
対
照
の

便
を
主
と
し
た
た
め
、
解
説
は
5
・
叩
－

w・
お
各
ぺ

l
ジ
に
分
割
し
た
。

な
お
、
弘
治
二

年

・
同
三
年
の
禅
興
日
記
（

「近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
第
七
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
六

〈
資
料
日
・
弘
〉
能
哲
日
記
原
本

（又
ハ

ソ
ノ
『
古
記
写
』

ノ
原
本
）
所
在
不
明

ノ
マ
マ

、
北
野
天
満
宮
所
蔵
ノ
写
本
（
竹
内
秀
雄
氏
）
二
冊
ニ
ヨ
リ
紹
介
ス
。

記写古甲 年永禄四 イ至日七永禄辛年酋四

j同＼ 

一 ノ五コ 一
月日 日月

記

永
禄
四
辛
酉
年
八
月
六
日

至
十
二
月
晦
日

く資料 56> 

く資料 55> 

古
記
写

乙

八
資
料

U
V
東
京
教
育
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
。

1

1

一
四
五
｜
｜

松
梅
院
禅
興
ノ
引
付
二
冊
ノ
内
、二
。
表
紙
ナ
シ
。

八
永
禄
3
年
9
月
8
日
J

同
4
年
9
月
げ
日
〉
ヨ
リ、

4
年
3
月
1
日
以
降
ノ
部
分
ヲ
翻
刻
ス
ル
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